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第150図　第218号住居跡出土遺物実測・拓影図（3）

土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ワーム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子少量

3　暗褐色　ロームノトブロック中量，炭化物・ローム中ブロック少量

遺物　炉の南東部から南西部にかけて遺物が集中的に出土している。床面出土の遺物はなく，すべて覆土中か

らの出土である。4，11，16，19は炉の南東部から，1は南東壁寄り，5は両壁寄り，3は炉の南東部と南

西壁寄りの2か所から，2，14，15は南西壁寄りから出土している。他に20の土器片錘，21の石鉄も覆土中

から出土している。

第218号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第148図 鉢 形 土 器 A 〔39 ．5〕 胴部からロ緑部にかけての破片。胴部は内攣 して立ち上が り，口縁部 砂粒 ・長石 ・ P14 5　　　　　　　 30％

1 縄 文 土 器 B （26 ．4） は外反する。内面及び口緑部外面積ナデ。肩部に隆線で楕円の区画文 スコリア 南東部覆土

を描 き，区画内には単節縄文L R が施文 されている。胴部は区画文の にぷい橙色 （加曽利E Ⅲ）

連結部から2 本沈線区画の磨消帯を垂下 させ，磨消帯間には同縄文が

施文されている。縄文及び洗練 とも器面への食い込みは浅く，作 りも

租雑である。

普通

2

鉢 形 土 器 A 〔30 ．2〕 胴上部から口緑部にかけての破片。胴部 は内攣 し，ロ縁部 は外傾 して 砂粒 ・雲母 P 14 6　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （14 ．1） 直線的に立ち上がる。僅かに波状を描 く口縁で，内 ・外面とも丁寧 な 橙色 南西部覆土

横ナデで調整されている。肩部には，沈線，隆線で楕円形及び半円形

の区画文を描き，区画内には単節縄文R L が横位回転で施文され，胴

部 には縦位回転の縄文が施文 されている。

普通 （加曽利E Ⅲ）

3

深鉢形土器 A 〔33 ．0〕 胴上部から□縁部にかけての破片。□縁部は内攣する。縦位回転の単 砂粒 P 147　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （9．7） 節縄文 R L を地文とし，ロ緑部には棒状施文具による刺突文が 2段 に 橙色 南部覆土

巡 らされている。胴部には沈線区画の磨消帯及び蛇行沈線が垂下 され

ている。

普通 （加曽利E m ）

4

鉢 形 土 器 A 〔3 3．4〕 ロ緑部片。ロ縁都は内攣する。内 ・外面磨 きが施されている。口綾部 砂粒 ・パ ミス P 149　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （10．1） 下 に浅い洗練が巡らされている。土器焼成胤　 口緑部に孔が施される 橙色 南東部覆土

が貫通は していない。 普通

第149回 深鉢形土器 B （13．8） 底部から胴下半部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して立ち上が 砂粒 ・雲母 P 148　　　　　　 10％

5 縄 文 土 器 C 〔7．4〕 る。内面及び断面に輪積痕が見られる。内面煤付乱 外面は無文であ 桜色 南部覆土

る。 普通 （加曽利E ）．

図版番号 器　　 種

計 測 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）

器　 形　 及　 び　文　 様　 の　 特　 徴 備 r　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第150図20 土 器 片 錘 5．2 5．8 1．8 54．2 10 0 表面に隆帯　 粂線 D P39　覆土
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図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石．　 質 備　　　　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第150図21 石　　　 鉄 2．9 1．6 0．6 ． 2．1 ．硬 質 頁 岩 Q78　凹其無茎鉄　 覆土

第149－150図6－19は縄文土器片の拓影図である。6－13は口縁部片で，8，10，11は波状口縁，9には

口縁部に無文帯が見られ，いずれも沈線と隆線，あるいは沈線のみで口縁部に楕円形や曲線的な区画文を施

し，区画内は縄文が施文されている。10，11，13，14は胴部に沈線区画の磨消帯が直線的に垂下し，磨消帯

間には縄文が施文されている。15，16，19は胴部片で，同様に縄文地文の上に沈線区画の磨消帯が垂下して

いる。17は胴上部から口縁部にかけての破片で，口縁部との境の沈線以下胴部には撚糸文が施文されている。

18は胴部片で，縦方向の条線文が施されている。

所見　本跡は，壁の立ち上がりが部分的にしかとらえられなかったため，土層の立ち上がり及び床質から規模

及び平面形を推定した。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅢ式期である。

第231号住居跡（第151図）

位置　調査区の東部，C170区。

重複関係　本跡は，南側部分が第1097号土坑と，中央部西側部分から北側部分で第1096号，1112号土坑と重複

している。第1096号，1112号土坑より本跡の方が新しいが，第1097号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径7．57m，短径5．01mの楕円形である。

長径方向　N－440－E

壁　壁高15－35cmで，東側はほぼ垂直に，南側から西側にかけては外傾して立ち上がる。北側部分の立ち上が

りはとらえられなかった。

床　北側の床がやや高く，南側に向かいやや傾斜している。中央部を中心として僅かに踏み固められた面が見

られる。

ピット18か所。P1－P9は炉を囲むように位置している。それぞれの規模は，径39－90cm，深さ59－97cmと

ばらつきが見られ，形態も円形あるいは楕円形のピットで規格性はないが，位置関係からこれらのピットは

主柱穴あるいは補助柱穴の可能性がある。また，PlO－P12，P16も同様の可能性が考えられるが，性格を明

言することは困難である。P15，P18は後世の掘り込みと思われる。また，中央部のP13，P17は性格不明で

ある。

炉　中央部やや北東寄りに付設されている。長径135cm，短径110cmの楕円形で，やや西側に土器を2か所設置

した土器埋設炉である。炉の覆土に焼土はあまり含まれていないが，炉床は火熱を受け，赤く焼けて硬化し

ている。

炉土層解説
1　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・ローム小ブロック少量
2　赤褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

覆土　9層からなる。北西壁際の土層7－9は人為堆積であるが，他は2－6の褐色土が堆積した後，1の暗

褐色土が覆った自然堆積である。
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第152図　第231号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第154図　第231号住居跡出土遺物実測・拓影図（3）

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子極少呈
2　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極少量
3　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子極少呈
5　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量
6　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
7　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，ローム小ブロック少量
9　褐　色　ハードロームブロック

遺物　炉，床面及び覆土中から遣物が出土している。1，6は炉体土器で，1が北側，6が南側に付設されて

いる。14も1の西側を補強するような形で出土している。15は炉の上層から，3は横位の状態で炉の東側覆

土中から，2，8は北西部覆土下層から，23の磨製石斧は北西部P7の北側床面から，7は正位の状態で南

西部P6の西側覆土中から，22の土製円板は横位の状態で東側床面からいずれも出土している。

第231号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（川） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴　 ノ 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第152回 探鉢形土器 A 〔36，0〕 胴部下半欠損。□綾部は内攣する。口綾部は肥厚し，内面に稜を有し， 砂粒・長石・雲母・ P152　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （13．4） 上端は平坦に作出されている。ロ緑部上段に連続の交互刺突文，下段 石英 ・スコリア 炉内

の屈曲部に削り込みによる凹みを6 か所持つ突帯を巡らせ，間に沈線 にぷい赤褐色 （中峠）

による渦巻文，長方形の枠状文を設け，口綾部文様帯が構成されてい

る。長方形の枠内には横走沈線を加えている。胴上部は無文である。

普通

2

深鉢形土器 A 〔30．2〕 口緑部片。ロ緑部は外傾し，波状を呈する。平坦な□緑部上端と，隆 砂粒 ・長石・ P153　　　　　　 10 ％

絹「文土器 B （14．2） 帯上に連続刻文を巡らせた口緑部下部の間には，ヘラ状工具による連 パミス 北西部覆土

続交互刺突文が加えられている。無文帯を挟み，頚部には 2段の横走 明赤褐色 （中峠）

沈線が巡らされている。 普通

3

穣鉢形土器 A 〔37．2〕 胴上部からロ緑部にかけての破片。胴上半は外傾して立ち上がり，口 砂粒・長石・石英・ P154　　　　　　　 10 ％

縄 文 土器 B （14．9） 縁部は内攣する。地文として単節縄文R L が器面に施文されている。 雲母 東部覆土

洗練を伴う隆線で渦巻文，クランク文を描き□緑部文様苗を構成し， 橙色 （加曽利 E I ）

クランク文は頚部を巡る隆線に接続している。胴部には 3 ～ 4 本の集

合沈線が直線的に垂下している。

普通
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器．形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 ‾ 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第152図 鉢 形 土 器 A 〔29．2〕 口縁部片。口縁部は内攣 している。幅広の口縁部上端及び口縁部内 ・ 砂粒 ・・・雲母
P155　　　　　　　 5 ％

4 縄 文 土 器 B （8．6） 外面は偏平 に作出され，磨きが施 されている。口縁部直下に 「＜」状 明赤褐色 覆土

の連続刺突文を 2段 に巡 らせ，以下隆線で連続する渦巻文が措かれて

いる。口縁部から胴部外面は赤彩されている。

‘普通 （加曽利E I ）

琴153図 深鉢形土器 B （9．1） 胴上部片。口縁部 と胴部との交換部に角状の突起を 4 単位有すると思 砂粒
P157　　　　　　 10％

5 縄 文 土 器 われ，．突起間は 2 重の隆線で偏平な長楕円＿の枠状文が措かれている0－ にぷい赤褐色 ．南東部覆土

区画内は無文か，あるいは縦刺突状の短洗練が施 されている。以下，

胴部には突起下から3 本洗練を直線的に垂下させ，隙間には横走洗練

が何段にも描かれている。

普通 （加曽利 E I ）

6

探鉢形土器 B （18．0） 胴部片。・やや膨 らみ を持つ胴部で，単節縄文L R が縦位回転で施文さ 砂粒 ・長石 ・石英 ・
P156　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 れている。

J

スコリア

橙色　 普通

炉内

（加曽利 E I ）

7

探鉢形土器 B （15．5） 底部から胴下部 にかけての破片。底部は削り出しにより上げ底気味で， 砂粒 ・雲母・長石 ・ P158　　　　　　　 25％

縄 文 土 器 C　 7．8 胴部は外傾 して開 く。無文である。 スコリア

橙色　 普通

南西部覆土

（加曽利 E ）

8

鉢 形 土 器 B （4．5） 底部片。平底で，やや大形の底部。胴部は外傾 して開 く。胴下部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P159　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C 11．7 及び内面は磨 きが施されている。 石英

黒褐色　 普通

北西部覆土

（加曽利 E ）

図版番号 器　　 種

計 測 値 （cm） 重・量

（g ）

現車率

（％）

器　 形　 及　 び 文　 様　 の　特　 徴 備　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第154図21 顔面土製品 5．5 5．2 3．8 （94．7） ？ 人間の顔面 を模 した中空の土製品。土偶あるいは把手の可能 DP4 0　 P 6床面

性が考えられるが，首以下が欠損 しているため詳細は不明で 砂粒・長石　 にぷい橙色

ある。鼻は鷲鼻で，口は 「へ」の字状に表現されている。 （中期か）

22 土 製 円 板 4．2 4．3 1．2 27．6 100 無文　 表面 に未貫通孔 DP41 覆土

図版番号 器　　 種’

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第154図23 磨 製 石 斧 4．1 2．6 1．0 （14．3） 砂　　　 岩 Q80　定角式　 刃部一部欠損　 北西部厚面

第153－154図9－20は縄文土器片の拓影図である○中期加曽利EI式の土器が主体であるが，中峠式，加

曽利EⅡ式の手法が見られるものもある09－13は口縁部片で，9は口縁部上端が平坦で，中央に沈線を沿

ゎせた隆線で曲線的文様を表現し，隙間に縦の短沈線が施されている。頚部に巡る2段の隆線以下には縄文

が見られる。10は口縁部が内攣し，隆線で区画文を施し，区画内及び胴部に縄文が施文されている。11は口

唇部上端と外面に沈線，以下縄文施文で，縄文を切る沈線が見られる。12は隆線で渦巻文，区画文を描き，

区画内に縄文を施文し，口唇部外面に沈線が見られる013は口縁部無文帯の下に交互刺突文，以下は沈線を

間に加飾した隆帯で曲線的区画文を施し，区画内及び隆帯上に縄文，区画外は縦の沈線が施されている。14

は炉体土器で，胴上部の破片，撚糸文地文で上位に2本の横走沈線，以下に波状沈線，斜行沈線と施文され

ている。上部の沈線の上は欠損しているが，破損部は丁寧に擦り切られ二次加工の痕跡が見られる。1ト19

は胴部片で，15は単節縄文RLを地文にし，垂下する波状沈線と直線的に垂下あるいは斜行する3本の平行

沈線が施文されている。16，17も地文の縄文を切る3本平行沈線がクランク状に施されている。大木8b式

の影響が見られる。18は横に巡る隆線に上部からの隆線が接続し，隙間に浅い洗練を施文，隆線及び下部に

縄文が施文され，下部には半裁竹管による波状沈線が縄文地文の上に措かれている。19は3本の平行沈線を

垂下させて縦区切りし，間に横沈線を充填させている020は口縁部の破片と思われ，隆線による渦巻文が見

られる。
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所見　本跡からは，縄文時代中期加曽利EI式期を中心として前後の時期の遺物も出土している。時期は，炉

体土器及び主体となる遺物から縄文時代中期加曽利EI式期の初頭と思われる。

第232号住居跡（第155図）

位置　調査区の東部，C17hl区。

重複関係　本跡の中央部東側部分は第1044号，1067号土坑に，西側部分は第237号，239号住居跡に掘り込まれ

ている。また，本跡の中央部南側部分で第1046号，1045号土坑と，北西側部分で第1153号土坑と重複してい

るが，本跡の方が新しい。

規模と平面形　壁の立ち上がりは部分的にしかとらえられなかったが，長径〔7．62〕m，短径〔5．90〕mの楕円形

と推定される。

長径方向〔N－80－E〕

壁　東側から南側にかけて部分的に残っており，壁高8－10cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。僅かに踏み固められた面が見られる。

ピット　22か所。P1－P9は長径34－73cm，短径25－61cmの円形あるいは楕円形で，深さ36－98cm。規模にば

らつきはあるが，壁際に沿って巡る壁柱穴と思われる。また，P13（径42cmの円形で，深さ49。m），P14

（長径45cm，短径36cmの楕円形で，深さ65cm）は位置的に壁際に寄り過ぎているが，柱穴の可能性も考えら

れる。炉の中央にあるP22は，土層より判断して，本跡より古いピットである。他は性格不明である。

炉　やや北寄りに付設されている。長径100cm，短径85cmの卵形で，南側に土器を埋め込んだ土器埋設炉であ

る。炉床はそれほど赤くはないが，僅かに硬化している。

炉土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム中ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物少量
4　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子極少量
6　暗褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック少量
7　褐　色　ローム中ブロック少量，炭化粒子極少量
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック少量
9　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

覆土　本跡の上部は削平され，覆土の厚さは10cmほどしかなかった。土層1－3はP12の土層で，後世からの

掘り込みである。本跡は4・5の2層からなっており，覆土が薄いため断定はできないが，5が堆積した後，

4が流れ込んだ自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　暗褐色

遺物　炉，

焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック少量

炭化粒子・ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量

ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子極少量

床面及び覆土中から遺物が出土している。1，2は炉体土器で，胴部から口縁部の破片を重ねるよ

うにして使用している。3は南東壁際床面からの出土である。
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第155図　第232号住居跡実測図
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第156図　第232号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第232号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 痩 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第156国 深鉢形土器 A 〔3＿2 ．0〕 胴上部から口縁部にかけての破片。頚部で外傾 した後，．内攣 して口縁 砂粒 ・長石 ・石英 P160　　　　　　　 25％

1 縄 文 土 器 ・B （14 ．1） 部に至る。内面は磨きが施 されている。口唇部外面 に，中央 に沈線が にぷい橙色　 ＿ 炉内

，走る隆帯 を巡らせており，隆帯には縦の押捺を加えた突起が加えられ

ている。隆帯下 と頚部 に隆線を巡らせ，上下の隆線 はクランク状の 2

本の隆線で接続 し，口縁部文様帯が構成 されている。磨 り消しの無文

帯を挟み，胴部には垂下する沈線が描かれている。地文として，縦位

回転の単節縄文R L が施文 されている。

普通 （加曽利E I ）

2

深鉢形土器 B （2 3．2） 胴上部から口縁部下半にかけての破片。胴部は直立気味に立ち上が り， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P161　　　　　　 40％

縄 文 土 器 頚部で外傾 した後，内攣気味に口縁部に至る。単節縄文R L が縦位回 スコリア 炉内

転で施文され，地文 としている。頚部に偏平で幅広の2 本の隆線が巡 暗赤褐色 （加曽利E I ）

り，口縁部文様帯と胴部文様帯が分離されている。胴部文様帯 には沈

線 を伴 う縦の 2 本隆線が措かれ，頸部の隆線 と接続 している。胴部 に

は，蛇行 して垂下する単洗練， 3 本 1組で直線的に垂下 した り折れ曲

がる，あるいは弧を措 く沈線が措かれそれぞれ接続 している。

普通

第156図3，4は縄文土器片の拓影図である。3は胴上部から口縁部にかけての破片で，頚部に巡る隆帯

で口縁部文様帯と胴部文様帯を分離している。口縁部文様帯は，口縁部と頸部の隆線が曲線的隆線で結ばれ，

隆線に沿い沈線，隙間にも直線的な沈線が施され，口唇部下には連続刺突の「コ」字状文も部分的に見られ

る。胴部には縄文が施文されている。4も交互刺突文が施されているが，無文である。

所見　本跡の西側から北側にかけての規模と平面形は，柱穴の配列及び床質からの推定である。時期は，出土

遺物から縄文時代中期加曽利EI式期である。

第233号住居跡（第157図）

位置　調査区の東部，C17fl区。

重複関係　本跡は，南側部分を第218号住居跡に，北東側部分を第1134号土坑に掘り込まれている。南西側部

分は第1146号土坑を掘り込んでいる。また，中央部で第1083号土坑と重複しているが，新旧関係は不明であ

る。

規模と平面形　重複が激しく，明確な壁の立ち上がりはとらえられなかったが，長径〔6・00〕m，短径〔5・50〕m

の楕円形と推定される。

長径方向〔N－430－E〕

壁　東壁が部分的に残っており，壁高37cmほどで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット11か所。Plは長径39cm，短径29cmの卵形で，深さ48cm，P2は長径60cm，短径49cmの楕円形で，深さ

88cmの二段掘り込みのピット，P3は径29cmほどの不整円形で，深さ56cmの二段掘り込みのピット，P4は長

径54cm，短径43cmの卵形で，深さ49cmの二段掘り込みのピット，P5は長径31cm，短径29cmの不整円形で，深

さ47。m，P6は長径51cm，短径45cmの楕円形で，深さ96cm，P7は長径48cm，短径42cmの楕円形で，深さ89cm。

これらは，規模や形態にばらつきが見られるが，壁際に沿って巡る柱穴の可能性が考えられる。しかし，東
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第157図　第233号住居跡実測図

側でピットが確認されてないため，断定は難しい。P8（長径53cm，短径42cmの楕円形で，深さ42cm），

Pl。（長径49cm，短径36。mの楕円形で，深さ48cm）は，炉を挟んで相対して位置する。P9は長径36cm，短

径30cmの不定形で，深さ28cmと浅いが，位置的に見るとPl－P7と同性格の可能性も考えられる。Pllは性

格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されていると思われる。径66cmの円形で，床を34cmほどボール状に掘りくぼめた地床炉で，

比較的中層に焼土を多く含む。炉床は硬化しているが赤くはない。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量
2　暗赤褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブロック極少量
3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック極少量
6　暗赤褐色　焼土小ブロック・炭化粒子極少量
7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック極少量
8　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土′トブロック・炭化物極少量
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第159図　第233号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

覆土　第218号住居跡の床下で，本跡南側部分の覆土が僅かに確認できたにすぎないが，4層からなる。土層

2・3は同質の一連の層であるが，含有物の粒子の大きさで分層した。南側部分の堆積状況から見ると，自

然堆積と思われる。

土居解説

1暗褐色　ローム小ブロック中呈，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック少量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　覆土中層から下層にかけて遺物が出土している。8は東部覆土下層，9は南東部覆土下層，7は覆土中

層からの出土である。14の土器片錘，15の敲石も覆土中からの出土である。

第233号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第158図 深鉢形土器 A 〔40．8〕 口緑部片。口縁部は内攣し，口唇部内面に稜を持つ。沈線，隆線で楕 砂粒 P162　　　　　　 10％

1 縄 文土 器 B （14．0） 円形あるいは長方形の枠状文が描かれ，口緑部文様帯が構成されてい 橙色 覆土

る。楕円形の上部には隆線を発達させた舌状の突起を有する。枠状の

区画内には単節縄文R L が横位回転で施文されている。口綾部文様帯

以下頸部までは無文である。

普通 （加曽利 E Ⅲ）

2

探鉢形土器 B （10．5） 胴部片。胴部中位にやや膨らみを持つ。外面に単節縄文 R L が縦位回 砂粒 ・長石 P163　　　　　　　 20％

縄 文 土器 転で施文されている。 橙色

普通

覆土

（加曽利E Ⅱ）

3

探鉢形土器 B （7．3） 底部片。平底で，胴部はやや外傾して立ち上がる。胴部には単節縄文 砂粒 ・長石 P164　　　　　　　 20％

縄 文土 器 C　 8．0 R L が施文され，底部から2 cmほどは磨り消されている。 橙色

普通

覆土

（加曽利 E Ⅱ）

図版番号 器　　 種
計 測 値（cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
器　 形　 及　 び　文　様　 の　特　徴 備　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第159図14 土 器片 錘 5．0 4，7 1．3 34．1 100 表面上部に狭い磨消帯　 複節縄文 L R L　 部分的に文様剥離 DP42　覆土

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（crn） 厚さ（cm） 重量（g ）

第159図15 敲　　　 石 9．7 6．9 4．6 436．5 安　 山　 岩 Q81 磨石兼用　 覆土
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第158図4－13は縄文土器片の拓影図である。4－6は口縁部片で，4は上下の隆線で口縁部文様帯を区

画し，区画内及び胴部に単節縄文RLを施文し，口唇部上端に沈線が施されている。5は僅かに波状を呈し，

沈線，隆線で渦巻文，区画文を措いている。6も波状口縁の波頂部で，口唇部上端沈線内に交互刺突文，外

面には連続の刻みが施され外面無文，頚部に沈線が巡る。8は胴部から口縁部にかけての破片で，単節縄文

RLを地文にし，隆線で区画文が施されている。7，9－13は胴部片で，9は沈線を沿わせた直線的隆線が

円形文で接続し，地文は単節縄文RLが羽状構成で施文されている。7，10，11は縄文地文の上に沈線区画

の磨消帯が垂下しており，7はやや幅広，11は3本沈線で単沈線も見られる。12も縄文地文の上に平行沈線

が垂下しているが，沈線間に磨り消しは施されていない。13は沈線の間の交互連続刺突による鎖状の文様が

見られる。これらの土器は中期加曽利EⅡ式に比定されるものが多いが，7には加曽利EⅢ式，12には加曽

利EI式の手法が見られ，6，13は中峠式一加曽利EI式期初期の範噂であると思われる○

所見　本跡の規模及び平面形は，土層，床質及び柱穴の配列からの推定である。縄文時代中期加曽利EⅡ式期

を中心に前後の時期の遺物も出土しているが，主体となる遺物から縄文時代中期加曽利EⅡ式期が本跡の時

期と思われる。

第234号住居跡（第160図）

位置　調査区の北東部，C17d2区。

重複関係　本跡は，中央部北側が第1135号土坑に，東側部分が第1149号土坑に，南側部分が第1119号，1140号

土坑に掘り込まれている。また，東側部分で第1142号，1148号土坑と重複しているが，本跡の方が新しい。

規模と平面形　北側部分が確認できなかったが，長径〔6．24〕m，短径〔5．50〕mの楕円形と推定される。

長径方向〔N－830－E〕

壁　南側から西側にかけて立ち上がりが確認されている。壁高14－30cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，南西側から北東側にかけて僅かに傾斜している。やや踏み固められている。

ピット16か所。Plは長径79。m，短径61cmの楕円形で，深さ112cm，P2は第1142号土坑から確認されたが，

土層から本跡に伴うピットと判断した。規模及び形態は，長径46cm，短径40cmの楕円形で，本跡の床面から

の深さは115。mである。P3は長径77cm，短径58cmの楕円形で，深さ119cm。P1－P2は，規模及び配列から

主柱穴と考えられる。炉の北東側に位置するP4は長径52cm，短径46cmのやや楕円形で，深さ135cm。P5－

Pllは炉の南東側に位置する，径41－57cmの円形あるいは楕円形のピット群で，深さは33－70cm。規模は異

なるが，Pl。，Pllは主柱穴の位置に相当し，その可能性も否定できない。P12－P16は炉の西側に位置す

る径26－63。mの円形あるいは楕円形で，深さ41－111cmのピット群。これらのピットの性格は不明である。

炉　中央部やや西寄りに付設されている。長径117cm，短径104cmのやや楕円形で，床を30cmほど掘りくぼめた

地床炉である。北側の炉床が特に赤く焼け，硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子極少量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子極少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子極少量
6　極暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子極少量
7　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子極少量
8　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量
9　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子極少量

覆土13層からなる。覆土はローム小ブロック，ローム粒子を含む暗褐色土が主体となり，不自然で複雑に分

層される人為堆積である。土層3は炉上層の覆土である。
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第160図　第234号住居跡実測図

土層解説
1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子中量，焼土′トブロック・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，
3　極暗褐色　焼土小ブロック・

4　暗褐色　ローム小ブロック
5　黒褐色　ローム粒子多量，

6　褐　　色　ロームノトブロック
7　褐　　色　ローム小ブロック

8　暗褐色　ローム粒子中量，

焼土粒子・炭化粒子極少量

焼土粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック中量，焼土中ブロック極少量
・ローム粒子多量，炭化粒子少量
炭化粒子少量，焼土小ブロック極少量

・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック桓少量
・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，炭化粒子極少量

炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少呈
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第161図　第234号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第162図　第234号住居跡出土石製晶実測図（2）

第234号住居跡出土遺物観察表

9　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量
10　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，

焼土粒子・炭化粒子少量
11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土

粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック極少
■

12　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土
粒子・炭化粒子極少量

13　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量，
焼土小ブロック極少量

遺物　遺物は覆土中からで床面出土はなく，ほ

とんどが細片である。14の土偶の脚部と思わ

れる土製品，15－17の土器片錘，18の打製石斧，

19，20の磨製石斧が覆土中から出土している。

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第161図 浅鉢形土器 A 〔34 ．5〕 胴上部からロ緑部 にかけての破片。胴部は内攣 し，口縁部は短 く外反 砂粒 ・雲母・長石 ・ P165　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （8．4） する。口緑部は肥厚 し，上端は偏平で，内 ・外面に稜 を持つ。ロ緑部 スコリア 北東部覆土

直下に指頭による浅い沈線 を巡 らせ，ロ緑部の肥厚が強調 されている。 にぷい橙色 （加曽利 E ）

内 ・外面 とも磨きで整形され，内面は赤彩 されている。 普通

2

深鉢形土器 B （13．3） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部 は外傾 して立ち上がる。 砂粒・長石 ・石英 ・ P 166　　　　　　 15％

縄 文 土 器 C　 9．0 胴部は無文である。 橙色

普通

覆土

（加曽利 E ）

3

器台形土器 D 〔23，6〕 台部片。裾部が幅広 く，脚部は直立気味に立ち上がり，数単位の孔を 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 167　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 E （4．1） 有する。裾部及び孔は面取 りされている。 雲母

橙色　 普通

南部覆土

（加曽利 E ）

図版 番号 器　　 種

計 測 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現 存率

（％）

器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

最 大長 最大幅 最 大厚

第 1 61 図 14 土　　　 偶 （6 ．8） （5 ．6 ） （161．5） 15 大 形土 偶 の脚部 と思 われ る。底 部 は突 出 してお り，周 囲 を幅 DP43　 覆 土

広 の連 続爪 形文 が下 向 きの弧状 で 4 単位 措 かれ てい る。 中位 砂粒 ・長石 ・雲母 ・石英

に も同様 の 文様 が見 られ るが， 摩滅 が著 し く詳細 は不 明で あ にぷ い褐 色　 普通

る。 （中期 ）

15 土 器 片 錘 5 ．3 4 ．0 1 ．3 31 ．8 100 表 面 に単 節縄 文 R L DP44　 覆土

16 土 器 片 錘 4 ．6 4 ．5 0 ．8 23 ，0 100 表 面 に単 節縄 文 R L　 沈線 を沿 わせ た磨 消帯 DP 45　 覆土

17 土 器 片 錘 3 ．1 3 ．2 0 ．9 11 ．0 100 表 面 に縄 文 DP 46　 覆土

回版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第 162図18 打 製 石 斧 （11．5） （7．4） 2．2 （160．9） 砂　　　 岩 082　分銅形　 一部欠損　 覆土

第1 61図19 磨 梨 石 斧 （6 ．7） （4．9） （2．7） （103．7） 緑 泥 片 岩 Q83　 欠損品　 覆土

20 磨 製 石 斧 （4 ．3） 3．0 1．2 （24．5） 黒 色 片 岩 084　是角式　 覆土

第161図4－13は縄文土器片の拓影図である。4－9は口縁部片，10－13は胴部片である。4－7は波状

口縁で，ロ縁部及び胴部に微隆起線による磨消帯が施され，磨消帯間は縄文が施文されている。12は同類の

胴部片である。これらは中期加曽利EⅣ式に比定される土器である。8は平縁で単節縄文を地文にし，口縁

部から微隆起線が胴部に垂下し，微隆起線の両側は磨り消されている。9は波状口縁で，ロ縁部無文帯の下
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端に刺突文が連続されている。2点とも中期加曽利EⅢ－Ⅳ式期の範疇と思われる。10，11，13は地文の単

節縄文の上に幅広の沈線区画の磨消帯が直線的に垂下している。

所見　本跡は，北側の壁の立ち上がりが確認できなかったため，北側部分は残存している壁及び床質からの推

定である。覆土中から中期加曽利EⅢ－Ⅳ式期までの遺物が出土しているが，時期は主体となる遺物から縄

文時代中期加曽利EⅣ式期と思われる。

第235A号住居跡（第163図）

位置　調査区の東部，C17j2区。

重複関係　本跡は，北側部分が第1116号土坑に，東側部分が第1125号土坑に掘り込まれている。北側部分で第

第163図　第235A号住居跡実測図
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癌槙と平面形　長径5．40m，短径5．15血の円形をしている。

壁　北側と東側の壁が部分的に土坑によって掘り込まれているがナ壁高8－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　起伏があり，東側部分が西側部分より10－15cm低くなっている。南東側部分に踏み固められた痕跡が見ら

れる。

ピット　5か所。Plは長径61。m，短径42cmの楕円形で，深さ83cm，P2は長径65cm，短径57chの楕円形で，深

さ51。血，P3は長径66ch，短径57cmの楕円形で，深さ71cm。これらのピットは，規模及び配列から主柱穴と

思われる。P4は径34。mの円形，深さ22crhで，補助柱穴と思われる。P5は炉1の南西に近接しており，長径

47。鵬，短径36C血の楕円形，深さ60cmで，性格は不明である。

炉　2か所。炉1は，ほぼ中央に付設されている。長径74cm，短径67cmのやや楕円形をしており，床を20cmほ

ど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は火熱で赤く焼け，硬くなっている。炉2は南東壁寄りに付設さ

れている。長径67。m，短径60。mの楕円形で，床を14cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉1のレベルより下で確

認されている。炉床はそれほど赤くなっていないが，覆土上層に焼土を多く含む。

炉1土層解説
1にぷい赤褐色　焼土中ブロック・ロムム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

3　褐　色　焼土中ブロック・ロこム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　焼土中ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子中量

6　暗褐色　焼土中ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・ローム中ブロック極少量

炉2土層解説

1にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土大ブロック・焼土中ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子極少量

2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

覆土　4層からなる。土層1－4はロームブロックを含んでおり，人為的埋め戻しの痕跡が見られる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　褐　　色　ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

4　にぷい栂色　ローム大ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子極少量

遺物　遺物は床面及び覆土中から出土している。6の石皿は南西部床面から，1は北西部，2は北東部のいず

れも覆土中から出土している。

第235A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の’特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第164図 探鉢形土器 B （9．1） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は僅かに外傾して立ち 砂粒・パミス P168　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土器 C 〔11．7〕 上がる。胴部外面には単節縄文 L R が縦位回転で施文されており，底 橙色 北西部覆土

部から1 cm ほどは磨り消されている。底部に網代痕が残されている。 普通 （加曽利 E ）

2

深鉢形土器 B （8．7） 底部．から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は僅かに外傾して立ち 砂拉・長石・パミス P169　　　　　　　 5 ％

縄 文 土器 C 〔8．4〕 上がる。・胴部外面には単節縄文 L R が縦位回転で施文されており，底 橙色 北東部覆土

部から1 cmほどは磨り消されている。 普通 （加曽利 E ）

図版番号 器　　 種

計　 ’測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第164図6 石　　　 皿 （12．6） （10 ．8） 8．7 （691．9） 安　 山　 岩 Q85　凹石兼用　 欠損品 ‾南西部床面
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第164図　第235A号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第164図3－5は縄文土器片の拓影図である03は口縁部片で，口縁部下に横走沈線・以下に沈線区画を

施し，区画内は複節縄文RLRが施文されている。4は単節縄文RLが地文で，指頭により沈線を沿わせた

隆起線で文様が描かれている。5は橋状把手を有する胴部片で，単節縄文が施文されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅢ式期である0

第235B号住居跡（第165図）

位置　調査区の東部，C17i3区。

重複関係　本跡は，中央部で第1122号土坑と，北側部分で第1121号，1151号及び1152号土坑と，南側部分で第

235A号住居跡と，西側部分で第1126号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径5．34m，短径〔4．75〕mの楕円形と推定される。

長径方向　N－480－E

壁　東壁と西壁が残存している。壁高30cmほどで，外傾して立ち上がる0

床　ほぼ平坦である。特に踏み固められた面は見られない0

ピット　中央部西寄りに1か所。長径64cm，短径54cmの楕円形で，深さは120cmである0

遺物　本跡から遺物は出土していない。

所見　本跡は第235A号住居跡の掘り込みの段階で確認された0遺物は出土しておらず，時期を含め炉や覆土

の堆積状況等詳細は不明である。
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第165図　第235B号住居跡実測図

第236号住居跡（第166図）

位置　調査区の中央部やや南東寄り，D16a7区。

重複関係　本跡は，東側部分を第1065号土坑に掘り込まれている。また，北側部分で第951号土坑と重複して

いるが，本跡の方が新しい。

規模と平面形　上部削平のため，壁の立ち上がりを確認できなかったが，長径〔5．84〕m，短径〔4．42〕mの楕円

形と推定される。

長径方向〔N－720－W〕

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット12か所。Plは長径55cm，短径45cmの楕円形で，深さ26cm，P2は長径49cm，短径45cmの卵形で，深さ

84cm，P3は長径46cm，短径35cmの楕円形で，深さ55cm，P4は長径45cm，短径34cmの卵形で，深さ35cm。こ

れらは，規模にばらつきはあるが，配列から主柱穴と思われる。他は性格不明である。

炉　中央部やや南東寄りに付設されている。径64cmほどの円形で，覆土はなく，硬化した炉床のみ確認された。

南東隅に，径40cmほどの円形の焼土の広がりが見られるが，炉ではない。

遺物　出土遺物は極少量で，ほとんどが細片である。

第167図1－3は縄文土器片の拓影図である。1は粗製土器の口縁部片で，口縁部肥厚面に粘土紐を貼り

付けて爪形の刻文帯を施し，以下に斜行平行文を沈線で施文，部分的に縄文が施されている。2も口縁部片

で，沈線区画の縄文帯が口縁部以下2段見られ，縄文帯間は磨り消されている。3は胴部片で，沈線区画の
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第166図　第236号住居跡実測図
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第167図　第236号住居跡出土遺物実測・拓影図
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微隆起線上に小突起が付けられ，胴部下位に施された上向き弧状の洗練が突起で連結している。突起の上部

及び下部の沈線区画内は縄文が施文されている。

所見　本跡の覆土は削平され，覆土の堆積状況及び壁の立ち上がりは確認できなかった。規模及び平面形は，

主柱穴の配列及び床質からの推定である。時期は，出土遺物が極少量で，時期的にもやや拡散しているが，

縄文時代後期安行式期と考えておきたい。

－217一



第237号住居跡（第168図）

位置　調査区の東部，C16io区。

重複関係　本跡は，南西側部分が第1123号土坑に，北側部分が第239号住居跡に掘り込まれている。また，本

跡の東側部分は第232号住居跡，第1046号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　本跡は，覆土が薄く全体をつかめなかったが，長径〔5．22〕m，短径〔4．49〕mの楕円形と推定さ
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第168図　第237・239号住居跡実測図
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れる。

長径方向〔N－35㌧W〕

壁　南壁が一部残存しており，壁高10cmほどで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。特に踏み固められた面は見られない。

ピット10か所。P19は径45cmほどの円形で，深さ55cm，P20は長径42cm，短径35cmの楕円形で，深さ48cm，

p21は径35cmの円形で，深さ30cm，P24は長径78cm，短径53cmの卵形で，深さ36cm，P25は長径〔46〕cm，短

径33cmの楕円形で，深さ32cm。これらは，規模にばらつきが見られるものの配列から主柱穴の可能性が考え

られる。しかし，位置的に見ると，P21ではなくP22（径35cmの円形で，深さ45cm）が，同様にP25ではな

くP26（長径67cm，短径48cmの楕円形で，深さ50cm）が主柱穴とも考えられるo P23，P27，P29は性格不

明である。なお，平面図中，P5－P9は第239号住居跡のピットと思われる0

炉　中央部やや西寄りに付設されていると思われる0長径96cm，短径79cmの不整楕円形で，床を16cmほど掘り

くぼめ，炉の南側に土器を付設した土器埋設炉である0炉の北側は第239号住居跡のP7によって掘り抜かれ

ている。炉土層1に焼土を比較的多く含むが，他の層は焼土が少なく，炉床もそれほど焼けてない0

炉土層解説

1明赤褐色　焼土′」、ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

2　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

・5　黒褐色　焼土′J、ブロック・炭化粒子少量

遺物　出土遺物は1以外は細片が多く，器形の判別できるものは少ない01は炉体土器である。11の土偶は流

れ込みである。

l

∴
二
・
㌧

第169図　第237号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第237号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm）・ 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第169図 深鉢形土器 B （11．6） 胴部片。胴部中位までは直立気味に立ち上が り，上部 は緩やかな曲線 砂粒 ・長石 ・ P170　　　　　　　 25％

1 縄 文 土 器 を描き外傾する。縦位回転の単節縄文L R を地文とし，沈線区画の磨 スコリア 炉内

消帯が直線的に垂下 している。 にぷい橙色　 普通 （加曽利 E Ⅲ）

図版番号 器　　 種
計 測 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）

器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　特　 徴 備　　　 考

最大長 早大幅 最大厚

第169図11 土　　　 偶 （6．2） （4 ．9） ・（1．3） （52．3） 40 下半身及 び胴部左側欠損。平板状で，目，口及び乳房は粘土 DP47　覆土

貼 り付けで突起状 を呈 している。耳にも加飾 されたと思われ 砂粒 ・長石　 橙色

るが，欠損 しているため不明である。 ′ 普通　 （晩期）

第169図2－10は縄文土器片の拓影図である。2－4は口縁部片で，2は沈線による区画文が施され，区

画内は縄文施文，区画の接点部の口縁部には小突起を有し，小突起から区画に沿い隆線が垂下している。3

は口縁部無文帯下に横走沈線，以下胴部は縄文が施されている。4は沈線を沿わせた隆線で区画文を措き，

区画内に複節縄文LRLが施文されている。5は胴部から頚部にかけての破片と思われる。隆線以下に単節

縄文RLが施文されている。6は単節縄文LRが地文で，幅の広い沈線区画の磨消帯が垂下している。7も

胴部から頚部にかけての破片と思われ，上部に沈線の区画文，胴部に複節縄文LRLと垂下する沈線が見ら

れる。8は沈線区画内に棒状工具による円形刺突文が2段巡らされ，以下に単節縄文RLが施文されている。

9は胴部片で，櫛歯状工具による縦方向の条線文を地文にし，沈線区画の磨消帯が垂下している。これらの

土器は，中期加曽利EⅡ式に近いものも見られるが，加曽利EⅢ式の範噂と思われる。10は浅鉢形土器の口

縁部片と思われ，頚部に2本の沈線，胴上部にも横方向の沈線が見られる。中期加曽利EI式に含まれる土

器と思われる。

所見　本跡は，覆土が削平され，覆土の堆積状況，壁の立ち上がり及び平面形等不明な点が多い。規模及び平

面形は，柱穴の配列及び床質からの推定である。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅢ式期である。

第239号住居跡（第168図）

位置　調査区の東部，C16i9区。

重複関係　本跡は，中央部の床を第1102号土坑に，南側部分を第1123号土坑に掘り込まれている。また，中央

部南西側部分で第1101号土坑と，北側部分で第208号住居跡と，東側部分で第232号，237号住居跡と重複し

ているが，本跡の方が新しい。

規模と平面形　覆土が削平され，明確な壁の立ち上がりをとらえることはできなかったが，長径〔5．73〕m，短

径〔5．08〕mの楕円形と推定される。

長径方向〔N－380－W〕

床　平坦である。踏み固められた面は見られない。

ピット18か所。P1－P3は本跡の北側に位置し，Plが長径50cm，短径46cmの楕円形で，深さ48cm。P2，

P3は長径38cm，短径26cmと30cmの楕円形で，深さ36cmと38cm。P4，P5は東側に位置し，径44cmの不整円

形と50cmの楕円形で，深さ50cmと48cm。P6－P9は南東側に位置する径30～50cmの円形で，深さ32－44cmの

ピット群。PlO，Pllは中央部に位置する円形のピットで，深さ72cmと76cm。P12－P18は北西側に位置し，

長径32－55cmの円形あるいは楕円形で，深さ25－85cmのピット群。これらのピットの内，Pl，P4，P5，
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p6，P9が壁の内側を巡る，深さが42－50cmの主柱穴と仮定すると，位置的にP6，P7のいずれかも主柱穴

になる。また，北西側でもP13，P17も深さが46cmと36cmで，主柱穴の可能性が考えられる0しかし，南西

側でピットが確認されず，各ピットの覆土の色も大差無く，判断は難しい0

炉　中央部やや北寄りに付設されていると思われる。長径77cm，短径75cmの不整円形で，床を16cmほど掘りく

ぼめた地床炉である。覆土は焼土を多量含み，炉床は赤く焼け，硬くなっている0

炉土居解説

1赤　褐　色焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子多量，焼土中ブロック中量・ローム中ブロック少量・炭化粒子極少量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子・ローム粒子多量，焼土中ブロック極少量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子極少量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量・炭化粒子極少量

5　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量・焼土粒子・ローム中ブロック中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子極少量

6　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子極少量

遺物　少量の土器片が出土しているが，細片がほとんどである0

第170図1は縄文土器口縁部片の拓影図である。口緑部

幅広の無文帯で，胴部との境に微隆起線が巡り，胴部に垂

下する微隆起線が接続する。地文は単節縄文LRである。

所見　本跡は，上部が削平されているため，覆土の堆積状況

や壁の立ち上がりがとらえられず，炉を中心とした床質及

びピット群の配列から規模及び平面形を推定した。時期は

出土遺物が少量のため断定はできないが，縄文時代中期加

曽利EⅢ－Ⅳ式期の範疇と思われる。

10cm

l l　一・、、＿＿」

第170回　第239号住居跡出土遺物実測・拓影図

第238号住居跡（第171図）

位置　調査区の北東部，C17C2区。

重複関係　本跡は，西側部分の床が第1128号土坑に掘り抜かれている0

規模と平面形　壁の立ち上がりがとらえられなかったが，長径〔5・73〕m，短径〔5・08〕mの楕円形と推定される0

長径方向〔N－550－W〕

床　平坦である。僅かに踏み固められている。

ピット　26か所。Plは長径44cm，短径38cmの楕円形で，深さ70cm，P2は長径52cm，短径45cmの楕円形で，深

さ98cm，P3は長径45cm，短径40cmの楕円形で，深さ96cm，P4は長径47cm，短径38cmの楕円形で，深さ103

cm。これらは，規模及び配列から主柱穴と思われるo Pll（長径45cm，短径40cmの楕円形で，深さ53cm）・

p19（長径68cm，短径57cmの楕円形で，深さ53cm），P22（長径40cm，短径35cmの楕円形で，深さ33cm）は

主柱穴間に位置し，補助柱穴と思われる。他のピットは性格不明である0

炉　やや南側に付設されている。長径65cm，短径59cmの不整円形で，中央に探鉢形土器を埋め込んだ土器埋設

炉である。埋設土器の周辺（炉土層1・2・5）は焼土がブロック状に堆積している0

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子多量・焼土中ブロック中量，炭化粒子極少量

2　暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量・炭化粒子極少量

3　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子極少量

4　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

5　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子極少呈

7　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子極少量
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第172図　第238号住居跡出土遺物実測・拓影図
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覆土　9層からなる。土層3以降は後世の掘り込みで，本跡は2層からなる自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒子極少量

4　暗褐色　ローム粒子中華，焼土中ブロック・焼土中ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

6　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物極少量

8　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック極少量

9　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック極少量

遺物　炉内及び覆土中から遺物が出土しているが，床面出土の遺物はない。1の把手と4の深鉢形土器は時期

は異なるが炉内から出土している。1が炉体土器と思われる。5と11は東部覆土の同位置から出土している。

13の打製石斧も覆土中からの出土である。

第238号住居跡出土遺物観察表

図版番号 琴　 料 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第17 2図 把　　　 手 長さ（14．8） 波状口縁の波頂部片。頂部は，下部が幅広で隆帯により縁取 りされた 砂粒 ・スコリ．ア P171　　　　　　 5 ％

1 郷 文 土 器 幅 （16．1） 環状把手 を有する。波頂部中央の円孔 も内 ・外面隆帯による縁取 りが にぷい黄橙色 炉内

1施され，外面の隆帯は上部の環状把手の隆帯，胴部に垂下する隆帯 と

接続 されている。口唇部隆帯と円孔から垂下する陛帯により区画され

牢内部には，偏平で幅広の連続爪形文，山形沈線文が加飾 されている。

口唇部隆帯内面及び円孔部内面隆帯，＿環状把手隆帯には連続爪形文が

施されている。

普通 （加曽利E I 直前）

2

探鉢形土器 B （7．4） ロ緑部片。口縁部内側 に稜を持つ。口縁部文様帯は口縁部の上部にま 砂粒 ・長石 ・雲母 P172　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 で及び，外面は上下の隆帯が橋状に粘土紐の隆帯で掛 ギれ，楕円形及 スコリア 覆土

び不整円形の枠を措 き，．更に曲線的で不規則な文様が上部に伸びてい 橙色 （大木 8・a）

る。隆帯及び文様は内 ・外面とも指頭による微隆起線を伴っている。 普通

3

浅鉢形土器 A 〔29，8〕 口縁部片。ロ縁部は内攣する。口縁部外面下に浅い沈線が施されてい 砂粒 ・スコリア P173　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （5．0） る。内 ・外面 とも丁寧な磨 きが施され，内面は赤彩されている。・ にぷい黄橙色

普通

覆土

（加曽利E ・）

4

探鉢形土器 B （9．1） 胴部片。胴部は曲線を描きなが ら外傾して立ち上がる。単節縄文R L 砂粒 ・雲母 P174　　　　　　 10％

縄 文 土 器 が縦位回転で施文 され，幅の狭い洗練区画の磨消帯が直線的あるいは 橙色 炉内

蛇行 しながら垂下 している。胴部中位で意識的に打 ち欠いている。 普通 （加曽利E Ⅱ）

5

探鉢形土器 B （7．2） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部 は外傾する。胴部外面 砂粒 ・長石 ・ P175　　　　　 10°％

縄 文 土 器 C　 7．5 無文，底部は摩耗が著 しい。 スコリア

にぷい橙色　 普通

東部覆土

（加営利E ）

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　 ．値
石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 ‾考

長 さ（cm） ．幅（cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第172図13 打 製 石 斧 10．9 8 ．2 1．9 155．6 砂　　　 岩 Q86　分銅形　 覆土

第172図6－12は縄文土器片の拓影図である。6，7は口縁部片で，口縁部文様帯に内部縄文施文の区画

文が沈線及び隆線で施文されている。8－12は胴部片で，8は器面に単節縄文LRが施文され，9－11も縄

文地文で，平行沈線が垂下している。9は沈線間磨り消し，10は3本沈線で，沈線間に縄文は見られない。

11は洗練間の磨り消しは見られない。12は浅鉢形土器の口縁部片で，口縁部上端は丁寧に磨り切られ二次加

工をしていると思われ，以下は楕円形や直線及び条線状の文様を太さの異なる沈線で措いている。外面に突
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起を有するが，破損しているため形状は不明である012は勝坂式の影響を受けた中期加曽利EI式初期のも

のと思われ，1と同様に他の出土土器より古手である。

所見　覆土と壁の判断が困難で立ち上がりがとらえられず，規模及び平面形は主柱穴の配列及び床質からの推

定である。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅡ式期である。
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表2　前田村遺跡D区住居跡一覧表

住居跡

番　 号

位置 長径 （軸 ）方向 平 面 形

規　　 模 （m ）

（長径×短径）

壁　 高

（cm）

床面 主柱穴 ピ ット 炉 覆土 出　 土 ．遺　 物＿

備　　　　　　　　 考 ・

※重複関係 （新→ 旧）

9 5 C 15 C 6 〔N －6 7．－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔6．5 5〕× 5．3 2 7－ 14 平坦 8 3 1 自然 縄文土器 SK－292→本跡→S K－2 53 ・2 57，埋設土器

96 C 15 a 7 〔楕　 円　 形〕 〔6．64〕× 4．70 25－ 26 平坦 3 2 1 自然 縄文土器 SK－2 55・2 59→本跡→Sト9 7， S K－29 3不 明

97 C1 5a 8 平坦 2 1 自然 縄文土器 S I－9 6，SK－2 93→本跡

98 C1 5e 6 〔N －4 7。－E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔7．52〕× 6．93 平坦 2 1 縄 文土 器，土 製円板 ，打 製石斧，

磨 製石 斧，磨石 ，骨 角器 （垂飾）

SK－8 24→ 本跡→S I－18 2，S K－29 7・74 7－ 7 50・8 39

9 9 C 15 g 6 〔N －5 1。－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 5．9 7×〔5．08〕 8－ 10 平坦 4 1 縄文土器，土製 円板，石鉄，磨石 S I－11 7→本跡→S I－18 3，SK－8 02・8 03

埋設土器

10 0 C 15 g 7 N － 85。－E 楕　 円　 形 6．29× 5．5 2 5－ 12 平坦 11 1 縄文土器，石鉄，凹石 S K－29 1－→本跡→S I－18 3，SK－8 01・8 50

土器埋設炉

10 1 C 15酌 〔N － 44。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔6．6 8× 5．9 2〕 平坦 5 1 2 1 緒文土器，土偶，石棒，磨石，

獣骨

SK－2 90・7 67→本跡→Sト187 ，SK－76 6・77 1・78 0・

78 2・78 6・79 1・79 2・86 6

102 C1 5 i8 〔円　　　 形〕 〔6．5 4×6．3 7〕 平坦 6 1 3 1 縄文土器，異形土製品，磨石，

骨角器 （角針），猷骨，人骨

本跡→SK－7 72－ 77 5・10 85， S I－2 30 A不 明

焼土痕（2 か所）

1 03 C1 5 i5 〔N － 73。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔5．1 7×4．30〕 平坦 〔4 〕 1 縄文 土器，磨製石 斧，獣骨 本跡→ Sト1 15・18 9，SK－7 54 ・75 5・8 57，

S K－80 8不 明

1 04 D 1 5C 4 〔円　　　 形〕 7 ．6 8 ×〔7．4 0〕 5－　 7 平坦 4 3 1 縄文土器 S K－29 4－2 96－◆本跡

10 5 D 15 a 5 〔N －8 0。－W ］ 〔楕　 円　 形〕 〔6．3 0〕× 5．0 4 8－ 13 平坦 7 4 1 白．然 縄文土器，打製石斧，磨製石斧 本跡→S I－19 1・19 4，SK－7 43・8 09・8 40・8 46

10 6A C 16 f二j 〔4．1 1〕× （1．7 7） 33－ 38 平坦 自然 縄文土器，耳栓，土製円板，磨石 ，

猷骨

本跡→S I－2 0 6・20 7， S I－10 6B・20 4不 明

106 B C 16 e：】 〔N －36。－E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔7．4 3×5．7 2〕 8－ 16 やや

凸凹

4 3　0 1 人為 縄文土器，土製円板，石錐，磨石 S I－1 06 A・11 1，SK－8 80～ 88 2・93 3→本跡一→

Sト2 04・2 06・2 07・2 11

107 C 16g 5 〔N － 45。－E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔8．3 3〉く6．5 2〕 平坦 4 2　2 1 人為 縄 文土器，土偶，土 製円板，石棒 ，

打 製石斧，磨製石斧， 磨石，獣骨

本跡→SI－2 12，S K－93 8， S K－32 5不明

1 08 C1 6 i：】 円　　　 形 7 ．8 0　×　7 ．55 1 0－ 1 5 平坦 5 8 1 自然 縄文土器 ，土偶 ，耳飾，土製円板 、

石棒，磨石，敲石，洋子，獣骨

本跡→S I－1 10・20 2「20 4、SK－8 45・8 64 ・8 7 1

Sト 10 9不明，焼土痕 （1 か所）

10 9 C 16 i 2 〔N －5 3。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔3．7 0〕× 2．9 5 20－ 30 平坦 2 1 人為 縄文土器，土偶，土製円板，獣骨 本跡→Sト20 2，SK－8 37・8 45・8 83，

S I－10 8・11 0不明，焼土痕 （3 か所）

11 0 C 16g 2 〔N －47。－W 〕． 〔楕　 円　 形〕 〔7．3 2× 6．50〕 やや

凸凹

1 人為 縄文土器，土偶，獣骨 Sト108→本跡→Sト186・202 ・2 04 ，S K－8 37・8 53

・8 70 ・8 71・8 75・8 83， Sト 109不明

11 1 C 16 f2 東西径6．4 0 2 4－4 4 平坦 人為 縄文土器，耳栓，耳飾，磨石，

獣骨

本跡→Sト2 04，S K－87 5・93 2，

Sト1 06 B・11 0・21 1不明

1 15 C1 5j 6 N － 25 8 － E 楕　 円　 形 6．37　×　5．62 2 7－4 5 平坦 4 3 1 人為 縄文土 器，磨製石斧，磨石 ，蔽石，

獣骨

本跡→ Sト1 03・1 89・19 4・2 30A ・23 0B，S K－76 8・

11 6A C 15 g u 平坦 縄文土器 S I－11 6B→本跡→S I－1 87 ．S K－78 2・87 4

11 613 C 15 g l ほぼ

平坦

1 縄文土器，．磨製石斧，敲石 本跡→S I－11 6A・1 86・1 87，S K－82 7・84 1・84 2・

8 51・8 58・8 84・8 88・94 4

工1 7 C 15h 5 〔N － 58。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔8．54× 6．73〕 16 凸凹 5 1 自然 縄文土器，土偶，耳飾，土器片錘、

土製円板，石剣，磨石，獣骨

S K－7 55 ・8 08 ・10 9．3→ 本跡→ SI－9 9・1 8 9・23 0A・

23 0B 、S K－10 86・108 9・10 94 ・1 09 5

1 37 C1 6 C7 N －4 4。－E 楕　 円　 形 6．38　×　5．53 12－ 17 平坦 5 1 8 2 自然 縄文土器，磨製石斧，石 SK－5 02・5 04→本跡→SK－5 03，土器片囲い炉

1 68 C1 5e S N －5 0。－W 楕　 円　 形 5‾．16　×　3．48 8－1 2 平坦 2 自然 縄文土器 SK－7 24－ 72 7・75 8・75 9→本跡，Sト19 6不 明

1 69 C1 5C 4 〔N － 52。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔7．50 ×6．04〕 1 1 平坦 5 8 1 自然 縄文 土器，石 SK－72 4→本跡 →SK－7 17・7 23，土器片 石囲い炉

17 0 C 15 e 2 〔円　　　 形〕 〔4．56 ×4．55〕 4一一1 3 平坦 4 自然 縄文土器 本跡→Sト17 1・17 3

17 1 C 15 e 2 N － 33。－E 楕　 円　 形 3．8 7　×　3．1 4 1 7－ 2 2 平坦 3 人為 縄文土器 Sト17 0→本跡→S I－17 3

17 2 C 15g l 〔不 整 円 形 〕 〔4．85× 4．40〕 10 平坦 3 1 自然 縄文土器，獣骨 本跡→S I－17 5，SK－7 34 A・82 0・82 1・85 2

焼土痕 （1 か所）

ー226－



住居跡

番　 号

位置 長径 （軸）方向 平 面 形

規 一　 模 （m ）

（長径×短径）

壁　 高

（cm ）

床面 主柱穴 ピット 炉 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　　　 考

※重複関係 （新→旧）

1 73 C1 5e 2 〔N － 68。－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔5．08 ×4 ．60 〕 4
ほぼ

平坦
3 3 1 自然 S I－17 0 ・17 1 、SK －7 30 →本跡

1 74 C1 5h l 4 平 坦 2 縄文土器 S I－17 5→ 本跡→ Sト 18 8 ， SK －78 7 ・8 13 ・82 6不 明

1 75 C1 5h l 〔N － 758 r w 〕 〔楕　 円　 形〕 〔4．75 ×4 ．00 〕 10 平坦 3 2 1 人為 縄文土器，垂飾，獣骨 Sト 17 2→本 跡→ S I －17 4

1 76 C1 5h 3 東西径 4．75 4 －　 6 平坦 〔2 〕 2 自然 縄文土器，磨石，獣骨 Sト 18 1－→本跡

1 78 C1 5 j2 〔円　　　 形〕 〔6．58 ×6 ．40 〕 平坦 6 4 1 自然 縄 文土器 S K －73 8 ・73 9 ・74 1 ・7 95 ・8 14 ・8 29 →本跡， SI －17 9

不 明，焼土痕 （1 か所），壁際人為堆積

179 p 15a l 〔円　　　 形〕 〔7．8 5〕×7 ．52 1 7－ 2 3 平坦 4 7 2 人為 縄 文土器 ，土偶，土製 円板，石皿 、

獣骨，．貝

SK －7 96 ・80 4 →本跡 ，Sト 1 78 不明

1 80 C1 5e 5 南北径 3．5 0 2 4 平坦 1 人為 縄 文土 器 SI －98 ・18 2 ．SK －7 13 →本跡

1 81 C1 5g 3 N － 138 － E 〔楕　 円　 形〕 〔6．08〕×．4 ．62 4 －　 6 平坦 4 5 1 自然 縄 文土 器，磨石 ，石，獣骨　 ‾ 本跡 → Sト 1 76 ，S K－73 5， S ト 19 7不明

石囲い土 器埋設炉

182 C 15 e 6 〔N － 7 0 － E 〕． 〔楕　 円　 形〕 〔5．2 1 ×4 ．4 0〕 1 0 平坦 6 1 2 1 自然 縄 文土器 ，土 製円板，獣骨 Sト 9 8 ，SK －7 49 ・8 24 →本跡→ S I－1 80

1 83 C 15g 7 N －4 0 。－W 扇　　　 形 6．88　×　 5．50 4 －2 0 平坦 6 2 1 人為 縄 文土器 ，獣骨 SI －1 00 、S K－80 2 ・80 3 ・8 1 1 ・85 0→本跡→ S K－80 1

土器埋 設炉

18 5 D 15b 2 径 〔5．50 〕 16 平坦 2 1 人為 縄 文土器 SK －8 34 ・8 35 →本跡

186 C 16g l 〔円　　　 形〕 6．00 × 〔5．5 0〕 16 平坦 4 1 3 1 自然 縄文土器，磨石，獣骨 S I－1 10 ・1 16 B ．SK －8 27 ・8 88 →本跡→ S I－2 01 ．

18 7 C 15 f g・ N － 30 0 － E 楕　 円　 形 5．44　×　 4．62 13 平坦 9 3 自然 縄文土器，獣骨 S I－1 01 ・1 16 A ・11 6B ．S K－874 ・94 4→本跡？ S K－

78 2 ・78 6 ・86 6，焼土痕 （2 か所），埋設土器

18 8 C 15 i l 〔円　　　 形〕 〔4．00 〕× 3．95 10 －2 0 平坦 3 1 自然 縄文土器 Sト1 74 ，S K－81 0 ・82 8→本跡 ，土器埋設炉

18 9 C 15 j 6 N － 19 。－ E 〔楕　 円　 形〕 〔7．38 〕×　 5．92 4 －2 4 平坦 7 2 1 自然 縄文土器，．獣骨 Sト1 03 ・1 15 ・2 30 A ，SK －8 07 ・8 08 ・8 57 →本跡

S I－2 30 Il不明

19 0 C 15h 7 N － 16 。－ E 不 整 台 形 3．72　×　 3．03 10 － 15 平坦 9 人為 縄文土器，土製円板，獣骨 ，人骨 本跡→ S I－2 30 A ．SK －8 05

19 1 D 15 a 4 円　　　 形 3．03　×　 3．03 4 2 凸凹 〔1〕 1 人為 縄文土器，獣骨 Sト1 05 →本跡→ SK －8 09 ，南側に張 り出 し部

19 2 C 15 C 8 N － 18 。－ E 〔精　 一円　 形〕・ 5．0 8 ×〔4．15〕 8 －2 2
ほほ
平坦 8 5

白彿 縄文土器 S I－1 93 ．S K－83 0→本跡一→S K －83 1 ・83 6

19 3 C 15 d 8 〔N － 1 1。－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔4．9 2 X 4 ．4 5〕 10 － 15 ほぼ

平坦

3 7 自然 縄文土器 本跡→ S I，1 92 、S K－80 6 ・．83 0 ・83 1 ・83 6，焼土痕

（1か所）

194 D 15 a 5 12 凸凹 3 縄文土器 Sト1 05 ・1 89 、S K－81 6→本跡

19 5 C 16 a l 〔円　　　 形〕 5．21 × 〔5 ．0 7〕 8 － 22 平坦 5 2 1 縄文土器 本跡→ SK －8 17 ，土器埋設炉

19 6 C 15 e 5 〔不 整 円 形 〕 〔4．10 ×3 ．9 6〕 平坦 〔4〕 1 1 縄文土器 SK －7 14 ・7 59 →本跡， Sト 16 8 ・197 不明

土器埋設炉

19 7 C 15 ．f 4 〔N －8 3。－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔7．6 0 ×6 ．2 0〕 平坦 1 2 ．3 1 SK －8 22 →本跡

S I－1 96 、S K－72 8 ・72 9 ・73 5 ・畠23 不明 ＿

19 9 C 16 f 8 N － 9 。一 E 楕　 円　 形 6．8 0 ×6 ．0 6 7 － 15 平坦 5　－ 9 1 自然 縄文土器，磨梨石斧，石皿，敲石 SK －9 57 ・105 2 ・1 127 →本跡→ S K－94 2 ・958 ・960 ，

S ト2 00 不明，土器埋設炉，焼土痕 （2 か所）

2 00 C 16 f 9 N － 15 。r E 〔楕　 円　 形〕 7．52 ×〔5 ．8 4〕 14 － 20 平坦 4 1 0 1 人為 縄文車器，石 SK －9 55 ・107 0 ・10 99 ・110 0 ・1 11 1→本跡一→SK －9 54

・107 1 ，S ト 19 9不 明，土器 片石囲い炉

2 0 1 C 16h l 平坦 5 縄文土器 Sト1 86 →本跡

2 02 C 16 i Z 〔N － 3 ．－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔8．6 0 ×7 ．0 5〕 5 －　 8 平坦 8 4 1 1 人為 縄文土器，石，獣骨 S I－108 － 1 10 ，SK －8 45 ・8 5 3 ・87 8 ・87 9→本跡→ SK 一

83 7 ，S K －87 1 ・88 3不 明， 石囲い炉

2 03 C 16d 2 円　　　 形 7．42 ×7 ．20 2 0 － 25 平坦 7 5 1 人為 縄文土器，磨製石斧 SK －8 亭5 ・8 38 ・8 49 ・8 54 ・8 6 3→本跡，土器埋設炉

2 04 C 16g 3 〔N － 3 1。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔7．0 8 ×6 ．4 0〕 10 ほぼ

平坦

5 1 9 1 人為 縄文土器，耳飾 り，耳栓，石皿，

磨石，獣骨

Sト 106 A ・10 6 B ・108 ・110 ・11 1→本跡一→Sト 20 7 ，

SK －8 64 ・8 70 ・8 7 1 ・8 75 ・9 3 2 ・10 53

2 05 C1 6C 4 N － 7 。－W 扇　　　 形 7．5 4 ×6 ．0 5 2 0 － 24 平坦 6 1 1 1 自然 縄文土器，土器片錘，獣骨 SK －8 72 ・8 73 ・876 ・8 77 ・9 0 0→本跡，土器埋設炉

2 06 C1 6 f4 〔N － 12 ．－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔6．9 5 ×6 ．2 2〕 平坦 5 1 3 1 縄文土器，獣骨 S I－10 6A ・10 6 B ・207 ，SK －8 67 ・8 68 ・8 85 ・9 43 →

本跡→ S K－93 1，土器片囲 い炉

－227－



住居跡

畢　 号

位置 長径（軸）方向 平 面 形

規　　 模 （印）

（長径×埴径）

壁　 串

（C甲）

唇 申 主蝉穴 ピ ット 炉 疎土 出　 阜　 遺　 物

．t　‾‾　‾l
億　　　　　　　 考

●

※重搾閏俸 （師→ 旧）

芋07 ． C1 6 f‘1 〔N － 7・0 。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔7．3 8 × 6 「4 0〕 ほ．ぼ

平坦

7 2 4 1 〔人草〕縄文土器，石叫，凹有，石，臥骨 Sト 10 ．6か 1．0．6 B ・20 4 ，SK －7 57 ・7 60 †＿8 8い 1 ・．06 2－ナ

本恥 Sト写．0．6不 明，石即 一炉，焼土暁 （1 か

斬 ）

2 08 Cl．6g リ N －4 4。－W 不 整 方 形 4．8 3 ×4 ．5 2 28 － 41 ほほ

平料

4 8 1 自然 縄文土器 芦ト字．3 9 ，SK －106 8 ・11 47 →本跡→ S「 2 10

S K－1．0 92 ，撃溝

2 1て0 C l、6郎 N －．6 8。一 E 〔楕　 円　 形〕 〔4・45 〕×3・芋8 3 一一．8 ほ．げ

平坦

人為 時事土器 S I一写08 、SK －9 40 →本邸→ S単一1．0叫　 覆土上層

は自然堆積

2 11 ，C 16 e 2 〔円　　 形〕 〔5．05 ×年．90 〕 平坦 4 8 1 碑耳土器，疎石 Sト 10 68 ▼1 11→ 本邸→ S班－93 弓・93 7

S K賀95 9不明

2 12 C I．6 f 6 脚 －4 4c r W 〕 〔嘩　 円　 形〕 〔6．寧4 ×声．68 〕 10 平坦 4 1 2 1 縄文土塔，打製石斧 Sト 107 ，S K －93 8 ・10 50 －，本跡 T・SK －1 05 1 ・10 76

2 13 ．C lE6 j S N － 1，6 。－ W 〔楕　 円　 形〕 5．64 ×〔4．7 8〕 2 5 －4 0 平坦 3 7 1 日舞 郷文士等，坤鈷石，磨琴石斧，声

皿，磨石，石，獣骨

S単一106 6 ・10 9 1・115 4→ 事跡→ S K－95 2 ・10 79

土器片石囲い炉

21 5 ぐ1，6 i 6 N － 0 。 〔嘩　 円　 形〕 〔4．59 〕×3．8。3 1 0 平坦 4 1 1 人考 縄 文土等・ SK －105 5 －1 05 7 ・10 75 ・1 13 6→本跡→ S K－11 17

字1 ．6 C l．6 j 5 N － 77 8 －W 不撃楕円形 4．．08 × 3 ．．48 1 3 －1 8 傾斜 4 2 人為 縄文 土器 SK －107 3 ・10 74 →本跡「ナSK －1 08 0

21 7 C 16d s 叩 一郎。－ W 〕 〔不整楕円形〕 〔年．66 × 3 ，70 〕 6 5 〔り 縄 文土 器，土製 円板 S揮－8 19 ，1 05 8 ・10 64 ？本跡→ SI －2 19 ，S班－10 59 ・

10 60 ，埋設土器，消失 家屋 か

2 18 C 17寧1 〔N － 2 ．－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔5．61 × 4 ．76 〕 1 2－ 2 0
やや

凸凹
5 ・1 自然 縄文土器，土器片錘，石鉄 ，獣骨 本邸→ Sト2 32 ・2 33 ，SK －109 8 ・1 124 ・114 6

2 19 C 16d U 南北径 （木 20 〕 平坦 8 1 S I－2 17 →本帆 SK －10 59 ・106 3不 明

2 30 A C l帥 7 〔N － 33 。－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔7．52 × 5 ．00 〕 平坦 6 8 1 縄文土器，石皿 Sト1 90 ・2 30B ，SK －80 5 ・10 84 ・108 5→本跡

2．30 B C l転 〔不 整 円 形〕 〔6．4 0 × 6 ．06 〕 平坦 1 2 縄文土器 Sト 1 17 ，SK －108 4 ・10 86 ・1 08 9 ・10 93 →本跡→

SI －18 9 ・23 0A ，焼土痕 （1か所）

2 3 1 C1 7 r：i N －4 4 。＿ E 楕　 円　 形 7．5 7 × 5 ，0 1 15 － 35 やや

傾 斜

9 8 1 自然 縄文土器，顔面土製品，土製円板 ，

磨製石斧

本跡→ S K －10 96 ・111 2， S K－10 97 不明

土器埋設炉

2 32 C1 7h l 〔N － 8 。一軍〕 〔碍　 円　 形〕 〔7 ．6 2 ×5 ．9 0〕 8 － 10 ほほ

平坦

9 1 3 1 自然 堰文土器 S I －23 7 ・23 9 ，SK －1 04 4 ，10 67 →本跡→ SK －1 04 5 ・

104 6 ・11 53 ，－　土器埋 設炉

2 33 C1 7f l 〔N － 43 。－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔6．0 0 ×5 ．5 0〕 37 ほぼ

平坦

7 4 1 自然 縄文土器，土器片錘，敲石 S I－21 8 ，SK ，1 13 4→本跡一→SK －114 6

S K－10 83 不明

2 3年 C 17 d 2 〔N T 83．－ E 〕 〔楕　 円　 形〕 〔6．2 4 ×5 ．5 0〕 14 － 30 ほ ぼ

平坦

3 1 3 1 人為 碑文土器，土偶，土器片錘，打製

石斧，磨製石斧

S K－11 19 ・1 13 5 ・114 0 ・1 149 →本跡→ SK －114 2 ・

1 148

83 54 C 17 j 2 円　　　 形 5．40 ×5 ，15 8 － 20 凸凹 3 2 2 人為 縄文土器，石皿 S K－11 16 ・1 12 5→本跡， S I－2 35 B不明

23 5B C 17 i ：i N － 48 0 － E 〔楕　 円　 形〕 5，3 4 ×〔4 ．75 〕 3 0
ほぼ
平坦 1 S ト2 3 5A ，SK －112 1 ・1 122 ・1 12 6 ・11 5い 1 15 2不 明

23 6 D 16 a 7 〔N －7 2ローW 〕 〔楕　 円　 形〕 〔5，8 4 ×4 ，4 2〕 平坦 4 8 1 縄文土器 SK －106 5→本跡→ S K－95 1，焼土痕 （1 か所）

23 7 C 16 i ll 〔N －3 5。－W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔5．2 2 ×4 ．4 9〕 10 平坦 5 5 1 縄 文土器，土偶 S I－2 39 、S K－1 123 →本跡→ Sト2 32 ．SK －10 46

土器埋設炉

238 C 17 C2‘ 〔N －5 5。－ W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔5．73 ×5 ．08 〕 平坦 4 2　2 自然 縄 文土 器，打 製石斧 SK －1 12 8→本跡，土器埋設炉

239 C 16 iU 〔N －3 8。－ W 〕 〔楕　 円　 形〕 〔5．7 3 ×5 ．0 8〕 7 1 1 1 縄 文土器 Sk －1 10 2 ・11 23 →本跡→ Sト 20 8 ・2 32 ・23 7 ，

SK －1 10 1
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（2）地下式墳

第1号地下式場［SK－715］（第173図）

位置　調査区の北西部，C15b2区。

主軸方向　N－840－E

竪坑　上面は，長径2．2m，短径2．1mの不整円形で，深さは1・15－1・42m，深さ0・5mほどに段差が見られる。

底面は，長軸1．27m，短軸0．82mの隅丸長方形で，主室に向かって傾斜している。

主室　底面は，長軸1．79m，短軸1．66mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1・81mであ

る。

壁　竪坑はやや外傾し，主室はほぼ垂直に立ち上がる。・

覆土　36層からなる。土層1，2は自然堆積，土層10，17，26は天井部の崩落である。他はロームブロックを

多量に含み，竪坑から人為的に埋め戻したものと思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物極少量
2　黒　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

7　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
8

9

10

1　2　3　4　51　1　1　1　1

暗
暗
褐
褐
暗
暗
暗
暗

褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物極少量，締まり極めて強い

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，締まり強い

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

ロ
　
ロ

ーム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量

－ム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

ローム中ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，締まり極めて強い

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

16　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，締まり極めて強い
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17　褐　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量，粘性・締まり強い
18　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子極少量

19　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック中量

20　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量
21暗褐色　ローム粒子多量，ローム′トブロック少量

22　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

23　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量

24　褐　　色　ローム粒子多量，
25　褐　　色　ローム小ブロック

26　褐　　色　ローム大ブロック

27　暗褐色　ローム粒子多量，

28　褐　　色　ローム中ブロック

29　暗褐色　ローム粒子多量，
30　暗褐色　ローム粒子多量，

31暗褐色　ローム′J、ブロック

32　暗褐色　ローム小ブロック

33　褐　　色　ローム小ブロック
34　褐　　色　ローム粒子多量，

ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

・ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

・ローム中ブロック・ローム粒子多量，締まり極めて強い
ローム中ブロック・ロームノJ、ブロック中量

・ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量

・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
・ローム粒子多量

・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
ローム大ブロック中量，ローム小ブロック少量

35　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

36　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

遺物　覆土上層から混入と思われる縄文土器片が少量出土している。

所見　時期を判断する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世のものと思われる。

（3）井戸

第1号井戸［SK－339］（第174図）

位置　調査区の南部，D15fo区。

規模と形状　掘り方は，上面が径1．15－1．30mの円形で，確認面から20cmほどまでの僅かな間は傾斜を持つが，

そこから下は円筒形である。深さ3．0mまで調査したが，底面は確認できなかった。

覆土　9層までの確認に止まったが，上層から下層まで粘土ブロックを含み，人為堆積の様相を示している。

土層2は粘土の充填層で，埋め戻した後粘土で蓋をしたものと思われる。

l　9　1

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

土層解説

1　暗褐色　粘土中ブロック・粘土小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子極少量，硬化している

2　黄褐色　粘土充填，炭化物少量

3　暗褐色　砂粒多量，粘土中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　極暗褐色　粘土中ブロック・粘土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・ローム大ブロック極少呈

6　極暗褐色　ローム小ブロック中呈，炭化粒子極少量

7　暗褐色　粘土中ブロック・小ブロック・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒

子少量

8　褐　　色　ローム土多量，粘土小ブロック少量，炭化粒子極少量

9　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック多量，粘土中ブロック・粘土小ブロ

ック斑状に中量，ローム大ブロック少量

第174図　第1号井戸実測図

遺物　覆土上層から混入と思われる縄文土器片が極少量出土している。

所見　時期を判断する遣物が出土していないため，時期は不明である。
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（4）土坑

D区で調査された土坑は330基である。ほとんどの土坑が縄文時代中期以降で，遺跡の中央部を囲むように

分布している。

ここでは次の観点から①一④に分類して記載した。

①　人骨が出土した墓壊及びそれに規模，長軸等類似するもの。

②　埋設土器が出土しているもの。

③　袋状土坑，著しく深さのある円筒状土坑及び円形もしくは楕円形で，小ピットを持つ等形状に特徴のあ

るもの，完形に近い土器や獣骨が出土している等出土遺物に特徴のあるもの。

④　その他の土坑

①，②については遺構及び遺物の実測図とともに文章で記述し，③は遺構と遺物の実測図の掲載と，特に遺

構についての説明を必要とするもの及，び遺物の観察表，拓影図の解説について「第〇土坑」として記述した。

④については遺物の実測図，拓影図及び遺物観察表，拓影図の解説にとどめる。

なお，一覧表で，「土坑の分類」については以下を基準とした。

［平面形］　　　　　　　　　　　　　　　　　［壁　面］

A　円形系統　　　　　　　　　　　　　　　　　I　緩斜

B　楕円形系統　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ　外傾

C　方形（長方形，隅丸，不整含む）系統　　　　Ⅲ　ほぼ垂直

D　不定形　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　内傾及び袋状

［規　模］　　　　　　　　　　　　　　　　　［深　さ］

a　長径100cm未満　　　　　　　　　　　　　　150cm未満

b　長径100cm以上，200cm未満　　　　　　　　　2　50cm以上，100cm未満

C　長径200cm以上　　　　　　　　　　　　　　3100cm以上，150cm未満

4　150cm以上

小ピットを持つものについては，一覧表「P」の欄に数を記入した。

時期については，土坑内の出土遺物で特に時期が集中して量的に多いもの及び底面出土の遺物から推定した

が，多時期にわたり，しかも遺物の偏りがない場合は「一」で記載した。出土遺物が少なく，推定困難なもの

については空欄とした。

重複関係については備考欄に記載した。

①　墓墳

調査区の中央部で確認され，明確に墓壕と判断できるのは2基であった。他に人骨片が出土している土坑及

び規模や形状，長軸方向が類似している土坑7基も含めたが，墓壕としての根拠には欠けている。また，胎児

骨が出土している土坑1基も加えた。

第761号土坑（第185図）

位置　調査区の西部，C15h3区。

重複関係　本跡の西部は第763号土坑を掘り込んでいる。

長径方向　N－230－E
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規模と平面形　長径1．36m，短径〔1．04〕mの楕円形である。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　北部にピット状の掘り込みがあり，凸凹である。

覆土　5層からなる。下層は自然堆積，上層は骨片，土器片を多量に含む混土貝層である

遺物　本跡の中央部，覆土上層から中層にかけての混土貝層から縄文土器片が多量に出土している。土器片に

混じり，鹿の基節骨，猪の中節骨等の獣骨，タニシ，ヤマトシジミ等の貝類が出土している。また，これら

の獣骨片，貝の他，人の大腿骨，中節骨等の人骨片も出土している。

第218図1－3は縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片，2，3は胴部片で，いずれも微隆起線区画

の磨消帯が見られ，区画外は縄文が施文されている。中期加曽利EⅣ式に比定される土器である。

所見　本跡からは，多量の縄文土器片，獣骨片，貝に混じり，人骨片も出土している。人骨は覆土中層以上の

混土貝層から他の遺物と一緒に出土しており，埋葬の痕跡は見られない。時期は，出土遺物から縄文時代中

期加曽利EⅣ式期である。

第767号土坑（第175図）

位置　調査区のやや北西部，C15g8区。

重複関係　本跡の東部は第766号土坑を掘り込んでいる。

長径方向　N－150－W

規模と平面形　東側部分が重複のため明確に把握できなかったが，長径0．82m，短径［0．54］mのやや楕円形

である。

壁面　僅かに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　覆土中から縄文時代晩期安行Ⅲb式に比定される土器片と一緒に，胎児骨1個体（付章参照）が出土し

ている。

第176図1は鉢形土器口縁部片の拓影図である。口縁部は肥厚し，上端に刻みを施した突起を有する。胴

部には緩やかな弧状をあるいは入り組み状の沈線を描き，部分的に縄文が施文されている。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代晩期安行Ⅲb式期のもので，胎児を埋葬した墓壕と思われる。

第785号土坑（第175図）

位置　調査区のやや北西部，C15h9区。

長径方向　N－750－E

規模と平面形　長径0．83m，短径0．57mの不整楕円形をしている。

壁面　僅かに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる。土層4，5の後，焼土小ブロックを含む土層1－3を人為的に埋め戻したと思われる。

土層解説
1　極暗褐色　焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　極暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・粘土小ブロック少量

3　極暗褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック極少量
4　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量
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遺物　覆土中から縄文時代中期の土器片が極少量出土している。土器片に混じり，人の頭蓋骨片が1点出土し

ている。

所見　人骨片は覆土中からの出土であり量的にも少量だが，墓壕としての可能性も考えられる0時期は，細か

い特定は困難だが，出土遺物から縄文時代中期と考えておきたい○

第786号土坑（第187図）

位置　調査区のやや北西部，C15g9区。

長径方向　N－560－W

規模と平面形　長径1．81m，短径1．59mの楕円形をしている○

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　覆土中層から1や2，3の他，多量の縄文土器片や4，5の土製円板，鹿角の破片，猪の臼歯片等が出

土している。また，土器片，獣骨片に混じり，人の臼歯も出土している。

第176図2，3は縄文土器片の拓影図である02点とも中期加曽利EI式に比定される土器である。2は

縄文地文で，口縁部及び口縁部文様帯を区画する沈線が施され，区画内に渦巻文が施文されている03も口

縁部片で，隆線で口縁部文様帯の区画文及び渦巻文を措き，区画内には縄文が施文されている0

所見　土器片及び獣骨片は一括投棄と思われる○人骨もこれらの遺物と一緒に出土しており，埋葬の痕跡は見

られない。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EI－Ⅱ式期の範時と思われる。

第837号土坑（第175図）

位置　調査区の中央部，C16h2区。

重複関係　本跡の上部は第202号住居跡に，北部は第853号土坑に掘り込まれている。

長軸方向〔N－310－W〕

規模と平面形　北側部分が第853号土坑と重複しているため平面形は不明だが，長軸の残存部分（1・27）m，

短軸1．22m，南東側の形状から隅丸方形と推定される。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層からなり，土層1がロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，小骨片少量含む

4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　覆土から縄文土器の細片が極少量出土している○また，底面の北部から臼歯及び中央やや南側より人骨

が出土している。中央部の骨は風化が著しく，詳細は不明である。

所見　本跡は，出土遺物及び重複関係からの推定となるが，縄文時代中期加曽利EⅡ式期の墓境と思われる。
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第841号土坑（第175図）

位置　調査区の中央部，C16gl区。

重複関係　本跡の上部は第186号住居跡に，北西部は第827号土坑に掘り込まれている。

長径方向〔N－410－W〕

規模と平面形　北西側部分が僅かに掘り込まれて部分的に不明であるが，長径（1．97）m，短径1．24mの楕円

形である。

壁面　やや外傾して立ち上がる。

底面　ロームブロックで，凸凹である。

覆土　5層からなり，部分的にロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，小骨片極少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　覆土中から縄文土器の細片が極少量出土している。底面の北西部から人の頭骨が，ほぼ中央部から大腿

骨と下腿骨が並んで出土しており，屈葬と思われる（付章参照）。

所見　重複関係から，第187号住居跡が縄文時代中期加曽利EⅢ式期のものなので，本跡はそれ以前の墓壕で

ある。

第842号土坑（第175図）

位置　調査区の中央部，C16gl区。

重複関係　本跡の上部は第186号住居跡に，北西部は第858号土坑に掘り込まれている。

長軸方向　N－360－W

規模と平面形　北西側部分が掘り込まれているが，長軸は残存部分で（1．46）m，短軸1．05m，南東側の形状

から平面形は隅丸長方形と推定される。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。部分的にロームブロックを含み，人為堆積と思われる。

土層解説

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　覆土から縄文土器の細片が少量と骨片が出土している。

所見　本跡は，墓壕と断定する明確な根拠には欠けるが，長軸方向，規模が第837，841号土坑と類似している。

時期は，判断する遺物が出土していないので重複関係からの推定となるが，第186号住居跡が縄文時代中期

加曽利EⅢ式期のものなので，それ以前と考えられる。
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第858号土坑（第175図）

位置　調査区の中央部，C16el区。

重複関係　本跡の上部は第186号住居跡に掘り込まれている。南東側部分は第842号土坑を掘り込んでいる。

長軸方向　N－220－W

規模と平面形西側部分の壁面の立ち上がりが明確でないが，長軸1・85m・短軸〔0・98〕mの隅丸長方形と推定

される。

壁面　僅かに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。南東部の凹みは，本跡を掘り込んでいる新しいピットである。

覆土　4層からなる。いずれも同質の一連の層であり，一気に埋め戻した人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　由一ム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　覆土から縄文土器の細片が極少量出土している。

所見　長軸方向，規模及び形状は第837，841号土坑と類似しているが，墓境としての根拠は欠けている。時期

を判断する遺物が出土していないので重複関係からの推定となるが，第186号住居跡が縄文時代中期加曽利

EⅢ式期のものなので，それ以前と思われる。

第884号土坑（第175図）

位置　調査区の中央部，C15go区。

重複関係　本跡の上部は第186号住居跡に，南東部は第827号土坑に掘り込まれている。また，本跡内のピット

は本跡よりも新しい。北側部分で第889号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

長軸方向　N－220－W

規模と平面形　北西側部分の立ち上がりがはっきりしないが，長軸〔1・95〕m，短軸1・14mのやや隅丸長方形を

している。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　僅かに起伏がある。

遺物　覆土から縄文土器の細片が極少量出土している。

所見　墓壕としての根拠には欠けるが，長軸方向，規模及び形状が第837，841号土坑と類似している。時期は

遺物から判断できないが，重複関係からの推定で，第186号住居跡が縄文時代中期加曽利EⅢ式期のものな

ので，それ以前と思われる。

第953号土坑（第198図）

位置　調査区の中央部やや東側，C16h5区。

重複関係　本跡の上層に第107号住居跡が構築されている。また，東側部分で第956号土坑と重複しているが，

新旧関係は不明である。

長径方向　N－140－W

規模と平面形　東側部分が重複のため不明であるが，長径1・80m，短径（1・15）mの楕円形と推定される。
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第175図　墓塘（SK767，785，837，841，842，858，884）実測図
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壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　覆土中から中期加曽利E式期の縄文土器片が極少量出土している0土器片に混じり，人の頭蓋骨片も出

土している。

所見　覆土中から人骨片が出土しており，墓塀の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から縄文時代中期加

曽利E式期の範疇と思われる。

第176図　墓墳出土遺物実測・拓影図

第786号土坑出土遺物観察表

10cm

鰯墜勢欒撃墜轡魂恕＿＿41－l H．LPr・′ご

与、しこ．・－∴ヽ・こ・．，

．－I・・I

㌻∵∵⊃　5

［二一一　；一一一一一二∃

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 話　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第176図 深鉢形土器 B （9．1） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は内攣しながら立ち上 砂粒・パミス
P226　　　　　　　 5％

1 縄文土器 C 〔8J〕
がる。胴部地文として単節縄文R Lを縦位回転で施文し，幅の狭い沈 灰褐色 寧土

線間磨消帯が垂下されている。底部から3cmほどは，文様が磨り消さ

れている。

普通 （加曽利E Ⅲ）

図版番号 器　　 種

計測 値（cm） 重　 量

（g）

現存率

（％）

器　 形　及　 び 文　様　 の　特　 徴 備　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第176図4 土製円板 （4．5） 4．5 0．9 （18．3） 70
表面に単節縄文R L　 裏面に未貫通孔　 一部欠損 DP53　覆土

5 土製円板 4．4 4．4 1．0 22．0 100
表面に縄文及び磨消帯 DP54　覆土
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（事　理設遺構

埋設遺構は調査区の東部で1基検出されている。

第1148号土坑（第177図）

位置　調査区の東部，C17d2区。

重複関係　本跡は，第234号住居跡の床下から確認され，本跡の方が古い。

長径方向　N－500－W

規模と形状　掘り方は長径1．07m，短径0．82mの楕円形で，最深部で34cmほど掘り込まれている。底面は平坦

である。

覆土　埋設土器内1層，掘り方が3層の4層からなる。土器の中から遣物等は出土していない。掘り方は褐色

土と暗褐色土が交互に土器を囲んでおり，土層4から2を人為的に埋め戻した後土器を埋設したと思われる0

ニI⊥

旦22．2m

2

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　＿　」

第177図　埋設遺構実測図

土居解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物極少量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・ローム小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

遺物　探鉢形土器が掘り方のやや東寄りから正位の状態で出土している。胴

部中位以下は意識的に打ち欠かれ，遺構の底面近くまで埋め込まれている。

所見　時期は，出土遣物から縄文時代中期加曽利EI式期である。

第178図　埋設遺構出土遺物実測図

第1148号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 1 78回 深鉢形土器 A　33．4 胴上部から口縁部にかけての破片。胴上部は外傾して立ち上が り，□ 砂粒・雲母・石英 ・ P358　　　　　　　 4 0％

1 縄 文 土 器 B （18．4） 縁部は内攣する。口緑部は僅かに波状を呈 し，波頂部 には渦巻文が施 長石 埋設土器

文 されている。頭部に巡る狭い無文帯で，口縁部と胴部の文様帯が分 にぷい橙色 （加曽利 E I ）

離 されている。ロ縁部文様帯は沈線 を沿わせた隆線を上下に巡 らせ，

区画内に沈線と隆線で渦巻文，クランク文を描 き，隙間に単節縄文 R

L が施文されている。胴部文様帯は頸部下に巡る汚い洗練以下 に展開

され，地文の縄文の上に3 － 4 本の平行沈線が直線的に縦横に描かれ

ている。

普通
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③　形状及び出土遺物に特徴のある土坑

ここでは，平面形や断面形等形状に特徴の見られる土塊と完形に近い土器や獣骨等出土遺物に特徴のある土

坑170基についてi遺構実測図，遺物がある場合には遺物の実測図，拓影図を載せ，さらに解説を必要とする

ものについては文章で記述する。

第253号土坑（第179図）

本跡から遺物は出土していない○断面形が袋状をしていることから，縄文時代中期の土坑の可能性が考えら

れる。

第257号土坑（第179図）

覆土中から縄文土器が出土している〇第211図1－4もすべて覆土中層からの出土である。

第211図2－4は縄文土器片の拓影図である。2は口縁部片で，隆線に沿う角押文が施文されている03，

4は胴部片で，隆線に沿って数本単位の平行沈線が胴部に施文され，4は隆線に沿って結節沈線文が2列施さ

れている。いずれも地文はなく，中期阿王台Ⅱ－Ⅲ式にかけての土器である。

第291号土坑（第179図）

深さ197cmの円筒状の土坑で，覆土中から多量の縄文土器・骨片及び貝が出土している。特に中層以下の8

層，10層からはヤマトシジミの他にイシガイ，タニシ類，マツカサガイ等の貝がブロック状に出土しており，

さらに上下の層からも出土している。貝粉に交じって猪，鹿等の獣骨片及び魚骨も出土している（付章参照）。

土器は，4の台付鉢が底面から出土しており，他の土器も覆土中層以下から貝や獣骨に交じって出土している。

本跡が本来の機能を終了して廃絶された後，廃棄遺物の投棄場所的性格を持ちながら埋没していったものと思

ゎれる。時期は，出土遺物から縄文時代晩期安行Ⅲa一Ⅲb式期前後である。

第212図6－16は縄文土器片の拓影図である。6，7は波状口縁部片で，波頂部に刻みを加飾した角状突起

を有し，下に縦長貼瘡，胴上部に三叉文が彫刻されている。8は口唇部上端に横長突起，口縁部に縄文帯，胴

上部には下向き弧線の区画内に縄文が施文されている。9は口唇部突起の内面に三叉文，胴上部にも玉抱き三

叉文的文様が施文されている010は僅かに波状を呈する口縁部片で，波頂部と波頂部下に突起を有し，胴部に

は入り組み文及び三叉文が施されている。11も口縁部片で，口唇部に小突起，頸吉田に凸凹の隆帯が付けられ，

間に曲線的文様が沈線で施文されている012は波状口縁部片で，波頂部に小突起を有し，口縁部には上向き弧

線の区画内に縄文を施文し，頚部の沈線以下にも縄文が施文されている。13は口縁部以下2段の縄文帯の下に

横長突起が貼り付けられている○これらは晩期安行Ⅲa－Ⅲb式に比定される土器である。14は粗製土器の口

縁部片で，口唇部に巡る刻文帯に縦の刻文帯が接続しており，口唇部下に施文された斜行条線を縦の沈線が切っ

ている。15も粗製土器の胴部片で，頸部に刻文帯が見られる。後期安行Ⅱ式一晩期安行Ⅲa式の範噂と思われ

る。16は内傾する胴上部片で，外面は研磨，赤彩され，2段の隆起帯刻文が施されている0後期末前後の時期

と思われる。

第294号土坑（第180図）

深さ193cmの円筒状の土坑である。覆土中から縄文土器の細片が出土しているが，ほとんど上層からの出土

である。第212図上3は覆土上層から出土している。覆土中層以下の出土遺物は極少量である。出土遺物は中
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期から晩期の土器が混在しており，時期は特定困難だが，縄文時代後期後葉から晩期前葉前後と考えておきた

い。

第212図2，3は縄文土器片の拓影図である。2は口縁部片で，口唇部に突起が付され，口縁部は沈線区画

の縄文帯で，以下磨消帯を挟んで弧状洗練区画の縄文帯が見られる。3は口唇部突起片で，内・外面に刺突状

の刻みが施されている。

第324号土坑（第179図）

本跡は断面が円筒状の土坑であるが，遺物が出土していないため時期及び性格は不明である。

第325号土坑（第179図）

規模に比較して覆土上層から下層にかけて一括投棄と思われる多量の土器が出土している。第213図4は底面

から，6の注口土器の破片は覆土下層から横位の状態で出土している。14の石鉄も覆土中から出土している。

また，猪や他の獣骨片も覆土中から出土している（付章参照）。本跡の底面は踏み締められ，ピット状の掘り

込みが5か所壁際に見られる。そのうち3本は同様の規模で，ほぼ等間隔に位置している。遺構の性格は不明

だが，時期は出土遺物から縄文時代後期安行式期と思われる。

第214図7－11は縄文土器片の拓影図である。すべて口縁部片で，7は口縁部と頚部に刻文帯が施され，器

面に斜行条線が施されている。8は口縁部に2段の刻文帯が見られ，以下に縄文が充填され，9はやや下向き

弧状の条線を浅い沈線が切っている。10，11は口縁部以下3段の縄文帯が見られ，要所に貼癌が付されている。

10は波状口縁である。

第496号土坑（第180図）

深さ190cmの円筒状の土坑で，覆土中層の土層5から埋葬したと思われる犬の頭骨が出土している（付章参

照）。他に中期加曽利EⅣ武一後期堀之内式までの土器の細片が極少量出土している。本跡の時期特定は遺物

が少量のため困難であるが，縄文時代後期前葉と考えておきたい。

第503号土坑（第180図）

覆土中から縄文土器の破片が出土している。袋状土坑で，遺構の形態及び出土遺物から，時期は縄文時代中

期中葉と思われる。

第214図3は縄文土器口縁部片の拓影図である。波状口縁で，爪形文を施した隆帯の区画文の内部に半裁竹

管による平行洗練，刺突文が施されている。中期勝坂Ⅱ－Ⅲ式の土器と思われる。

第504号土坑（第180図）

覆土中層から土器の細片が極少量出土している。遺物による時期判断は困難であるが，重複関係から縄文時

代中期加曽利EⅢ式期以降が本跡の時期と思われる。

第716号土坑（第180図）

覆土中層以下から少量の土器片が出土している。第215図1は南壁際の底面から出土している。僅かに袋状を

呈する土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅳ式期末一加曽利EI式期初頭である。
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第215図2は縄文土器片の拓影図である。頚部の破片と思われ，地文の縄文が磨り消され，上下に隆線が施

されている。

第717号土坑（第181図）

覆土中から土器片及び獣の小骨片が極少量出土している〇第215図1は西部覆土下層から出土した胴部片で

ある。縄文地文の上に，隆線による区画を施し，区画内にペン先文と波状沈線が施されている。中期勝坂式の

影響が見られる。遺構形態は楕円形で，西壁際に深さ117cmのピットが掘り込まれている。時期は，縄文時代

中期阿王台Ⅲ－Ⅳ式期前後と思われる。

第721号土坑（第181図）

第215図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である○口縁部片で，上端に円孔を有する突起を口唇

部に有し，外面は縄文が施文されている。縄文時代後期堀之内1式に比定される土器である。

第722号土坑（第181図）

袋状土坑で，縄文土器の細片が覆土中から極少量出土している○時期は，遺構の形態から縄文時代中期と思

われる。

第723号土坑（第181図）

袋状土坑で，覆土中層から縄文土器の細片が出土している〇第215図1は縄文土器片の拓影図である。波状

口縁で縄文地文，内部に沈線を沿わせた隆帯による区画内に小波状の沈線が施されている。時期は，遺構の形

態及び出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅳ式期である。

第728号土坑（第182図）

袋状土坑で，底面に小ピットを持つ。覆土中層から縄文時代中期阿王台Ⅲ式一加曽利EI式の土器片が出土

しており，時期もこの範噂と思われる。

第729号土坑（第182図）

底面壁際に小ピットを2か所持つ。覆土中から縄文時代中期加曽利EI－Ⅱ式の土器片が出土しており，時

期もこの前後と思われる。

第732号土坑（第181図）

袋状土坑で，底面ほぼ中央部に小ピットを持つ。底面及び覆土中から縄文時代中期阿王台Ⅲ式期前後の土器

が出土しており，時期も該すると思われる。第216図1は中央部やや南西側の底面から出土している。

第216図2は中期阿王台Ⅲ式に比定される波状口縁の波頂部把手片の拓影図である。頂部に通孔が見られ，

外面には隆帯による区画内にペン先文が施文されている。

第734A号土坑（第182図）

袋状土坑で，覆土中層から比較的多量の土器片が出土している。主体となる遺物が縄文時代中期阿王台Ⅲ式
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で，本跡の時期も該すると思われる。底面に見られる小ピット状の第760B号土坑は後世の掘り込みである。

第216図4は中期阿王台式の範噂の浅鉢片の拓影図である。口縁部に連続押捺が見られ，内面は口縁部と胴

部の境に段が見られる。

第734B号土坑（第182図）

ピット状の土坑で，底面から第216図1が出土しており，時期は縄文時代後期安行I式期である。

第736号土坑（第183図）

小ピットを3か所有する土坑で，そのうち1か所は中央部に位置している。中央部覆土下層から鹿の小骨片

が出土している。覆土から縄文土器片が出土しているが，中期から後期のものが混在しており，時期は特定で

きない。

第738号土坑（第183図）

西部覆土中層に貝層が見られ，直下には灰が薄く堆積している。その北側覆土下層からは猪，鹿及び鳥等の

骨片が出土している（付章参照）。遺物は中期加曽利EⅡ式一後期加曽利BI式のものが混在しており，時期

は特定困難である。

第739号土坑（第184図）

西部覆土下層から，縄文時代中期加曽利EⅣ式に比定される第217図1が正位の状態で出土しており，本跡

の当該期と思われる。

第740号土坑（第184図）

本跡の底面で3か所のピットが確認されている。径16cm，深さ25cmの小ピットがほぼ中央部に位置している。

南西壁際のやや大きなピットは後世の掘り込みと思われる。中央部覆土中層から第217図1が正位の状態で出土

している。2も覆土中からの出土であるが，時期的に古く流れ込みと思われる。また覆土中から猪の小骨片も

出土している（付章参照）。時期は，縄文時代中期加曽利EI式期前後と思われる。

第217図2は縄文土器口縁部片の拓影図である。ペン先状の連続刺突文や沈線が沿う偏平な隆線を口縁部に

貼り付け，隙間には条線状の集合沈線が見られる。隆線以下は無文である。中期阿王台Ⅲ式の範噂の土器であ

る。

第745号土坑（第184図）

覆土中から少量の遺物が出土している。第217図1，2は出土土器片の拓影図である。1は胴部片で，沈線

区画の曲線的磨消帯が施文され，区画外には縄文が施文されている。後期称名寺1式に比定される土器である。

2は浅鉢形土器の口縁部片で，口縁部の連続刻文の下に沈線区画の縄文帯が見られる。後期加曽利B2－3式

に比定される土器である。1は覆土下層から，2は南西壁際覆土上層からの出土である。時期は，主体となる

遺物から縄文時代後期初頭と考えておきたい。
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第755号土坑（第184図）

覆土中から縄文時代の土器片が極少量出土している。第217図1は北西部覆土上層からの出土である。他の

遺物は時期が拡散しており，時期は不明である。

第760号土坑（第185図）

本跡は，第207号住居跡の炉を掘り抜いているピット状の土坑で，第218図1の探鉢形土器と2の土製円板が

覆土中から出土している。時期は，1が縄文時代後期綱取1式並行の土器なので，本跡の時期も該すると思わ

れる。

第762号土坑（第185図）

第218図1は本跡から出土している縄文土器片の拓影図である。胴部片で，微隆起線区画の磨消帯が見られ，

区画外は縄文が施文されている。本跡の覆土中層以上からは，猪の歯や骨片が土器に混じり出土している（付

章参照）。また，2の映状耳飾りも覆土中から出土している。上層は廃棄遺物が一括投棄されていると思われ

る。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅣ式期である。

第763号土坑（第185図）

本跡の北側覆土中層以上から土器片及び獣骨片が出土している（付章参照）。窪地を利用して投棄したもの

と思われる。時期は，第761号，762号土坑との重複関係から，縄文時代中期加曽利EⅣ式期以前である。

第764号土坑（第185図）

平面形は楕円形で，底面にピットを3か所有する○ピットはほぼ一直線に並び，径36－50cmの円形で，深さ

69－98cm，壁際のピットが中央のピットに比較しやや深い○時期は，縄文時代中期加曽利EⅢ式期に比定され

る第218図1が西壁際覆土中から出土しており，該期であると思われる。

第766号土坑（第181図）

本跡の覆土中層から第219図1の底部片や2－4の把手，7の土製円板が出土している。この他多量の縄文

土器片に混じって，鹿角，獣骨片及び貝が出土しており，これらの遺物は一括投棄と思われる（付章参照）。

時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅣ式期である。

第219図5，6は縄文土器片の拓影図である02点とも口縁部片で，加曽利EⅣ式に比定される土器である。

単節縄文RL地文で，口縁部及び胴部に微隆起線区画の磨消帯が施されている。

第768号土坑（第185図）

本跡の規模に比較して，覆土中層から下層にかけて多量の縄文土器片と第220図5の磨石が出土している。

また，覆土中には小骨片も極少量であるが含まれている○時期は，出土遺物から縄文時代後期加曽利B2式期

である。

第219－220図2－4は縄文土器片の拓影図である02は粗製土器の口縁部片で，胴部に縄文を施文し，口縁

部は指頭による押捺を加えた粘土紐が貼り付けられている03は胴部片で，地文に縄文を施文し，洗練と押捺

加飾の粘土紐がやや斜行気味に施文されている。4は鉢形土器の胴部片で，数本の平行な横走沈線を切る「（）」
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状の洗練が見られる。後期加曽利B2式に比定される土器である。

第769号土坑（第185図）

覆土上層から中層にかけて多量の縄文土器片が出土しており，一括投棄と思われる。第220図1の台付土器

台部，2の把手も覆土中から出土している。また，覆土上層には猪の骨片も含まれている（付章参照）。時期

は，出土遺物から縄文時代後期堀之内式期である。

第773号土坑（第186図）

土層4，5から縄文土器片，第220図1の石錐，猪及び鹿等の獣骨片が出土している（付章参照）。出土遺

物は，縄文時代中期から後期にかけてのものが出土しているが，主体となる遺物は中期であり，本跡の時期も

該期と考えておきたい。

第775号土坑（第185図）

底面からピットが中央部に1か所（径50～65cm，深さ67cm），西壁寄りに1か所（径75－80cm，深さ80cm）

確認されている。縄文時代中期加曽利EⅢ式に比定される第220図1が西側のピットの上層から出土しており，

本跡の時期もこの前後と思われる。

第776号土坑（第186図）

覆土中層から第220図1の有孔鍔付土器片と猪の骨片が出土している（付章参照）。出土遺物が極少量で，

時期を判断するには困難であるが，1が縄文時代中期加曽利EⅣ式前後と考えられるので，本跡の時期もこの

前後の可能性が考えられる。

第777・778・779号土坑（第186図）

3基とも出土遺物は極少量である。第777号土坑からは中期から後期の土器片が，第778号土坑からは中期の

土器片，第779号土坑からは中期から後期の土器片が出土している。第220図1の耳飾りは第778号土坑の覆土

上層からの出土で，遺構に伴わない可能性が強い。時期を判断する遺物が出土していないため時期不明だが，

土層の切り合い関係から，第779号土坑は第777号土坑より新しい。

第781号土坑（第187図）

本跡は，深さ280cmの円筒状の土坑である。覆土中層から集中的に縄文時代晩期の土器が出土している。第

221図1－3は同位置から出土しており，さらに約30cm下層から第222図8の注口土器が正位の状態で出土して

いる。他に鹿角，猪，兎，鳥，魚の骨片や貝も多量出土している（付章参照）。深さ160cm前後の覆土中には，

投棄と思われる灰が径65cmほどの円形状の範囲で堆積しており，この直上からは40～50cmの厚さで炭化物，小骨

片がやや多く出土している。底面からも骨片が出土している。この土坑が廃絶された後は，廃棄遺物の投棄場

所的な性格を持ちながら，自然に埋没していったものと思われる。時期は，出土遺物から縄文時代晩期安行

Ⅲa式期である。

第222図9－14は縄文土器片の拓影図である。9は浅鉢形土器の胴上部から口縁部にかけての破片で，口唇

部に小突起，口縁部と胴部に充填の縄文帯が見られる。10，11は葉形土器の口縁部片で，口縁部の文様構成は
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9と類似しているが，胴上部に見られる縄文帯の沈線区画が，10はやや斜行し，11は下の沈線が曲線を描いて

いる。12，13は粗製土器の口縁部片で，12は口縁部と頚部に粘土紐貼り付けの刻文帯を巡らせ，口縁部刻文帯

の下にはやや斜行する条線が施され，内部磨り消しの平行沈線が文様を切断している。13は口縁部に上向き弧

状の条線が施されている。14は胴部片で，沈線区画の縄文帯が横あるいはやや斜めに施され，円形の貼癌で接

続している。これらは晩期安行Ⅲb式に比定される土器である。

第788号土坑（第188図）

北壁際覆土中層から第223図1の小形土器が出土している。第790号土坑との重複関係からみると本跡の方が

新しく，縄文時代中期加曽利EⅢ式期以降の土坑であり，しかも出土遺物も中期加曽利EⅢ－Ⅳ式のものが多

いので，1は流れ込みと思われる。

第789号土坑（第188図）

底面から5か所のピットが確認されている。北側のピットは深さが24cmで楕円形，西側のピットは深さが32，

cmで円形，南側のピットは大形で深さが53cmである。また，中央に2か所のピットがあるが，1か所は深さ25

cm，もう1か所は深さが72cmである。覆土上層から中層にかけて多量の土器が出土しており，一括投棄と思わ

れる。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅢ式期である。

第223図2－8は縄文土器片の拓影図で，8を除きすべて中期加曽利EⅢ式に比定される土器である。2－

5は地文に単節縄文が施され，2は口縁部磨り消し，胴上部に波状平行沈線が施文されている。3は口縁部沈

線区画で，胴部にも沈線区画の磨消帯が垂下されている。4は沈線，隆線で区画文及び渦巻文を描き，口縁部

文様帯を構成している。5は口縁部に楕円形及び長方形の区画文を施し，胴部には沈線区画の磨消帯が垂下さ

れている。6は撚糸文が地文で施され，口縁部に2段の列点文，胴上部に波状平行沈線を横走させ，区画内は

磨り消されている。7は胴部片で，撚糸文が地文に施され，沈線による区画文が描かれ，区画間は磨り消され

ている。8は中期加曽利EI式に比定される土器の口縁部片で，沈線を沿わせた隆線で口縁部文様帯を構成し

ている。

第790号土坑（第188図）

本跡の西側部分は第788号土坑に掘り込まれている。西側にピット状の掘り込みが2か所確認されている。

覆土中から縄文土器片，石皿に混じり獣骨の小片が出土している（付章参照）。時期は，出土遣物から縄文時

代中期加曽利EⅢ－Ⅳ式期前後と思われる。

第223図1，2は縄文土器片の拓影図である。1は波状口縁で，口縁部無文帯，胴部との境に微隆起線が施

され，舌状の突起が付されている。微隆起線以下は単節縄文が施されている。中期加曽利EⅣ式の範晴と思わ

れる。2は胴部片で，地文の単節縄文を沈線区画の磨消帯が切断している。中期加曽利EⅢ式に比定される土

器である。

第791・792・793号土坑（第188・189図）

3基の出土遺物の主体を占める時期は，第791号土坑が中期加曽利EⅢ式期，第792号土坑が中期加曽利EⅡ

～Ⅲ式期，第793号土坑が中期加曽利EⅢ式期以降で後期も混入している。また，791，793号土坑からは獣骨

片も出土している（付章参照）。しかし，いずれの土坑も遺物の出土量が少量で，時期を特定するまでは至ら
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ない。土層の切り合いから，第792号土坑は第791号土坑より新しい。

第794号土坑（第189図）

北東壁寄りと南東壁寄りの底面からピットが2か所確認されている。覆土中から縄文時代中期加曽利EⅡ式

主体の土器片が出土している。また，西部覆土中層から第224図1の浮子が出土している。

第795号土坑（第189図）

本跡の南部底面近くからオスの猪の頭部が出土している（付章参照）。覆土中層から下層にかけて，縄文時

代中期加曽利EⅢ～Ⅳ式にかけての遺物が少量出土している。

第796号土坑（第189図）

本跡の全面，覆土上層から下層にかけて縄文土器片と鹿，猪等の獣骨片が出土している（付章参照）。第224

図1，2は覆土中層及び底面から出土している。遺物は破片が多く，一括投棄と思われる。時期は，出土遺物

から縄文時代後期堀之内式期である。

第224図5は縄文土器片の拓影図である。波状を呈する口縁部片で，外面には単節縄文RLが粗く施文され

ている。後期堀之内式に比定される土器である。

第797号土坑（第189図）

覆土中から縄文土器片が出土しているが，縄文時代中期から後期のものが混在している。土器片に混じり，

鹿の歯片が出土している（付章参照）。

第801号土坑（第190図）

袋状土坑で，底面から2か所の小ピットが確認されている。覆土中及び底面から縄文時代中期阿王台Ⅲ－Ⅳ

式にかけての土器が出土しており，本跡の該期と思われる。縄文土器に混じって，覆土中から狸，鹿及び鳥の

骨片も出土している（付章参照）。

第807号土坑（第191図）

楕円形の土坑で，底面からピットが3か所確認されている。中央のピットは径22cmほどで，深さ60cm，南壁際

と北西壁際のピットは，径は中央のピットよりも大形だが，深さは25－35cmと浅い。覆土中から縄文時代中期

加曽利EI－Ⅱ式前後の土器片が少量出土しており，時期も前後の可能性が考えられる。土器片に混じり，猪

の歯も出土している。

第808号土坑（第189図）

覆土中から第225図1の小形土器と2の波状口縁部片の2点が出土しているが，他に出土遺物はなく，時期

の詳細は不明である。

第810号土坑（第191図）

本跡の底面から，径45－55cm，深さ24－38cmのピットが2か所確認されている。遺物は，覆土中から縄文時
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代中期加曽利EⅡ式の範噂の遺物が出土しており，本跡の時期もこの前後と思われる。土器片に混じり，鹿，

猪の骨片が出土している（付章参照）。

第814号土坑（第191図）

覆土中から，縄文時代中期加曽利EⅡ－Ⅲ式の土器片が出土している。東部覆土上層から，獣骨片が出土し

ている。

第817号土坑（第192図）

袋状土坑で，第195号住居跡の床下から確認されている。中央部やや北側の底面からピットが確認されてい

る。時期は，覆土中から縄文時代中期阿王台Ⅲ－Ⅳ式の遺物が出土しており，遺構の形態からも該すると思わ

れる。

第225図1，2は縄文土器片の拓影図である01は口縁部隆帯区画内に爪形文，ペン先文，鋸歯状洗練及び

横走沈線が施文され，隆帯上には縄文が施文されている。2も口縁部付近の破片と思われ，爪形文を施した隆

帯が見られる。いずれも中期阿王台Ⅲ－Ⅳ式にかけての土器である。

第820・821号土坑（第182図）

第820号土坑覆土中から縄文時代中期の遺物が極少量出土しているが，時期は特定できない。また，第821号

土坑は袋状土坑で，北部底面から縄文時代中期阿王台Ⅲ式に比定される第225図1が正位の状態で出土してお

り，遺構の形態からも該期と思われる〇第820，821号土坑は中央に第734A号土坑を挟んでいるが，新旧関係

は不明である。

第822号土坑（第192図）

第197号住居跡の床を掘り込んでいる中土坑で，底面から第225図2が口縁部を上にして斜位の状態で，並ん

で1の壷形土器が完形で横位の状態で出土している○これらの遺物は時期的に隔たりがあるが，土坑内に置か

れたのは同時期と思われ，他に遺物は出土していないことから，本跡の時期は2の縄文時代後期安行Ⅱ式期が

該期と思われる。

第823号土坑（第192図）

上面は長径1．16m，短径1．01mの不整楕円形だが，底径は62－70cmのやや楕円形で，深さは129cmである。

底面から第226図1が，他に覆土中から縄文時代中期の遺物が極少量出土している。

第824号土坑（第192図）

第182号住居跡の床を掘り抜いているピット状の土坑で，覆土中から第226図1の浅鉢形土器が1点出土して

いるだけである。1が縄文時代後期安行I式に比定されることから，本跡の時期と思われる。

第825号土坑（第192図）

径1．15m，深さ135cmの円筒状の土坑で，覆土中から縄文土器片に混じり，小型犬の下顎及び猪の骨片が出

土している（付章参照）。土器は，縄文時代後期称名寺2－堀之内1式並行のものが出土しており，本跡の該
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期と思われる。

第226図1－4は縄文土器片の拓影図である。いずれも口縁部片で，1は僅かに波状を呈し，波頂部内・外

面に刺突文が施され，胴上部に連続刺突を加えた隆線を巡らせ口縁部と胴部を分離し，中央に沈線を加飾した

楕円形の隆線で波頂部と胴部を結んでいる。2，3は波状口縁の波頂部に通孔を有する突起が付され，沈線及

び刺突文で文様を構成している。2には列点文が見られる。4も波状口縁で，連続刺突文加飾の隆線が「十」

字状に口縁部下で交差し，口縁部は無文帯，胴部は縄文が地文に施されている。いずれの土器も後期綱取式の

影響が強い。

第826号土坑（第184図）

袋状土坑で≠　底面及び覆土下層から遺物が出土している。第226図1は南西壁際底面から，2－4は北西部

底面から出土している。時期は，出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅲ式期である。

第226図2－4は縄文土器片の拓影図である。2は口縁部文様帯が爪形文を沿わせた隆帯で構成され，小波

状洗練も見られる。3は波状口縁の波頂部で，隆帯の区画内に爪形文が施されている。4は胴部片で，横走す

る隆帯以下は半裁竹管による平行洗練が縦方向に充填されている。

第827号土坑（第192図）

円形の土坑で，底面及び覆土中から縄文土器が出土している。底面の西部にピットが見られるが，第186号

住居跡に伴うものである。時期は，出土遺物から縄文時代後期堀之内2式期前後である。

第828号土坑（第192図）

深さ84cmのピット状の土坑で，底面から第227図1が台裾部を上にした状態で出土しており，他は細片が極

少量出土している。時期は，出土遺物から縄文時代後期安行I式期である。

第830号土坑（第192図）

本跡は，第192号住居跡の床下から確認されている。覆土中から縄文土器片が出土しており，第227図1も覆

土中層から出土している。遺物の時期は，縄文時代中期加曽利EⅢ式期一後期称名寺式期のものが混在してお

り，本跡の時期もこの範時と思われるが特定は困難である。

第227図2，3は縄文土器片の拓影図である。2は口縁部文様帯を沈線と隆線の区画文で構成し，区画内は

単節縄文が施文され，胴部は地文の単節縄文を沈線区画の磨消帯が切っている。中期加曽利EⅢ式に比定され

る土器である。3は地文の単節縄文の上に微隆起線区画の磨消帯で曲線的文様が施されている。

第834号土坑（第190図）

底面にピットを4か所有する。中央部に位置するピットは径25cmの円形で，深さ30cm。壁際のピットは長径

55－83cm，短径36－62cmの楕円形で，深さは，北側が81cm，東側が60cm，南西側が24cmである。覆土中から縄

文土器片が出土しており，第227図2，3は南西部覆土下層から出土している。1は時期的に古く，流れ込みと

思われる。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅢ式期前後と思われる。

第227図1－3は縄文土器片の拓影図である。1は前期浮島Ⅱ－Ⅲ式の範時の土器片で，口唇部に半裁竹管

による三角刺突文が施され，外面に波状貝殻文が施されている。2，3は中期加曽利EⅢ式に比定される土器
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片で，2は口縁部に沈線及び隆線による渦巻文，胴部は沈線区画の磨消帯が垂下している。3は胴部片で，地

文の単節縄文RLが沈線区画の磨消帯に切られている。

第838号土坑（第190図）

規模に比較して多量の遺物が覆土中から出土している。時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉と考えてお

きたい。

第228図1－2は縄文土器片の拓影図で，2点とも口縁部片である。1は数本単位の条線が胴部を垂下し，

2は沈線で文様が描かれている。後期前葉段階の土器と思われる。

第845号土坑（第190図）

円筒状の土坑で，深さ124cm。第202号住居跡の床を掘り抜いている。覆土中から縄文土器片及び獣骨片1点

が出土している。主体となる遺物は縄文時代後期安行I式期で，本跡の該期と思われる。

第228図1－4は縄文土器片の拓影図で，いずれも口縁部片である。1は口縁部に縄文帯が施され，沈線以

下は横方向の条線を切断する内部縄文施文の月状文が見られる。晩期安行Ⅲa式に比定される土器である。2

－4は後期安行I式に比定される土器で，2は口縁部と頚部に押捺を加えた粘土紐を貼り付け，器面には右下

がりの斜行条線が施文されている。3は沈線区画の隆起帯縄文が多段に施され，縄文帯間を磨り消し，口縁部

と2段目の縄文帯を結ぶ癌が貼り付けられている。4は口縁部と胴部に刻文帯が2段に構成され，刻文帯間は

矢羽状の細洗練が充填されている。2段目刻文帯には貼癌が見られる。

第847号土坑（第190図）

覆土中から縄文土器片と小骨片が出土している（付章参照）。出土遺物は極少量で，縄文時代中期から後期

にかけてのものが混在しているため，時期は特定困難である。

第852号土坑（第193図）

袋状土坑で，底面のやや南側に径30cm，深さ10cmの円形ピットが確認されている。覆土中層から下層にかけ

て遺物が出土している。時期は，出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅳ－加曽利EI式期にかけてと思われる。

第229図5－6は縄文土器片の拓影図である。5は波状口縁の波頂部片で，外面に縦，横の沈線で地文の縄

文の上に直線的な文様が描かれている。波頂部内面に見られる隆帯が，波頂部から垂下する際にねじりを加え

て外面に出てくると思われる。中期加曽利EI式の古手の段階と思われる。6も波状口縁で，波頂部外面に曲

線的文様を隆帯で描き，隆帯に沿って爪形文が施されている。中期阿王台Ⅳ式の範晴と思われる。

第854号土坑（第193図）

深さ120。mの円筒状の土坑で，壁は僅かに外傾する。縄文土器片に混じって鹿等の獣骨片が覆土中から出土

している（付章参照）。遺物は，後期加曽利B式期から晩期安行Ⅲa式期にかけてのものが混在しており，時

期は縄文時代後期の範噂と考えて置きたい。

第230図1，2は縄文土器片の拓影図である。1は晩期安行Ⅲa式に比定される土器で，口縁部沈線以下の

やや下向き弧状の条線が，月状文及び斜行平行沈線に切られている。2は後期加曽利Bl式に比定される鉢形

土器で，口縁部内面に沈線，外面は押捺加飾の粘土紐が貼り付けられ，胴部には地文の縄文を切る4本単位の
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細い斜行平行沈線が施文されている。

第859号土坑（第194図）

上面は径1．80－1．88mの円形で，深さ30cmほどの所で平坦面が出現し，またはは垂直に掘り込まれ，途中で

オーバーハングして底面に至る。出土遺物も，第230図1の中期の土器と一緒に3の後期の土器も出土してい

る。1は覆土下層からの出土である。本跡は，やや袋状の深い土坑の上に，径1．80－1．88m，深さ30cmほどの後

世の遺構が構築されたと思われる。出土遺物から，やや袋状の古い土坑は縄文時代中期加曽利EI式期で，上

の後世と思われる遺構はそれ以後と思われる。

第230図3は縄文土器片の拓影図である。浅鉢形土器の口縁部片で，数本単位の沈線で，口縁部は直線的，

胴部は曲線的な文様が描かれている。

第871号土坑（第195図）

中央部底面近くから小骨片が出土している（付章参照）。覆土中から縄文時代中期加曽利E式期を主体とす

る遺物が極少量出土している。

第875号土坑（第195図）

本跡の底面からピットが2か所確認されており，1か所はほぼ中央に，他の1か所は北部に位置している。

覆土中から縄文時代中期加曽利EI－EⅡ式を主体とする遺物が出土しており，本跡の時期もこの範噂と思わ

れる。

第881号土坑（第195図）

ピット状の土坑で，覆土中から縄文土器片に混じって小骨片が出土している（付章参照）。第230図1，2

は本跡出土の縄文土器片の拓影図である。1は後期安行I式に比定される粗製土器で，口縁部に爪形の刻文帯

が2段施され，縦方向の条線が施文されている。2は後期加曽利Bl式に比定される土器で，入り組み状の区

画文内部に縄文が施文されている。その他，後期堀之内式期～安行式期の遺物が混在しており，時期は縄文時

代後期と考えておきたい。

第886号土坑（第196図）

底面にピット状の掘り込みが見られる。覆土中から極少量の縄文土器片に混じり，猪，鹿の骨片が出土して

いる（付章参照）。出土遺物の時期は，縄文時代中期加曽利EⅣ式期一後期安行式期までのものが混在してお

り，量的にも少なく時期の特定は難しい。

第231図2，3は縄文土器片の拓影図である。2は口縁部上端と直下に刻みを施した突起を有し，器面には

細い洗練で文様が措かれている。3は粗製土器の口縁部片で，斜行条線が施文され，口縁部以下沈線区画の刻

文帯が2段に施されている。2点とも後期安行I式に比定される土器である。
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第900号土坑（第194図）

第231図1は縄文土器片の拓影図である○胴上部から口縁部にかけての破片で，胴部に細い沈線で文様が描

かれている。縄文時代後期堀之内式の範時の土器と思われる。

第938号土坑（第196図）

ほぼ中央部に径25cmの円形で，深さ54cmのピットが確認されている。北側にもやや大形のピット2か所が確

認されている。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅣ式期前後である。

第231図1は縄文土器片の拓影図である○口縁部は無文帯で，胴部との境の微隆起線以下には縄文が施文さ

れている。中期加曽利EⅣ式に比定される土器である。

第943号土坑（第196図）

楕円形の土坑で，中央部やや西寄り，土層1の最下層から土層2の直上にかけて土器がまとまって出土して

おり，一括投棄と思われる。時期は，出土遺物から縄文時代後期安行Ⅱ式期である。

第231図4は縄文土器片の拓影図である○口縁部は隆起帯縄文で，口唇部に舌状の突起を有する。胴上部に

は沈線区画の刻文帯を2段巡らせ，要所にブタ鼻状貼痛，胴部下半は僅かに斜行する条線が施文されている。

後期安行Ⅱ式に比定される土器である。

第946号土坑（第196図）

楕円形の土坑で，覆土中層から縄文土器片が出土している。第231図1の底部片は西部覆土中層から横位の

状態で出土している。時期は，主体となる遺物から縄文時代中期加曽利EI－Ⅱ式期である。

第947号土坑（第197図）

覆土中から中期加曽利E式期一後期安行式期までの土器片及び猪の骨片と歯が出土している（付章参照）。

主体となる遺物は後期の土器であるが，第949，950号土坑との重複で後期安行式期の土器が流れ込んでいる可

能性が考えられるため，時期判断は困難である○縄文時代後期中葉と考えておきたい。

第231図1－3は縄文土器片の拓影図で，いずれも口縁部片である。1，3は後期加曽利B2式に比定され

る土器で，押捺を加えた粘土紐が貼り付けられ，1は2段構成，口唇部に小突起も見られる。いずれも縄文地

文である。2は後期安行I式に比定される土器で，口縁部に巡る粘土紐貼り付けの刻文帯以下は横方向の条線

が施文されている。

第949号土坑（第197図）

深さ237cmの円筒状の土坑で，底面から猪の頭部と第232図1の探鉢形土器が破砕された状態で，また6の底

部片も出土している。他の遺物も覆土中層から下層にかけて出土しており，土層2，7，8及び11には小骨片

を含んでいる（付章参照）。土坑本来の機能終了後廃絶され，廃棄遺物の投棄場所的性格を持ちながら埋没し

ていったものと思われる。後期安行I式期の土器も混じっているが，第950号土坑と隣接しているための流れ

込みと思われる。時期は，出土遺物から晩期安行Ⅲa式期である。

第233図9－12は縄文土器片の拓影図である09は胴部片で，沈線区画の縄文帯以下に斜行条線が粗く施文

されている。10も胴部片で，沈線区画の縄文帯に刺突を3個加えた貼癌が見られる。11は中央の刺突状の円形
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文を中心に三叉文が取り巻くように彫刻され，部分的に縄文が施文されている。これらは晩期安行Ⅲa式に比

定される土器である。12は後期安行I式に比定される土器で，沈線区画の隆起帯縄文が3段施され，縄文帯間

は磨り消されている。

第950号土坑（第197図）

深さ161cmの円筒状の土坑で，覆土中から後期～晩期にかけての土器と獣骨片が1点出土している。第233図

1は覆土上層から出土している。晩期の土器は第949号土坑と，後期中葉の土器は第947号土坑との関連が考え

られ，本跡の時期は，主体となる遺物から縄文時代後期安行Ⅱ式期前後と思われる。

第233図2－8は縄文土器片の拓影図である。2，3は後期安行Ⅱ式の粗製土器で，2は口縁部と胴上部に

粘土紐貼り付けの隆起帯刻文を巡らせ，上部は下向き弧状の条線，下部は斜行条線が施文されている。3は沈

線区画の三角刻文帯を上下に2段巡らせ，上部には下向き弧状の条線を月状文が切断しており，安行Ⅲa式の

手法が見られる。4は晩期安行式の範晴の土器と思われ，ブタ鼻状貼痛が要所に付けられ，縄文帯が口縁

部以下に施され，隙間は沈線区画で磨り消されている。5は3段の隆起帯縄文を貼癌が結んでいる。後期安行

I式に比定される土器である。6，7は後期加曽利B式の範噂の土器で，6は外面に沈線区画の縄文帯，7は

外面に縄文施文で，2点とも内面は磨きが施されている。8は後期堀之内式に比定される土器の口縁部片で，

口唇部上端に洗練が施され，刺突を加えた小突起を有する。胴部は縄文地文で，櫛歯状施文具による直線的あ

るいは波状の沈線が口縁部から垂下している。

第951号土坑（第197図）

西側から北側の壁際にかけてピットが3か所見られる。第1065号土坑との境のピットは後世のものである。

覆土中から遺物が出土しており，第233図1は中央部やや北側の覆土上層から出土している。時期は，出土遺

物から縄文時代中期阿王台Ⅳ式期一加曽利EI式期前後と思われる。

第233図2は中期勝坂Ⅱ式に比定される胴部片で，縦方向の直線や「コ」の字を入り組ませたような文様を

沈線で描き，区画内は部分的に爪形文が施文されている。

第952号土坑（第197図）

円形のピットで，規模に比較し多量の土器片が出土している。時期は，中期から後期の遺物が混在して出土

しているが，第234図1が底面から出土していることや，主体を占める土器から縄文時代後期中葉から後葉の

範時と思われる。

第234図2－5は縄文土器片の拓影図である。2は波状口縁で，口縁部は指頭によるナデで無文，胴部には

単節縄文が施文されている。後期加曽利B式の範噂と思われる。3も口縁部片で，沈線区画の隆起帯縄文が口

縁部以下に2段施されている。後期安行I式前後と思われる。5は胴部片で，「J」字状の区画文が見られ，

区画内磨り消し，区画外は縄文が施文され，後期称名寺1式に比定される土器である。4も胴部片で，縄文地

文で両側磨り消しの微隆起線で文様が描かれている。中期加曽利EⅢ－Ⅳ式の範時と思われる。

第954号土坑（第197図）

袋状土坑で，底面から3か所の小ピットが確認されている。時期は，遺構の形態及び覆土中の出土遺物から

縄文時代中期阿王台Ⅳ式期一加曽利EI式期にかけてと思われる。
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第956号土坑（第198図）

ピットが5か所底面から確認されている。中央のピットは径43cmの円形で，深さ57cm，本跡に伴うと思われ

るが，他のピットは後世の掘り込みである。第234図1が南西部底面から出土しており，本跡の時期は縄文時

代中期加曽利E宜式期である。

第957号土坑（第198図）

深さ164cmの円筒状の土坑で，覆土中から遺物が極少量出土している。すべて覆土上層からの出土で，中期

から後期の土器が混在しており，時期は不明である。

第235図1－3は縄文土器片の拓影図である。1は波状口縁部片で，胴部無文，口唇部に沈線が施され，波

頂部付近で鈎の手状に曲線が描かれている。2は中期阿王台Ib式に比定される土器で，断面三角形の隆帯で

口縁部に区画を設け，区画内に結節洗練文が施文され，ボタン状の貼り付けも見られる。3は中期勝坂Ⅱ式並

行と思われる胴部片で，沈線を沿わせた連続爪形文で区画を施し，区画に沿って半裁竹管による半円弧状の刺

突文が見られる。地文に縄文が施文されている。

第960号土坑（第198図）

袋状土坑で，西壁際底面から第235図1の探鉢形土器が逆位の状態で出土している。他に覆土中層から下層

にかけて縄文土器片が出土しており，3は南西部覆土中層からの出土である。時期は，遺構の形態及び出土遺

物から縄文時代中期阿王台Ⅲ－Ⅳ式期である。

第236図4は縄文土器片の拓影図である。波状を呈する口縁部片で，隆帯による区画に沿って結節沈線文が

2列施されている。中期阿王台Ⅲ式の範噂の土器である。

第1044号土坑（第199図）

不定形の土坑で，覆土中から縄文土器片，土器の把手片や土製円板が出土し，これらに混じり獣骨片も出土

している（付章参照）。後期の遺物が主体を占めるが，大きく後期加曽利B式期と後期安行式期に大別され，

遺構の形態からも2基の重複の可能性が考えられる。

第236図3－5は縄文土器片の拓影図である。3は口縁部片で，沈線区画の隆起帯縄文が口縁部以下に2段

施され，下部にはやや斜行する条線が施されている。4は胴部片で，縄文地文の上に並行沈線が斜格子状に施

文されている。5も胴部片で，粘土紐貼り付けの刻文帯の上は条線文を切断する沈線区画の「）（」状の磨消帯

が見られ，刻文帯以下は条線文が施文されている。3，5は後期安行式，4は後期加曽利B式に比定される土

器である。

第1045号土坑（第198図）

袋状土坑で，底面に深さ10cmほどの浅いピットを有する。覆土中から縄文時代中期阿王台Ⅳ式期一加曽利E

I式期の土器片が出土しており，本跡の時期もこの範時と思われる。

第1046号土坑（第199図）

底面から2か所のピットが確認されている。覆土中から縄文時代中期中峠式期一加曽利EI式期の土器片が

出土している。第236図1の底部片は南東部覆土中層からの出土である。
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第236図4，5は縄文土器口縁部片の拓影図である。4は口縁部に隆帯が巡らされ，以下は波状文，連続「コ」

字状文，渦巻文が施文されている。中期中峠式に比定される土器である。5は縄文地文で，隆線で口縁部文様

帯に文様を施文している。中期加曽利EI式に比定される土器である。

第1047号土坑（第200図）

ピットが底面から4か所確認されている。中央のピットは長径53cm，短径46cmの楕円形で，深さ50cmである。

壁際を回るピットは長径30～70cmの楕円形で，深さは22－62cmと規模にばらつきが見られる。覆土中から縄文

土器片が出土しているが，中期加曽利E式期から後期のものが混在しており，量的には中期の遺物がやや多め

だが時期の特定は困難である。

第237図2－5は縄文土器片の拓影図で，いずれも口縁部片である。3は角状突起を有する波状口縁部片で，

突起下に通孔が見られ，口縁部に沿って縄文が見られる。後期安行I式に比定される土器である。4は後期堀

之内式に比定されると思われる胴部片で，隆帯上及び沈線区画内に刻みが施されている。2は中期加曽利EI

式に比定される口縁部片で，沈線を沿わせた隆線で区画文や渦巻文が描かれている。5は中期加曽利EⅢ式に

比定される土器で，複節縄文LRLの地文を切って沈線区画の磨消帯が垂下している。

第1050号土坑（第199図）

覆土中から土器片が出土しており，第237図1は覆土中層からの出土である。量的に後期安行式期の土器が

主体を占めるので，本跡の当該期と思われる。

第237図3，4は縄文土器片の拓影図である。いずれも後期安行式に比定される粗製土器の口縁部片で，3

は口縁部と頚部に刻文帯を2段施し，斜行条線文が施文されている。4は口縁部に押捺を加えた粘土紐貼り付

けで，以下は緩やかな斜行条線文が施文されている。

第1051号土坑（第200図）

袋状土坑で，覆土中から縄文土器片が出土している。第238図1は中央部やや東寄りの覆土中層から出土して

いる。時期は，出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅲ－Ⅳ式期前後である。

第238図2は縄文土器胴部片の拓影図である。凸凹の隆帯を斜めに貼り付け，隆帯より上は縦沈線を充填し，

隆帯以下は無文である。中期阿王台Ⅲ式の範噂と思われる。

第1052号土坑（第199図）

第238図1は覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。口唇部上端に舌状の突起を有する口縁部片で，

口縁部は縄文帯で横走洗練区画，胴部には「×」状の洗練が施され，磨り消し部分と充填縄文が交互に配され

ている。磨り消し部分には沈線の交差部分を通過する細かく蛇行する沈線が垂下している。晩期安行Ⅲa式に

比定される土器である。他には，縄文土器の細片が極少量出土しているだけで，断定はできないが，時期は縄

文時代晩期前葉と考えておきたい。
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第1056号土坑（第202図）

深さ243cmの円筒状の土坑で，覆土上層から下層にかけて遺物が出土している。多量の縄文土器片に混じり，

猪の下顎骨，肩甲骨，脊髄や鹿の骨片及び魚骨も出土し，覆土下層（レベル20・6m前後10cmほど）には混土貝層

が見られる（付章参照）。土坑廃絶後，廃棄遺物の投棄場所的性格を持ちながら埋没していったものと思われ

る。時期は，出土遺物から縄文時代晩期安行Ⅲa式期である。

第239図3－7は縄文土器片の拓影図である03，4は口縁部片で・波状口縁波頂部突起下に縦長貼癌，胴

部には三叉文が彫刻され，口縁部は縄文帯，胴部は磨り消し部分と縄文施文部分が交互に配されている。5も

波状口縁で，波底部に縦長貼癌を付し，対応する胴部にもブタ鼻状貼癌が付されている。口縁部縄文帯の下に

磨り消し部分をおいて，2段構成の微隆起線刻文の間は縄文施文，ブタ鼻状貼癌から派生する沈線が縄文を切

断している。これらは晩期安行Ⅲa式に比定される土器である。6は胴部片で，上下の隆起帯刻文の下段にブ

タ鼻状貼癌が見られ，下部は縄文が施文されている。後期安行Ⅱ式に比定される土器である。7は後期加曽利

B2式に比定される口縁部片で，口縁部外面は無文帯，内面に沈線が巡り沈線上に円形刺突文が見られる。外

面は口縁部下の横走2本沈線以下は下向き弧状の沈線が施され，区画外は縄文が施文されている。

第1059号土坑（第203図）

袋状土坑で，底面に2か所のピットを有する。覆土中から縄文時代中期中葉の土器が出土しており，遺構の

形態からも該期と思われる。

第239図2は縄文土器口縁部片の拓影図である。口縁部文様帯に「コ一字状文や結節沈線文が施され，胴部

との境に施された刻文帯以下は縄文が施文されている。中期中峠式に比定される土器である。

第1060号土坑（第203図）

第240図1，2は本跡の覆土中から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，内部に刻文を施

した沈線が2段巡らされている。2は胴部片で，横走沈線と鋸歯状沈線が交互に施文されている。縄文時代中

期中葉の土器と思われる。

第1061号土坑（第203図）

袋状土坑で，縄文土器が少量出土している〇第240図1は中央部やや西寄りの底面近くから横位の状態で出

土している。時期は，遺構の形態と出土遺物から縄文時代中期中峠式期である。

第1062号土坑（第203図）

円形の土坑で，第241図1と2の他は土器片が3点出土しているだけである。時期的に隔たりがあり，新し

い2の縄文時代晩期前葉という可能性が考えられるが，1の探鉢形土器は覆土下層から出土しており，時期の

特定は困難である。

第1063号土坑（第203図）

上面は不整円形だが，底面は長楕円形の袋状土坑で，覆土中から縄文土器に混じり第241図4の石棒が出土し

ている。時期は，遺構の形態及び出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅳ式期前後である。

第241図2は縄文土器片の拓影図である○胴部片で，撚糸文が地文に施され，半裁竹管による横走平行沈線
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に沿い，半円弧状の刺突文が施されている。中期勝坂Ⅱ式に比定される土器である。

第1665号土坑（第204図）

底面中央部から深さ63cmの楕円形ピットが確認されている。壁際を掘り込んでいるピヅトも見られるが，後

畦の掘り込みと思われる。覆土中から後期の土器が出土しており，第242図4は西部覆土下層から出土している。

また，中央部覆土下層から魚骨も出土している（付章参照）。時期は，主体となる遺物から縄文時代後期安行

王式期前後と思われる。

第242図4－6は縄文土器片の拓影図である。4，6は後期安行I式に比定される土器である。4は白線部

片で，隆起帯縄夷を□縁部以下に3段施し，口唇部の小突起以下に貼癌を付し縄文帯が接続されている。6は

粗製土轟の胴部片で，縦の条線文が頚部に巡る三角刻文帯に切られている。5は加曽利B3式に比定される土

器と思われる。口唇部の刻文以下胴部は斜行沈線が施されている。一

第1066号土坑（第204図）

深さ137C血の円筒状の土坑で，土器片に混じり，貝粉及び猪等の獣骨片が覆土中から出土しており，鹿角の

角鉄も出土している（付章参照）。土器は後期安行I式期ん晩期安行Ⅲb式期のものが混在しているが，縄文

時代晩期安行田a式期前後が本跡の時期と思われる。

第243図5ん8は縄文土器片の拓影図である。5，7は後期安行I式に比定される土器である。5は粗製土

器の口縁部片でテ　ロ縁部に巡る三角刻文帯以下は斜行条線が施され，横走沈線により文様が切断されている。

7は胴部片で，くびれ部に洗練区画の縄文帯を施し，磨消部分を挟んで上部は下向き弧線，下部は上向き弧線

が描かれ，区画内に縄文が施文されている。6は口縁部片で，口縁部上端と外面に刻みを施した突起が設けら

れ，外面の突起間は楕円形区画の磨り消し，、区画文は沈線を沿わせた縄文帯で構成している。8は沈線区画の

磨消帯を挟んで縄文が施文され，3単位の刺突を持つ貼癌が上下1組で付されている。2点とも晩期安行Ⅲa

式に比定される土器である。

第1067A・1067B号土坑（第204図）

第1067A号土坑は袋状土坑で，底面から3か所のピットが確認されている。覆土中から出土している極少量

の縄文土器片に混じり，第243図1の浮子が出土している。時期を判断する遺物は出土してないが，遺構の形

態から，時期は縄文時代中期と思われる。

第1067A号土坑の南側で，ピット状の第1067B号土坑が確認されている。縄文時代晩期安行Ⅲa式の第243

図1が覆土中から出土している。

第1069号土坑（第205図）

ピットが北壁寄りの底面から4か所確認されている。出土遺物は，縄文時代中期から晩期までの土器が混在

しているが，晩期の土器は第244図4の1点だけで，主体は中期加曽利EI式期前後と後期堀之内式期である。

第243図1は東部覆土上層からの出土で，時期判断の根拠としては弱いが，縄文時代後期堀之内式期を本跡の

該期と考えておきたい。

第244図5は縄文土器片の拓影図で，中期加曽利EI式の範時と思われる。隆帯で口縁部文様帯を区画し，

区画内に縦沈線を施文し，胴部には曲線的文様が洗練で描かれている。
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第1080号土坑（第200図）

3か所のピットが底面から確認されている。東壁際に1か所，中央部を挟んで南北に対峠するように2か所

位置している。深さは12－19cmである。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EI式期である。

第245図3，4は縄文土器片の拓影図である。3は波状口縁波頂部片で，波頂部下に渦巻文を施し，口縁部

文様帯を刺突状の沈線で区画し，内部に縦の単沈線が充填されている。頚部は無文で，波頂部の渦巻文から頚

部に沈線が垂下し，下部で曲線が描かれている。4は胴下部の破片で，撚糸文を地文にし，2本沈線が垂下し

ている。いずれも中期加曽利EI式に比定される土器である。

第1085号土坑（第206図）

中央部にピットを1か所有する。覆土中から中期主体の土器片に混じり，鹿角製のヘラが出土している（付

章参照）。時期は，出土遺物から縄文時代中期後半と思われる。

第1090号土坑（第206図）

袋状土坑で，覆土中から縄文土器に混じり，鹿，猪の骨片が出土している（付章参照主。時期は，遺構の形

態及び出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅲ－Ⅳ式期にかけてである。
l

第245図4－7は縄文土器片の拓影図である。4は口縁部文様帯を隆帯で区画し，区画内は隆帯と洗練によっ

て文様が構成され，胴部は単節縄文が施文されている。5は鉢形土器の口縁部片と思われ，口縁部内面に稜が

見られる。口縁部外面の隆帯は欠損しているが，胴部は単節縄文RL地文で細い4本の平行沈線が垂下してい

る。6は胴部片で，縄文を地文にし，隆帯による区画に沿って爪形文が施されている。7は口縁部に隆帯を貼

り付けて肥厚させ，以下は平行洗練で文様が描かれている。地文に縄文が施文されている。8は口唇部上端が

押捺により凸凹に作出されている。いずれも中期阿王台Ⅳ式前後の土器と思われる。

第1091号土坑（第207図）

深さ44cmの中土坑で，第1109号土坑を掘り込んでいる。覆土中から第246図1の異形台付土器，3の耳飾り

の破片及び4の石鉄に混じり，猪の歯が出土しているが，他は極少量の土器片が出土しているだけである（付

章参照）。時期は，出土遺物から縄文時代後期安行Ⅱ式期前後と思われる。

第246図2は縄文土器片の拓影図である。口縁部片で，上に爪形文，下に三角刻文の刻文帯を2段巡らせ，

口縁部下の洗練以下は下向き連弧文を沈線で措き，区画内に縄文が施文されている。後期安行I式に比定され

る土器である。

第1092号土坑（第206図）

袋状土坑で，覆土中層から下層にかけて遺物が出土している。第246図1は北東部覆土下層と西部底面から，

第247図4は北東部覆土下層から横位の状態で出土している。時期は，遺構の形態及び出土遺物から縄文時代

中期阿王台Ⅳ式期である。

第247図5－7は縄文土器片の拓影図である。いずれも中期阿王台Ⅳ式に比定される土器の口縁部である。

5は地文の単節縄文が羽状に施文されており，外反する口縁部下に3本の洗練が見られ，下段は小波状を措く。

胴上部にも波状を描くと思われる沈線が施文されている。6は無文で，胴上部に押捺を加えた凸凹の隆帯が貼

り付けられ，隆帯と口唇部の間に櫛歯状の沈線が施文されている。7は単節縄文LRが部分的に縦の羽状構成
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をとり施文されている。

第1099号土坑（第207図）

複数の土坑が重複しているため，出土遺物も縄文時代中期から後期までのものが混在している。第248図1

は南部覆土中層から出土している。時期の判断は難しいが，縄文時代後期と考えておきたい。

第1104号土坑（第201図）

北壁際周囲に数か所のピットが見られるが，性格は不明である。覆土中から縄文時代中期中葉の遺物が少量

出土している。

第1108号土坑（第201図）

深さ17cmのピットが西壁寄りの底面から確認されている。覆土上層から中層にかけて極少量の遺物が出土し

ている。第248図1は東壁際覆土上層からの出土である。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EI式期

である。第248図1，2は縄文土器片の拓影図である。1は胴部片で，地文に縄文が施されている。上部に隆

線を巡らせ，以下は4本の平行沈線と蛇行沈線を垂下している。2は縄文地文で，隆線によるクランク文が口

縁部文様帯として施文されている。

第1109号土坑（第207図）

袋状土坑で，東壁際からピットが確認されている。西側で第1091号土坑に掘り込まれ，東側で円筒状の深さ

98cmの第1123号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。東部床面から石が数点出土しているが，本跡

の出土遺物か第1123号土坑の出土遺物かは不明である。本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から縄文時代

中期中峠式期前後と思われる。第1123号土坑の出土遺物もほぼ同時期であり，該期と思われる。

第1110号土坑（第208図）

ピットが3か所底面から確認されている。覆土中から縄文土器片に混じり第249図2の土偶も出土している

が流れ込みと思われる。縄文時代中期加曽利E式期の遺物が出土しており，本跡の時期もこの範時と思われる。

第249図1は縄文土器片の拓影図である。波状口縁波頂部で，口唇部上端に交互刺突による連続「コ」字状

文が見られ，胴部は単節縄文RLが施文されている。中期中峠式に比定される土器である。

第1111号土坑（第207図）

覆土中から土器片に混じり獣骨片が出土している（付章参照）。中期から後期の土器が混在しているため，

時期の特定は困難だが，縄文時代後期と考えておきたい。

第249図2は縄文土器片の拓影図である。波状口縁で，口縁部内面に沈線が施され，口縁部外面磨き，要所

で屈曲する沈線区画の磨消帯を帯状に施し，区画外は縄文が施されている。後期加曽利B2式に比定される土

器である。

第1112号土坑（第207図）

本跡の覆土中から極少量の縄文時代中期中葉の土器片と第249図1の磨石が出土している。
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第1114号土坑（第205図）

出土遺物は極少量で，覆土上層からの出土が多く，詳細は不明である。

第1117号土坑（第202図）

袋状土坑であるが，周囲の土坑に掘り込まれており形状が部分的に不明である。覆土中層から下層にかけて

縄文土器片が出土している。第250図2，3は西部底面，1は東部覆土中層からの出土である。時期は，遺構

の形態及び出土遺物から縄文時代中期中葉である。

第250図4は縄文土器片の拓影図である。胴部片で，刻文を加えた隆帯に沿って半裁竹管による平行沈線が

施され，隆帯間には半裁竹管による鋸歯状文が垂下している。中期阿王台Ⅲ式の範噂と思われる。

第1124号土坑（第208図）

袋状土坑で，覆土中層から遺物が出土している。第251図2はほぼ中央部の覆土中層，1はやや北側の覆土

中層から出土している。この他に猪の骨片も覆土中から出土している（付章参照）。時期は，遺構の形態及び

出土遺物から縄文時代中期阿王台Ⅳ式期である。

第1128号土坑（第208図）

本跡は，第238号住居跡の床を掘り抜いている楕円形の土坑で，北部に深さ16cmの小ピットが見られる。覆

土中から遺物が少量出土している。時期は，出土遺物から縄文時代中期加曽利EⅡ－Ⅲ式期にかけてと思われ

る。

第251図2は縄文土器片の拓影図で，波状口縁の波頂部片である。波頂部から胴部にかけて微隆起線による

モチーフが描かれ，隙間には縄文が見られる。

第1130号土坑（第208図）

袋状土坑で，ほぼ中央部底面から径38cm，深さ39cmの円形のピットが確認されている。北西壁際にも見られ

るが本跡に伴うかは疑問である。覆土中から縄文時代中期中峠式期一加曽利EI式期にかけての土器が出土し

ており，本跡の該期と思われる。

第252図5－10は縄文土器片の拓影図である。5は波状口縁の波頂部で，口縁部に連続「コ」字状文と隆帯

上の刻みが見られる。以下無文で，頚部には平行沈線が横走されている。6は同類の波底部片で，隆帯上に押

捺が2か所加えられている。中期中峠式に比定される土器である。7－10は中期加曽利EI式に比定される土

器の口縁部片である。7は通孔を有する突起が設けられ，沈線を沿わせた隆線で口縁部文様帯が構成されてい

る。地文に縄文が施されている。8も縄文地文で，中央に沈線を加えた隆線で文様が描かれている。9も縄文

地文で，口唇部外面に沈線を施し，隆線による口縁部文様帯の区画文が構成されている。10も施文方法は9と

似ており，口縁部文様帯に曲線文，波状文が見られる。

第1131号土坑（第208図）

深さ119。mの円筒状の土坑で，第1130号土坑との重複関係は不明だが，本跡の方が若干新しい遺物が出土し

ている。時期は，縄文時代中期加曽利E式期と考えておきたい。
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第252図1，2は縄文土器片の拓影図である。1は口縁部沈線区画で連続刺突文が2段構成，胴部は撚糸文

が地文で施されている。中期加曽利EⅡ－Ⅲ式の範噂と思われる。2は口唇部が外側に突出し，以下地文の縄

文が鋸歯状沈線で切断されている。中期加曽利EI式に比定される土器と思われる。

第1136号土坑（第202図）

第1072，1117号土坑との重複で，北側部分から東側部分にかけて不明な所が部分的にある。第253図1が西

部覆土下層から横位の状態で出土しており，時期は，縄文時代中期加曽利EI式期前後かと思われる。

第1139号土坑（第209図）

本跡の北側部分から東側部分にかけては他の土坑との切り合いで形状が不明な部分がある。南部底面から2

か所のピットが確認されている。覆土上層から下層にかけて遺物が出土しており，獣骨片も混じっている（付

章参照）。第253図1は北部覆土上層から，2は北東部覆土下層からいずれも横位の状態で出土している。時

期は，出土遺物から縄文時代中期中葉である。

第1141号土坑（第201図）

ほぼ円形の土坑で，掘り込みも32cmと浅い。覆土中層から縄文土器が出土しており，第254図1は南東部覆

土下層からの出土である。遺物の時期は，縄文時代中期加曽利EⅡ～Ⅲ式期のものが主体を占め，本跡の時期

もこの範噂と思われる。

第1143・1144・1145号土坑（第209・210図）

3基の重複関係は，第1143号土坑が最も古く，次に第1144号土坑で，第1145号土坑が最も新しい。第1143号

土坑は浅い3か所のピットを有し，第254図1が横位の状態で南部覆土中層から出土している。縄文時代中期

中葉の時期と思われる。

第1144号土坑は，中央から深さ55cmのピットが確認されている。第254図1は中央のピットの上部，覆土下

層から出土している。遺物が時期的に混在しているが，縄文時代後期加曽利B式期と考えておきたい。

第1145号土坑は3基の中で最も新しく，主体となる遺物から縄文時代後期安行式期の可能性が考えられる。

第1146号土坑（第210図）

袋状土坑で，ピットが1か所底面から確認されている。時期判断の遺物は出土してないが，遺構の形態から

縄文時代中期のものと思われる。第254図1はナイフ形石器で，流れ込みである。

第1151号土坑（第205図）

第1113，1114号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。中央部の底面からピットが2か所確認され

ている。西壁際にもピットが2か所あるが本跡に伴うかどうかは疑わしい。覆土上層から中層にかけて遺物が

出土しており，第254図1は南東壁際覆土上層からの出土である。時期は，出土遺物から縄文時代後期堀之内

式期と思われる。
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第1153号土坑（第210図）

本跡は，北側部分を第1157号土坑に掘り込まれている。袋状土坑で，底面から2か所の小ピットが確認され

ている。覆土中層から遺物が出土しており，縄文土器片に混じり猪の歯が出土している。中期阿王台Ⅱ式期の

遺物も出土しているが，時期は主体となる遺物から縄文時代中期加曽利EI式期前後と思われる。

第255図3，4は縄文土器片の拓影図である○いずれも波状口縁部片で，3は隆帯に沿い結節洗練文が2列

施されている。4は刻みを施した隆帯による区画内に，結節洗練，沈線及び刻みが施されている。中期阿王台

Ⅱ式の範噂と思われる。

第1157号土坑（第210図）

本跡の南側部分は第1153号土坑を掘り込んでいる○覆土中から縄文時代中期加曽利EⅣ式期一後期堀之内式

期の遺物が混在して出土している。時期判断は難しいが，縄文時代後期前葉を該期と考えておきたい。

第255図3，4は縄文土器片の拓影図である03は中期加曽利EⅣ式に比定される口縁部片で，口縁部無文

帯の下に微隆起線が巡り，舌状の突起が見られる○胴部は微隆起線区画の磨消帯が施され，区画外は縄文が施

されている。4は後期堀之内式に比定される浅鉢形土器の口縁部片で，口縁部に小突起を有する。外面は無文

で，口縁部内面に沈線区画の刻文帯が施されている。
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第253号土坑　土居解説

1暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子極少量

2　暗褐色　ローム拉子中鼠焼土粒子・尉ヒ粒子・ローム小ブロック
少量，壌土小プロノク極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック多量，壌土′トプロッタ・壌土粒子中量，

炭化物・ローム中ブロック少量，焼土中ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子多量，煉土中ブロック中泉　ローム中ブロック・
壌土粒子少量，炭化物極少呈

5　暗赤褐色　焼土塊

6　褐　色　ローム拉子中鼠壌土粒子・炭化粒子少量

7　褐　色　ローム粒了ヰ鼠　ローム′j、ブロック少量，焼土粒了‥馴化
拉子極少量

8　褐　色　ローム小ブロック中呈，焼土粒子・炭化拉子・ソフトロー

ム土少鼠　ローム中量軽少量
9　褐　　色　ローム粒子多鼠焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック

極少量

10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土拉子・炭化桂子・
ローム中ブロック少量

11褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム′トブロック中鼠焼土

拉子少量，ローム中プロノク短少量

12　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量，焼土桂子・炭化
粒子極少呈

13　褐　　色　ローム小1ロック多量．焼土拉子・炭化拉子・ローム中プ

ロノク少量
14　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土桂子・

炭化拉子極少量

15　明褐色　ソフトローム土多量，ローム大ブロック・ローム中ブロッ

ク中量
16　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土

桂子・ローム中プロノク極少星

17　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土拉子・炭化拉子・ローム大ブ
ロック・ローム中ブロック極少呈

A21．。m

＼㊥

SK　291

第291号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック中量，焼土大ブロック・
焼土中ブロック・ローム中ブロック極少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒
子少量，小骨片含む

3　褐　色　炭化粒子・ローム粒子中量，煉土小ブロック・焼土粒子・ローム中ブロック・ローム
小ブロック少量，炭化物極少量

4　褐　色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック中量，壌土小ブロック少量，ローム中量極少量

5　黒褐色　炭化粒子中量，壌土′トブロック・ローム小プロノク・ソフトローム土少量，′ト骨片
・貝粉少量含む

6　黒褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子極少量，小骨片含む

7　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子・壌土小ブロック・ロームノトブロック極少量，
骨片・貝粉少量含む

8　黒褐色　炭化物・炭化粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量，貝粉多量

9　黒褐色　炭化物中量．ローム粒子少量，焼土粒子極少鼠　貝粉少量含む

10　黒褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム′トブロック少量，焼土粒子極少量，貝粉中量，
小骨片含む

11黒褐色　炭化物・ローム′トブロック中量，貝粉少量含む

12　褐　色　ローム小ブロック中鼠　炭化物少鼠　壌土小ブロック梅少量

13　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物中量，貝粉少量含む

14　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子中量，壌土粒子極少量，貝少量含む

15　暗褐色　ローム粒子多量，炭化定子中量，ソフトローム土少量，貝粉少量含む

ノ′　　　　＿旦＿21．6m

iJIJ
l

SK　257
SK　324

第179図　第253・257・291・324・325号土坑実測図
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第294号土坑　土居解説
1暗褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック

少量，焼土中ブロック・ローム大ブロック・ローム中ブロック極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，
焼土小ブロック極少量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック中量，焼土小ブ
ロック少量

4　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，
ローム大ブロック極少量

5　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子中量・焼土小ブロック・炭化粒子少量，

小骨片少量含む

6　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量

7　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
8　褐　色　ローム粒子多量，炭化物少量・ローム中ブロック極少量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物極少量

10　黒褐色　炭化粒子・ローム′トブロック中量

∴†＝「
第496号土坑　土層解説

旦22．。m l黒褐色ローム小ブロック・ローム粒
子多量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子

多量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒

子多量，炭化粒子極少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒

子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小

ブロック・ローム粒子中量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック少量

8　褐　色　ロームブロック・ローム粒子

多量

第180図　第294・496・503・504・716号土坑実測図

－263－

／

A　　′／

／

／

曳一［
＼

＼

＼

＼

＼

＼

ヽ　　　　　　　　　　／

、、一一＿＿一一一一

≠＿豆
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ク中量，ローム小プロノク少量
多量（天井部崩落土層）
ローム中プロノク中量，
ローム小プロノク少量

7　暗褐色　炭化粒子・ローム中プロノク・ローム小プロノク少量
8　黒褐色　炭化粒子中量，炭化物・ローム中プロノク・ローム粒子少量
9　暗褐色　炭化粒子・ローム小プロノク・ローム粒－f・少量
10　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
11褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量

第504号土坑　土居解説
1暗褐色　焼土中プロノク・焼土小プロノク・炭化粒イ‥ローム小プロノク少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中プロノク・ローム小プロノク・

ローム粒子少量
3　褐・色　ローム′トプロノク中量，炭化物・ローム中プロノク・ローム粒子少量

第503号土坑　土居解説
4　褐　色　ローム粒子
5　暗褐色　炭化粒子・
6　暗褐色　焼土粒子・

l

Al
l

l

第716号土坑　土層解説
1暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子極少量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック極少量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
9　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2m
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SK　717

第717号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭化物・ローム中ブロック少量

4　暗褐色　焼土′トブロック・ローム小ブロック少量，炭化物極少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

I　　　　⑥

第723号土坑　土層解説

13　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

14　黒褐色　炭化粒子・ローム中ブロック少量，ローム粒子極少量

15　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量

16　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

17　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子極少量

第724号土坑　土層解説

1　暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム小ブロック極少量

2　暗褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム′トブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック極少量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量

5　暗褐色　焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量

7　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム′トブロック・ローム粒子少量

8　暗褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

9　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

10　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

11暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック極少量

12　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

旦21．4m
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第728号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム′トブロック中量，焼土小ブロック・炭化物少量

2　褐　色　ローム中ブロック中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　炭化粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化物少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

7　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

8　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子中量，ローム′トブロック少量

第7四号土坑　土層解説

9　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム中ブロック・ローム粒子少量

10　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量

11褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

12　暗褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

13　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量

14　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量

15　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

第182図　第728・729・734A・734B・820・821号土坑実測図
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第820号土坑　土層解説

1黒褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　焼土小ブロック・ローム小ブロック少量，炭化物極

少量

3　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・

ローム中ブロック極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物・

ローム中ブロック極少量

5　暗褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム小ブロッ

ク少量

6　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化物極少量

7　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子

少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物極少量

10　暗褐色　炭化物・ローム小フロック・ローム粒子少量

11暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

12　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

第734塘土坑　土層解説
1暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロッ

ク極少量
2　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子

少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム

4　黒褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

8　暗褐色

9　褐　色

10　暗褐色

中ブロック少量

炭化物・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量
ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土小ブロック極

少量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム
中ブロック中量
ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

ローム粒子多量，炭化粒子少量，ローム小ブロック極少量
炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼



第733号土坑　土層解説

1暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量，

ローム中ブロック極少量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

4　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

6　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小

ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

8　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

9　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

10　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

11褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，炭化粒子極少量

12　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

¢　　　そ
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第736号土坑　土層解説

1　暗褐色　ロ

2　褐　色　ロ

3　暗褐色　ロ

4　暗褐色　ロ

5　暗褐色　ロ

6　暗褐色　ロ

ーム小ブロック

ーム粒子多量，

－ム′トブロック

ーム小ブロック

ーム小ブロック

ーム粒子多量，

第735号土坑　土屠解説

1　暗褐色　炭化粒子・ローム粒

子少量，ローム中ブ

ロック極少量

2　暗褐色　炭化物・ローム中ブ

ロック・ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，炭

化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，炭

化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭

化粒子・ローム小ブ

ロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量，炭

化粒子少量

7　褐　色　ローム粒子多量，炭

化粒子極少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭

化粒子・ローム小ブ

ロック少量，焼土小

ブロック極少量

9　暗褐色　炭化粒子中量，ロー

ム中ブロック・ロー

ム小ブロック少量

第738号土坑　土層解説
1暗褐色　炭化物・ローム小ブ

ロック少量，焼土中

ブロック極少量
2　暗褐色　焼土中ブロック・炭

化物・炭化粒子・ロー
ム小ブロック少量

3　暗褐色　炭化粒子中量，ロー
ム小ブロック・ロー
ム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中
量，炭化物・炭化粒

子少量
5　黒褐色　焼土中ブロック・炭

化物・ローム小ブロッ

ク少量
6　暗褐色　炭化物・ローム中ブ

ロック少量，ローム

小ブロック極少量
7　暗褐色　ローム中ブロック中

量，炭化物・ローム

小ブロック少量
8　暗褐色　ローム中ブロック・

ローム小ブロック中

量，炭化物少量
9　黒褐色　炭化粒子中量，焼土

中ブロック・ローム

小ブロック少量，貝
片少量含む

中量，焼土中ブロック・炭化粒子極少量

ローム小ブロック中量，炭化粒子極少量
少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量
中量，炭化粒子少量，焼土粒子極少量

焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック
ローム小ブロック少量，小骨片少量含む

7　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

8　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量
9　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック極少量
10　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

11暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

12　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

SK736

第183図　第733・735・736・738号土坑実測図
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SK　739

第739号土坑　土層解説

1黒褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量

2　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　炭化粒子・ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

5　暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

7　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量

8　暗褐色　炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子極少量

9　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

10　黒褐色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量

11暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

12　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

13　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

一一　一．′　－　、
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SK　742・745

第742号土坑　土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

3　暗褐色　炭化粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　炭化粒子中量，ローム′トブロック少量，焼土小ブロック極少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

第745号土坑　土層解説

6　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

7　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土小ブ

ロック極少量

8　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

9　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム中フロック極少量

三千二二十＿‥－｛
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第755号土坑　土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒

子・ローム中ブロック少

量，焼土粒子極少量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒

子・ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒
子・ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒
子・ローム大ブロック・
ローム小ブロック少量

5　暗褐色　炭化物・ローム粒子少量，
ローム小ブロック極少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒
子少量，焼土粒子極少量

7　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロ
ック・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒
子少量

9　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物
極少量小ブロック極少量

10　褐　色　ローム粒子中量、炭化物・
ローム中ブロック少量

11褐　色　ローム粒子多量，炭化物

少量，焼土粒子極少量
12　褐　色　ローム粒子多量，ローム

中ブロック中量，炭化粒
子極少量

2m
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SK　761・762・763・769

第761号土坑　土層解説
16　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，貝片中量含む
17　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，貝片

少量含む
18　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
19　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

20　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

★

第763号土坑　土層解説
9　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
10　黒褐色

11暗褐色

12　暗褐色
13　暗褐色

14　暗褐色

15　暗褐色

炭化粒子少量・炭化物・ローム小ブロ
ック極少量
炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼
土小ブロック極少量
ローム粒子少量，炭化粒子極少量
炭化物・ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量
炭化粒子・ローム大ブロック・ローム
小ブロック少量
ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

第769号土坑　土層解説

1暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量，小骨片
少量含む

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化物極少量
3　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，炭化物極少量
4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，小骨片少量含む

5　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量
6　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量
7　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
8　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

l

／　④

第764号土坑　土屑解説

1暗褐色　炭個勿・ローム小ブロック・ローム粧F少量，焼土小ブロック極少量
2　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

±∴
可　　　　可

SK　768

第768号土坑　土層解説
1暗褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化小ブロ

ック極少量，小骨片極少量含む
2　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量
4　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量，
小骨片極少量含む

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量
7　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック少量
8　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物極少量

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第185図　第760・761・762・763・764・768・769・775号土坑実測図
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SK773

第773号土坑　土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，少量小ブロック極少量
4　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，小骨片極少量含む
6　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物極少量

C

ヽ一ノ‾
SK777・778，779

第186図　第773・776・777・778・779号土坑実測図

SK776

第776号土坑　土層解説

1　極暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化物・ローム中ブロック極少量

3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色
7　暗褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色

炭化粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

炭化粒子・ローム小ブロック少量，炭化物極少量
ローム小ブロック中量，炭化物少量

ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

炭化粒子少量，ローム粒子少量

炭化粒子・ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量

炭化粒子少量，ローム粒子極少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物極少量

11暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

第777号土坑　土層解説

13　黒褐色

14　暗褐色

15　暗褐色

16　暗褐色

17　黒褐色

18　黒褐色

ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物少量

ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック極少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化物少量

炭化粒子・ローム粒子少量

炭化物・ローム粒子少量，焼土中ブロック極少量

炭化粒子少量，ローム小ブロック少量

第778号土坑　土層解説

19　黒褐色

20　暗褐色

21暗褐色

22　暗褐色

23　褐　色

24　暗褐色

25　暗褐色

炭化粒子中量，ローム中ブロック少量

炭化物・ローム小ブロック少量．焼土中ブロック極少量

炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化物極少量

炭化物・ローム粒子少量

炭化粒子・ローム小ブロック少量

第779号土坑　土層解説

1　暗褐色　焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム′トブロック中量，焼土中ブロック・炭化物少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

5　黒褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

8　暗褐色

9　褐　色

10　暗褐色

炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック極少量

炭化粒子・ローム粒子少量

ローム小フロック中量，ローム小ブロック少量，炭化物極少量

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

炭化物少量，ローム中ブロック極少量

11暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量

12　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック少量

－269－
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SK　780

麗180号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　百一ム粒子極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子中量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　鳴　色　ローム小ブロック・ローム粒子極少量

7　褐　色　ローム粒子中量

8　褐　色　ローム小プロヅク・ローム粒子中量

9　褐　色　ロ」ム小ブロック・ローム粒子中量

第783号土坑

1黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　暗褐色

土層解説

炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子極少量

炭化粒子・ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

ロ‾ム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

第187図　第780・781・783・786・787号土坑実測図
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第781号土坑　土層解説

1黒褐色　炭化物中量，焼土小ブロック・ローム小ブロック少量，小骨片極少量

2　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　黒褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

4　黒褐色　炭化粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量，

ローム中ブロック極少量

5　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，小骨片極少量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子少量

7　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量

8　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼：田、ブロック極少量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

SK　787

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」



SK788・790

第788号土坑　土居解説

11暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子少量，

小骨片極少量含む

12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量

13　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

第790号土坑　土層解説
1暗褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，焼土小ブロック極少量
3　暗褐色　炭化物・ローム粒子少量，焼土中ブロック・ローム中ブロック極少量

4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量
6　褐　色　ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

7　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム′トブロック少量

9　褐　色　ローム粒子多量，多量粒子極少量

10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

SK　789

第188図　第788・789・790・791・792号土坑実測図
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SK　791・792

第791号土坑　土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム
大ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子極少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化物極少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック極少量

許92号士坑土層解説

6　暗褐色　ローム中ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物・ローム大ブロ

ック極少量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム

中ブロック極少量

8　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物極少量

9　暗褐色　尉臓子・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック極少量

10　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

11暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物極少量

12　極暗褐色　尉康子・ローム小ブロック少量

第789号土坑　土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　褐　色　ローム小ブロック多量

8　褐　色　ローム粒子中量

9　褐　色　ローム粒子中量

10　褐　色　ローム粒子多量
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第793号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量焼土中ブロック・ローム中フロック魁竜
2　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　炭化物・ローム大ブロック・ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム中ブロック中量，炭化拉子・ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム中ブロック中量　ローム粒子多量，炭化粒子少量

＼／（、＼　④

土了与二／・二

SK795

第795号土坑　土層解説

1　黒褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック少

量，焼土中ブロック極少量

褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

褐色　ローム小ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

SK794

第794号土坑　土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物極少量，小骨片極少量含む
2　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，小骨片極少量含む

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土′トブロック・ローム小ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物極少量

9　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

サ
2．0m

第189図　第793・794・795・796・797・808号土坑実測図
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第7％号土坑　土層解説

1黒褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・

ローム小ブロック少量，小骨

片少量含む

2　極暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・炭

化粒子・ローム／J、ブロック少

量，小骨片極少量含む

3　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック

少量，焼土小ブロック極少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化

粒子極少量

5　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，

炭化物極少量

第797号士坑土廟牢説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロ

ック少量，焼土小ブロック・炭
化粒子極少量

2　褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・

ローム小ブロック極少量

3　褐色　ローム粒子中量，尉肋少量

ローム中ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼珪抒・炭

化粒子極少量

ローム粒子中量，炭化粒子極少量
ローム粒子中量，ローム小ブロ

ック少量，炭化物極少量

7　褐色　ローム粒子中量，炭イl光子極少量

2m
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第834号土坑　土層解説
1暗褐色　炭化物・ローム′トブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量

2　暗褐色　炭化物・ローム′Jげロック・ローム粒子少量，小骨片極少量含む

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物極少量

5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

7　褐　色　ローム中ブロック少量，炭化極少量

8　暗褐色　焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

SK838・849
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SK　847

第847号土坑　土層解説
1黒褐色　炭化粒子中量，焼土′トブロック・ローム′トブロック少量

2　暗褐色　炭化粒子中量，ローム中ブロック少量

3　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

5　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土′トブロック極少量

7　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

◎　　／㊧1

第848号土坑　土層解説

1　暗褐色　焼土中ブロック 炭化物・ローム小ブロック少量，小骨片極少量含む

2　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，

5　褐　色　ローム粒子中量，

＋

第190図　第801・834・838・845・847・848・849・850号土坑実測図
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炭化粒子・ローム中ブロック少量

炭化粒子・ローム大ブロック極少量

第845号土坑　土層解説
1　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブ

ロック極少量，小骨片少量含む
2　黒褐色　炭化物・ローム粒子少量，焼土中ブロ

ック極少量

3　黒褐色　炭化粒子・焼土中ブロック・ローム粒
子少量，小骨片極少量含む

4　黒褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロック・ロー

ム粒子極少量
5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子極少量，小

骨片少量含む

6　黒褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロック・ロー
ム粒子少量

7　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

8　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
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第807号土坑　土層解説
1　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量
3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
4　褐　色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小プロノク少

量，焼土小ブロック極少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

⑭
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SK814

第810号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・ローム中ブロック極少量

3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物極少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック極少量

6　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物・ローム粒子少量

8　褐　色　ローム粒子多量，炭化物極少量

－●－．ヽ
／」「「十

第816号土坑　土層解説

1暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量
2　暗褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量

第814号土坑　土層解説

1　暗褐色　焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック極少量

0

第191図　第807・810・812・814・816号土坑実測図
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SK　817

第817号土坑　土層解説

1黒褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量

2　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・ローム中ブロッ

ク極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化物極少量

4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

5　黒褐色　炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック・ローム小ブロ

ック極少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック少量，ローム小ブロック極少量

7　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量

褐
褐

立
日
立
日

8 色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

9　暗褐色　炭化物・炭化粒子少量，焼土中ブロック・ローム大ブロック極少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

11褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

三二二二＿千22．0m
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SK　825

第825号土坑　土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子極少量

5　黒褐色　炭化物・ローム′トブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量

7　暗褐色　炭化物・ローム粒子少量

8　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

9　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化物極少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

一二†
21．0m

SK830

第830号土坑　土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物極少量

2　黒褐色　炭化物・ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム中ブロック中量，炭化物・ローム小ブロック少量，焼

5

6

黒
暗

土中ブロック極少量

褐色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子極少量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物極少量
ヽ

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量
8　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子極少量

9　暗褐色　炭化粒子・ローム′トブロック少量
10　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム中ブロック極少量
11暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
12　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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SK　852

第852号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，焼土中ブロック

・焼土粒子極少量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック極

少量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子極少量

7　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・ローム小ブロック極少量

11暗褐色　ローム粒子中量・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック極少量

12　褐　色　ローム中ブロック中量・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

13　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック極少量

14　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

15　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子極少量

16　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

干＿＿I＿千一一－　22．0m

㊧I

第861号土坑

1暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

土層解説

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

小ブロック極少量

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子少量

ローム小ブロック

第193図　第852・853・854・861号土坑実測図

㊥

第853号土坑　土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭

化物極少量

炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブ

ロック極少量

炭化粒子少量，ローム粒子少量・ロー

ム中ブロック極少量

炭化物・ローム粒子少量，ローム大ブ
ロック極少量

炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量

炭化粒子・ローム粒子少量，ローム中

ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ロー

ム中ブロック極少量

一一十／「
可　　可

炭化粒子少量，焼土粒子極少量

炭化粒子少量

炭化粒子少量，炭化物・ローム

ローム小ブロック極少量

炭化粒子極少量

中量，ローム粒子少量

－276－

SK　854

第854号土坑　土層解説
1暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量，小骨片

極少量含む
2　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量，小骨片少量含む
3　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック極少量
4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，炭化粒子極少量
6　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・ローム粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物極少量，小骨片極少量含む
8　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
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SK855・856

第856号土坑　土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土

中ブロック極少量

2　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量
3　暗褐色　ローム小ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子・ローム

大ブロック・ローム中ブロック極少量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭
化粒子極少量

5　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭
化粒子極少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中
ブロック少量，焼土粒子極少量

7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子
少量，ローム中ブロック極少量

第869号土坑　土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子極少量

3　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　明　褐　色　ローム小ブロック多量

5　褐　　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

6　明　褐　色　ローム′トブロック中量，ローム粒子少量

7　明　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極少量

8　明　褐　色　ローム中ブロック中量

9　にぷい褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子極少量

10　褐　　　色　ローム粒子中量

11褐　　色　ローム中ブロック・ローム′トブロック少量

12　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

13　褐　　色　ローム小ブロック中量

14　褐　　色　ローム小ブロック極少量

旦22．。m

第859号土坑　土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ロー
ム小フロック極少量

3　褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼
土粒子極少量

4　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子極少量

6　褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック極少量
7　褐色　ローム粒子中量，ローム小フロック極少量

8　褐　色　ローム粒子多量

9　褐　色　ローム中ブロック多量
10　褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

第855号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小フロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土小ブロック・ローム中ブロック極少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小フロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

6　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量，ローム大ブロック極少量

7　暗褐色　ローム小ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子極少量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子極少量

9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

10　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

11褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

12褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，焼土粒子極少量

13　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック極少量

14　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

15　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

16　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

17褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

18褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

旦22．。m
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第194図　第855・856・859・869・900号土坑実測図

－277－



＼

A

13

第864号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土小フロック・焼土粒子極少量

2　黒褐色　炭化粒子多量，炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子極少量

3　暗褐色　ローム小フロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子中量，炭化物少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

9　褐　色　ローム小フロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック・ローム中

ブロック極少量

10　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子多量，炭化粒子中量

11暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック極少量

12　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，嘩土粒子・炭化粒子少量

13　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量，

14　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

15　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

／

SK881　　　A l
＼

第881号土坑　土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，

炭化粒子少量，焼土中ブロック・ロー

ム中ブロック極少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，

焼土粒子・炭化粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中

量，炭化粒子・炭化物少量，焼土粒子

極少量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

第195図　第864・871・875・881・883号土坑実測図
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第871号土坑　土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子極少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　にぷい褐色　ローム中ブロック中量

4　明　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒

子多量，焼土粒子極少量

5　にぷい褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒

子中量

6　明　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック多量

団

1暗　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中

ブロック極少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・焼土粒子

極少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子
少量，焼土小ブロック極少量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子極少量

6　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子

極少呈

7　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・
炭化粒子極少量

8　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子極少量

9　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ソフトローム土中量，

炭化粒子極少量

0 2m」
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第938号土抗　土層解説

1極暗褐色
2　暗褐色

3　暗褐色
4　暗褐色

5　暗褐色
6　褐　色

7　暗褐色

ローム小ブロック少量，炭化粒子少量，焼土小ブロック極少量

ローム小ブロック・炭化粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子・ローム大ブロック・ローム中ブロック極少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック極少量

炭化粒子少量，焼土粒子・ローム大ブロック極少量

ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム大ブロック少量

ローム中ブロック中量，炭化粒子極少量

炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

言V9モ
第946号土坑

1　明褐色

2　明褐色

3　明褐色

土層解説

ローム粒子多量，ローム小ブロック

少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック

ローム小ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子極少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック

中量，炭化物少量，炭化粒子極少量

色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム

土工／／－）完9445褐色

小ブロック少量，焼土粒子極少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック

少量，焼土粒子極少量

第196図　第886・935・938・943・944・946号土坑実測図

ー279－

第935号土坑　土層解説

1　にぷい黄褐色　ローム′j、ブロック・

ローム粒子多量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム大ブロック・

ローム中ブロック・

ローム小ブロック・

ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・

ローム粒子少量

6　褐　　　　色　ローム中ブロック・

ローム粒子中量

SK943
第943号土坑　土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒

子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒

子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量
3　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，炭

化粒子少量，焼土粒子極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム

中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」



第94∈樗士坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多量，炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子極少量

2　褐　色　炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック極少量，小骨片極少量含む

3　褐　色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・鮭蛸抒極少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・炭個童子・ローム中ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子極少量

5　褐　色　ローム粒子多量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子極少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子極少量
／J滑片極少量含む

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック中量，焼土中ブロッ
ク・焼土粒子極少量，小骨片極少量含む

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック中量，焼土中ブロッ
ク・焼土粒子少量

10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物少量

11御音褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量

SK　947・949・950

第950号土坑　土層解説

12　黒褐色　ローム小プロノク・ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，

焼土中ブロック・焼土粒子極少量

13　暗褐色　ローム′J、ブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子中量，

焼土中ブロック・焼土粒子少量

14　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック

少量，焼土粒子極少量

15　褐　色　ローム小ブロック多量，炭化物・炭化粒子・ローム中ブロッ

ク中量，焼土中ブロック極少量

16　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・ローム小ブロック少量，焼土中ブ

ロック・焼土粒子極少量

17　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物・炭化粒子

少量，焼土粒子極少量

18　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子極少量

19　暗褐色　ローム′トブロック多量，ローム中ブロック中量，炭化物・炭

化粒子少量，焼土粒子極少量

20　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒

子極少量
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第197図　第947・949・950・951・952・954号土坑実測図
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SK　951

第951号土坑　土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土小ブロック・焼

土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子極少量

3　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒子中

量，焼土粒子・炭化粒子少量，小骨片極少量含む

第954号土坑　土層解説

1　黒褐色　焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロ

ック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量，焼土′トブロック極少量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
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SK　953・956

第957号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒

子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム

小ブロック少量，炭化粒子極少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック

少量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク・ローム粒子中量，焼土粒子・炭

化粒子少量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・

ローム小ブロック中量

第956号土坑　土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少
量，炭化粒子極少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・

ローム中ブロック・ローム小ブロック

少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中フロック・
ローム小ブロック少量，焼土粒子極少
Eヨ

里

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子極少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック

ローム小ブロック・ローム粒子中量，

焼土粒子・粘土小ブロック極少量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少

量，焼土粒子極少量
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6暗褐色完霊語．孟完完ク旦22・Om
7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒

子少量

8　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク中量，ローム粒子少量，焼土粒子

炭化粒子極少量，土層9沿いに灰が

レンズ状に混入，灰に炭化物含む

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック

ローム′トブロック少量，小骨片少量

含む

10　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子極少量
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第198図　第953・956・957・960・1045号土坑実測図

－281－

SK　960

第960号土坑　土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化

粒子極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・ロー

ム中ブロック少量，焼土粒子極少量

5　暗褐色　ローム′トブロック多量，炭化粒子中量，焼土中ブロッ

ク・焼土粒子少量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子極少量

7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・焼土

粒子極少量

8　暗褐色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・焼土粒子極少量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化

粒子少量

10　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子極少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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SK1046

第1046号土坑　土層解説

1暗褐色　焼土小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化

物極少量

2　暗褐色　炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，

焼土小ブロック極少量

3　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土小

ブロック・ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子極少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ロー

ム粒子少量，焼土小ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

∴。5。

第1044号土坑　土居解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロッ

ク少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・

炭化物少量，ローム中ブロック極少量，貝片少量含む

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少

量

4　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子・

ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量・焼

土粒子極少量

8　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子中量

第1049号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，小骨片極少量含む

2　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，小骨片極少量含む

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土小ブロック極少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量
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第199図　第1044・1046・1049・1050・1052号土坑実測図

ー282－

＼
第1052号土坑　土居解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・

炭化粒子・ローム小ブロック
少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒
子少量

3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小
ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック少量

5　褐　色　ローム粒子多量
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第1047号土坑　土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子少

量，小骨片極少量含む

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物少量，ローム中

ブロック極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化物極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム′トブロック少量，焼土小ブロック・

炭化粒子極少量

5　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少
∈ヨ

皇

6　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，小骨片

極少量含む

7　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物・ローム粒子少

量

9　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化物極少量
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第200回　第1047・1051・1080号土坑実測図

SKlO47・1080

第1080号土坑　土層解説

10　黒褐色　黒色土粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物・ローム粒子少

量，焼土′トブロック極少量

11黒褐色　黒色土粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物極少量

12　暗褐色　ローム′トブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化物極

少量

14　黒褐色　ローム′トブロック中量，焼土小ブロック・炭化物少量

15　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

16　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

17　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子極少量

18　暗褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロック

極少量

19　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，炭化物極少量

20　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

21褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック・ローム′トブロッ

ク少量

第1051号土坑　土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・

ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・

ローム中ブロック少量

4　褐　色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

5　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼
土粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少

量，ローム中ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・

ローム中ブロック極少量

8　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子極

少量

9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極少量

10　褐　色　ローム粒子中量

11褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム

中ブロック極少量
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第1105号土坑　土層解説
10　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物極少量
11暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム中ブロック少量
12　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
13　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量
14　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック極少量
15　暗褐色　ローム粒子中量・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量
16　暗褐色　焼土中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極少量
17　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

第1104号土坑　土居解説

1　黒褐色　焼土小ブロック・炭化粒子中量，ローム

小ブロック少量

2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック極少量

3　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブ

ロック・ローム粒子少量

5　暗褐色　焼土小ブロック・ローム小ブロック・ロ

ーム粒子少量，炭化粒子極少量

6　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック

・炭化物少量

7　暗褐色　炭化粒子中量，炭化物・ローム小ブロッ

ク少量，焼土小ブロック極少量

8　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量，焼土小ブロック極少量

9　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブ

ロック少量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第201図　第1049・1104・1105・1108・1141・1148・1150・1155号土坑実測図
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第1054号土坑　土膚解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム′トブロック中量，炭
化粒子・焼土粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム

小ブロック少量，焼土粒子極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒

子少量，焼土粒子極少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロッ
ク・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

5　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量
6　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム

小ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子中量

8　褐　色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

第1117号土坑　土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　黒褐色

5　褐　色

6　暗褐色

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ロー

ム中ブロック極少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子極少量

炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロッ

ク極少量

炭化物・ローム′トブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

第1136号土坑　土層解説

1暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・ローム中ブロック極少量

2　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・ローム中ブロック極少量

3　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

5　暗褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，ローム粒子極少量

第1056号土坑　土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，炭化物・ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・ローム小ブロック

少量，小骨片少量含む
2　暗褐色　炭化物・ローム粒子中量，焼土小ブロック・ローム小ブロック少量，小骨片少量含む

3　暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

8　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

9　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量・′ト骨片少量含む
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

11暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極少量

12　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック極少量
13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

SKlO56・1117・1136

第202図　第1054・1056・1117・1136号土坑実測図
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第1058号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・炭化

粒子少量，ローム中ブロック極少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，

焼土中ブロック・炭化粒子極少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・炭化

粒子極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒

子少量

5　極暗褐色　ローム小ブロック多量，炭化粒子中量，焼土粒子・粘土少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土中

ブロック極少量

7　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭

化粒子・ローム中ブロック極少量

8　褐　　色　ローム小ブロック多量，焼土小ブロック・炭化粒子極少量

9　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼

土小ブロック極少量

㍉
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ふ
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SK1059

第1059号土坑　土層解説

1暗圃色　ローム小ブロック多量，焼土粒子中量，焼土′トブロック・炭
化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少

量，焼土中ブロック・ローム中ブロック極少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中

量，焼土中ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量，焼土′トブ

ロック少量

7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土小ブロック・焼土
粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック極少量
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第203図　第1058・1059・1060・1061・1062・1063号土坑実測図
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第1061号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多

量，ローム中ブロッ

ク少量，焼土小ブロ
ック・炭化粒子極少

量

2　暗褐色　ローム小ブロック・
ローム粒子多量，炭

化粒子極少量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭

化粒子・ローム中ブ
ロック極少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，炭

化粒子極少量

5　暗褐色　ローム′トブロック・

ローム粒子多量，焼

土粒子・炭化粒子極

少量
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SK1081・1082

第1065号土坑　土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭

化粒子少量，ローム中ブロック極少量

2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒

子少量，ローム中ブロック極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ロー

ム大ブロック・ローム粒子少量
4　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼

土粒子少量，小骨片中量含む

5　暗褐色　黒色土粒子帯状に多量，ローム小ブロック・ローム

粒子中量，ローム大ブロック少量

6　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土小ブ

ロック・炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子極少量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土小ブロッ

ク・炭化粒子少量，ローム中ブロック極少量

9　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

SK1067A
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SK1067A・B

第1081号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒

子・炭化粒子少量，焼土中ブロック極少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

中ブロック極少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒

子・炭化粒子少量，焼土小ブロック極少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム

中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒

子・炭化粒子極少量

7　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

8　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土

小ブロック極少量

9　褐　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子
・炭化粒子極少量

第204図　第1065・1066・1067A・1067B・1081・1082号土坑実測図
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第1069号土坑　土雇解説

10　暗褐色　焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量

11褐　色　ローム小ブロック中量，焼土′トブロック・ローム粒子少量，

炭化粒子極少量

12　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック少量

13　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

14　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子

少量，小骨片極少量含む

15　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子極少量

第1113号土坑　土居解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック・ローム中ブ

ロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック・ローム小ブ

ロック少量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

第1114号土坑　土層解説

6　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，焼土中

ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物極少量

8　褐　色　ローム粒子多量．ローム中ブロック少量，炭化粒子極少量

9　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量

⑥
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第1071号土坑　土層解説

1黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子
少量．

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量
3　暗褐色　焼土小ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロ

ック・ローム粒子少量

SK1090

第1090号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土′トブロック・ロ

ーム中ブロック極少量

2　暗褐色　ローム′トブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，小

骨片極少量含む

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，

焼土中ブロック・炭化物極少量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭

化粒子極少量

5　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭

化粒子極少量

7　暗褐色　ローム大ブロック中量，炭化粒子少量

8　暗褐色　炭化粒子・ローム大ブロック・ローム粒子少量

9　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化物極少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック少量，焼土小ブロック極少量

11黒褐色　ローム′トブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム

粒子少量

12　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

13　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

SKlO85

第1085号土坑　土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロッ

ク極少量，小骨片極少量含む

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック極少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック少邑炭化粒子極少量

6　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極少量
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SK1092

第1092号土坑　土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，炭化粒子極少量

2　褐　色　ローム粒子中量，焼土′トブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック極少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック極

少量

5　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック極少量

6　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子極少量

7　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
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SK1091・1109

第1109号土坑　土層解説

1黒褐色　焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量

3　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子極少
日
皇

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，焼土小ブロック極少量
8　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

9　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック極少量
10　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量
11褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量．
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SK1112

第1112号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭個立子・ローム小ブ

ロック少量
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SK1138

第1138号土坑　土層解説

1褐　　色　ローム大ブロック多量，ローム小ブロ

ック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，

炭化粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土′トブロック・炭

化粒子少量，ローム中ブロック極少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子

少量

5　褐　　色　ローム粒子中量

6　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中
Eヨ

里

8　褐　　色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，

炭化粒子・ローム中ブロック極少量

9　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・

炭化粒子極少量

褐
　
褐
描

0　　　　1　2

1　　　　　1　　1

色　ローム粒子中量，ローム大ブロック極

色
馳

少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック

ローム粒子中量
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第208図　第1110・1124・1128・1130・1131・1138号土坑実測図

－291－

SK1130・1131

第1128号土坑　土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子

・ローム小ブロック少量，
焼土小ブロック極少量

2　暗褐色　炭化粒子・ローム大ブロッ
ク・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子
・ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少

量，焼土小フロック極少量
5　暗褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒

子・ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子
少量

7　褐　色　ローム粒子多量，炭化物極
少量

2m

ト－　　　；　　　＿］



B

第1139号土坑　土層解説

1　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化物極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

第1143号土坑　土層解説

1　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロッ

ク極少量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化物極少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化物極少量

6　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

第209図　第1139・1143・1144・1156号土坑実測図

－292－

SK1139・1143・1144・1156

第1144号土坑　土層解説
7　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・ローム粒子

少量，炭化物極少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
9　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック極少量
10　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

第1156号土坑　土層解説

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック極

少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化物極少量

6　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

2m」
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SK1145

7

第1145号土坑　土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック中島焼土小ブロック・炭化物少量

2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼土′トブロック極少量

5　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

SK　1153・1157

第210図　第1145・1146・1153・1157号土坑実測図

－293－

13

SK1146

第1146号土坑　土層解説

1暗褐色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック極少量
2　暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック

極少量

3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土中

ブロック極少量

4　暗褐色炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック極少量

5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック極少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化拉子・ローム中ブロック少量

9　褐　色　ローム中プロツ．ク中量，ローム粒子少量
10暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

11暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

12褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・ローム中ブロック少量，
焼土中ブロック極少量

13　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

14　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

第1153号土坑　土層解説

8　黒褐色炭個立子中量，焼土中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

9　噌褐色焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

10時褐色ローム小ブロック中量，焼土中71トノク・焼土中ブロック茂イ物少量

11日網色焼土′げロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

12　噌褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

13　暗褐色焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

14褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭イ悦子少量

15　暗褐色炭相違子・ローム粒子少量，焼土中ブロック極少量

16褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物極少量

17　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

第115樗土坑　土層解説

1暗褐色ローム小ブロック中量，炭イ脱子少量，焼土中ブロック・焼土中ブロック極

少量

2　顧昂色焼土中ブロック・ローム小ブロック中量炭個童子少量

3　暗褐色焼土中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭イ物極少量

4　噌褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼

土／トブロック極少量

5　褐色ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

6　暗褐色炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック・ローム中ブロック極少量

7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第211図　第257・291（1）号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK　294

第212図　第291（2）・294号土坑出土遺物実測・拓影図

ー295－
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第213図　第325（0号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK　503

第214図　第325（2）・503号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK　729

第215図　第716・717・721・723・728・729号土坑出土遺物実測・拓影図
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第216図　第732・734A・734B号土坑出土遺物実測・拓影図

－299－
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SK740

SK755

第217図　第739・740・745・755号土坑出土遺物実測・拓影図

－300－
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第218図　第760・761・762・764号土坑出土遺物実測・拓影図

－301－
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SK768

第219図　第766・768（1）号士坑出土遺物実測・拓影図
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第220図　第768（2）・769・773・775・776・777・778号土坑出土遺物実測・拓影図
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第221図　第781号土坑出土遺物実測・拓影図（1）
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SK781

第222図　第781号土坑出土遺物実測・拓影図（2）
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SK　790

第223図　第788・789・790（1）号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK796

第224図　第790（2）・794・796号土坑出土遺物実測・拓影図
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良

．享ざ

第225図　第801・808・817・821・822号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK826

第226図　第823・824・825・826号土坑出土遺物実測・拓影図

－309－
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第227図　第827・828・830・834号土坑出土遺物実測・拓影図
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第228図　第838・845・847・852（1）号土坑出土遺物実測・拓影図

－311－
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SK852

第229回　第852号土坑出土遺物実測・拓影図（2）
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第230図　第854・859・875・881号土坑出土遺物実測・拓影図

ー313－
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第231図　第886・900・938・943・946・947号土坑出土遺物実測・拓影図
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第232回　第949号土坑出土遺物実測・拓影図（1）
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第233図　第949（2）・950・951号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK　956

第234図　第952・956号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK　960

第235回　第957・960（1）号土坑出土遺物実測・拓影図

－318一
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SK1044

し＿上±ク

SK1046

第236図　第960（2）・1044・1046号土坑出土遺物実測・拓影図

－319－
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SK1047

第237図　第1047・1050号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK　1056

第238図　第1051・1052・1056（1）号土坑出土遺物実測・拓影図
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第239図　第1056（2）・1059号土坑出土遺物実測・拓影図

－322－
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SKlO61

第240図　第1060・1061号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK1063

第241図　第1062・1063号土坑出土遺物実測・拓影図
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第242図　第1065・1066（1）号土坑出土遺物実測・拓影図
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第244図　第1069（2）・1080（1）号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK1090

第245図　第1080（2）・1090号土坑出土遺物実測・拓影図
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第246図　第1091・1092（1）号土坑出土遺物実測・拓影図
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第247図　第1092（2）号土坑出土遺物実測・拓影図
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第248図　第1099・1104・1108号土坑出土遺物実測・拓影図

－331－

盛観駈魂転意痘謹

言訝表㌫≠言≡≡莞莞蒜高塩

讃

10cm



第249図　第1109・1110・1111・1112・1114号土坑出土遺物実測・拓影図
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第250図　第1117号土坑出土遺物実測・拓影図
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第251図　第1124・1128・113α0号土坑出土遺物実測・拓影図
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SK1139

第253図　第1136・1139号士坑出土遺物実測・拓影図

－336－
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第254図　第1141・1143・1144・1145・1146・1151号土坑出土遺物実測・拓影図

－337－
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第255図　第1153・1157号土坑出土遺物実測・拓影図
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土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形 ＿及 ・び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

」＿　　　　　　°　、

備　　　　 考

P179　　　　　 5 ％
第21 1図 把　　　 手 長さ（7．4）r 探鉢形土器の把手片。内部が中空で，外面が隆線で縁取 りされた円形 ．砂粒 ，ハ ミス

1 縄 文 土 器 幅 （5．8） あるいは楕円形の孔 を3 単位以上有 し．，隆線による区画内には刺突に にぷい赤褐色
SK－257　 覆土

よる連続爪形文，沈線による＿山形文が施 されている。 普通

砂粒・雲母・長石 ・

（勝坂 Ⅱ）

P18 1　　　　　　 30％第 21 1図 深鉢形土器 A 〔24．6〕 胴部か ら□縁部にかけての破片。胴部は緩やかに内攣 しながら口縁部

1 縄 文 土 器 B （27．7） に至る。口縁部は胞厚面に隆線 を貼 り＿付け，埠頭による押捺が加えら ・石英
SK－2 91 覆土

れている。胴部上位に棒状施文具による刺突 を加えた隆線 を貼 り付け， 極暗褐色 （安行Ⅱ）

頚部文様帯七下位の無文帯 に分離 している。頚部文様帯には下向 き弧

線埠の条線が施 され，内部磨 り消 しのやや幅広の平行沈線 によって文

様が切断 されている。一下位無文帯には，．縦方向の磨 きが施されている0

普通

2

台　 付　 鉢 A　22．8 台部欠損。胴部 は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑部は外反する0 口縁 砂粒 ・長石 ・ P185　　　　　　　 65％

縄 文 土 器 B （12．6） 部には粘土貼 り付けの偏平な突起が 1 単位設けられている。横走沈線 スコリア
SK細29 1 底面

D （2．6） により，ロ縁部 1 文様帯 と胴部 2 文様帯に分けられ， 1 文様帯には単 明赤褐色 （安行 Ⅲ‾b ）

0　　°

緬縄文R L が施文 されている。胴部 2 文様帯は上向 きの連続弧線文が

洗練で連続 して措かれ，＿連結部には円形の刺突 を加えた癌を貼 り付け，

隙間には縄文が施文されている。台部 との接合部には粘土紐の隆線 を

貼 り付け，押圧が加えられている。

普通

3

壷 形 土 器 A 〔20．5〕 胴上部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣L i 口縁部昼強 く外反 砂粒・雲母・長石 ・ P183　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （7 ．8） する。口縁部は無文で，浅い沈線がロ縁部下に巡 らされている。口縁 スコリア
SK－2 91 覆土上層

部内側に粘土貼 り付けの突起を有 し，突起内側には弧線状の洗練が加 にぷい赤褐色 （安行Ⅲ‾b ）

0

えられている。胴部は沈線間縄文帯 を2 段に巡らせ，下段 には縦刻み

を施 した横長の癌が貼 り付けられている。癌 を頂点として，偏平な三

角形を措 くように洗練が施され，区画内には縄文が施文 されている。

普通

4

手燭形土器か A （5．4） 口縁部片。口縁部には刻みを施 した突起 を有し，突起下には2 単位の 砂粒 P184　　　　　　　 20 ％

縄 文 土 器 B （3．5） 穿孔が施 され，上向き，下向 きの弧線が胴部に施 されている。・ 灰褐色

普通

SK－291 覆土

（晩期）

F‾

5

台 付 土 器

縄 文 土 器

D （4．6）

E （9．8）

台部片。断面 「八」字状で，裾部は隆起帯縄文が施 されている。 長石 ・石英

褐灰色

普通

P182　　　　　　　 5 ％

S K－29 1 覆土

0第2 1 2図 把　　　 手 長さ（5．0） 口縁部把手。頂部には円形の凹みが加 えられ，側面には連続の円形刺 砂粒 ・長石 ・ P186　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 幅 （5．3） 突が縦方向に施されている。把手内 ・外面は，指頭ナデによる微隆起 パ ミス
SK－294　 覆土

線で整形 されている。 灰褐色　 普通

砂粒 ・長石 ・

（加曽利E Ⅳか）

P187　　　　　　　 30％第21 3図 探鉢形土器 A 〔3 1．6〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は緩やかに内攣 し，頚部で くび

1 縄 文 土 器 B （31．0），れ， 口縁部は僅かに外反する0 口縁部 と頸吾机こ粘土紐貼 り付 けの隆線 スコリア
SK－32 5　覆土 －

が巡らされ，頚部文様帯と胴部文様帯に分離 されている。隆線には指 褐色 （安行 I ）

頭による．押捺が加えられている。頸部文様帯には左下が りの斜行条線，

胴部文様帯には縦方向の条線が施文 されている。

普通

2

鉢 形 土 器 A 〔30．2〕 胴部から 口縁部にかけての破片。胴下部は外傾し，内攣 した後外反し 砂粒 ・雲母 P188　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （1 3．5） て口縁部 に至る。口縁部は肥厚 し，口縁部及び頚部に連続刻文が施 さ 褐色 SK－3 25　覆土

れ，頭部文様帯 と胴部文様帯に分けられている。頚部文様帯には縦方

向の条線，胴部文様帯 には横方向の条線が施文されている○

普通 （安行 I ）

3

探鉢形土器 B （9．3） 底部か ら胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。外面 砂粒 ・雲母 P18 9　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 C　 4 ．6 に縦方向の磨きが施 されている。 明赤褐色

普通

SK－3 25　覆土

（安行 I ）

4

鉢 形 土 器 A 〔15．4〕 口縁部片。口縁部は内攣 し，肥厚する。・口縁部以下に隆起帯縄文を数 砂粒 ・長石 ・ P19 0　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （5．8） 段施 し，縄文帯間は磨 り消されている。 スコリア

褐色　 普通

SK－325　底面

（安行 I ）

5

鉢 形 土 器 B （7．8） 底部から胴部にかけての破片。平底で，胴部は内攣す る。胴部 中位に 砂粒 ・長石 ・ P19 1　　　　　　 40％

縄 文 土 器 C　 3．9 上向 き，下向きの入り組み弧線文を施 し，区画内には単節縄文が充填 スコリア SK－325　覆土

されている。胴部下位に沈線を巡 らし，以下底部 まで単節縄文R L が 褐色 （曽谷か）

P1 92　　　　　　　 20％

充填 され，底部側面は磨 り消 されている。 普通

長石 ・雲母 ・

6

注 口 土 器 A 〔13．6〕 瓢形で，胴部から口縁部にかけての破片。口縁部 は肥厚 し，上端が平

縄 文 土 器 B （14．5） 坦 に作 出されている。口縁部外面に縄文帯 を巡 らし，直下に連続刻文 スコリア
SK－325　覆土

帯が施 され，数本の刻みを加えた横長貼 り癌が加 えられている。注口 褐色 （安行 Ⅱ）

部は短 く丸みを帯び，胴部上位に右斜め上方に向けて付けられ，基部

直下に刻みを加＿えた貼癌が 2 単位加えられている。胴部文様帯は沈線

を沿わせた細い隆起帯刻文帯で，三角形や花弁 を連想 させるモチーフ

を措 き，要所に刻みを加えた貼癌が加飾 されている。隙間は丁寧な磨

きが施されている。

普通

－339－



図版番号 器　　 種 桓 則値（cm）　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴
胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 ‾考

第214 図 器台形土器 A 〔17．1〕 台部片。脚部は直立 して台部に至る。台部は平坦で，脚部より突出 し 砂粒 ・長石 ・ P194　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B　 6．4 て作出され，脚部中位には楕円形の孔が施されている。裾部は肥厚し， スコリア SK－503　覆土

C 〔17．1〕 孔及び裾部 は面取 りされている。内 ・外面ナデ整形 されている。 浅黄橙色 1普通 （加曽利 E ）

2

把　　　 手 長さ（11．0） 口縁部把手片。中部 こ孔 を有する大形の把手で，隆線で内 ・外面に文 砂粒 ・長石 ・雲母 P365　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （14．1） 様が渾 され，部分的 に隆線上に刻みが施されている。隙間には沈線に 赤褐色 SK－503　覆土

よる楕円形や円形，連続刺突文が施文 されている。 普通 （中峠）

第215 図 把　　　 手

縄 文 土 器

長さ（10・4） 波状 口縁波頂部の把手片。波頂部頂部付近に，両側からせ り上が り上 砂粒 ・長石 ・雲母 P19 5　　　　　　　 5 ％

1 幅（15．4） 下に貫通する孔を持つ環状把手が付け られている。孔頭部は刻みを施 にぷい赤褐色 SK－716　覆土下層

した隆帯で加飾され，孔から派生する磨消帯を挟むように把手側面か

ら胴部に隆帯が垂下されている。波頂部下位には隆帯間磨消帯を挟ん

で，外面を隆帯で縁取 りした孔が穿たれ，波状の口縁 も薄い隆帯が貼

り付けられている。

普通 （加曽利E I）

第21 5図 鉢 形 土 器 B （5．1） 口縁部片。胴部から口縁部は外傾 し，胴部 と口縁部の境内側に稜が見 砂粒 ・長石 ・ P196　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 られる。内面は丁寧な磨 きで整形 し，内 ・外面赤彩 されている。土器 スコリア SK－728　覆土

焼成後，孔が穿たれている。 にぷい赤褐色　 普通

第215図 把　　　 手 長さ（10．1） 口縁部把手片。痍 「S 」字状の扇状地手で，把手頭部は指頭による偏 砂粒 ・雲母 P19 7　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 幅（8．2） 平な太い沈線が施されている。外側を巡る把手の頭部は胴上部から派 にぷい橙色 SK－729　底面

生する隆帯 と環状 につなが り，立体的な文様が措かれている。 普通 （大木 8 a ）

第216 図 浅鉢形土器 B （7．0） 底部から胴下部にかけての破片。削り出しにより底部外側に車や厚み 砂粒 ・雲母 ・ P198　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 C 〔16．0〕 持つ底部で，胴部は外傾 し．て開く。内 ・外面ナデにより整形 されてい スコリア SK－73 2　底面

る。 にぷい赤褐色

普通

（阿王台）

第216図 探鉢形土器 B （14．0） 底部から胴部にかけての破片。平底で，胴部は直立気味に立ち上がる。 石英 ・長石 ・雲母 P200　　　　　　 15％

1 縄 文 土 器 C 14．0 底部から3 cm上 に隆線が巡 り，胴部から垂下する 「U 」字状の隆線が 明赤褐色 SK」734－A　覆土

接続 される。胴部隆線の区画内には縦方向の条線を施 し，下位で 2 本

の横洗練に切断 されている。隆線 に沿って角押文が加飾 されている。

普通 （阿王台Ⅲ）

2

浅鉢形土器 A 〔31．0〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部はやや内攣しなが ら外傾 し，頸 砂粒・雲母・長石 ・ P20 1　　　　　　 20％

縄 ．文 土 器 B （11．4） 部で僅かにくびれ口縁部に至る。口縁部上端 は偏平に作出され，内 面 スコリア SK－754－A　 覆土

には口縁部下および頚部に稜が設けられている。内 ・外面丁寧な磨 き， 橙色 （阿王台 Ⅲ）

を施 し， 口縁部上端及 び内面口縁部から稜まで赤彩されている。 普通

3

把　　　 手

縄 文 土 器

長さ 8．2 中空の把手片。沈線を沿わせた隆帯で縁取られた孔 を内面に2 単位， 砂粒 P203　　　　　　　 5 ％

幅　 6．1 外面に 1 単位有 し，隆帯には爪形文が施 されている。外面は，頂部か にぷい橙色 SK－734‘－A　覆土

ら曲線 を措いて蛇行する爪形文を施 した隆帯が貼 り付けられてし、る。

隆帯に沿い，半裁竹管状の施文具による平行沈線文が加えられている。

普通 （勝坂 Ⅱ）

第216図 台 付 土 器 D （12．5） 球形の台部で，胴部欠損。 3 文様帯からなり，台部上位に巡る横走沈 ．砂粒・長石・石英 ・ P202　　　　　　　 60％

1 縄 文 土 器 E 15．0 線で区画された 1文様帯 には単節縄文 R L が施文されている。 2 文様 スコリア SK－734－B　底面

帯は横走洗練と下向 きの弧線を台部中位に描き，区画内には縄文が充 褐灰色 （安行 I ）

填 されている。台部下位には裾部を含め 3段の沈線を沿わせた隆起帯

縄文を施 し， 3 文様帯が構成されている。

普通

第 217図 鉢 形 土 器 A 〔21．5〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は内攣 した後，やや外反 し口縁 砂粒 ・長石 P204　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （16．2） 部に至る。口縁部 と胴部の境に指頭 による徴隆起線を巡らせ，無文の にぷい橙色 SK－739　覆土

口縁部と胴部文様帯が分離 されている。口縁部下には橋状把手が付け

られ，胴部には単節縄文L R が横位回転で施文されている。

普通 （加曽利E Ⅳ）

第217図 深鉢形土器 B （7．2） 底部から胴下部にかけての破片。削 り出しによる上げ底の底部で，胴 砂粒 ・長石 P205　　　　　　 15％

1 縄 文 土 器 C 〔13．2〕 部 は外傾 して立ち上がる。胴部に単節縄文 R L を縦位回転で施文 し， にぷい橙色 SK－74 0　覆土

幅の狭い垂下する平行沈線によって文様が分断されている。底部から

3．．5cmほどは磨 り消 されている。

普通 ． （加曽利E I ）

第217 図 浅鉢形土器 A 〔38．8〕 胴部から‘一口縁部 にかけての破片。胴部は外傾 して開 き，口縁部下で僅 砂粒 ・雲母 P206　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （12．4） かな くびれを持ち，口縁部は内側に由れ曲がる。口縁部上端は幅広で にぷい黄橙色 SK－755　覆土

偏平に作出され，内面に稜が施される。内 ・外面磨 きが施 され，口縁

部上端及び内面は赤彩 されている。

普通 （加曽利 E I ）

第 21 8図 探鉢形土器 A 19．7 平底で，胴部はやや内攣 しなが ら立ち上がる。 4 単位の波状 口縁で， 砂粒 ・雲母 P207　　　　　　　 80％

1

第 218 図

縄 文 土 器

深鉢形土器

B　30．7 口縁部下に洗練を沿わせた隆線 を貼 り付け，口縁部文様帯 と胴部文様 にぷい橙色 SK－760　覆土

C 〔8．3〕

A 15．7

帯に分離 される。波頂部下には 「C 」字状の粘土紐 を貼 り付け，上下

の刺突文を結ぶように中央に沈線が施されている。胴部文様帯は， 1

－ 3 本単位の洗練で， 「スペー ド」状， 「Ⅴ」字状のモチーフを措き，

沈線間は磨 り消 し，広い区画内は単節縄文 R L が縦位回転で施文 され

七いる。胴部下半は磨 り消されている。

平底で，胴部はやや外傾 して直線的に立ち上がる。胴部外面に，単節

普通

砂粒 ・長石

（綱取 1）

P20 8　　　　　　　 60％

1 縄 文 土 器 B 19．5 の縄 を絡状体で縦方向に施文 し， 「n 」状の洗練間摩消帯に文様が分 明赤褐色 SK－764　覆土

C　 6．0 断 されている。底部から3 cm ほどは磨 り消 しが施 されている。 普通 （加曽利 E Ⅲ）

－340－



図版番号 器 ．種 計測値（cm） 器・形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第219図 深鉢形土器 B （18．4） 底部か ら胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して立ち上がる。 砂粒 ・長石 ・ P20 9　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 C　 8．6 胴部外面に，単節縄文R L を縦位回転で施文 し，垂下する微隆起線が ス．コリア SK－766　覆土

措かれている。幅広の徴隆起線聞及び底部から8 cm前後が磨 り消され にぷい橙色 （加曽利E Ⅳ）

ている。 普通

2

把　　　 手

縄 文 土 器

長さ（8．6）

幅 （5．9）

口縁部の橋状把手片。外面に単節縄文 L R が施文されている。

l

砂粒 ・長石

浅黄橙色

普通

P210　　　　　　　 5 ％

SK－766　 覆土

（加曽利E Ⅳ）

3

把　　　 手

縄 文 土 器

長さ（10．9）

幅 （8．1）

胴上部の橋状把手片。外面に縄文が施文されているが，摩耗が著 しい。 砂粒 ・スコリア

にぷい黄橙色

普通 ‾

P211　　　　　　　 5 ％

SK－766　 覆土

（加曽利E Ⅳ）

4

把　 手　 か 長さ（5．6） 探鉢形土器等に付 く把手か。先端が僅かに欠損 している。蛇の頭部が 砂粒 P212　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （3．8） 連想 される。 浅黄橙色

普通

SK－766 ．覆土

（加曽利E Ⅳか）

第 219図 把　　　 手 長さ（5．4） 上部は欠損 している。下部に最大径を持つ球状で，孔が穿たれている。 砂粒 ・長石 ・
p213　　　　　 5 お

1 縄 文 土 器 幅（6．4） 外面中央にやや大形で深い，側面に小形で浅い押圧が加えられている。 スコリア SK－768　 覆土

内 ・外面磨きが施 されている。 灰赤色　 普通 （後期）

第 220図 台 付 土 器 D （5．6） 胴部欠損。裾部は円形で，僅かに内攣 しなが ら立ち上が り，接合部は 砂粒 ・スコリア P214　　　　　　　 40％

1 縄 文 土 器 E　 5．6 やや丸みを帯びた方形 となる。台上部と裾部の外面に隆線を持ち，上 にぷい黄褐色 SK－76 9　覆土

下に付けられた円形刺突文 を中央に洗練を伴 う隆線で結び，台部外面

が 4 単位に分離されている。それぞれの区画は，中央．の穿孔 を挟むよ

うに上下に 2 本の洗練が描かれている。

普通 （堀之内）

2

・把　　　 手 長さ（5．8） 口縁部把手片。薄手で横に丸みを持った把手で，中央上部に山形の突 砂粒 ・雲母 ・長石 P215　　　　　　　 5 ％ ‘

縄 文 土 器 幅（6．1） 起が付け加えられる。突起 にはとぐろ状の沈線が施され七いる云外面 にぷい褐色 SK－76 9　覆土

中央 に，縦長で鼻状の＿癌が加えられ，横には孔が穿たれている。把手

内面下部端に刺突，孔周囲に沈線，突起下には沈線による楕円状の文

様が措かれている。

普通 （堀之 内）

第220 図 浅鉢形土器 A 〔47 ．0〕 胴上部から。縁部 にかけての破片。胴部は内攣し，外反して口縁部に ・砂粒 P216　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （15．2） 至る。口縁部は磨 り消しの無文帯で，胴上部 には浅い沈線を沿わせた にぷい橙色 SK－77 5　覆土

隆線で渦巻あるいは長楕円の枠状文を措 き，区画内は単細縄文R L が

横位回転で施文 されている。以下胸部には，同縄文が縦位回転で施文

されている。

普通 （加曽利 E Ⅲ）

第220 図 有孔鍔付土器 A ‘〔11．7〕 胴上部から口縁部 にかけての破片。内攣 して口縁部に至 り，口縁部は 砂粒 P217　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （4 ．0） 肥厚する。口縁部下に孔を穿った鍔状の隆線が巡 り，胴部に下 りる隆 暗赤褐色 SK－776　覆土

線が接続されている。内 ・外面とも赤彩 されている。 普通 （加曽利 E Ⅳ）

第221図 嚢 形 土 器 A 〔28．2〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は内攣 し，頚部で屈曲し，外傾 砂粒 ・長石 ・雲母 P218　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （21．0） して口縁部に至る。頚部に沈線を巡らせ，口縁部文嘩帯と胴部文様帯 橙色 SK－781 覆土

に分離 し，・口縁部に小突起を有 し，口縁部外面に単節縄文 R L が施文

され，口縁部文様帯が構成されている。胴部中位には3－本の横走沈線

が施され，上区画には縄文施文，幅広の下区画には横長の横 「S 」字

状文を連続 して措き，下部に縄文が施文されている。

普通 （安行Ⅲb ）

2

葉 形 土 器 A 〔33．6〕 胴部からロ緑部にかけての破片。胴部は内攣し，口縁部は直立気味に 砂粒 ・長石 ・ P219　　　　　　　 25％

縄 文 土 器 B （27．7） 立ち上がる。頚部に沈線 を巡 らせ，口縁部文様帯と胴部文様帯 に分離 ス＿コリア ・黒雲母． SK－781 覆土

し，口唇部に小突起，口縁部外面上下に無文帯を残 し，中位に単節縄 にぷい橙色 （安行Ⅲ b ）

文 R L が施文され，口‘縁部文様帯が構成されている。胴部中位 に昼，

3 本の横走沈線が施 され，上区画には縄文施文，やや幅広の下区画 に

は沈線でやや形の崩れた月状文を措き，部分的に縄文が施文されてい

る。

普通

3

浅鉢形土器 A 〔33．6〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣 し，口縁部は外傾する。 砂粒 ・長石 P22 0‾　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （11．2） 口唇部 に数個の粘土粒貼 り付けの突起 を有 し，頚部，胴部 に横走沈線 赤褐色 SK－781 覆土

が施されている。内 ・外面 とも研磨されている。 普通 （安行Ⅲ b ）

第22 2図 葉 形 土 器 A 〔22．6〕 胴上部か ら口縁部にかけての破片。胴部は内攣 し，口縁部は外傾する。 砂粒 ・黒雲母 ・ P221　　　　　 10％

4 縄 文 土 器 B （7．6） 頚部を巡る沈線で，口縁部 と胴部 に分離される。口縁部上下の無文部 スコリア SK－781 覆土 ，

に挟まれ，中位 に縄文施文， 口唇部に形の崩れた小突起が貼 り付けら 橙色 （安行 Ⅲb ）

．れている。胴部外面は磨 きが施されている。 普通

5．

．鉢 形 土 器 A 〔11．2〕 胴部から口縁部 にかけての破片。肩部で屈曲，内傾 した後，頚部で外 砂粒 P222　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （5．0） 傾 し口縁部 に至る。口縁部は無文帯，頚部，肩部に横走沈線を施 し， にぷい赤褐色 SK－78 1 覆土

上下の刺突 を結ぶ短沈線で区画された内部 に下向き弧線が描かれてい

る。区画内上部 には，部分由に縄文が施文 されている。内 ・外面横方

向の磨 きが施されている。

普通 （加曽利B 2）

－341－



図版番号　 器　 料 計測値（cm） 蹄　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 嘩　 徴 胎± ・色調 ・嘩成 傍　　 老

6

疎鐸形土器 B （5，4） 嘩部か ら閲下部にかけその破片。平垣で，胸部は内攣 し‾なか ら外傾す 彿癌，専断 長石 † P223　　　　　 高％

碑 文 土 器 C　 8，4 る。内面ナデ，外面削 りで整形されている。 スコリア

嘩色　 掌通

S班丁祁1 覆土

（安行）

7．

探鉢形±翠 B （9．0） 疇部か ら胴下師 こかけての破片こ平原で，胴部は外傾 して醜 く。内面 砂粒，長石・雲母 ・ P824　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 4．3 に煤の仕草が見 ら．れる。 スコリア

にぷい得色　 普週

SK二781 覆土

（安行）

8

往 口 上 琴 A　 3，6 注自部欠損。丸頃で，昭部は内攣 しなが ら開 き，癒 く屈曲‾豆 ．内傾 し， 砂粒 ・雲母 P22 5　　　　　　 90％

碑 文 土 器 B　 6．6 口繹部に至る。口碑部 を浅い沈線で縁取 りし，‘以下胴部上半に主文樺 褐灰色 SK－781 覆土

C　 2，4 帯が展開される。文様帯の上下に洗練圃碑文帯 を埠し，間に 3段の沈

埠 を療寿 させている。上 2 卿 こけ，刺寒によりレンガ積み状の文様が

碍かれている。往口基部は，作 りは粗雑だが，粒土紐巻 き付けによる

装飾が施 されている。

普通 （大洞B C ）

箪22 3図 小 形 土 器 A　 4，5 平底や，胸部は直立気味に立ち上か皐。ロ縁吾障 山形の把手が 1 単位 砂粒 ・雲母 ・長石 P228　　　　　　 100％

1 縄 文 土 器 B　 4 ．7 ・付け られ，同形の文様が把手下に隆線で描かれている。ロ縁部下 に沈 黒色 SK－78 8　覆土

C　 4 ．3 線 を堪 らし，胴部由 ま直線，曲線，山形文等のモチャフが沈線で不規

則に施文 されている。

普通 （中期）

琴223図 痍鉢癖±轟 B （10 ．2） 底部から胴下部 にかけての破片。平原で，胴部は外傾 して開 く。胴部 砂粒 ・長石 ・ P22ら　　　　 10 ％

1 碑 文 土 器 C　 7 ．3 外面に単節縄文R L を縦位回転で施文 し，垂下する幅の狭い沈線区画 スコリア SK－789　覆土

の摩哨帯に文様が分断されている。底部から3 cmほどは磨 り消 されてい にぷい橙色 （加曽利E Ⅱ）

ろ。 普通

第22‾4図 鉢 形 土 器 A 〔20．8〕 上げ厘で，胴部は内．攣 して口縁部に至る。口繹部外面 には指頭 によ‾る 砂粒 ・罠石 P230　　　　　　　 30％

1 碑 文 土 器 8 17．9

C 〔7．5〕

徴隆起線が巡らされる。胴上半串 ま単節縄文L R が施文されている。 にぷい褐色

普通

SK－796　底面

（堀之内 1）

2

溌鉢形土器 B ‘．（12．5） 底部か ら胴下部にかけその破片。中央に厚みを持つ平底で，胴部は僅 砂粒，長石・雲母 † P232　　　　　　 15％

縄 文 土 器 C lO．3 かに外傾 して直線的に立ち上がる。胴下部は縦方向の磨きが施 されて スコリア SK－796　覆土

いろ。・ にぷい橙色　 普通 （堀之内 1）

3

深鉢形土器 B （18．9） 隅丸のやら方形の探鉢で，胴部は車や内傾 して口縁部 に壷る。口縁部 砂粒 ・長石 P23 1　　　　　　 20％

絹主文土 器 上端は連続の刻みが施され，‘胴部には 4 本単位の嘩い洗練が縦方向に にぷい赤褐色 SK「796　底面

碑文 されている。 普通 （堀之内 1）

4

把　 手　 か 長さ 7，5 口縁部把手片‾か。棒状 を呈す為と患われ，内 ・外面に洗練で曲線ある 砂粒 ・長石 ・雲母 P23 3　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅　 5．9 いは直線的なモチーフが描かれている。 にぷい褐色

普通

SK－796　覆土

第225図 深鉢形土器 B （20．0） 外傾する胴部片。胴部 には角押文を沿わせ‾た隆線で曲線的文様を描 き， 砂粒 ・雲母 ・長石 P234　　　　　　 10％

3 縄 文 土 器 区画内には横洗練，斜行洗練，連続刺突のペ ン先文が措かれている。 赤褐色

普通

SK－801 底面

（阿王台Ⅲ）

1

把　　　 手 長さ（9，8） 口縁部把手片。把手外面を縁取るように連綺爪形文 を施 した隆帯 を巡 砂粒 ・長石 P235　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅（7．0） らせ，内部には短洗練 と爪形文を加飾 した渦巻降帯が描かれている。 黒褐色 SK－801 覆土

側面には環状部分を縁取るように中央 に沈線を伴う隆線 を施 し，隙間

には半裁竹管による浮線文が描かれている。

普通 （向王台Ⅳ）

2

把　　　 手 長さ（7．4） 波状由縁の把手片。‘頂部に環状の突起が仰 ナられ，把手外面には円形 砂粒 ・長石 ・ P236　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅（6．6） 及び口縁部 を巡ると思われる隆線が貼 り付けられている。隆線に沿っ スコリア ・雲母 SK－80 1 覆土

て連続刺突のペン先文が描かれている。 浅黄橿色　 普通 （阿王台Ⅳ）

第225図 小 形 土 器 A　 4 ．0 手控の小形椀形土器。平底で，胴部は内攣 しながら立ち上がる。内 ・ 砂粒 P238　　　　　　 100％

．1 縄 文 土 器 B　 l．9

C　 l．5

外面に指頭 による整形痕が残 されている。・ にぷい褐色

普通

SK－808　底面

2

把　　　 手 長さ（6．8） 波状口縁波頂部の突起片。頂部には縦刻みを施 した角状突起が付けら 砂粒 ・長石 ・雲母 P239　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅（5．5） れ，直下に大形の貼癌が付されている。弧状の口縁部の肥厚部 には頂 橙色 SK－808　覆土

部から派生する隆起帯縄文が施 され，以下に口縁部に沿い弧状 を描 く

洗練が施 されている。．

普通 （安行Ⅲa ）

第22 5図 探鉢形土器 B ‾（10．3） 底部か ら胴部 にかけての破片。上げ底気味の底部で，胴部はやや外傾 砂粒・雲母・長石 ・ P199　　　　　　 °20％

1 縄 文 土 器 C lO．2 して直線的に立ち上がる。胴部 に描かれた 「U 」状の隆線が胴下部 を スコリア SK－821 底面

直線的に巡る隆線 と連結 し，‘区画内には隆線 に沿って角押 し文が施文 橙色 （阿王台 Ⅲ）

されている。底部 に網代痕が見られる。 普通

第 225図 壷 形 土 器 A　 6．8 小形で丸底。胴部 は内攣 して立ち上が り，頚部でくびれ外反して口縁 砂粒 ・雲母 P24 1　　　　　 100％

1 縄 文 土 器 B ll．1 部 に至る。口縁如直下に浅い沈線を巡らせ，幅広の頚部無文帯を挟ん 赤褐色 SK－822　底面

で胴部文様帯が構成されている。胴部文様帯には頚部直下に巡る沈線

区画の連続刺突文 と底部を巡る沈線の区画内に洗練で曲線的モチーフ

が措かれている。頚部無文帯及び底部は磨 きが施され，胴部は磨 きと

整形痕 を残す区画が交互に配されている。

普通 ‘ （加曽利B 3 ）
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図版番号 器　　 徳 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

2

台　 付　 鉢 A 18 ．6 台部欠損。胴部は外傾 した後直立的に立 ち上が．り，ロ縁部 に至る。 口 砂粒 ・雲母 P24 2　　　　　　　 40％

縄 文 土 器 B （13 ．8） 縁部は肥厚 し，外面に沈線を沿わせた隆起帯刻采が施 されている。口 にぷい褐色 SK－822　底面

縁部以下には，磨消帯を挟 んで沈線を沿わせた隆起帯刻文が 4 段施 さ

れ，幅広の1 ， 2 段にはブタ鼻状貼痛が等間隔で 5単位付けられ，痛

を結ぶ縦洗練が 1 ， 8 段間に充填 された矢羽状沈線文 を切断 している。

－4段 目には1 ， 2 段 と対応する位置に2 個 1 組のブタ鼻状貼癌が付け

られている。胴部下半はやや上向 きの弧線状条線が施文 されている。

普通 （安行 Ⅱ）

第 226図 浅鉢形土器 B （8 ，3） 口緑部片。波状口縁で，口縁部は直線的に外傾する。‾口縁部は肥厚 し 砂粒 ・雲母 ・長石 P＿24 3　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 白線部外面及び頚部内面に稜が施 されている。内 ・外面 とも赤彩され 灰褐色 SK－823　底面

ている。 普通 （中期）

第 226図 浅鉢形土器 A 17 ．3 やや突出気味の平底。胴部 はやや内攣 しながら立 ち上が り，口緑部 に 雲母 ・長石 ・砂粒 P24 4　　　　　　　 90％

1 縄 文 土 器 B　 6 ．9 至る。口縁部上端に山形の突起が 6 単位貼 り付けられ，口縁部外面 と 灰．褐色 SK－824　覆土

C　 6 ．7 胴部上位に隆起帯刻文が 2 段巡らされている。刻文帯間は沈線で区画

された磨消帯で，口縁部上端の突起と対応 して口縁部刻文帯と磨消帯

の境にも突起が加えられている。胴部中位から底部までは右下が りの

斜行条線が施文 されている。

普通 （安行 I ）

第 22 6図 深鉢形土器 B （7 ．6） 底部か ら胴部にかけての破片。上げ底で，胴部は僅かに内攣 しなが ら 砂粒 ・雲母 P24 5　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 C　 6 ．9 立ち上がる。外面は無文で，輪積痕及び粗雑・な整形痕が残 されている。 にぷい赤褐色 SK－826　底面

　 、 普通
（中期）

第 227図 深鉢形土器 A 〔24 ．4〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部から直線的に外傾 して立ち上が 砂粒 P24 6・　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （16 ．1） り，口縁部に至る。僅かに波状 を呈する口縁で，口唇部内面に指頭 に にぷい橙色 SK－827　底面

よる作出痕が見 られる。内面及び口縁部外面 に磨 きが施されている。

胴上部に洗練間縄文帯を巡らせ，以下洗練による菱形のモチーフが措

かれ，区画内は磨消部と縄文施文部が交互に見 られる。胴上部 には小

突起が縦方向に貼 り付けられている。

普通 （堀之内・2 ）

第 22 7図 ＿台 付．土 轟 D 17 ．0 半球状の台部で，上部欠損。裾部は肥厚する。上部 との接合部から裾 砂粒・長石・雲母 ・ P247　　　　　　　 50％

1 縄 文 土 器 E 12・．9 部 まで縄文帯が 6 段施され，縄文帯間は磨 り消されている。上位 3 段 ・スコリア SK－828　底面

は沈線区画， 4段以下は沈線区画の隆起帯で，単節縄文R ．L が横位回 にぷい赤褐色 （安行 I ）

転で充填されている。 3段 目の縄文帯だけは横走洗練 と下向き連弧文

で区画 されているが，他は直線的である。上部との接合部 に網代痕が

残 されている。

普通

第 227図 深鉢形土器 B （10 ．8） 底部か ら胴下部にかけての破片。上げ底で，胴部 は外傾 して開く＿。胴 砂粒・雲母・長石 ・ P248　　　　　　 15％

1 縄 文 土 器 C　 9 ．0 部外面に洗練が描かれているが，底部か ら8 cmほどまでは磨きが施 され スコリア SK－830　覆土

ている。 浅黄橙色　 普通 （称名寺 2 か）

第 228図 注 口土 器 長さ（4．2） 注口部片。L基部外径2．2cm，内径0．9cm，先端部外径1．9cm，内傾0‘．9cm， 長石 ・砂粒 P25 1　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 基部か らやや反 り気味に先端部 に至 る。外面磨きが施 されている。 褐色

普通

SK－847　覆土

（後期か）

第 228図 深鉢形土器 A 〔32 ．8〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴上部は内傾 し，頚部で屈曲して外 長石 ・雲母 ・砂粒 P252　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （19 ．9） 傾 した後内攣して口縁部に至る。口縁部外面 に幅広の隆帯 を巡 らせ， 褐色 SK－852　覆土

隆帯上に渦巻あるいは小波状の隆線 を貼 り付けている。頚部無文帯 を

挟んで，胴部 には横走あるいはクランク条のモチーフが 3 本 1 組の隆

線で措かれ，隙間に単節縄文R L が施文 されている。

普通 （大木 8 a ）

第 22 9図・深鉢形土器 B （11．5） 外傾する胴部片。胴部上位 に2 本の隆線 を巡 らせ，隆線間は磨 り消 さ 砂粒 ・長石 ・雲母 P253　　　　　　 10％ ・

2 縄 文 土 器 れている。隆線以下，横位回転の単節縄文R L を地文 とし，表面に縄 にぷい橙色 SK－852　覆土

文を施 した垂下する隆線で胴部 を区画 し，区画内は隆線に沿ってキャ

タピラ文，，さらに内側 に半裁竹管による平行沈線が施 されている。内

部には沈線により直線 と曲線を組み合わせたモチーフが措かれている。

普通 （勝坂 Ⅱ）

3

探鉢形土器 A 〔18 ．8〕 胴部 はやや内攣 しながら立 ち上が り，口縁部は肥厚 し，．短 く外傾する。 石英 ・雲母 ・長石 P254　　　　　　　 30％

縄 文 土 器 B 19 ．2 縦位回転の単節縄文R L が地文 として施 されている。口縁部下に沈線 にぷい褐色 SK－852　覆土

C 〔8 ．0〕 を巡らせ，口縁部磨 り消 し，部分的に縄文が見られる。胴部には 3 本

1組の沈線で，垂下 したのち楕円形 を措 く文様が施されている。胴下

部は磨 り消されている。

普通 （大木 8 a ）

4

浅鉢形土器 B （9 ．4） 胴上部から口縁部 にかけての破片。頚部で僅かに屈曲し，内面に稜が 砂粒 ・長石 ・雲母 P255　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 施 される。波状口縁で，口縁部上端は偏平Iこ作出され赤彩が施 され， にぷい赤褐色 SK－852　覆土

外面 には稜が見 られる。 普通 （中期）

第230図 深鉢形土器 ‘A 〔31．6〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣 して立ち上が り，口縁部 砂粒 ・長石 P256　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （11．2） に至る。口縁部上端は偏平 に作出され，上下に巡る隆帯か らせ り上が 暗赤褐色 SK－859　覆土

ることによって作出された楕円区画の橋状把手が連続 し，口縁部文様

帯が構成 されている。隆帯の表面には沈線が施されている。胴部は縦

位回転の単節縄文 R L を地文とし，その上に3 本単位の洗練が施文 さ

れている。

普通 （大木 8 a ）

－343－
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2

探鉢形土器 B （8．6） 底部から胴下部にかけての破片。僅かに上げ底で，胴部は外傾 して開 砂粒・雲母・長石 ・ P257　　　　　　 10 ％

縄 文 土 器 C 〔10．2〕 く。無文である。－ スコリア

・にぷい褐色　 普通

SK－859　覆土

（中期）

第230 図 把　　　 手 長さ（8．0） 橋状の把手片。上下の隆帯がせ り上がることにより橋状に作出され， 石英 ‘・長石 ・ P258　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 幅 （9．4） 円孔は隆線で縁取 りされている。頂部で渦巻を示す隆線が，蛇行 しな パ ミス SK－875　覆土

がら把手下部に壷下 されている。把手接合部に縄文施文が見 られる。 褐灰色　 普通 ‾（加曽利 E I ）

第 23 1図 把　　　 手 長さ（8．1） 口縁部把手片。波状 を呈する口縁部の環状把手で，指頭による微隆起 砂粒 ・長石 ・ P25 9　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 幅（9．4） 線が把手接合部から口緑部を巡っている。口縁部 は磨 り消 しの無文帯， スコリア SK－886 －覆土

胴部には単節縄文R L が施文 されている。 にぷい橙色　 普通 （加曽利 E Ⅳ）

第 231図 探鉢形土器 B （17．0） 胴上部から口縁部にかけて欠損。尖底に近い小形丸底で，胴部 は外傾 砂粒 ・長石 ・雲母 P26 1　　　　　　 60％

1 縄 文 土 器 して開いた後直立気味に立ち上がる。胴部内面中位に稜を有す る。胴 明赤褐色 SK－94 3　覆土

　部は隆起線刻文帯と磨り消しを主 とする上部文様帯と充填縄文 を主 と

する下部文様帯に分離 されている。上部文様帯は斜行あるい桜横走す

る洗練区画の隆起帯刻文が上段，中断，下段の貼癌で連結 され，隙間

には磨 り消 しが施 されている。．癌は上段が沈線を加えた円形，中段は

横刻みを加えた縦長，下段は縦刻みを加えた横長で構成されている。

下部文様帯は上部文様帯の下部 を巡る刻文帯に接続する上向き連弧文

と胴部下位を巡る洗練区画の磨消帯 により構成され，単節縄文 L R が

充填 されている。

普通 （安行Ⅱ）

2

探鉢形土器 B （7．2） 底部から口縁部にかけての破片。やや突出気味の底部で，胴部は外傾 砂粒 ・雲母 ・ P262　　　　　　 15％

縄 女 土 器 C　 3．1 して開 く。胴部外面に単節縄文R L が施文 され，底部から2 － 3 cm は スコリア SK－943　覆土

磨 り消されている。 橙色　 普通 （安行 Ⅱ）

3

異形台付土器 D （2．3） 台部片。裾部から沈線を沿わせた隆起帯刻文帯 を2 段に巡らせ，隆起 石英 ・長石 P263　　　　　　 10 ％

縄 文 土 器 E 〔4．8〕 帯間は磨 り消 されている。1塗起帯 を挟んで上下 2 か所の円孔が 4 単位 黒褐色 SK－943　覆土

配 され，孔上部 に縦刻みを施 した横長の癌が貼 りつけられている。 普通 （安行 Ⅱ）

第231図 探鉢形土器 B （12．8） 底部から胴下部 にかけての破片。中央部に厚みを持つ上げ底や，胴部 砂粒 P264　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 C lO．7 はやや内攣 しながら立ち上がる。胴部外面に単節縄文R L が縦位回転 橙色 SK－946　覆土

で施文され，部分的に無節縄文 L の絡状体圧痕文が縦方向に幅3．5cm

で垂下 されている。底部から1．5「 2cm は磨 り消 されている。

普通 （加曽利 E I ）

第23 2図 深鉢形土器 A　25．6 平底で，胴部は内攣 しながら立ち上が り，上位で くびれやや外傾 して 砂粒・長石・雲母 ・ P26 5　　　　　　　 60％

1 縄 文 土 器 B　36．6 直線的に口縁部に至る。 4 単位の波状口縁で，口縁部外面に隆起帯縄 スコリア SK－949　底面

C　 4．6 文が施 され，波頂部には刻みを加えた突起，波底部には横長の突起が にぷい褐色 （安行Ⅲa ）

貼 り付けられている。胴 くびれ部に洗練 を沿わせたやや細め．の隆起帯

縄文を巡らし，波頂部下から派生する隆起帯縄文帯 と接続 させ，長楕

円形及び三角文様が作 られ，区画内は磨 り消 されている。隆起帯縄文

帯が接続する要所にはブタ鼻状の癌が貼 り付けられている。 くびれ以

下め胴部中位 には洗練区画の縄文帯が巡 り，縦刻みを加えた横長貼癌

が 8 単位， 2 段に施されている。胴部中位以下には右下が りの粗い条

線が施文されている。

普通

2

探鉢形土器 A 〔24．0〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴下部は僅かに内攣 しながら立 ち上 砂粒 ・長石・石英 ・ P266　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （17．9） が り，その後やや外反 しながら口縁部に至 る。口縁部上端に縦刻みを スコリア SK－94 9　覆土

施 した角状突起 を2 個 1 組で有 し，直下に横刻みを持つ癌が貼 り付け 橙色 （安行Ⅲ a ）

られている。‾口縁部 と胴上位 に沈線を沿わせた縄文帯を巡らせ，間に

は入 り組み三叉文が彫刻 され，部分的に縄文が施文 されている。胴下

半 は無文で，最大径部分に横走する沈線が施されている。

普通

3

浅鉢形土器 A 〔18．4〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣 した後屈曲し，直立気味 砂粒 こ雲母 P267　　　　　　　 5 ％ ・

縄 文 土 器 B （6．0） に口縁部に至る。口縁部上端には縦刻みを施 した小突起がつけられ， にぷい赤褐色 SK－949　覆土

沈線を沿わせた縄文帯が口縁部に巡らされている。屈曲部には上下に

洗練を沿わせた突帯が巡 り，へラ状工具により削り込みの凸凹が付 け

られている。口縁部縄文帯 と突帯の間には，偏平な下向 き，上向 き弧

線を連結 させ，区画内には縄文が施文されている。

普通 （安行Ⅲa ）

4

注口土器か A 12．4 注口土器の口縁部片か。胴部は内攣すると思われ，屈曲 し，外傾 して 長石 ・砂粒 P268　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （5．8） 口繹部に至る。口縁部中央及び胴部境に沈線 を巡 らし，沈線間には緻 灰褐色 ． SK－94 9　覆土

密な縄文が施文されている。口縁部上端から口縁部中央の洗練 まで と 良好 （大洞B または安行Ⅲ．

内面は丁寧な磨きが施 されている。 a か）‘

6

探鉢形土器 B （7．5） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開く。内 ・ 砂粒 ・長石 ・石英 P270　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 4．3 外面ナデで整形 されている。 浅黄橙色

普通

SK－94 9　底面

（安行）

ー344－
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7

深鉢形土器 p （8．4） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。内 ・ 砂粒 ・長石 ・ P27 1　　　　　 10 ％

縄 文 土 器 C　 3．8 外面ナデで整形されている。 スコリア

にぷい橙色　 普通

SK－949　覆土

（安行）

8

台　 付　 鉢 B （4．2） 胴部片。胴下部は外傾 して開 く。内面ナデが施 され，外面には接合部 砂粒・長石・雲母 ・ P272　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 を囲むように多角形状に条線が施文 されている。 スコリア

橙色　 普通

SK－949　 覆土

（安行）

5

手燭形土器 長さ（3．1） 手燭形土器の柄部片か。表面には長方形の区画文が沈線で施され，内 長石 ・砂粒 P269　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅（4 ．5） 部にも短沈線で直線的な文様が描かれている。柄基部近 くに円孔が 2 橙色 SK－94 9　覆土

か所沈線上に穿たれている。側面には連続の刻文が巡 り，基部は直立

気味に短 く立ち上がっている。裏面は短軸に洗練 を施 し，縄文が施文

されている。

普通 （安行Ⅲa ）

第 23 3図 深鉢形土器 A 〔22 ．6〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣 して立ち上が り，口縁部 石英 ・長石 ・砂粒 P273　　　　　　　 5 ％

1 縄 ‾文 土 器 B （12．0） に至る。口縁部は折 り返 しにより肥厚 し，肥厚面 に粘土紐 を貼 り付け 橙色 SK－950　覆土

た刻文帯が巡らされている。口縁部 には下向き弧線状の条線，胴部 に

は斜行する条線が施 され，その接点には隆起帯刻文が貼 り付けられて

いる。

普通 （安行 Ⅱ）

第 233図 鉢 形 土 器 A 〔23．5〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣気味 に外傾 して立 ち上が 砂粒・雲母・長石 ・ P274　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （8．8） り，口縁部 は内削ぎ状で肥厚する。無節 L の縄文 を地文 とし，口縁部 石英 SK－951 覆土

文様帯 と胴部文様帯 との接点には，洗練 を下 に沿わせた連続爪形文を 黒褐色 （阿王台Ⅳ）

巡 らせている。 普通

第 234図 鉢 形 土 器 A 18．8 口縁部一部欠損。平底で，胴部はやや内攣 しながら立 ち上が り，頚部 砂粒 P27 5　　　　　　　 80 ％

1 縄 文 土 器 B 12．3 で僅かにくびれ外傾 しながら口緑部に至 る。口綾部 と頚部 に刻文帯を にぷい赤褐色 SK－952　底面

C　 9．2 巡 らし，文様帯が分離される。口縁部文様帯は僅かに蛇行する数本の

横走沈線を上段 に，下段には磨 り消 しを施 し，上段には摩耗が進んで

いるが縄文施文の痕跡が見られる。胴部か ら底部までは単節縄文 R L

が充填されている。

普通 ．（加曽利B 2 －3 ）

第234 図 探鉢形土器 A 〔31．6〕 平底で，胴部・は外傾 して立ち上が り，口縁部は僅かに内攣する。 口縁 砂粒 ・長石 ・ P276　　　　　　　 40％

1 縄 文 土 器 B　24．5 部 と頚部に隆線を巡らせ，口縁部文様帯が構成 されている。区画内に スコリア SK－956　底面

C 〔7．8〕 は洗練を沿わせた隆線で，渦巻文，・不整三角形文を措き，隙間には無 褐灰色 （加曽利E Ⅱ）

節の縄文が施文されている。幅の狭い磨消帯の下に，無節R の絡状体

圧痕文を縦位に施 し，幅の狭い直線的平行洗練，蛇行単洗練 を垂下 さ

せ胴部文様帯 としている。底部から2 cm ほどは磨 り消されている。

普通

2

浅鉢形土器 A 〔42．0〕 胴部から口縁部にかけての破片。緩やかな 「S 」字状を措いて外傾 し， 長石 ・砂粒 P278　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （10．0） 口縁部に至る。口縁部上端は偏平で，内 ・外面に磨 きが施されている。 にぷい褐色

普通

SK－95 6　覆土

（加曽利E Ⅱ）

第235 図 深鉢形土器 A　29．2 上げ底で，・胴部は僅かに内攣 しなが らやや外傾 して立ち上がり，頚部 砂粒 ・スコリア ・ P279 °　　　　　　 80％

1 縄 文 土 器 B　46．7 で外反 し内攣気味に口縁部に至る。中央部が凹む山形の波頂部を 4単 長石 ・雲母 SK－96 0　底面

C lO．8 位有する波状口縁で，・波頂部 を結ぶ隆帯 と口縁部下 を巡 る隆帯が波嵐 にぷい樺色 （阿王台Ⅲ－Ⅳ）

部で連結 し，波頂部下にで きる三角形内部 には区画 に沿うキャタピラ

文とキャタピラ文を沿わせて中央に沈線が加えられた隆帯が波頂部か

ら派生 して渦状に区画中央に措かれている。隙間には小波状文，斜行

沈線文が措かれている。頸部無文帯を挟んで，胴部上位 と下位に巡る

隆帯で胴部文様帯が区画され，上段の隆帯から垂下する 1 本の隆帯 と，

下段から上昇する2 本の隆帯が，区画中央で渦条に連結する文様が 3

単位描かれている。上段の隆帯の上にはキャタピラ文が沿い，隆帯及

び隆帯の隙間には単節縄文R L が施文 されている。

普通

第 236図 突　　　 起 B （6．0）．口縁部突起片。連続の刻みを施 した上下の隆帯がせ り上が り，眼鏡状 砂粒 ・長石 P280　　　　　　　 5 ％

2 縄 文 土 器 幅 （14．0） の突起が付されている。中央の孔 は未貫通，突起下 には三叉文が残 さ 橙色 SK－96 0　覆土

れている。隆線の内側には幅広の爪形文が連続で刺突されている。 普通 （阿王台Ⅳ）

3

把　　　 手 B （10．4） 横走する隆線が上方にせ り上が り，橋状の把手 を形成する。隆線 は上 長石 ・石英・雲母 ・ P28 1　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （9．8） 方で曲線 を措 き，把手外面に横刻みが施 されている。隆線に沿い連続 スコリア SK－96 0　覆土

の刺突文が施 されている。 にぷい橙色　 普通 （阿王台Ⅳ）

第 236図 把　　　 手 長さ（5．8） 球状の突起が付けられた橋状の把手。突起頂部 には洗練 を沿わせた横 砂粒 ・雲母 ・長石 P282　　　　　 ．5 ％

1 縄 文 土 器 幅　 3．9 長の 「S 」字状の隆線を施 し，側面には沈線を沿わせた隆線で縁取 ら にぷい褐色 SK－1044　覆土

れた刺突が 2 単位設けられている。把手上部にも刺突，側面には円孔

を穿ち，外面丁寧な磨 きで仕上げられている。

普通 （加曽利 B l ）

2

把　　　 手

縄 文 土 器

長さ（3．5）

幅 （4．7）

球状の把手。口縁部との接合部には洗練が施されている。 砂粒 ・長石・雲母 ・

スコリア

褐灰色　 普通

P283　　　　　　　 5 ％

SK－1044　覆土

（加曽利 B l ）

－345－
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第236図 探鉢形土器 B （3．8） 底部片。平底で，胴下部 は外傾する。内 ・外面ナデで整形されている。 長石 ・石英 ・雲母 P28 3　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 C 〔10．3〕 褐色

普通

SK－1046　覆土

（中期中葉）

2

把　　　 手 長さ（5．4） 橋状把手片。 2 本の隆線 を貼 り合わせて，接合部は幅広，先端昼細 く 砂粒 1P28 5　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （7．4） 作出されている。把手両側面には沈線を沿わせた連続爪形文が円孔 を 明褐色 SK－1046　覆土

巡 り，胴部は地文の横位回転単節縄文R L の上に渦巻沈線が措かれて

いる。

普通 （中峠）

3

把　　　 手 長さ（6・．7） 橋状把手片。橋状把手を取 り巻 くように沈線，沈線状の連続刺突文が ．石英・長石・雲母 ・ P28 6　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅（5．9） 施 され，胴部にも刻み臼状の連続刺突文，沈線が描かれている。 スコリア

にぷい褐色　 普通

SK－1046　覆土

（中峠）

第237 図 深鉢形土器 B （7．8） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して立ち上がる。 砂粒・長石・雲母 ・ P287　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 C　 6．3 胴部外面に単節縄文R L を施文 し，底部か ら3 cmほ どは磨 り消 されて スコリア SK－1047　覆土

いる。 にぷい橙色　 普通 （加曽利 E I ）

第23 7図 探鉢形土器 B （12．台） 底部か ら．胴部にかけての破片。平底で，中央 に厚みを持つ。胴部は外 砂粒 ・長石・石英 ・ P288　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 C lO．9 傾 して開 く。内面横ナデ，外面縦方向のナデが施 されている。 スコリア

橙色　 普通

SK－1050　覆土

（後期初頭か）

2

深鉢形土器 B （6．2） 底部か ら胴下部にかけての破片。小形の平底で，胴部は外傾して開 く。 砂粒 ・長石 ・ P289　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 C　 2．9 内面ナデ，外面縦方向の磨 きが施されている。 スコリア

灰赤色　 普通

SK－10岳0　覆土

（安ね）

第 238図 把　　　 手 長さ（14．1） 深鉢形土器口縁部把手片。上 ・下段の隆線を橋状の把手が連結 し，把 石英 ．・長石 ・雲母 P290　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 幅（13．0） 手上端からは内面横長の 「S 」字状を措 くと思われる隆帯で，孔を有 － にぷい褐色 SK－10 51 覆土

する突起が取 り付けられている。下段 の隆線及び胴部隆線に沿って連

続角押文が施 されている。

普通 （阿王台Ⅲ－Ⅳ．）

第 238図 葉 形 土 器 A　29．7 胴部から口縁部にかけての破片。‾内攣 して口縁部に至る。口縁部は肥 砂粒 ・長石 ・ P292　　　　　　　 50％

1 縄 文 土 器 B （29．6） 厚 し，折 り返 されている。内面ナデ，外面削 り後ナデで整形され，口 スコリア SK－10 56　覆土

縁部から胴部にかけての内 ・外面に煮炊 きの際の吹きこぼれ痕が付着 にぷい橙色 （安行 Ⅲa ）

している。 普通

第239図 浅鉢形土器 A 〔29．7〕 平底で，胴部は外傾 して開 き，頚部で屈曲して口縁部に至る。波状口 砂粒 P293　　　　　　　 25％

2 縄 文 土 器 B 12．3 縁 で，波頂部に縦刻みを施 した突起，波底部に上端が偏平で入 り組み 黒褐色 SK－10 56　覆土

C 〔12．0〕 状珠線を施した小突起を有 し，口縁部上端 に施 された沈線で結ばれて‾

いる。口縁部には縄文帯，頚部には削 り出しにより凸凹をつけた突起

を連続したような突帯を波状口縁 に対応 して設け，区画内には入り組

み三叉文を措 き，部分的に縄文が施文 されている。波頂部下には小突

起が貼 り付け られ，突帯が連結されている。爽帯下には弧状上向 き沈 ・

線間縄文帯，無文帯 を挟んで沈線間縄文帯が底部を取 り囲むように施

文 されている。口縁部内面及び外面無文部に磨 きが施されてヤーる。

普通 （安行 Ⅲa ）

第239 図 浅鉢形土器 A 〔42．8〕 胴上部から口縁部にかけての破片。内攣 して立ち上が り，口縁部は内 砂粒 ・長石 ・ P294　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 8 （8．6） 側 に屈曲 して，上端は幅広で偏平に作出されている。内 ・外面横方向 スコリア SK－1059　覆土

の磨きが施 され，赤彩されている。 浅黄橙色　 普通 （中期中葉）

第 240図 深鉢形土器 A　28．4 胴部下位欠損。平底で，胴部はやや外傾 して立ち上 が り，・頚部で外反 石英 ・長石 ・雲母 P36 6　　　　　　 60‾％

1 縄 文 土 器 B・〔46．2〕 した後短 く内攣 し，口縁部は直線的に僅かに開 く。口縁部無文，直下 褐色 SK－1061 覆土

C　 8．0 に連続刺突による 「コ」の字文が施 されている。削 り込みによる突起

を8 単位有する凸凹の突帯 を頚部上位に巡 らせ，突帯外面 には平行沈

線が突起部分を結 んで施文 されている。単節縄文 R L が突帯側面は横

位回転で，胴部は縦位回転で施文され，胴部 には2 本 1組の綾繰 り文

が 4 単位垂下している。

普通 （中峠）

第241図 深鉢形土器 A 〔22．6〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴上部で緩やかに内攣 しなが ら口縁 砂粒 ・えコリア P295　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （12．8） 部に至る。波状口縁で，口縁部は内削ぎ状，波頂部は台形状で，口縁 にぶ‘い橙色 SK－1062　底面

部内側に沈線が施 されている。口縁部の形状に沿い沈線が施され，口

縁部外面 には縄文帯が施文 されている。胴部には沈線で 「J 」字文，

スペー ド状文，銀杏の葉状等の文様が描かれ，‾．区画内は単節縄文 L R

を充填，区画外は磨 り消 されている。

普通 （称名寺 1 ）

2

鉢 形 土 器 A 〔23．0〕 椀状で，内攣 しながら口縁部に至 る。口縁部に刻みを有する小突起が 長石 ・砂粒 P296　　　　　　　 25％

縄 文 土 器 B　 9．6

C 〔5．0〕

付けられ，内面ナデ，外面横方向の削 りで整形 されている。 明赤褐色

普通 ．

SK－10 62　覆土

（安行 Ⅲa ）

－346－
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第 241図 深鉢形土器 A 〔37．6〕 胴上部からロ縁部 にかけての破片。胴部は直立気味に立ち上がり，’頚 石英 ・長石．・雲母 P29 7　　　　　　　 20 ％

1 縄 文 土 器 B （25．6）－ 部で外傾 して口縁部に至る。口唇部外面 とその下に巡らされた隆帯で・ にぷい赤褐色 SK－1063　 覆土

口縁部文様帯を区画 し，上下の隆帯は 「）（」状の曲線で連結 され，

幅広の楕円形の区画内には隆帯 に沿う連続爪形文，内部に蛇行洗練が

描かれている。頭部は地文の縄文を摩 り消 して無文帯としているが，

．部分的に縄文が残されている。胴部文様帯はキャタピラ文と直下に横
走する隆帯で頚部と分粧 し，直線的に垂下する隆帯が接続 している。

区画内は隆帯に沿って 2 －13 本の沈線が地文の縄文の上に施文されて

いる。

普通 （阿王台Ⅳ）

第 242 図 深鉢形土器 A 〔29．0〕 胴上部から口縁部にかけての破片。直立気味に口縁部に至る。口縁部 砂粒 ・スコリア P298　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （14．3） は肥厚 し，外面 に巡 らせた沈線上に連続刻文が施されている。口縁部 橙色 SK－106 5　 Pl内

から胴部には右下が りに斜行する粗い条線が施 され，部分的に磨 り消

されている。頚部には沈線間刻文帯が巡 り，文様が分断されている。

普通 （安行 I ）

2

異形台付土器 D 〔5，2〕 台部片。裾部から2 段の沈線間刻文帯が巡 り，磨消帯には穿孔が施さ 砂粒・長石・雲母 ・ P299　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 E （13．0） れている。 スコリア

褐灰色　 普通

SK－106 5　覆土

（安行 I ）

3

‘把　　　 手 長さ（5．3） 口縁部把手片。丸みを持 った器台形の把手で，上位にくびれが見られ 砂粒 ・雲母 P300　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （5．5） る。頂部に 2 か所，側面と内 ・外面に 1 か所 1 対づつの円形凹みが施 にぷい樟色 SK－106 5　覆土

され，磨 きで整形 されている。 普通 （加曽利B l ）

第24 2図 探鉢形土器 A 〔22．（汁 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣 して立ち上が り，口縁部 砂粒 ・長石 ． P301　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （19．9） は内傾する。口縁部は折 り返 しによる作出で肥厚 し，沈線を沿わせた 灰褐色 SK－106 6　覆土

隆起帯縄文帯 を口縁部以下 4 段に巡 らされてし‘－る。 1段 と2 段， 2段

と3 段は縦長貼 り癌により，部分的に連結 されている。

普通 （安行 I ）

2

鉢 形 土 器 A 〔14 ．－7〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣気味に立ち上が り，口縁 砂粒 ・雲母 ・ P302　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （10 ．1） 部に至る。口縁部は肥厚 し，口縁部下に緩やかな上向き弧状の沈線が スコリア SK－10 66　覆土

施文されている。胴中位に横走沈線を施 し，直上 に口縁部弧状沈線に 黒褐色 （安行 Ⅲb ）

対応する下向き弧状沈線が描かれ，上下の弧状沈線の連結部は鋸歯状

沈線で結ばれている。

．普通

3

深鉢形土器 A （4 ．7） 底部か ら胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。外面 砂粒 P303　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B 〔3．0〕 は縦方向の磨 きが施されている。 褐色

普通

SK－1066　覆土

（安行）

4

小形広 口壷 A 〔13．5〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は内攣 し，頚部で くびれ，口縁 砂粒 ・雲母 ・長石 P304　　　　　　 15％

縄 文 土 器 B （7．2） 部は外傾する。口縁部上端 に癌状突起を 2個 1組で有し，内面横方向 にぷい橙色 SK－1066　覆土

の磨き，外面横方向のナデが施 されている。 普通 （安行Ⅲa ）

．第 243図 探鉢形土器 A 16．4 胴部中位以下欠損。胴部は内攣 して立ち上がり，口縁部に至る。口縁 長石 ・砂粒 P30 5　　　　　　　 30％

1 縄 文 土 器 B （12．4） 部は肥厚 し，肥厚部に縄文帯が施 されている。上と外に突出する縦刻 にぷい赤褐色 SK－1067 B　覆土

みを施 した横長の突起が対で 8 単位，一口縁部上端及び外面に貼 り付け

られ，口縁部下で対になる位置に孔が 2 か所穿たれている。口縁部以

下沈線区画で楕円形，内部磨 り消 しの枠状文，その下に沈線区画で上

向き弧状の縄文帯が口縁部突起間に対応 して 8 単位施され，縄文帯は

3 か所の縦刻みを施 した貼癌で連結されている。口縁部 と同様の突起

が，口縁部突起の中間の位置に対応して胴上位の最大径部に貼 り付 け

られ，突起から派生する入 り組み沈線文が央起間を結び，単節縄文が

隙間に施文 されているが，突起の上は部分的に磨 り消されている。以

下口縁部下の文様帯 と同様，沈線区画の長楕円形の磨消帯，縄文帯と

文様帯が展開され，最大径部の貼癌に対応する位置 に貼癌が加えられ

ている。

普通 （安行Ⅲ a ）

第 24 3 図 探鉢形土器 A 〔34．r4〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は僅かに内攣 しなが ら立ち上が 石英・長石・雲母 ・ P306　　　　　　　 30％

1 縄 文 土 器 B （27．4） り，頸部で くびれ，外反 して口縁部に至る。口縁部 は僅かに波状 を呈 スコリア
SK－106 9 ’覆土

し，口唇部外面 に沈線が巡 らされている。数本 1組の沈線が口縁部か にぷい橙色 （堀之内 1 ）

ら胴部に直線的に施文され，胴部 に施 された縄文を切断している。沈

線の器面への食い込みは浅い。

普通

第244 図 深鉢形土器 A 〔36．0〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は直線的に外傾 して立 ち上が り， 砂粒 ・スコリア P307　　　　　　　 30％

2 縄 文 土 器 B （30．2） 口縁部に至る。口縁部は外削 ぎ状で，直下 に半載竹管による沈線が巡 橙色 SK－10 69　覆土上層

らされている。胴部外面 には縄文が施文 されてし‾、る部分と幅広の絡状

体縄文が施されている部分が見 られる。

普通 （堀之内 1 ）

－347－
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3

浅鉢形土器 A 〔37．6〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は内攣 し，頚部で屈曲し，口縁 石英 ・長石 ・雲母 P308　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B ‘（10．0） 部は外反する。口縁部無文で，頚部 には幅広の沈線内に鋸歯状粘土紐 にぷい褐色 SK一．1069　覆土上層

貼 り付け後，交互刺突に享る連続 「コ」字状文が巡らされている。頸

部 から肩部の幅で突帯を巡 らし，縦の平行短洗練で区画 された内部に

横長楕円区画の沈線あるいは横沈線を施 し，部分的に連続爪形文が施

されている。

普通 （中峠）

4

鉢 形 土 器 A 〔21．2〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部が内攣する椀状で，口縁部が僅 砂粒 ・雲母 ・ P309　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （6．8） かに肥厚する。口縁部上端に 2 個 1組の小突起 を施 し，突起及び突起 スコリア SK－10 69　覆土

間には刻みが加 えられている。口縁部下に短沈線，胴下位に平行沈線 黒褐争 （安行 Ⅲb ）

を巡らせ，短洗練の下に上向き弧線，平行沈線の上に下向き弧線を措

き，区画内を磨 り消 し，他は口縁部から胴部に単節縄文R L が充填 さ

れている。

普通

第2－44 図 探鉢形土器 A 〔26．3〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は直立気味に立 ち上が り，頚部 砂粒 ・スコリア P315　　　　　　　 30％

1 縄 文 土 器 B （22．4） で外厚 し，口縁部は短 く直立する。‾口縁部は断面角状 に作出され，内 にぷい橙色 SK－10°80　覆土

側に稜が施 される。沈線を沿わせた隆線を上下に巡 らせて口縁部文様

帯を区画 し，上下の隆線はクランク状の洗練を沿わせた平行隆線で結

ばれ，隙間は磨 り消されている。胴部は単節縄文．L R が施文されてい

る。．

普通 （加 曽利 E I ）・

2

探鉢形土器 A 〔23．4〕 胴部は直立気味に立ち上が り，口縁部は外反してラッパ状に開く。口 砂粒 ・雲母 P31 6　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （15．5） 縁部外面は磨 り消 しの無文帯で，頚部には上下に沈線を施 した二重隆 にぷい赤褐色 SK－1080　覆土

線 による長楕円形 を連続 して措 き，口縁部と胴部の文様帯が分離 され

ている。楕円形の接点には口縁部に突出する半円状の隆線が施されて

いる部分 もある。胴部には縦位回転の単節縄文L R を施文 し， 3 本 1

埠の平行沈線が垂下し，文様が分断 されている。

普通 （大木 8 a ）

第24 5図 探鉢形土器 A 〔42．0〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣 して口縁部 に至 り，口縁 砂粒 P318　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （11．4） 部内面 は内削 ぎ状で稜が施されている。口緑部外面 に隆帯が巡 り，上 赤褐色 SK－10 90　覆土

向き弧状の隆帯が接続 した枠内には隆帯に沿 うキャタピラ文，鋸歯状

洗練，半裁竹管 による平行沈線文が枠 に対応 して施文されている。

普通 （阿王台Ⅲ）

2

探鉢形土器 B （9．5） 口縁部片。口縁部は内攣する。口縁部下に巡る上下 2 段の隆帯を，楕 砂粒 ・長石 P319　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 円形が連続するように橋状に縦の隆帯で接続 している。上段の隆帯に 橙色 SK－10 90　覆土

は連続刺突が施 され，口縁部 との間には微隆起線で長方形や菱形のモ

チーフが描かれている。胴部文様は摩滅が著 しく詳細不明である。

普通 （大木 8 a ）

3

把　　　 手 長さ（4．8） 波状 口縁波頂部の台形状把手片。波頂部両側に孔を有し，内 ・外面沈 長石 ・雲母 ・砂粒 P32 0　　　　　　　 2 ％

縄 文 土 器 幅（9．1） 線を伴 う輝線で縁取 られ連結 されている。頂部 より下がる隆線 によっ 赤褐色 SK－1090　覆土

て表出 された枠内には，隆線に沿いキャタピラ文が施 されている。 普通 （阿王台Ⅲ）

第246図 異形台付土器 A 〔5．8〕 台部は 「く」の字状で，胴部はやや外傾 して立ち上が り，口縁部に至 砂粒 ・長石 P32 1　　　　　　 90％

1 縄 文 土 器 B　 8．0 ・ る。口縁部上端には連続刻文が巡 り，上端及び外面に刻みを施 した横 橙色 SK－1091 覆土

D　 4．2 長の突起が 2 個 1 組で4 単位貼 り付けられている。胴部中位には刻み 普通 （安行 Ⅱ）

E　 3．2 を施 した中空でラッパ状の突起 と横刻みを施 した円形の突起が 2 単位

ずつ交互に口縁部突起に対応 して貼 り付けられている。上下の突起間

には縦長の孔が穿たれ，上下左右の突起は僅かに弧状を呈す る洗練区

画の刻文帯で連結されている。台部 と胴部の境 には沈線が巡 り，沈線

から台部，胴部 に縦方向の洗練が派生 している。台部中位には横長で

やや弧状の沈線区画の刻文帯 を括弧状 に4 単位施 し，胴部の突起に対

応するブタ鼻状突起で連結されている。裾部にも洗練を沿わせた刻文

帯が施 されている。

第246図 探鉢形土器 A　27．5 胴下部から底部にかけて欠損。胴部は直立気味に立ち上が り，頚部で 石英・長石・雲母 ・ P322　　　　　 70牢

1 縄 文 土 器 B （25．8） 外傾 して口縁部に至る。口縁部は山形の波頂部を 3単位有する波状 口 スコリア SK－109 2　底面

縁で， 1 か所のみ外面 に連続爪形文を加えた環状の突起が付けられて 褐色 （阿王台Ⅳ）

いる。口唇部 には外削ぎ状の隆帯が巡 り，隆帯中央に沈線が加え られ，

洗練の両側には連続爪形文が加飾されている。口唇部 と口縁部下位に

巡る降帯で口縁部文様帯が区画 され，内部に下段の隆帯から派生する

曲線が隆帯で，隙間には斜行洗練が施文 されている。痙帯上には連続

爪形文，部分的に連続爪形文や沈線が隆帯に沿ってそれぞれ描かれて

いる。頚部は無文である。胴部は上位に連続爪形文が施され，以下に

連続爪形文を加 えた三角形の区画文を描 き，区画に沿って連続爪形文，

平行沈線を施文 し，内部 に縦の細沈線が充填 されている。区画外 も同

様の文様が施されている。

普通
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第 247図 深鉢形土器 A 〔30：0〕 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は直立気味に立ち上が り，‘頚部 石英 ・長石 ・雲母 P324　　　　　　 20％

2 縄 文 土 轟 B （25．5） で外傾 した後僅かに内攣 しなが ら口縁部に至る。口径はやや歪み，・口 暗褐色 SK－10 92 ．覆土

唇部上端 には3 単位の突起 を有するものと思われる。突起の形状 は欠

損のため不明である。口縁部は外側 に沈線，内側 に幅広の角押文と洗

練を沿わせた楕円形め枠状文を 2個 1組で 3 単位施文 していると思わ

れる。枠状文の連結部分は，両側の隆帯がせ り上がることで環状にな

り，突起直下に位置 している。頚部には上に沈線，下に角押文 を沿わ

せた隆帯を巡らせ，以下胴部仁は角押文を沿わせた隆帯で楕円形状の

モチーフが措かれている。口縁部隆帯及び器面全体に単節縄文 R L が

施文されている。

普通 （阿王台Ⅳ）

3

浅鉢形土器 A 〔42．0〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は外傾 して開き，肩部で屈曲し， 砂粒 ・スコリア P325　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （13．1） 口縁部は短 く外反 し，内削ぎ状に作出されている。口縁部下を巡る沈 にぷい橙色 SK－10 92　覆土

線 と肩部の間に縦方向の結節沈線文，縦，横及び渦状の洗練文が描か

れて1いる。内 ・外面磨 きで整形 されている。

普通 （中期中葉）

4

探鉢形土器 A　 8．3 小形の深鉢形土器。平底で中央部 に厚みを持ち，胴部は直立気味に立 ．砂粒・長石 ・雲母 ・ P326　　　　　　 100％

縄 文 土 器 B lO．1 ち上がり，口縁部は短 く外反する。単節縄文R L が横位回転で施文さ‘’スコリア SK－10 92　覆土

C　 6．0 れ，底部から2 － 3 cmは無文 となっている。1 橙色　 普通 （阿王台Ⅲ－Ⅳ）

第248図 鉢 形 土 器 B （13．8） 底部から胴部にかけての破片。突出気味の平底で，胴部は僅かに内攣 長石 ・雲母 ・ P327　　　　　　　 30％

1 縄 文 土 器 C　 8．8 しながら外傾 して開く。胴上位は沈線で区画 された内部 に単節縄文R スコリア SK－10 99　覆土

L が充填 され，胴部内面及び外面区画外は横方向の磨 きが施 されてい 明赤褐色 （加曽利 B 2 ）

る。底部に網代痕が残 されている。 普通

2

鉢 形 土 器 B （3．0） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して立ち上がる。 砂粒 ・雲母 P328　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 C 〔4．2〕 胴部外面に単節縄文R L が施文 されている。 橙色

普通

SK－1099　覆土

（加曽利 B 2 ）

第 24 8図 把　　　 手 長さ（12．3） 口縁部把手片。三角錐状の立体的な中空把手で，把手内面に 1 か所， 雲母 ・長石 P32 9　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 ・幅（10．3） 側面 に上下 2 か所で 1 対の孔が穿たれている。側面の孔は隆線上刻文 にぷい褐色 SK－1104　覆土

帯，隆線及び隆線上刻文帯の三重の縁取 りが施され，外面の稜線上に

も連続の刻みが施 されている。把手内面 には輪郭 に沿 う沈線が施され

ている。

普通 （中峠）

2

手 捏 土 器

縄 文 土 器

長さ　3．7

幅　 5．1

厚さ 3．6

粗雑 な作 りの手淫土器で，用途 は不明である。 砂粒 ・雲母 ・

スコリア

橙色　 普通

P33 0　　　　　 100％

SK－1104　 覆土

第 249図 探鉢形土器 A 〔19．6〕 胴上部から口縁部にかけての破片。頸部で外反 した後口縁部に至る。 砂粒 ・スコリア P331　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （9．6） 口縁部内面に粘土を貼 り付 け，上端を偏平に，内 ・外面磨 り消 しで作 赤色 SK－11甲　 覆土

出されている。口縁部磨 り消 し無文帯の直下に巡らせ た幅広の洗練間

に小形の 「U 」字状粘土紐 を連続 して貼 り付け，刺突を加 えることで

文様が強調 されている。口縁部から胴上部には中央に沈線 を巡らせた

ドーナツ状の円形突起を，口縁部上端には円形突起を挟むように突起

が加えられている。胴部には縦位回転の単節縄文R L が施文 されてい

る。

普通 （申峠）

2

探鉢形土器 長さ（8．5） 口縁部片。波状口縁で，口縁部に巡る上下の隆帯を結ぶ橋状把手を有 石英・長石・雲母 ・ P332　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅（10．7） し，隆帯及び把手外面には縄文が施文 されている。隆帯間には橋状把 砂粒 SK－1109　覆土

手 を挟んで隆線上爪形の交互刺突文と円形の交互刺突文が 2段施 され にぷい橙色 （中峠）

ている。 普通

第 249 図 把　　　 手 長さ（10．6） 口縁部把手片。波状口縁波頂部把手片で，側面 の最大厚部分は5・Ocm 砂粒 ・長石 ・ P333　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 幅（9．5） である。把手内面及び頂部に1 か所ずつ，外面に 2 か所，刺突間沈線 スコリア SK－1111 覆土

を加えた長楕円形の突起 を有 し，側面 にも刺突間沈線が 1 か所ずつ加 浅黄橙色 （称名寺 2 ）

えられている。口縁部波頂部内面には刺突，外面には口縁に対応する

山形の洗練が施文されている。＿

‘普通

第 249 図 注 口 土 器 長さ（8．7） 注 口部片。胴部 に約30度の角度で上向きに付 くものと思われる。基部 砂粒 ・雲母 ・ P334　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 幅（3．6） 外径3．8cm，内径1．8cm で，外面ナデが施されている。 スコリア ．

にぷい褐色　 普通

SK－1114　覆土

（後期）

第 250 図 探鉢形土器 A 〔24．8〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が り，外反気 砂粒 P335　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （13．8） 味に口縁部 に至 る。口縁部は指頭 による作 出で突出し，内面は頚部に 橙色 SK－1117　覆土

稜が設け られている。胴部外面は縦方向の磨 きが施 され，．胴部上位に 普通 （阿王台Ⅳ一

半円形の隆線が 2個連続で貼 り付けられている。内面に煤が付着 して

いる。

加曽利 E I ）

2

深鉢形土器 長さ（7．0） 口縁部片。口縁部を巡る上下の隆帯を，橋状の把手で連結 している。 石英 ・長石・雲母 ・ P33 6　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （14．6） 把手外面には沈線を沿わせた隆線で末端が渦巻のモチーフを措 く曲線 砂粒 SK－1117　底面

が施 されている。上下の隆帯には楕円形の孔が加えられている。 橙色　 やや不良 （大木 8 a ）
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3

把　　　 手－ 長さ（11．9） 波状口縁の波頂部把手片。波頂部 に円形の把手を縦方向に取 り付け， 砂粒 ・雲母 P337　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （10．6） 連続刻文を施 した隆帯が，把手周囲及び口縁部上端両側に施 されてい にぷい黄橙色 SK－1117　底面

る。一方の把手側面 には隆帯間に末端が渦巻 を措 く沈線，もう一方に

は口縁部に流れる刻みを施 した渦巻隆帯が施文されている。隆帯で区

画 された波頂部外面 には沈線で下向きの半月状のモチーフ，さらに内

吉山こ弧 を措 く山形沈線文が施文されている。

普通 （阿王台Ⅳ）

第 251図 探鉢形土器 B （12．3） 胴上部片。胴部は直立 し，頚部か ら外反する。縦位回転の単節縄文R 砂粒 ・雲母 ・長石 P342　　　　　　 15％

1 縄 文 土 器 L が地文として施されている。頚部に巡る隆線と斜行する隆線の区画 橙色 SK－1124　覆土

に沿って半裁竹管による平行沈線が措かれ，内部にも縦方向の鋸歯状

あるいは直線が平行沈線で措かれている。

普通 ‘ （阿王台Ⅳ）

2

浅鉢形土器 A 〔37．7〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は内攣 して立ち上が り，口縁部 ．砂粒 ・雲母 ・長石 P341　　　　　　 15％

縄 文 土 器 B （12．9） ‘は短 く外反する。口縁部外面は横位回転の単節縄文R L が施 され，直 橙色 SK－1124　覆土

下に半裁竹管による専行沈線文が巡 らされている。肩部にやや下向‾き

の弧状を措 く隆帯 を連続 して貼 り付け，せ り上が りにより連結部 は突

出 して表出されている。突帯に沿って直上に平行沈線文が走 り，胴部

には縦位回転の単節縄文R L が施文 されていろ。

普通 （阿王台Ⅳ）

3

把　　　 手 長さ（9．5） 波状 口縁波頂部の把手片。頂部豆付 く環状の把手で，縄文施文の隆帯 石英 ・長石 ・雲母 P343　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （9．4） が把手から口縁部 に派生 している。把手中央に指頭 による沈線が加え にぷい橙色 ・ SK－112 4　覆土

られているb 普通 （阿王台Ⅳ）

第251図 探鉢形土器 B （6．5） 底部か ら胴下部にかけての破片。やや丸みを持つ底部で，胴部は外傾 砂粒 ・スコリア P344　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 C　 6．0 して開 く。胴部に単節縄文 R L が縦位回転で施文 され，沈線間磨消帯 にぷい橙色 SK－112 8　覆土

が胴下部 まで垂下 し，底部から3 －4 cmは磨 り消されている。 普通 （加曽利E Ⅱ－Ⅲ）

第251図 浅鉢形土器 A 〔37．0〕 胴上部から口縁部 にかけての破片。胴上部は内攣 して口縁部に至 り， 長石 ・雲母 ・P345　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （5．7） 口縁部は短 く直立する。口縁部は肥厚し，断面角状で上端は平坦 に作 にぷい赤褐色 SK－113 0　覆土

出されている。内 ・1外面赤彩されている。 普通 （加曽利E I ）

2

深鉢形土器 A 〔16．3〕 胴上部か ら．口縁部にかけての破片。やや反り気味に外傾 して口縁部に 砂粒 ・雲母 ・長石 P346　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （5．1） 至 る。口碑部折 り返 し痕が内面に残 り，上端は外削 ぎ状 に作出されて 灰褐色 SK－1130　覆土

いる。内面横ナデ，外面口縁部無文で，胴部に単節縄文 R L が横位回

転で施文 されている。

普通 （加曽利 E I ）

第252 回 探鉢形土器 A 〔20．0〕 胴上部か ら口縁部にかけての破片。胴部はやや外傾 して立ち上が り， 砂粒・雲母 ・長石 ・ P347　　　　　　　 5 ％

3 縄 文 土 器 B （5．5）－ 口縁部 は外側に突出する。口縁部指頭 によるナデ，胴部内面横 ナデ， スコリア SK－1130　覆土

外面縦方向のナデで整形 されている。 にぷい赤褐色

普通

（加曽利 E I ）

4

把　　　 手 長さ（9．4） 波状口縁の波頂部把手片。山形の把手で，外面に 3 本の鹿帯を貼 り付 石英 ・長石 ・雲母 P34 8・　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅（12．8） け，両脇の隆帯 には口縁部隆帯に続いて，短沈線，渦巻文，連続爪形 にぷい褐色 SK－1130　覆土

文等が施文 されている。隆帯で区画された三角形内には単節縄文R L

が縦位回転で施文されている？

普通 （加曽利 E I ）

第25 3図 浅鉢彪土器 A 〔28．0〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣 して立ち上 がり，頚部で 長石 ・雲母 ・ P35 0　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 B （14 ．1） くびれ，口縁部は短 く．外傾する。口縁部上端は平坦で，外削ぎ状に作 スコリア SK－1136　覆土

出 され，内面頚部直上に太 く偏平な沈線が巡らされている。肩部には にぷい赤褐色 （加曽利E I ）

緩やかな波状を措 く隆線を上下対称で措 き，幅広の区画内に隆線によ

る円形のモチーフが描かれて’いる。上段の隆線は幅広の部分で口縁部

下から派生する隆線 と接続し，頚部 と肩部の間にできた区画内には隆

線に沿う沈線，内部に縦の短沈線が施文 されている。口緑部外面は赤

彩されている。

普通

第253図 深鉢形土器 A 〔24．0〕 平底で，胴部 はやや外傾 して立 ち上が り，頚部か ら外反気味に口縁部 砂粒 ・長石 ・ P351　　　　　　 90％

1 1 縄 文 土 器 B （31．5） に至る。 口唇部は突出して作出さ．れ，内面寄 りに沈線を巡 らせている。 スコリア SK－1139　覆土

C　 8．4 形状の異なる把手 を2 単位有 し，両方とも口縁部下 は環状，口縁部か 明赤褐色 （勝坂 Ⅱ）

ら上は片方は孔を有する立体的な把手， もう一方は外面に隆帯と連続

．爪形文， 「C 」字状爪形文で文様を施した把手が付け られて．いる。頚
部 に段差 を有 し，上下 2 ？の文様帯に分離 されるふ 1文様帯は半裁竹

管による平行沈線文と縦 2 列の 「C 」字状爪形文を交互 に施文 してい

る。 2 文様帯は偏平な竹管による沈線状の連続刺突文，半裁竹管によ

る平行沈線文を沿わせた隆線， 「C 」字状爪形文で逆三角形の文様を

構成 し， 4 単位配 している。 2 文様帯以下は無文である。

普通

2

鉢 形 土 器 A 16．0 平底で，胴部は外傾 して開いた後内攣 し，口縁部は短 く外反する。肩 砂粒・雲母 ・長石 ・ P352　　　　　　 100％

縄 文 土 器 B　 9．8 部 に押捺を加えた隆帯が巡 り，口縁部 と隆帯がせ り上がって上下を結 スコリア SK－113 9　覆土

C　 8．0 ぶ橋状把手が 1 単位付けられている。外面は無文で，削 りで整形 され にぷい橙色 （勝坂 Ⅱ）

ている。 普通 ・
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第254 図 深鉢形土器 A 〔14．2〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣して立ち上がり，頸部か 砂粒 ・一雲母 P355　　　　　　　 20 ％

1 縄 文 土 器 B （15．4） ら外反気味 に直立 して口縁部 に至 る。口縁部から肩部にかけては磨 り にぷい橙色 SK－114 1－　覆土

消しの無文帯で，頚部から肩部にかけて張 り出すように作出されてい

る。肩部を巡る沈線以下に月同部文様帯が展開され，沈線で 「n 」状の

モチーフが措かれ，区画内に複節縄文L R L が施文 され，区画外 は磨

り消 されている。

普通 （大木 9 ）

第25 4図 探鉢形土器 B （27．4） 底部から胴部 にかけての破片。胴部は直線的に外傾 して立ち上がる。 砂粒 ・・雲母 ・長石 P35 6　　　　　　　 20％

1 縄 文 土 器 C 〔13．4〕 胴部外面はキャタピラ文を沿わせた隆線で曲線と直線 を組み合わせた 樺色 SK－1143　覆土

区画文を措 き，‘区画外 には粗い縦方向の条線が施 されている。胴部中

位に条線文を切断する沈線が施 されている。底部から8 －10cmは磨 り

消され，文様 は施 されていない。

普通 （阿王台Ⅲ）

第 254図 台 付 土 器 B （4．9） 台部片。断面が台形で，胴部 と台部の接合部に沈線間刻文帯を巡らせ， 砂粒 P357　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 E （3 ．0）． 台部外面 には単節縄文R L が充填 されている。 にぷい橙色

普通

SK－1144　 覆土

・（加曽利 B 3 ）

第 25 4図 深鉢形土器 A 〔33 ．8〕 胴上部から口縁部にかけての破片。頚部で くびれた後，外反 して口縁 砂粒 ．・スコリア P359　　　　　　 10％

1 縄 文 土 器 B （15．9） 部に至る。口縁部直下に沈線が施 され，沈線以下 に胴部文様帯が展開 桂色 SK－115 1 覆土

される。胴部 に単節縄文 L R を地文として施 した後，洗練で区画文，

弧線文が施 されている。

普通 （堀之内 1 ）

2

深鉢形土器 B （4 ．1） 底部か ら胴下部にかけての破片。やや突出気味の平底で，胴下部は直 砂粒 ・雲母 P360　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 8．4 立気味に立ち上がる。外面横磨き，底部 中央に土器作成時の痕跡 と思 にぷい褐色 SK－115 1 覆土

われる沈線が残 されている9 普通 （堀之内か）

第 255図 浅鉢形土器 A 〔36．0〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部はやや内密 しなが ら外傾 して立 砂粒 ・長石 P361　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 器 B （10．1） ち上が り，口縁部は突出する。口縁部は外削ぎ状で，平坦 に作出 され， 灰褐色 SK－115 3　覆土

内面口縁部と胴部の境に段差が設けられている。内 ・外面横ナデで整

形 されている。

普通 （加曽利E I か）

2

深鉢形土器 B （3．8） 底部か ら朋 下部にかけての破片。平底で，胴下部 はやや外傾 して立ち 砂粒・長石 ・雲母 ・ P362　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 C 〔10．4〕 上がる。底部に網代痕が残されている。
右英

明赤褐色　 普通

SK－115 3　覆土

（中期中葉）

第 255図 深鉢形土器 B （2．3） 底部から胴下部にかけての破片。底部は平底で突出してお り，胴下部 砂粒 ・雲母 ・ P363　　　　　　　 5 ％

1 縄 文 土 轟 C 〔7．6〕 は内傾気味 に立ち上がる。胴下部外面は磨 きが施 され，底部に網代痕 スゴリア SK－115 7　覆土

が残されている。 明赤褐色　 普通 （堀之内）

2

深鉢形土器 B （4．9） 底部から胴下部 にかけての破片。底部はやや上げ底で突出気味，胴下 砂粒 P364　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 C 〔7．0〕 部は外傾する。胴下部まで洗練による区画文が措かれ，枠内磨 り消し， にぷい桂色 Sk－115 7　覆土

枠外単節縄文L R が充填 されている。 普通 （称名寺 2 ）

土坑出土土製品観察表

図版番号 器　　 種
計 測 値 （cm） 重　 量

（g ）

畢存率

（％）
器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第218図2 土 製 円板 5．8 6．0 0．8 35．4 10 0 表面に単節縄文 R L 及び磨消帯施文　 裏面に未貫通孔 DP 49　 SK－7 60　覆土

第219図7 土 製 円薇 3．8 3．7 1．0 19．1 10 0 表面に波状条線　 裏面磨 き DP 51 SK－7 66　覆土

第22 0図1 耳　 飾　 り 4．4 1．8 24．4 10 0 半滑半環形で，孔径は0．8cm。表面 に，孔を取 り巻 くように DP 52　 SK－7 78　覆土

縦刻みを施 した痛 を4 単位貼 り付け，外周にも2 個 1 組の突‘ 槻 ・妻拓・スコリア・モ漢 欄 色

起が 6 単位貼 り付けられている。 普通 （後期後菓）

第23 6図6 土 製 円 板 4．9 （2．8） 0．°9 （13．8） 50 表面に単節縄文R L　 表 ・裏面に末貫通孔 DP57　 SK－1044　覆土

第24 1図3 土 製 円 板 4 ．9 4．5 1．0 27．2 100 表面に単節縄文R L DP58　 SK－1063　覆土

第24 6図3 耳　 飾　 り 〔6．6〕 〔5．8〕 2．0 （7．0） 20 有文内顎環形。表面に洗練による長楕円形の区画内に横位沈 DP60　 SK－1091 覆土

線 を施 した単位文が 3 －4 単位措かれると思われる。表面及 砂粒・長石　暗赤灰色　普通

び側面は磨 きが施 されている。 （晩期前葉）

第24 9図2 土　　　 偶 （4 ．0） （5．4） （3．6） （46．1）＿ 15 頭部片。眉 と鼻は連結し，鼻孔が施され， 目は沈線で表現さ DP61 SK－1110　覆土

れている。頬下及び頭頂部に段差 を有 し，眉上から後頭部に 砂粒・長石 にぷい橙色 部員

かけて刺突文が施されている。 （後期中葉一後葉）

第249図3 土 製 円 板 3．3 3．4 0．9 11．7 100 表面に単節縄文 R L DP62　 SK－1111 覆土

第25 1図4 土 製 円 板 3．4 3．3 0．9 11．7 100 無文＿ DP63　 SK－1124　覆土

第254図1 土 製 円 板 4 ．8 4．1 1．1 2 2．1 100 ‘無文 DP64　 SK－1145　覆土
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土坑出土石器観察表

図 版番 号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） ‘重 量 （g ）

第214 図12 磨　　　 石 6．6 6 ．0 4 ．9 （254 ．2） 安　 山　 岩 Q89　 一部 欠損　 S K－32 5　 覆 土

13 磨　　　 石 5 ．9 5 ．2 3 ．5 149 ．5 安　 山　 岩 Q90　 敵石 兼用　 SK －325　 覆 土

14 石 ・　 鉄 3 ．0 1 ．6 0 ．5 0 ．5 頁　　　 岩 Q 91 平基 有茎 鉄　 SK－3 25　 覆土

第 214 図 4 磨　　　 石 7 ．6 6 ．6 3 ．9 315 ．0 安　 山　 岩 Q 92　 敵石 兼用　 両 面 に僅か な凹 み　 SK －50 3　 覆 土

第 218 図 1 辣班 耳 飾 り 3 ．5 （2 ．4 ） 0 ．7 （ 7 ．2）・ 粘　 板　 岩 Q 132　 欠損 品 ＿　SK －762　 覆土

第 220 図 5 磨　　　 石 5 ．8 4 ．9 3 ．8 182 ．6 安　 山　 岩 Q 93　 敵 石兼 用　 両面 及 び側面 に凹み　 SK－7 68　 覆土

第 220 図 1 石　　　 錘 4 ．8 4 ．0 1 ．6 4 7 ．0 砂　　　 岩 Q9 5　 S K－77 3　 覆土

第 220 図 1 ‘磨　　 石 5 ．6 5．1 4 ．0 181 ．0 安　 山　 岩 ‘ Q9 6　 敲 石兼 用　 SK －777　 覆土

第 222 図15 磨　　　 石 6 ．5 6 ．2 4 ．8 27 9 ．1 安　 山　 岩 Q97　 SK －78 1 覆 土

第 2 24 図 3 石　　　 皿 （11 ．0 ） （8 ．7） （7．1） （550 ．1 ） 安　 山　 岩 Q98　 凹石兼 用 （底面 ）　 内面煤 付着　 SK －79 0　 覆土

第 2 24図 1 浮　　　 子 4 ．6 4 ．4 1．5 4 ．3 軽　　　 石 Q99　 有 孔　 SK－7 94　 覆土

第 2 24図 6 石　　　 鍍 1 ．8 1 ．5 0 ．4 0 ．8 チ　 ャ ー ト QlOO　 一凹基無 茎鉄　 SK －796　 覆 土

第 2 29図 7 敵　　　 石 6 ．1 5 ．5 3 ．4 14 6 ．9 安　 山　 岩 QlO2　 両 面 に凹 み　 SK －852　 覆 土

第 2 33図 3 磨　　　 石 6 ．3 6 ．3 4 ．6 ． 27 1．1 安　 山　 岩 QlO6　 敵 石兼 用　 SK－9 51 －覆土

第 23 7図 6 磨　　　 石 8 ．7 6 ．2 4 ．3 366 ．7 安　 山　 岩 QlO7　 蔽 石 ・凹石 兼用　 SK －1047　 覆 土

7 磨　　　 石 6 ．5 6 ．2 3 ．9 276 ．3 安　 山　 岩 Q lO8　 両 面 に凹み　 SK －1047　 覆 土

8 敲　　　 石 5 ．8 6 ．0 4 ．2 127 ．9 安　 山　 岩 Q lO9　 5K －1047　 覆 土

第 23 9図 8 磨　　　 石 6 ．7 5 ．6 3 ．2 ． 215 ．9 安　 山　 岩 Q llO　 敲石 轟用　 両面 に凹 み　 SK －105 6　 覆土

第 240 図 2 磨 製 石 斧 （17 ．8） 4 ．4 5 ．2 （119 ．2） 緑 泥 片 岩 Q lll 定 角式　 刃部 欠損　 SK －106 1 覆土

第 24 1図 4 石　　　 棒 （8 ．1） （5 ．0 ） （4 ．5 ） （260 ．9） 緑 泥 片 岩 Q 112　 有頭　 SK 一°10 63　 覆土

第 243 図 9 磨　　　 石 8 ．4 （4 ．8） ・4 ．2 （198 ．2） 安　 山　 岩 Q 113　 被熱 及 び煤付 着　 2／3欠 損　 SK－1066　 覆土

第 243 図 1 浮　　　 子 8 ．0 5 ．3 2 ．2 （ 23 ．9） 軽　　　 石 Q 114　 有孔　 一 部欠 損　 SK－10 67A　 覆土

第 244 図 4 石　　　 鉄 1 ．6 1．．4 0 ．5 0 ．9 チ　 ャ ー ト Q 12 1 平基 無茎鉄　 SK－10 91 覆土

第寧48 図 3 敲　　　 石 9 ．4 5 ．2 2 ．3 183 ．6 泥　　　 岩 Q12 3　 磨 製 石斧 の刃 部　 欠損 品の再 利用 か　 SK－1104　 覆土

第 2 49 図 3 磨　　　 石 7 ．年 4 ．2 4 ．2 3 64 ．8 安　 山　 岩 Q124　 敲 石兼 用　 表 ・裏面 に僅 か な凹 み　 SK －110 9　 覆土

，4 磨　　　 石 6 ．・5 ‾6 ．0 4 ．5 24 8 ．4 安　 山　 岩 Q12 5　 敵 石兼 用　 表 ・裏面 に僅 か な凹 み　 SK －110 9　 覆土

5 ‘磨　　　 石 6 ．0 5 ．5 3 ．5 20 6 ．6 安　 山 ・岩 Q126　 表 ・裏 面 に凹 み　 SK －110 9　 覆土

第 24 9図 1 敲　　　 石 ‘1 1．4 5 ．4 3 ．2 28 6 ．3 砂　　 考 Q127　 SK －11 12　 覆土

第252図 11 敲　　　 石 10 ．0 5 ．3 3 ．3 28 0．2 砂　　　 岩 Q130　 SK －113 0　 覆土

第 254 図 1 ナイフ形石器 4 ．7 1 ．5 0 ．7 2．8 黒　 曜　 石 Q131 SK －114 6　 覆 土上 層
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④　その他の土坑
．

ここでは，遺構平面図を掲載しなかった土坑の出土遺物についての実測図，拓影図の掲載及び解説を記述す

る。

第26卜264図1－56は遺構平面図を掲載しなかった土坑から出土した縄文土器片の拓影図である。

17，20，21，26，56は中期阿王台Ⅲ～Ⅳ式にかけての土器である。17，20は浅鉢形土器の口縁部片で，外面

無文である。17は口縁部内面に隆帯による区画的文様が見られ，赤彩されている。20は口縁部と胴部の内面境

に段が見られる。21は撚糸文，56は単節縄文が施され，26は隆線による区画内に爪形文と鋸歯状沈線が施文さ

れている。55は中期勝坂Ⅱ式の影響が見られる口縁部片で，半裁竹管による平行沈線が施され，隆帯上に幅広

の爪形文が見られ，円形の小突起が口唇部に付けられている04，13，30，51，53は中期加曽利EI式に比定

される土器の口縁部片で，4は短沈線，13，53は渦巻文が口縁部文様帯に描かれ，51には舌状の突起が付けら

れている。30は口唇部上端に沈線が見られ，沈線を沿わせた隆線で口縁部文様帯が構成されている。34は口縁

部区画文の中に渦巻文が見られ，中期加曽利EⅡ式の範噂と思われる。6，29，35は撚糸文が地文の胴部片で，

6は横方向に施文，35は3本の平行沈線が垂下し，29には斜行する平行沈線と補修孔が見られる。35は中期加

曽利EⅡ式，29は中期加曽利EⅡ－Ⅲ式にかけてと思われる0　2，10，11，12，28，33は中期加曽利EⅢ式に

比定される土器で，28は把手，10，33は口縁部片で，他は胴部片である。2，10，11，12は磨り消しを伴う隆

起線により区画文が措かれ，区画内は縄文が施文されている。28は突起頂部に渦巻文，外面に刺突文が見られ

る。33は胴部に沈線区画の磨消帯が施されている。39は大木8b～9式の影響が見られる胴部片で，地文の縄

文の上に渦巻文や縦横に走る沈線が描かれている。14，18，19は微隆起線区画の磨消帯が見られ，中期加曽利

EⅣ式に比定される土器である。16は口縁部無文帯下に隆起線と舌状突起が見られ，胴部には条線が施文され

ており，後期初頭の段階と思われる。1は沈線で区画文が描かれているが，外面摩滅が著しく詳細は不明であ

る。後期称名寺式の範時と思われる。52，54も後期称名寺式の土器片で，54は沈線区画外に縄文が施文され，

52は区画内に列点文が描かれ，前者は1式，後者は2式に比定される0　3は胴部に縄文が施文され・22は口縁

部に横「8」字状の突起が付され，突起下から沈線が胴部に施文されている。いずれも後期前葉の範時と思わ

れる。9，15，32，37，41，47は後期堀之内式に比定される土器で，9，32は胴部片，他はすべて口縁部片で

ある。9は地文の縄文上に斜行沈線が直線的に描かれている。32も縄文地文で，半裁竹管による平行沈線が橋

状把手の下は曲線を描いてから胴部に垂下している。41は口唇部下に横走沈線，胴部は区画文及び区画内も直

線的沈線で構成されている。15は口唇部沈線上に刻みを有する突起，胴部は縄文地文が沈線区画の直線的磨消

帯に分断されている。37は波状口縁で，波頂部の刺突文以下蛇行沈線が胴部に垂下し，磨消部分と縄文施文部

分に分かれている。47は口縁部に横走沈線を分断する刺突文が見られ，胴部は地文の縄文を直線的な区画文が

切り，区画間は短沈線が縦に連続で施されている0　5，7，24，25，27，46は後期加曽利B式に比定される土

器で，7は胴部片，他は口縁部片である。7は胴中位にくびれを持ち，くびれ部に沈線区画の刻文帯の上は下

向き，下は上向き弧線が措かれ，弧線内は縄文が施文されている0　5，46は口唇部上端に刻文が施され，5は

偏平な突起が貼り付けられている。24は平行沈線を切る入り組み状の曲線が見られる。25は波状口縁の鉢形土

器で，口縁部刻文帯以下に縄文が施文され，27は口唇部上端に沈線が施され，以下刺突を加えた粘土紐が口縁
ヽ

部から垂下し，横の粘土紐と連結している。隙間には沈線で曲線的な文様が描かれ，区画外に縄文が施文され

ている。8，31，42，43，45，48，49は後期安行I式に比定される土器である。8，31，43は粗製土器の口縁

部片で，8は刻み状の刻文帯，31は粘土紐貼り付けの刻文帯が2段，43は沈線区画の縄文帯が2段見られる。
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42，45，48は口縁部以下に多段の隆起帯縄文が施されている土器で，42は沈線区画で3段，胴部下半は縦の条

線が施文されている。45は口縁部が幅広で，波状口縁の下に孔が穿たれ，縄文帯は貼癌で接続されている。48

は縄文帯に沿い刻文が施され，胴部には上向き弧線の区画内に縄文が施文されている。49は口繹部が外反し，

口唇部外面に刻文が施され，以下は縦の条線が施文されている。50は後期安行Ⅱ式に比定される土器で，口唇

部に縦長貼癌で，口縁部は縄文帯，胴部は隆起帯刻文が要所でブタ鼻状貼痛で接続されている。44は後期安行

Ⅱ式一晩期安行Ⅲa式にかけての土器と思われ，横の条線を切る蛇行沈線が見られる。38は後期安行Ⅱ式一晩

期安行Ⅲa式の範晴の土器で，口縁部に帯縄文が施文され，沈線以下は僅かに斜行すると思われる沈線が施さ

れ，上位には縄文が施文されている。23，38は晩期安行Ⅲb式の範時と思われる。23は浅鉢形土器で，口唇部

に小突起，口縁部文様帯に弧線文，胴部下半に平行沈線が施され，部分的に縄文が施文されている。38は口唇

部上端に小突起が付され，以下縦，斜め及び曲線的な文様が沈線で描かれ，縄文施文部分と磨り消し部分が見

られる。40は大洞B式の影響が見られる波状を呈する口縁部片で，ほぼ垂直に立ち上がる。縄文帯間の磨り消

し部に三叉文が施文されている。
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第256図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（1）
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第257図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（2）
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第259図　その他の土坑出土石製晶実測図（4）
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第260図　その他の土坑出土石製晶実測図（5）
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その他の土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第256図 鉢 形 土 器 A 〔28．0〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は内攣 し，僅かに外反して口縁 砂粒 P193　　　　　　　 30％

1 縄 文 土 器 B （22．6） 部に至る。内面及 び口縁部外面は横方向の摩 きで整形 されている。胴 にぷい橙色 SK－502°　覆土

上位 に洗練を伴う隆起線を2 段巡らせ，橋状把手で上下が結ばれてい

る。隆起線区画内及び胴中位以下には単節縄文 R L が縦位回転で施文

されている。

普通 （加曽利E Ⅳ）

．2

深鉢形土器 B （6．7） 嘩部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は反 るように立ち上が 砂粒 P2 37　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 5．1 る。内 ・外面丁寧な磨 きが施され，底部には網代痕が残 されている。 にぷい赤褐色

普通

SK－805　覆土

（加曽利B l ）

3

注 口 土 器 A 12．8 注口部欠損。鉢形で，胴部は内攣 して立ち上が り，口縁部に至る。文 砂粒 P2 40 ．　　　　　 95％

縄 文 土 器 B 19．0 様帯は，口縁部か ら胴部上半にかけての 1 文様帯と胴部下半の 2 文様 黒褐色 SK－811 覆土

C　 3．8 帯で構成 されている。 1 文様帯は刻文帯を沿わせた口縁部縄文帯 と洗

練を沿わせた細い隆起帯刻文で文様を措いた胴部上半の文様帯か らな

り，要所にはブタ鼻状あるいは刻みを施 した縦長，横長の貼 り癌が施

され，それぞれの文様が接続 されている。口縁部上端には円形の突起

及び刻みを施 した突起が 2個 1組で 2 単位交互に付けられている。口

縁部下には注口部を中央にして孔が 2 か所相対 して施されている。 1

文様帯 と2 文様帯の間には洗練を沿わせた隆起帯刻文が横走 し，ブタ

鼻状貼痛が 6．単位加 えられ，文様帯を分離 している。 2 文様帯 は胴部

下位に施 された横走洗練以下に単節縄文R L が充填 され， 1 文様帯の

磨り消 し手法主体 とは対照的である。

普通 （安行 Ⅱ）

4

鉢 形 土 器 B （2．4） 底部から胴下部 にかけての破片。上げ底で，胸部 は外傾 して開 く。胴 砂粒 ・雲母 P25 0　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 C　 4．0 部内面磨 き，外面 「U 」字状のモチーフが洗練で密に描かれ，区画内 にぷい橙色 SK－843°　覆土

磨 ．り消 し，区画外に縄文が施文されている。刻みを持つ縦方向の隆線

が沈線 に沿い施 されている。

普通 （後期初頭か）

5

探鉢形土器 B （13．5）． 底部か ら胴部にかけての破片で，口縁部欠損。やや上げ底で，胴部は 砂粒 P24 9　　　　　　　 30％

縄 文 土 器 C　 6．2 内攣 して立 ち上が り，中位にくびれを持つ。胴部外面 に沈線で 「し」 にぷい赤褐色 SK－843　覆土

の字状のモチーフを措き，区画内は縄文施文，区画外は磨 り消 されて

いる。

普通 （称名寺 1 ）

6

深鉢形土器 B （8．7）． 底部か ら胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。文様 砂粒 ・スコリア P260　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 3．2 は施されてい．ない。 にぷい黄橙色

普通

SK－934　覆土

（安行）

7

注 口 土 器 長さ（9．1） 注口部片。‘基部内径2．0cm，外径2．7cm，先端部内径2．2cm で，上向 き 砂粒 P291　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （6．1）． に胴部に接合されている。注口部先端と胴部上位及び口縁部とは把手 明赤褐色 SK－1053　覆土

上に接続 してお り， 3 単位の孔が穿たれている。内面に磨 きが施され

ている。r

普通 （堀之内 1 ）

8

深鉢形土器 A 16．6 口縁部片。口縁部 は内攣 し，波状を呈する。口縁部上端は指頭により 長石 ・石英 ・雲母 P311　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （8．9） 中心が僅かに沈むがほぼ偏平に作出されている。口縁部文様帯は口縁 明赤褐色 SK－10 75　覆土

部隆帯 と頚部 に巡る隆線で区画 され，区画内に中心 に沈線を沿わせた

隆線で楕円形，渦巻等の曲線を措き，隙間には縦あるいは横の短沈線，

磨 り消 し，交互刺突による連続 「コ」字状文等を施 している。

普通 （中峠）

9

浅鉢形土器 A 〔52．8〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。外傾 して口縁部に至る。口縁部 は肥 砂粒 ・雲母・長石 ・ P312　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （10．7） 厚 し，口唇部が外側に突出して作出 されている。胴部内面に稜を持ち， スコリア SK－10 75　覆土

内 ・外面横磨 きが施されている。 浅黄橙色　 普通 （中期中葉）

第257 図 ．探鉢形土器 A 〔25．6〕 底部及び口緑部一部欠損。胴部はやや外傾 して立ち上がり，中位で く 砂粒 ・スコリア P323　　　　　　　 50％．

10 縄 文 土 器 B （27．2） びれた後僅かに外傾 して口縁部に至る。 4 単位の波状口縁で，中央が にぷい赤褐色 SK－10 68　覆土

凹む角状突起を波頂部に有する。由縁部外面に隆起帯縄文，沈線区画

の長楕円形の磨消部分をおいて，口縁部に平行する沈線 を沿わせた縄

文施文の隆起線が波底部下を巡る隆起線 と接続 し，内部磨 り消‾しの三

角文様が作られている。口縁部隆起帯縄文波底部には横刻みを加えた

細長の貼癌が 4 単位，隆起線接続部分 にはブタ鼻状の貼癌が付けられ

ている。胴部の くびれ部分にも上に洗練，下に‘連続刻文 を沿わせ，要

所 にブタ鼻状癌 を貼 り付けた縄文施文の隆起線が巡 り，隆起線間は単

節縄文R L が施文され，上下の癌 を結ぶ洗練によって文様が切断 され

ている。・くびれ部以下にも下向き及び2 本の上向き弧線をセットで描

き，上段 の区画内は縄文を施文 し，弧線は貼癌 で連結 されている。

横走洗練以下の胴下部には縄文が施文 され，沈線上にも癌が貼 り付 け

られて‘いる。

普通 （安行 Ⅱ．）
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 一考

11

r把　　　 手 長さ（4．8） 口縁部把手片。波状口縁で，口縁部下に施された隆線が両側からせ り 砂粒 ・雲母 P310　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 幅 （5．6） 上が．り，口縁部 と橋状に連結 されている。隆線がせ り上がる際，三角 赤褐色 SK－10 70　覆土

形の空間が把手下に残され，把手外面上部には刻文を施 した円形隆線

を貼 り付けた突起が付けられている。

普通 （堀之内か）

12

深鉢形土器 A 〔20．4〕 胴部から口縁部にかけての破片。口縁部は内攣する。折 り返 しにより －砂粒 P314　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （13．9） 口縁部 は肥厚 し，上端が偏平に作出されている。口縁部は交互刺突 に にぷい赤褐色 SK－10 77　覆土

よる連続 「コ」字状文，頚部は中心に洗練を加えた隆帯をそれぞれ巡

らせ，区画内に曲線的モチーフの隆帯を貼 り付け，口縁部文様帯が構

’成 されている。地文 として縦方向の無節縄文 R の絡状体圧痕文が施文

されている。

普通 （中峠一加曽利E I ）

13

瓢 形 土 器 A 〔20．6〕 胴部から口縁部 にかけての破片。胴部は内攣 し，中位で くびれた後， 長石 ・雲母 ・ P313　　　　　　　 25％

縄 文 土 器 B （写2．0） 内傾 して口縁部 に至る。胴部の くびれ部 に沈線間刻文 を巡 らし，文様 スコリア SK－10 76　底面

帯が分離される。上位の 1文様帯は，・口縁部 に幅の狭い縄文帯 と沈線 にぷい褐色 （甲谷）

間刻文帯を巡 らせ，以下洗練まで縄文が充填 される。 2 文様帯 は上向

き，下向 きの入り組み連続弧線文を措 き，区画内に縄文を充填 し，磨

消帯を挟んで沈線以下は縄文が充填 されている。

普通

14

探鉢形土器 A 〔20．0〕 胴上部か ら口縁部にかけての破片。内攣 して口縁部に至る。口縁部は 長石 ・雲母 P317　　　　 10％

縄 文 土 器 B （11－．0） 折 り返 しにより肥厚 し，沈線を沿わせた隆起帯縄文が口縁部以下に3 明赤褐色 SK－10 82　覆土

段巡 らされている。口縁部と2 段 目が縦長貼癌で結ばれ，縄文帯間は

磨 り消 されている。胴部には右下がりに斜行するやや太めの条線が粗

い間隔で施文されている。

普通 ・（安行 I ）

15

探鉢形土器 B （6．1） 底部から胴下吾机こかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。胴部 砂粒 ・雲母 P338　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B　 3．6 下位に巡る沈線の上 には摩消帯を挟 んで上向き弧線が描かれ，弧線内 にぷい橙色 SK－1118　覆土

に縄文が施文されている。沈線以下には単節縄文 R L が充填され，底

部か ら2 － 3cmは縦磨きが施 されている。

普通 （後期後葉）

第258図 探鉢形土器 A 〔27．8〕 胴上部か ら口縁部にかけての破片。胴部は直立 し，口縁部は短 く外反 砂粒 ・雲母 ・長石 ‘ P339　　　　　　　 5 ％

16 縄 文 土 器 B （9．0） す る。口縁部外面は隆帯貼 り付 けで肥厚 し，やや偏平な上端には貼 り にぷい橙色 ‾ SK－1122　覆土

付け部分に沈線が施 される。口縁部直下 に3 本の平行沈線 を巡 らせ，

直線あるいは弧状の平行沈線を連結 して胴部文様帯が構成 されている。

普通 （卿曽利E I ）

17

探鉢形土器 B （10．0） 底部から胴下部 にかけての破片。僅かに丸みを持つ底部で，胴部は外 砂粒 ・長石 ・石英 P340　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 C　 4．0 傾 して開 く。内 ・外面ナデ整形が施 されている。 にぷい褐色

普通

SK－1122　覆土

（中期 中葉）

18

浅鉢形土器 B （1．8） 底部片。平底で，胴部は外傾 して開く。胴下部の横走沈線の上は斜行 長石 ・雲母 P349　　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 7．8 沈線，下は磨 きが施 されている。底部に網代痕が見られる。 橙色

普通

SK－11 32　覆土

（加曽利 B 2 － 3 ）

19

深鉢形土器 B （9．8） 小形の深鉢形土器の胴部片。胴部は内攣 して上位で くびれ，外反 しな 砂粒 P354　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 が ら立ち上がる。くびれ部に洗練を沿わせた隆線 を巡 らせ，円形刺突 にぷい赤褐色 SK－11 40　覆土

を2 か所加えた横罠の浮文が要所に貼 り付けられている。隆線以下に

は沈線で直線と曲線 を組み合わせて文様 を措 き，区画内に列点文が施

され，他は磨 り消されている。

普通 （称名寺 2 ）

20

探鉢形土器 B （23．0） 胴部中位の破片。内攣し，胴部が張 る器形で，最大径部分に円形刺突 砂粒 ・長石 ・ P353　　　　　　 10％

縄 文 土 器 を連続 させた隆線を貼 り付け，胴部上位文様帯と下位無文帯が分離 さ スコリア SK－1140　覆土

れている。上位の文様帯には複数の平行洗練で直線的あるいは曲線的， にぷい橙色 （綱取 1 ）

渦巻等の文様が描かれ，要所に刺突 を加えた円形浮文貼 り付け，隙間

に単節縄文 L R が施 されている。

普通

その他の土坑出土土製品観察表

図版番号 器　 壷
計 測 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
器　 形　 及　 び 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第258図21 土　　　 偶 （7．6） （4．2） （3．4） （75．8） 15 土偶の左腕部。内腕中位に隆帯 を2 本施 し，肩部からも胸部 DP55　SK－865　覆土

中央 に向かい隆帯が施 されている。腕部の隆帯には連続刺突 砂粒・長石・パミス　灰褐色

文が沿い，肩及び背面にも連続刺突文が施されている。 普通 （後期中葉一後葉）

22 土 製 円 板 5．3 （3．2） 0．7 （15．1） 50 表面 に整形痕 DP56　SK－939　覆土

23 土 製 円．板 5．4 5．6 0．8 24 ．4 100 表面 に単節縄文裏面丁寧な磨き DP59　SK－1070　覆土
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その他の土坑出土石製晶観察表

国塔畢号
計　　　 音！…　　　　　　　　＝

油

畢　 埠 石　 質 筒　　　　　　　　　　　　 考

長さ（叩） 料 （示 厚さ（叩） 重革（寧）

筆写5咽 1 四　　　 有 亙 云） （‾i貢 ） （5，5） （10堪，1） 零 華日干宕 卵 4　朱輯吊　 肝 77 1 覆土

宰 寧　　 有 亙 P） 告 5 芋．β （3 66，3） 寒　 山　 軍 q lOl 帝石兼用 満 面に凹み ‾料 彿 領 土

3
摩　　 右

5，8 5 4 革，字 開 講 賓　 山　 草 Q lO　 両帝に凹み　 郷「8 7ヰ　覆土

4
由　　 右

1年，3 β！6 5，9 11印 ．P
料　 草 Q印4　鉢「一綽 8　霞±

5 直 ‾　 有 6．6 6，0 3，8 24 1．6 ‾安　 山　 岩 酎 05　帝石着用　 饉丁叩　 覆土

6 有 ” ・・凪 （料 7） （8，3） 5，0
（4 15ふ 寒　 山　 宕 Q ll　 欠埠吊　 鐸 TlO搾　 覆土

7 石　　 森 （1，料） 2，3 0，5 （2 ，1） 罠　 曜　 石 Q l持　 凹奉舞葦鍔　 先端部欠輝　 饉 1 0 75　覆土

8 不束形石器 右6 軍，6 0．6 3，9 ・－チ ャ ー ト や1 17　世 10 83　疇面

9 摩　　 石 1 1，3 5，7 隼，8 （彿 五 寒　 山 ．着 哩 穀石禾用 二 部欠碍 箪一冊 9 覆土

10
歯　 石

1 0，8 8，1 7諸 722，5 賓　 山　 着 ql埴　 疎石兼用　 世 107「 畢土

11 唇　　 石 10 ，6 6，5 ．3†5 356，7． 安　 巾　 着 Ql卯 ‘S臣 108 9　涜±

1軍 彫　 琴　 か 1 1，6 （2，2） 0，9 （2．2．6）－貫　　 着 Q122　 欠損品　 S班1 09 8　覆土上層

革郷0図13 摩 裂 石 斧 12，3 4，9 2；5 175，6 萄　 坑　 宕 Ql搾　 刃部欠嘩後±糊 口工　 肝 1122　覆土

14 革 製 石 斧 （7謝 5，5 3・＿1 （1私 立） 埠 ＿疎　 着 Q129　寿角式　 欠繹晶　 SK Tl123　覆土
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前田村遺跡D区土坑→覧表

土坑

菅号

位置

長径（軸）

方　 向

平画料
罠径．×短径

（印）

疎 さ

（叩）

壁面 海面
覆土
P 分類 時　 ．期 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　 ‘考

※重複関係 （新→旧）

宰50 C15b7 NT39㌧E 楕　 円　 形 1 ，39 ×〔1 ，18〕 23 横斜 平坦 自然 B I bl 加曽利E ローⅣ 縄文土器 SK－251→本跡，SK－256不明

851 C15b9 NT43。－W 不箪楕円形 1 ，50　× 1 ，33 37 韓斜 平坦 B ‡bl 加曽利用ト称名寺 縄文土器 本跡→SK－256

軍53 C15C7 N，20。－E 栢　 円　 形 2 ，12 × 1 ．85 120 内傾 平坦 自然 8Ⅳb3 〔中期〕 Sト95→本跡，袋状 ，底径2．87 ×2 ．46

254 C15b7 N－42。－E 〔楕　 円　 形〕〔1 諸6 × 1 ．05〕 44 揺斜 平坦 人為 B I bl 加曽利E I ヤⅡ 縄文土器

355 C15b7 N－1 ㌧F 円　　　 形 1 ．昭‘×　0 ，97 105 外傾 平坦 自然 A ‡b3 堀之内か 縄文土器 本跡→Sト96

Z56 C15b7 Nr48．－E 不　 毒　 形 1 ，10　×　0 ．93 10 綬斜 平坦 自然 D I bl 加曽利E I‾ 縄文土器 SK－251→本跡，SK250不明

357 C15b6 N130。－B 不　 定　 形 1 ，32　× 1 ，16 86 内傾 平坦 pⅣ‘C2 阿玉台 Ⅱ～Ⅲ 縄文土器 SI－95→本跡、袋状 ，底径1．33 ×1．22

359 C15b7 N－39㌧W 〔楕　 円　 形〕〔2 ，14 × 1 ，00〕 38 綬斜 平地 B エcl 本跡－→Sト96

290 C15h9 N－83。－W 樺　 円　 形 1．21 ×　0 ．69 42 綬斜 平坦 B I al 後期後葉 縄文土器 本跡一→S「101

卵1 C15g8 N－45。TW 円　　　 形 1、35　￥ 1 ．31 197 垂直 平坦 自然 AⅢb4 安行田a一皿b 縄文土器 ，獣骨‾，貝 本跡→SI二100 ，円筒状

892 C15b7 N†31。－W 不　 定　 形 3 、55　〉く　2 ．02 95 横斜 平準 自然 D 工C2 堀之内～安行 縄文土器 ・ 本跡→Sト95

393 C15a7 N－60㌧W 不　 定　 形 2 ，15　× 1 ．25 38 外傾 凸凹 自然 D Ⅱbl 加曽利E Ⅳ 縄文土器 本跡→S「97．SI－96不明

294 p15b4 N－11。細E 楕　 円　 形 1．．66　× 1 ．42 193 垂直 平坦 自然 BⅢb4 後斯後棄～晩期前葉 縄文土器 本跡→SI－104 ，SK －296，円筒状

295 D15C4 N－81。†W 楕　 円　 形 〔0 ．90〕× 0 ．80 63 垂直 凸凹 B Ⅲa2 本跡－→S「104

296 D15b4 N－189－E 不整楕円形 1．63 ×〔1 ．23〕 53 垂直 平坦 人為 BⅢb2 加曽利E 縄文土器 SK－294→本跡→SI－104

297 C15d6 炬47。－W 〔不整楕円形〕〔1．70 × 1．30〕 55，垂直 凸凹 自然 1 BⅢb2 加曽利E Ⅳ 縄文土器 Sト98→本跡，SK－749不明

299 C15b6 N－75．－W 楕　 円　 形 1．03　×　0 ．86＿ 38 緩斜 皿状 B I bl

324 C15a6 N－25。－W 楕　 円　 形 I．29　× 1．12 123 外傾 平坦 B Ⅱb3＿ 円筒状

325 C16g5 N－46。－E 楕　 円　 形 2 ．95　× 1．90 60 外傾 平坦 5 B ⅡC・2 安行 I ～Ⅱ 縄文土器，磨石，石鉄，獣骨 SI－107不明

495 C16C6 N－76。－E 不　 定　 形 1．89　× 1 ．25 50 外債 凸凹 自然 D Ⅱb2 中期一後期 縄文土器

496 C16C6 N－19．－W 楕　 円　 形 1．36　× 1．16 190 垂直 平坦 自然 B Ⅲb4 後期前葉 縄文土器．獣骨 円筒状

502 C16C7 N－76．－W 楕　 円　 形 1．84　× 1．65 69 垂直＿平坦 自然 腋Ⅲb2 加曽利E Ⅲ－Ⅳ 縄文土器 本跡→SI－137

503 C16C7 N－57。一E 楕　 円　 形 ：〔1．01〕× 0 ．79 114 内傾 平坦 自然 BⅣb3 中期中葉 縄文土器，磨石 Sト137，SK－504→本跡，底径1．98×1．76

504 C16C8 N車38。－W 楕　 蹄　 形 1．87 ×〔1．45〕 83 外傾 皿状 自然 ＿B Ⅱb2 加曽利 E Ⅳ前後 縄文土器 本跡→Sト137，SK－503

713 C16f5 N－28°－W 楕　 円　 形 1．07　×　0 ．9－7 83 垂直 平坦 自然 B Ⅲb2 称名寺一堀之内 縄文土器 本跡→Sト180

714 C15d5 N－50。一W 楕 ’円　 形 1．16　×　0 ．97 27 外傾 平坦 自然 B Ⅱbl 本跡→Sト168・196

716 C15d2 N－33．－W 円　　　 形 1．96　× 1．88 ‾ 70 ・内傾 平坦 自然 AⅣb2
阿王台Ⅳ－

加曽利E I
縄文土器 袋状．底径2．13 ×2 ．05

717 C15b4 N－88。－E 楕 ＿円　 形 2 ．94　×　2 ．32 56 外傾 平坦 自然 1 8 ⅡC2 阿王台 Ⅲ－Ⅳ 縄文土器，獣骨 SI－169→本跡

720 C15d3 N－16。－W 楕　 円　 形 0 ．68 ×〔0 ．50〕 156 垂直 平坦 B Ⅲa4 中期 縄文土器 本跡→SK－722，SK－721・753不明

721 C15d3 N－25。－W 楕　 円　 形 2 ．75 ×〔2 ．31〕 43 外傾 平坦 自然 B Ⅱcl 堀之内1 縄文土器 本跡→SK－722，SK－720・753不明

722 C15d3 ．N－30．－W 円　　　 形 0 ．95　×　0 ．92 71 内傾 平坦 〔日野 AⅣa2 中期 縄文土器 SK－720・721 ・753－一本跡，袋状，

底径2 ．15×1．93

723 C15d4 N－18。－E 楕　 円　 形 1．70　× 1．43 103 内傾 平地 自然 BⅣb3 阿王台Ⅳ 縄文土器 S ト169－，SK－724→本跡，袋状，

底径2 ．47 ×2．45

724 C15d4 N－19。－E 楕　 円　 形 1．70　× 1．51 80 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 加曽利 E Ⅳ 縄文土器 本跡一→Sト168・169．SK－723

725 C15d4 N－0 。 円　　　 形 1．35　× 1．35 44 外傾 平坦 自然 A Ⅱbl 加曽利 E Ⅲ 縄文土器 本跡→SI－168

726 C15d5 N－7 。－W 円　　　 形 1．23　× 1．14 50 垂直 平坦 自・然 A Ⅲb2 加曽利EⅡ十堀之内 縄文土器 本跡→Sト168

727 C15e5 N－7 0－W 町　 一形 1．17　× 1こ15 41 外債 平坦 自然

1

A Ⅱbl 中期 縄文土器 本跡→Sト168

728 C15e5 N－520－E 楕　 円　 形 1．22　× 1．02 ．112 内傾 凸凹 自然 BⅣb3
阿王台Ⅲ－

加曽利E I
縄文土器 SI－197 ，SK細729不明，袋状 ，底径2．24 ×2 ・0写

729 C15e3 N－82。－E 楕　 円　 形 〔3 ．18〕× 2 ．40 25 外傾 凸凹－自然 2

1

B Ⅱcl 加曽利 E I －Ⅱ 縄文土器 SI－197 ，SK－728不明

730 C15el N－19。－W 楕　 円　 形 2 ．60　×　2 ．15 36 外傾 平坦 自然 B Ⅱcl 阿五台Ⅳ 縄文土器 本跡→SI－173

732 C15a8 N－72。－W．円　　　 形 ・0 ．95　×　0 ．88 120 内傾 凸凹 自然 AⅣa3 阿王台Ⅲ 縄文土器 袋状，底径2 ．80 ×2．58

733－ C15fl N－13。－E 楕　 円　 形 2 ．81 ×　2 ．03 62 垂直 凸凹 自然 2 B ⅢC2 加曽利 E I 一正 縄文土器 SK－812－→本跡

734A C15f2 N－32。－E 円　　　 形 ．〔2 ．35 × 2 ．20〕 102 内傾 平坦 自然 AⅣC3 阿玉台Ⅲ 縄文土器．獣骨 SK－734B→本跡，袋状，底径2．14 ×2．・14

734B C15g2 Ⅳ－30。－E 〔楕　 円　 形〕〔0 ．40 × 0 ．3‾5〕 〔130〕 平坦 B　al 安行 I 縄文土器 本跡→SK－734A，ピット状
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土坑

番号

位置

長径 （軸）

方　　 向

平面形

長径×短径

（m ）

深 さ

（cm）

壁面 海面 覆土 P 分類 1時　　　 期 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　　　 考

※重複関係 （新→旧）

735 C15f3 N－22。－E 不　 定　 形 1．62　× 1．37 68 内傾 平坦 自然 DⅣb2 〔中期〕 SI－181－→本跡，SK－197不明，袋状

底径1．61×1 ．50

736 C15h4 N－120－E 楕　 円　 形 2 ．40　× 1．87 43 外傾 凸凹 人為 3 B Ⅲcl 縄文土器．獣骨

737 C15g 4 N－100－E 不　 定　 形 2．45　× 1．32 23 外傾 凸凹 自然 4 D Ⅱcl 中期一後期 縄文土器

738 C15i3 N－73。－W 楕　 円　 形 2．00　X l ．46 49 外傾 平坦 人為 B Ⅱcl
加曽利E Ⅱ「
加曽利Bl

縄文土器 ，獣骨，貝，灰 本跡一→Sト178

739 C15i3 N－11。－E 楕　 円　 形 1．50　× 1．18 68 外傾 平坦 人為 B Ⅱb2 加曽利E Ⅳ 縄文土器 本跡→SI－178

740 C15i2 N－23。－E 楕　 円　 形 2．21 ×（1．80） 63 外傾 凸凹 人為 3 B Ⅱcl 加曽利E I 縄文土器，獣骨 本跡→SK－826

741 C15i3 N－41。－E 不　 定　 形 1．80　× 1．27 67 外傾 平坦 自然 D Ⅱb2 加曽判 E 縄文土器 本跡→S「178

742 D15a3 N－85。－E 不　 定　 形 1．16　×〔0．63〕 37 外傾 凸凹 自然 DⅡbl 称名寺 1 縄文土器 ， 本跡→SK－745

743 D15a4 N－180－W 楕　 円　 形 1．29　× 1．17 30 外傾 平坦 自然 BⅡbl 縄文土器 SI－105→本跡

744 C15 i3 N－730－E 楕　 円　 形 2 ．17　× 1．49 15 媛斜 凸凹 人為 2 B I cl 中期 縄文土器

745 D15a3 N－340－W 楕　 円　 形 1．89　×（1．83） 53 外傾 凸凹 自然 1 B Ⅱb2 後期初頭 縄文土器 SK－742→本跡

746 C15e4 N－70。－E 不　 定　 形 1．03　×　0 ．78 45 外傾 凸凹 自然 D Ⅱbl 加曽利E 縄文土器

747 C15d 7 N－590－W 楕　 円　 形 0 ．89　×　0 ．79 22 外傾 平坦 自然 8 Ⅱal SI－98－→本跡

748 C15d 6 N－66。－W 楕　 円　 形 1．49　× 1 ．38 17 外傾 平坦 自然 B Ⅱbl 中期 縄文土器 SI－98－→本跡

749 C15d G N－17。－W 楕　 円　 形 0．82　×　0．73 16 横斜 ・平坦 自然 B I bl 本跡→Sト18云＿

750 C15d 7 N －418－W 円　　　 形 1．52　× 1．42 36 外傾 平坦 自然 A Ⅱbl 阿王台Ⅲ－Ⅳ 縄文土器・ S I－98→本跡

751 C15e7 N－19。－W 円　　　 形 1．24　× 1．13 63 外傾 平坦 自然 A Ⅱbl 加曽利E 縄文土器

752 C15e7 N－42。－W 円　　　 形 0．77　×　0．73 17 外傾 平坦 自然 AⅡal 中期 縄文土器

753 C15d3 ・N－270－W 不　 定　 形 0．91 ×　0．68 〔63〕 叩 頃 平坦 DⅡal 本跡一→SK－722 ，SK－711不明

754 C15i5 N－37。－W 楕　 円　 形 2 ．51 ×　2．12 ．29 外傾 平坦 自然 BⅡcl・加曽利E Ⅲ－後期 縄文土器 Sト103→本跡

755 C15iS N－42。－W 不整楕円形 2 ．30　× 1．38 65 ．垂直 凸凹 人為 B ⅢC2 縄文土器 Sト103→本跡

757 C16f3 N－60。－W 不　 定　 形 〔1．60〕× 1．16 43 外傾 平坦 D Ⅱbl 安行Ⅲa 縄文土器 本跡一一SI－207

758 C15e5 N－29。－W 円　　　 形 1 ．18　× 1ニ13 32 外傾 平坦 A Ⅱbl ．本跡一→S I－168

759 C15e5 N－26。－W 楕　 円　 形 1．40　× 1 ．07 32 外傾 平坦 自然 B Ⅱbl 本跡一→S「168，196

760 C16g4 N－0 。 円　　　 形 0．65　×　0 ．63 42 外傾 皿状 A Ⅱal 堀之内1 縄文土器，土製円板 本跡→S卜207

761 C15h3 N－23㌧E 楕　 円　 形 1．36 ×〔1．．04〕 35 外傾 凸凹 自然 B Ⅱbl 加曽利E Ⅳ 縄文土器 ，人骨，獣骨，貝． 本跡→SK－763

762 C15h3 N－61。－W 楕　 円　 形 1．48 ×〔1．11〕 24 外傾 平坦 B Ⅱbl 加曽利E Ⅳ 縄文土器 ，映状耳飾．獣骨 本跡一→SK績763

763 C15h2 N－23。－W 不　 定　 形 2．57 ×〔2．33〕 53 外傾 平坦 自然 D ⅡC2 中期 縄文土器 ，獣骨 SK－761 ・762・769－→本跡

764 C15b9 N－36。－E 円　　 ‘形 〔2．93　× 2．73〕 56 外傾 凸凹 自然 3 AⅡcl 加曽利E Ⅲ 縄文土器

765 C15bボ N－29。－E 楕　 円　 形 2 ．16　× 1．73 49 外傾 平坦 人為 BⅡcl 加曽利E Ⅲ 縄文土器

766 C15g9 Nl75。IE 楕　 円　 形 〔1．14　× 0．98〕 124 外傾 平坦 BⅡb3 加曽利E Ⅳ 縄文土器．土製円板 Sト101，SK－767－→本跡

767 C15g ポ N－15。－W 楕　 円　 形 0 ．82 ×〔0 ．54〕 69 外傾 平坦 B Ⅱa2 安行Ⅲb 縄文土器，胎児骨，貝 本跡→S「101 ，SK－766 ，墓壌

768 C15j7 N－24。－W 楕　 円　 形 1 ．64　× 1．39 72 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 ‾加曽利 B 2 縄文土器，磨石，獣骨 S「115→本跡

769 C15h 2 N－62。－W 楕　 円　 r形 1 ．20 ×〔1 ．06〕 38 外傾 平坦 自然 B Ⅱbl 堀之内 縄文土器，獣骨 本跡一→SK－763

770 D15b G N－62。－E 楕　 円　 形 2．20　× 1 ．77 38 緩斜 凸凹 自然 B I cl 堀之内 縄文土器

771 C15hポ N－300－E 不　 定　 形 （2．86）×　2 ．06 54 外傾 平坦 自然 D ⅡC2 堀之内一加曽利B 縄文土器，凹石 Sト101・102→本跡，SK－772不明

772 C15 iポ N－750－W 不　 定　 形 1．22　× 1．06 103 外傾 平坦 自然 D Ⅱb3 中期 縄文土器

773 C15 i9 N－20。－W 楕　 円　 形 1．15　×　0．94 104 外傾 平坦

凸凹

凸凹

凸凹

平坦

自然

自然

自然

自然

人為

人為

自然

自然

2

1

B Ⅱb3 中期

加曽利E Ⅲ

縄文土器 ，石錐，獣骨 SI－102→本跡

774 C15i‾9 N－22。－E 楕　 円 ．形 1．03　×　0．94 32 外傾

外廟

外傾

B Ⅱbl 縄文土器 S I－102→本跡

本跡→SK－779

SK－776→本跡

775 C15j8 N－55。－E 不正楕円形 1．96　× 1．52 20 由Ⅱbl 縄文土器

776 C15h n N－88。－W 不　 定　 形 2 ．00　× 1．45 63 DⅡC2 加曽利E Ⅳ 縄文土器，獣骨

777 C15jo N－79。－W 不　 定　 形 〔1 ．97　× 1．59〕 40 外傾

外傾

外傾

D Ⅱbl 中期一後期 縄文土器，磨石

778 C15 irl N－73。－E 楕　 円　 形 1 ．24　×　0 ．81 46 平坦 B Ⅱbl 中期 縄文土器，耳飾

779 C15jr－ N－69㌧．W 不　 定　 形 2．50　× 1 ．74 77 平坦 D Ⅱcl 中期一後期 縄文土器

780 C 15hポ N－120－W 楕　 円　 形 1．50　× 1．25 29 外傾 平坦 B Ⅱbl 中期一後期 縄文土器 Sト101→本跡
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※重複関係 （新→旧）

781 C15j9 N－0 。 円　　　 形 1．64　× 1 ．64 280 垂直 平坦 自然 AⅢb4 安行 Ⅲa 縄文土器 ，獣骨，貝，魚骨 円筒状

782 C15f9 N－40。－W 楕　 円　 形 1°．70　× 1 ．42 20 外傾 凸凹 自然 ‘2 BⅡbl 中期一後期 縄文土器 S I－187－→本跡

783 C15e8 N－51。－E 円　　　 形 2．89　×　2 ．85 42 縁斜 平坦 自然 2 A I cl 中期 縄文土器

784 C15h9 N－38。－E 楕　 円　 形 0 ．92　×　0 ．81 55 外傾 皿状 人為 B Ⅱa2 中期一後期 縄文土器

785 C15h9 N－75。細E 不整楕円形 0 ．83　×　0 ．57 61 外傾 平坦 人為 B Ⅱa3 中囲 縄文土器 、人骨 墓壕か

786 C15g9 N－56。－W 楕　 円　 形 1 ．81 × 1 ．59 54 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 加曽利E I －Ⅱ 縄文土乳土製円板、人軋 獣骨 S「101 ・187－→本跡

787 C15hl N－37。－E 楕　 円　 形 ’1 ．84　× 1．42 ’78 内傾 平坦 BⅣb2 中期 縄文土器 袋状，底径2 ．12×1．62

788 C15h9 N－850－E 不　 定　 形 1 ．34　×　0 ．98 68 外傾 平坦 自然 D Ⅱb2 加曽利E Ⅲ－Ⅳ 縄文土器 本跡→SK－790

789 ・C15i9 N－38。－W 円　　　 形 3 ．12　×　2 ．94 70 外傾 平坦 自然 5 A ⅡC2 加曽利E 血 縄文土器

790 C15h9・ N－35。－E 〔楕　 円　 形〕 2 ．80 ×〔2 ．06〕 70 垂直 平坦 自然 2 BⅢC2 加曽利E Ⅲ－Ⅳ 縄文土器，石皿，獣骨 SK－788一本跡

791 C15g8 N－17。－W 嘩　 円　 形 〔1 ．98〕× 1 ．32 58 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 加曽利E Ⅲ 縄耳土器、獣骨 SI－101 ．SK」792→本跡

792 C15g8 N－70。－W 不整楕円形 2 ．42 ×〔1 ．58〕 59 外傾 平坦 自然 B ⅡC2 加曽利E Ⅱ－Ⅲ 縄文土器 Sト101－→本跡→SK－792

793 C15h8 N－85。－E 不整楕 円形 1 ．77　× 1．56 40 外傾 平坦 自然 2 B Ⅱbl 加曽利EⅢ－安行 縄文土器，獣骨

794 C16jl N－52。－E 不　 定　 形 2 ．93　×　2 ．58 38 緩斜 平坦 自然 2 D I cl 加曽利E Ⅱ 縄文土器，洋子

795 C15i2 N－25°－E 円　　　 形 1 ．90　× 1 ．89 45 外傾 平坦 自然 A Ⅱbl 加曽利E ＿Ⅲ－Ⅳ 縄文土器，獣骨 本跡一→Sト178

796 C14jl N－15。－W 円　 ’形 1 ．22　× 1．15 36 外傾 平坦 自然 A Ⅱbl 堀之内 縄文土器，石銀，獣骨 本跡→SI－179

797 C16cl N－40。－W 円　　　 形 1 ．22　× 1．13 22 ．横斜 平坦 自然 1 A I bl 中期一後期 縄文土器，獣骨

798 C15f7 N－570－W 不整楕円形 2 ．17　× 1 ．18 32 外傾 平地 B Ⅱcl 中期一後期 縄文土器，磨石

799 C15f7 N－28。－E 円　　　 形 0 ．78　×＿0 ．74 41 外傾 平坦 A Ⅱal 堀之内 縄文土器

801 C15g 7 N－13。－W 不　 定　 形 2 ．02　× 1 ．29 88 内傾 平坦 自然 DⅣC2 阿王台Ⅲ－Ⅳ 縄文土器，獣骨 S「100 「183 ，SK－850→本跡 ，袋状，

底径1．95×1 ．88

802 C15b6 N－77°一E 不整楕円形 2 ．30 ×〔1 ．12〕 36 外傾 平坦 自然 B Ⅱcl 加曽利E Ⅲ 縄文土器 Sト99→本跡→SI183 ，SK－803

803 C15f6 N－778－W 不整楕円形 1 ・．68 ×（1 ・16） 17 垂直 平坦
自彿 BⅢbl 中期 縄文土器 Sl－99，SK－802→本跡→SI－183

804 D14jl N－27。－E 楕　 円　 形 1．50　× 1 ．13 54 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 中期一後期 縄文土器 本跡→Sト179

805 C15h 7 N－70。－W 不整楕円形 1．98　× 1 ．36 45 緩斜 平坦 自然 B I bl 加曽利B 2 縄文土器 SI－190→本跡→SI－230A

806 C15d 8 N－8 。－W 不　 定　 形 〔2．43〕× 1 ．95 38 外傾 平坦 人為 D ⅡC2 縄文土器 Sト193－→本跡

807 C15j6 N－0 。 楕　 円　 形 2．72　×　2 ．46 67 外傾 平坦 自然 3 B ⅡC2 加曽利E I －Ⅱ 縄文土器，獣骨 Sト115→本跡→Sト189

808 C15i5 N－35。－E 楕　 円　 形 2．81 × 1 ．48 30 外傾 平坦 自然 1 B Ⅱcl 縄文土器 sI－115→本跡→SI二189

809 C15j4 N－4 ．－W 円　　　 形 1．60　× 1 ．50 94 垂直 平坦 自然 AⅢb2 加曽利E Ⅲ 縄文土器 SI－191一一本跡

810 C15il N－20。－W 楕　 円　 形 2．52　×　2．22 52 外傾 平坦 自然 2 B ⅢC2 加曽利E Ⅱ 縄文土器 ，獣骨 本跡→S「188，一部人為堆積

811 C15f7 N－13。－E 円　　　 形 0．72　×　0．68 32 緩斜 平坦 A I al 安行 I 縄文土器 ，獣骨 本跡一→S「183

812 C15fl N－34。－W 円　　　 形 2．11 ×（1．95） 63 外傾 平坦 自然 2 A ⅡC2 中期後半 縄文土器 本跡→SK－733

813 C15h2 N－47。－E 楕　 円　 形 1．00　×　0．82 26 外傾 皿状 自然 BⅡbl 中期後半 縄文土器

814 C15 j2 N－0 。 円　　　 形 1．45　× 1．42 64 垂直 平坦 自然 AⅢb2 加曽利E Ⅲ 縄文土器 ，獣骨 本跡→S「178

816 C15ao N－0 。 円　　　 形 2．80　×　2．66 42 外傾 平坦 自然 1 AⅡcl 加曽利E Ⅱ 縄文土器 本跡→Sト194

817 C15ao N－37。一W 不 整 円形 1．49 ×〔1．38〕 98 内傾 平坦 自然 1 AⅣb2 阿王台Ⅲ－Ⅳ 縄文土器 S ト195→本跡，袋状，底径3．46 ×2 ．98

819 C16e8 N－11。－W 楕　 円　 形 1．90　× 1．61 70 垂直 平坦 自然 BⅢb2 本跡一→S「217

820 C15g2 N－80 0－E 不　 定　 形 〔2．83〕× 1．82 63 外傾 凸凹
自然

自然

自然 1

D ⅡC2 中期 縄文土器 S「172－→本跡，SK－734A不明

821 C15f2 N－66。－W 不　 定　 形 1．74　×（0．73） 99 〔内傾〕平坦 D Ⅳb2 阿王台Ⅲ 縄文土器 SK－734A不明，袋状か

822 C15f4 N－63。－E 楕　 円　 形 1．02　×　0．66 44 外傾 平坦 B Ⅱbl 安行 Ⅱ 縄文土器 本跡→Sト197

823 C15f4 N－41。－E 不整楕円形 1．16　× 1．01 129 外傾 平坦 8 Ⅱbl 中期 縄文土器 SI－197不明

824 C15e7 町 3 。－E 卵　　　 形 0 ．60　×　0．56 82 垂直 皿状 B Ⅲa2 安行 I 縄文土器 本跡→Sト182

825 C16cl N－0 。 円　　　 形 1．15　× 1．14 135 外傾 平坦 A Ⅱbl 堀之内 1 縄文土器 ，獣骨 本跡→Sト203，やや円筒状

826

827

C16h l

C16g l

N－310－E

N－2 8－E

楕　 円　 形

円　　　 形

1．13 ×（0 ．85）

1 ．88　× 1．78

127

25

内傾

外傾

平坦

平坦

B Ⅳb3

A Ⅱbl

阿王台Ⅲ

堀之内2

縄文土器

縄文土器

SK－740→本跡，S「174不明，袋状，

底径2 ．25×2．20

本跡一→S「186，SK－841・884
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828 C14 io N－3 。－W 不　 定　 形 0．76　×　0．59 84 垂直 皿状 D Ⅲa2 安行 I 縄文土器 本跡一→Sト188

829 C15 i2 N－25。－W 楕　 円　 形 0．95　×　0．82 45 外傾 平坦 自然 B Ⅱal 中期一後期 縄文土器 本跡→SI178

830 C15C8 N－370－E 楕　 円　 形 1．19　× 1．17 42 外傾 皿状 自然 1 B Ⅱbl 加曽利EⅢ”称名寺2 縄文土器 SI－192→本跡→SI－193

831 C15C8 Nl60㌧E 不整楕円形 1 ．66　× 1 ．47 102 外傾 凸凹 BⅡb3 中期 縄文土器 Sト192・193一一本跡 ’

832 C16d 3 N－37。－W 楕　 円　 形 2．40　× 1 ．42． 35 外傾 凸凹 自然 B Ⅱcl 加曽利E 縄文土器

833 C16d3 N－36。一W 楕　 円　 形 1．80　× 1．30 64 外傾 凸凹 自然 B Ⅱb2 阿王台 縄文土器 ・

834 D15bZ N－7 ㌧W 不　 定　 形 3．13　×　2．84 66 緩斜 平坦 自然 4 D I c2 加曽利E Ⅲ 縄文土器 本跡→SI－185

835 D15cZ N－500－W 不　 定　 形 （2．37）× 1．49 80 外傾 平坦 自然 2 D ⅡC2 加曽利 E Ⅱ 縄文土器 本跡→Sト185

836 C15d8 N－44。－E 楕　 円　 形 1．62　× 1．06 15 外傾 緩斜 2 B Ⅱbl 中期一後期 縄文土器 Sト192 ・193→本跡

837 C16h2 〔N－3珊〕 隅丸長方形 （1 ．27）×・1 ．22 36 外傾
車坦 人為 C Ⅱbl 加曽利 E Ⅱ 縄文土器，粉状骨 Sト202 ，SK－853→本跡，墓境か

838 C16cl N－8 。－W 楕　 円　 形 1．43 ×（0．86） 102 垂直 平坦 自然 BⅢb3 後期前葉 縄文土器 SK－849→本跡→SI－202

839 C15d5 N－74。－W 不　 定　 形 〔2 ．10 × 1．60〕 40 外傾 平坦 自然 D Ⅱcl 中期一後期 縄文土器

840 D15b5 N－42。－W 楕　 円　 形 2 ．27　× 1．63 54 外傾 平坦 自然 1 ．B．ⅡC2 加曽利E Ⅱ 縄文土器

841 C16g l N－41。－W 楕　 円　 形 1 ．97 × 1．24〕 32
やや
外傾
凸凹 人為 BⅡbl 中期 縄文土器，人骨 SI－186，SK－827→本跡、墓壌

842 C16g l N－360－W 隅丸長方形 （1 ．46）× 1．05 25 外傾 平坦 人為 CⅡbl 中期 縄文土器，獣骨 SI－186，SK－858→本跡

845 C16i2 N－0 0 円　　　 形 1．09　× 1．07 124 外傾 平坦 人為 A Ⅱb3 安行 I 縄文土器 ，獣骨 本跡→SI－202 ，本跡

846 D・15b4 N－36。－W 不整楕円形 2．15　× 1 ．41 40 疲斜 平坦 自然 1 B I cl 中期一後期 縄文土器

847 D15a3 N－42。－W 楕　 円　 形 0．97　×　0．84 ． 36 外傾 平坦 人為 ▼B Ⅱal 縄文土器 ，獣骨

848 D15a3 N－0 0 楕　 円　 形 2．60　×　2．08 47 垂直 平坦 自然 2 B Ⅲcl 加曽利E Ⅱ 縄文土器

849 C16C2 N－18。－W 円　　　 形 0．97　×　0．94 121 外傾 皿状 自然 本跡→SI－203，SK－838

850 C15g7 N－23。－W 不　 定　 形 〔0 ．94 × 0．74〕 47 平坦 D ▼al ‘獣骨 SI－100→本跡→SI－183，SK－801

851 C15g rI N－54。－W 楕　 円　 形 1．61 火　0．86 45 垂直 平坦 人為

852 C15g l N－88。－W 円　　　 形 2 ．01 × 1．80 113 内傾 平坦 自然 1 AⅣC3 阿王台Ⅳ一加曽稚 I 縄文土器，蔽石 SI－175→本跡，袋状 ，底径2．98 ×2 ，25

853 C16h Z N－58。－W 〔長楕円形〕 〔2 ．25〕× 1．26 35 外傾 平坦 B Ⅱcl 中期一後期 縄文土器

854 C16d l N－12。－W 楕　 円　 形 1．58　× 1 ．06 110
やや

外傾
平坦 自然 B Ⅱb3 加曽利Bl－安行Ⅲa 縄文土器，獣骨 本邸→Sト203

855 D15b3 N－55。－E 楕　 円　 形 1．05　×　0 ．96 90 内傾 平坦 自然 B Ⅳb2 中期 縄文土器 SK－856不明，袋状．底径2．23 ×1．87

856 D15b3 N－0 。 不　 定　 形 1．21 × 1．07 91 内傾 平坦 自然 B Ⅳb2 〔中期〕 SK－855不明，袋状，底径1．73 ×1．40 ‥

857 C15 i5 N－32。－E 不　 定　 形 1．68　×　0．98 60 外傾 平坦 人為 2 D Ⅱb2 本跡→S「189

858 C16el N－22。－W 〔隅丸長方形〕 1．85 ×〔0．98〕 58 外傾 平坦 人為 C Ⅱb2 加曽利 E 縄文土器 SI－186－→本跡→SK－842

859 C16b4 N－55。－E 円　　　 形 1．88　× 1．80 135 垂直 平坦 自然 A Ⅲb3 加曽利 E I 縄文土器

861 C16b5 N－410－W 円　　　 形 1．35　× 1．30 210 垂直 平坦 自然 A Ⅲb4 縄文土器

862 C16b5 N－230－W 楕　 円　 形 1．15　×　0 ．92 74 垂直 平坦 人為 BⅢb2

863 C16d 2 N－288－W 楕　 円　 形 1．43　×　0 ．92 16 外傾 平坦 人為 8 Ⅱbl 本跡一→Sト203

864 C16h3 N－50。－E 円　　　 形 2 ．75　×　2 ．65 75 垂直 平坦 人為 3 AⅢC2 加曽利E Ⅲ 縄文土器

865 C16e2 N－9 。－E 楕　 円　 形 1．71 × 1．24 20 外傾 皿状 DⅡbl 後期中葉一後葉 縄文土器 ，土偶，獣骨

866 C15g9 N－19。－W 円　　　 形 1．35　×‘1．28 50 外傾 平坦 自然 A Ⅱb2 加曽利E Ⅲ 縄文土器 ，獣骨 SI－187→本跡 ‘

867 C16f5 N－88。－W 楕　 円　 形 1．75　× 1．46 33 外傾 平坦 1 B Ⅱbl 加曽利E Ⅲ－Ⅳ 縄文土器 本跡→SI－206

868 C16f5 N－87。－W 楕　 円　 形 0．88　×　0．73 28 外傾 平坦 1 B Ⅱal 中期 縄文土器 本跡－→Sト206

869 C16C3 N－440－W 不整楕円形 1．30　×　0．98 102 内傾 車坦 自然 8Ⅳb3 阿王台一加曽利EⅢ 縄文土器 SK－900→本跡

－　870 C16g 2 N－27㌧W 楕　 円 1形 1．74　× 1．32 53 外債

垂直

外傾

垂直

緩斜

平坦

凸凹

平坦

自然

人為

自然

人為

自然

人為

自然

1

2

B Ⅱb2 中期 縄文土器 SI－110・204→本跡

871 C16h 3 N－130－E 不整楕円形 2 ．25　× 1．70 28 BⅢbl

B ⅡC2

DⅢC2

B I’C2

C I c2

B Ⅱbl

加曽利 E

後期

縄文土器，獣骨

縄文土器，磨石

Sト108 ・110 ・204→本跡

872 C16C 5 N－110－W 楕　 円　 彩 （2 ．24）× 1．47 72 本跡→SK－873

873 C16C4 N－25。－W 不　 定　 形 2．40　× 1 ．26 74 平坦 SI－205 ・SK－872→本跡

874 C15f9 N－16。－W 楕　 円・形 2．12　× 1 ．77 70 平坦 本跡→Sト187

875 C16g2 N－290－W 隅丸長方形 （3．00）×　2．56 70 緩斜 平坦 加曽利．E I －Ⅱ 縄文土器 Sト204→本跡．SK －932不明

876 C16C3 N－18㌧W 楕　 円　 形 1．92　× 1．10 36 外傾 平坦 本跡→Sト205
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土坑

番号

位置

長径（軸）

方　　 向

平面形

長径×短径

（㌻）

深さ

（cm）

壁面 海面 覆土 P 分類 時 ．　 期 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　　　 考

※重複関係 （新→旧）

877 C16d 5 N－3 0－W 楕　 円　 形 〔2．42 × 1．51〕 31 垂直 平坦 自然 2 B Ⅲcl 後期
縄文土器 本跡一→Sト205

878 C16h l N－7 。一W 円　　　 形 1．43　× 1．38 57 ‘外傾 平坦 人為 A Ⅱb2 本跡→Sト202

880 C16e3 N－53。－W 楕　 円　 形 1．37　×‘1．15 B　a 後期 縄文土器 本跡→S I－106B

881 C16f3 N－32。－W 円　　　 形 l0．75　×　0．70 58 外傾・平坦 人為 A Ⅱa2 後期 縄文土器，獣骨 本跡→Sト207

882 C16ez N－7 。－W 円　　　 形 1．43　× 1．38 22 緩斜 平坦 自然 B I bl 本跡→S「106B

883 C16h l N－10。－W 不　 定　 形 1．08　×　0 ．85 64 内傾 平坦 人為 D Ⅳb2 〔中期〕 S「202不明，袋状 、底径1．18×1．05

884 C15g o N－220－W 隅丸長方形 〔1．95〕× 1 ．14 74 垂直 凸凹 C Ⅲb2 加曽利E 縄文土器 Sト186，SK－827→本跡 ，SK－889不明

885 C15e5 N－85。－W 長 楕 円 形 2．63　× 1 ．04 25 畢直 平坦 人為 BⅢcl 中期末 縄文土器

886 C15f9 N－0 。 円　　　 形 （1．85）× 1 ．80 30 外傾 平坦 自然 1 A Ⅱbl 中期末一後期 縄文土器，獣骨

887 C16b4 N－45。－W 楕　 円　 形 1 ．47　× 1 ．33 84 緩斜 皿状 ・人為 B I b2

888 C15fo N－34。－W 〔円　　 形〕 1 ．15 ×〔1 ．11〕 67 垂直 平坦 自然 AⅢb2 中期 縄文土器 ，凹石 本跡－→SK－889

889 ． C15fo （0 ．95 × 0 ．60） 65 凸凹 自然 a2 中期 縄文土器 SI－186，SK－888→本跡，SK－884不明

900 C16d3 N－0 。 楕　 円　 形 1 ．25 ×（0 ．95） 22 緩斜 平坦 B I bl 堀之内1 縄文土器 本跡一→S1－205 ，SK－869

931 C16e4 不　 定　 形 2 ．98 ×〔2 ．74〕 48 外傾 車坦 人為 1 DⅡcl 加曽利E I －Ⅱ 縄文土器 SI－206→本跡

932 C16g2 N－29。－W 円　　　 形 （1．12）× 1．06 52 外傾 平坦 人為 A Ⅱb2 S1－204→本跡．SK－875不明

933 C16ei N－0 。 円　　　 形 1 ．24　× 1．23 24 外傾 平坦 自然 A Ⅱbl 中期㌢後期 縄文土器 ，磨石 本跡→SI－1068

934 C16g6 N－90。 楕　 円　 形 1．55　× 1．15 41 外傾 平坦 自然 叩 bl 称名寺一加曽利B r 縄文土器

935 C16e6 N－90。 楕　 円　 形 1 ．58　× 1．42 70 内傾 平坦 人為 BⅣb2 〔中期〕 袋状，底径2．22×2．15

936 C16g7 N－90．－W 楕　 円　 形 1．71 × 1．44 58‾外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 縄文土器

937 C16e2 N－30。－W 楕　 円　 形 （1．63）× 1．02 35 外傾 平坦 自然 B Ⅱbl 加曽利E 本跡→S「211

938 C16rf6 N－46。－E 楕　 円　 形 2 ．84　×　2．36 60 外傾 平坦 自然 3 B ⅡC2 加曽利E Ⅳ
SI－107→本跡→SI－212

939A C15f9 N－14。－W 樟　 円　 形 1．78　× 1．53 57 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 堀之内 1 縄文土器，土製円板

939B＿ C15f9 N－20。－W 楕　 円　 形 〔2 ．85 × 1．78〕 36 外傾 凸凹 2 B Ⅱcl SK－939A→本跡

940 C16b8 N－3 。－E 楕　 円　 形 1．56　× 1．40 66 外傾 平坦
自然 B Ⅱb2 本跡→Sト210 ，SK－1161

942 C16g7 N－60。－W 楕　 円　 形 2．20 ×（1．85） 25 外傾 平坦 3 B Ⅱcl Sト199→本跡

943 C16e5 N－27。－E 楕　 円　 形 ・1．58　× 1．25 62 外傾 平坦 人為 B Ⅱb2 安行Ⅱ 縄文土器 本跡→Sト206 ．

944 C15go N－34。－W 楕　 円　 形 1．77　× 1．53 43 外傾 凸凹 B Ⅱbl 獣骨 、 本跡→Sト187

946 C16h5 N －74。－W 楕　 円　 形 2．26 ＿× 1．76 72 外傾 平坦 自然 B ⅡC2 加曽利E I －Ⅱ

947 C16h7 N－60。－W 不 整 円 形 2．90　× 1．76 65 外傾 平坦 へ為 4 A ⅡC2 後期中葉
縄文土器．獣骨 SK－949 ・950→本跡

948 C16g6 N－14。－W 不整楕円形 〔1．45〕× 1．00 105 垂直 凸凹 自然 B Ⅲb3 安行 エーⅡ 縄文土器 円筒状

949 C16 i8 N－60。－W 楕　 円　 形 1．．28　× 1．04 237 垂直 平坦 自然 B Ⅲb4 安行Ⅲa 縄文土器，獣骨 本跡→SK－947・950

950 C16 i7 N－15。－W 円　　　 形 0．96　×　0．94 161
ほぼ
垂直
平坦 人為 A Ⅲa3 安行Ⅱ 縄文土器，獣骨 SK－949→本跡一→SK－947

951 C16j7 N－55。－E 楕　 円　 形 2．56 ×〔1．88〕 81 外傾 平坦 自然 4 B ⅡC2 陣圧台Ⅳ～加曽稚 I 縄文土器，磨石，獣骨，貝
SK－1065→本跡

952 C16j8 N－35。－E 円　　　 形 0．80　×　0．75 109 垂直 平坦 A Ⅲa3 後期中葉一後葉 縄文土器

953 C16h5 N－14。－W （楕　 円　 形） 1．80 ×（1．15） 67 垂直 平坦 自然 B Ⅲb2 加曽利 E 縄文土器，人骨 Sト107→本跡，SK－956不明 ，墓境か

954 C16e9 N－478－E 楕　 円　 形 1．95　× 1．70 88 内傾 ・平坦 自然 2 BⅣb2 陣圧台Ⅳ一加曽稚 I
縄文土器 Sト200 、SK－955→本跡、袋状，

底径1．94×1．80

955 C16e99 N－35㌧W 不整長方形 （2．02）×〔1．80〕 62 外傾 ．平坦 自然 2 C ⅡC2 本跡→Sト200，SK－954

956 C16h6 N－748－W 不 整 方 形 3．66　×　3．50 62 外傾 平坦 自然 5

1

C ⅡC2 加曽利 E Ⅱ

中期

阿王台Ⅲ－Ⅳ

縄文土器

縄文土器

縄文土器

Sト107→本跡 ，SK－953・1072不明

957

958

959

C16f8

C16f8

C16e2

N－43㌧E

N－300－E

N－7 0－E

円　　　 形

楕　 円　 形

円　　　 形

1．35　× 1．32

2．08　× 1．75

1．45　× 1．33

164

52

30

垂直

垂直

外傾

平坦

平坦

平坦

人為

自然

自然

A Ⅲb4

B ⅢC2

A Ⅱbl

本跡→Sト199 ，円筒状

．Sト211不明

960 C16e88 N－67。－E 楕　 円　 形 1．03　×　0．73 72 内傾 平坦 自然 BⅣb2 S「199→本跡 ，円筒状

1044 C17 il N－57。－E 不　 定　 形 （2．12 × 1．45） 74 外傾 平坦 自然 D ⅡC2 加曽利B ・安行 I 縄文土器，土製円板、獣骨 本跡→S 「232 ．SK－1067

1045 C17 il N－59。－E 不整楕円形 1．90　× 1．23 108 内傾 平坦 人為 B Ⅳb3 匝圧台Ⅳ－加曽稚 I 縄文土器 Sト2．32，SK－1044→本跡，袋状、

底径2．35 ×2 ．16
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土塊

轟音
佳麗

轟径（軸）

方　 向

李面形

長踵 ×短踵

（叫

深さ

（ぐ血）

壁面 海面 覆土 P 分恕 時　　 期 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　　 考

痍重複蘭痍 （覿⇒旧）

104．6 C16io Nこ29。－E 再　　 形 1．91 × 1；－8 1 80 外傾 平地 白銀 2 A虫b2 中峠ふ加曽軸 壬 絶女土蒜 虫ト出2一本跡

104テ C16i5 N⊥29。一腑 楕　 円　 形 3．00 ×〔2i66〕 ナ5 外傾 平地 自然 4 ．由Ⅱと2 絶女土盛 ‘磨右，敵右 Sk－1080不明

104白 b16b テ Nこ3 。－E 不 盤 円 形 1．31 × 1；30 （45） 外傾 平坦 日銀 A血bl 中期か 縄文土轟 台恵一io49不明

1649 blぬ 6 虹80㌧W 不要楕円形 2iO8　火 1；0プ 由 外傾 平坦 日銀 4 白山 2 中軸か 絶女土叙 叡骨 S恵一10舶不明

1050 C16ff N－42。二E 楕　 円　 形 1．50　× 1．27 37 ．垂直 ・平坦 自然 自由bl 後期蛮行 縄女土轟 本跡4 Siこ212 iSk－1051＿

1051 C16fテ 如こ13㌧中 楕　 円　 形 i‘白6　× 1‘41 84 内傾 平地 自然 B Ⅳb2 阿去台血ふⅣ 縄文土盛 Siニ212、Skこ1050こⅠ本跡 も褒状

底鐘2．05 ×2 ．06

io52 C16gテ 山一9 。二E 卵　　 彩 1；02　×　0．白8 115 垂直 平坦 人為 川 bl 晩如前葉 醜女土轟 本跡一台ト199

10由 C16g3 Nこ69。こW 楕　 円‘形 1．27　× 1‘13 55 外傾 乎坦・ 由Ⅱb2 魂之内 細文土器 Sト204→本跡

1054 C16jo N－71㌧加 楕　 円　 形 2 ．44　× 1．96 54 外傾 平坦 自然 1 B 止C2 加曽利 宜Ⅲ 砲女土器

1055 C16iG ‘山一0 。 楕　 円　 形 1i21 × 1iO4 39 外傾 平地 自然 細 bl 加曽利 E Ⅱ一山 醜女土惑 本跡→SIこ215

1056 C16日 Nこ30。ニ加 痛　 円　 形 1 ；58　× 1．22 243 垂直 平坦 二部 人．．‘いB 血b4 安行血a 縄文土酪 磨右、軟骨 ，魚骨 本跡→Sト215，SK⊥1117，円筒状

1057 C16iラ N二420－W 円　　　 形 1 ．14　× 1 ．0ケ 81 外傾 平坦 人為 A 立b2 加曽利 宜虹ん由 縄文土轟 本跡→Sト215，SKこ10宛不明

10自白 C16e 9 N－20。一価 円．　 形 1‘22　× 1 i15 175 垂直 平坦 人為 A 由b3 本跡→SI－217，円細 大

1059 C16d勺 N－78。－E 楕　 円　 形 1ilo　x　o i88 103 内傾 平坦 自然 BⅣb3 中細 中葉 縄文土器 SIこ217一本跡，褒状．底踵〔1‘75 ×1i42〕

1060 C16dボ N－44。－W 醜 丸 方 形 2．30　×　2．15 74 垂直 平坦 自然 C血C2 中期中葉 縄文土器 S 1－217→本跡

1061 C16が Nニ29。こE 精 ．円　 形 〔1‘84〕× 1．如 100 内傾 平坦 自然 BⅣb3 中峠 細文土器，磨製石斧 S I－210 ．SK⊥940→本跡．褒状．

底径2 ．19×1．56

1062 C16g4 N－0 。 円　　　 形 〔L O8 × 1iOl〕 23 垂直 乎坦 AⅢbl 縄文土器 本跡→Sl一云07

1063 C16dP N－4 。互 不整楕円形 1．27　×　0⊥90 114 内傾 凸凹 自然 白Ⅳb3 阿去台Ⅳ 縄文土器 ，土製円板，石棒 S1219不明、袋状i底径2 ．55×1、21

1064 C16dボ N－71。一W 楕　 円　 形 1．50　×　0．68 37 緩斜 平坦 自主bl 本跡→Sト217

1065 C16j7 N－52。一W 不整楕円形 3i90　×　3i30 72 線斜 平坦 自然 8 由I c2 安行 I 縄文土器 ，魚骨 本跡？SK－951

1066 C16j8 N－4 ㌧腑 円　　　 形 1i50　× 1i36 137 垂直 平坦 自然 A Ⅲb3 安行Ⅲa 縄文土轟，磨石，獣骨，貝 本跡→S卜213 ，円筒状

1067Å C17hl N－15。－W 楕　 円　 形 2i50　×　2．23 100 内傾 平坦 自然 3 白ⅣC3 〔中期］ 洋子 i貝 SI－232，SK－1044 ・1067B→本跡，袋状

底径2．70 ×2 ．42

1067B C17i2 ・N－0 。 ．円　　　 形 O i45　×　0．4．4 143 外傾 平坦 ÅⅡa3 安行m a 縄文土器 本跡→SK－1067A

1068 C16h 9 Nニ28。－W 長 楕 円 形 2 ．45　× 1．28 38 外傾 平坦 人為 2 由Ⅱcl 安行 Ⅲ 縄文土器 本跡一→S ト208 ，SK－1092

1069 ．C17h 2 N－0 8 楕　 円　 形 3 ．04　×　2 ．50 98 外傾 平地 自然 4 B ⅡC2 由之内

1070 C16flI N－63。－W 楕　 円　 形 〔1．50 × 1．30〕 94 垂直 平坦 自然 B Ⅲb2 加曽細い 後期安行 縄文土器 本跡→Sト200．SK－1111不明

1071 C16 f9 N－29。一E 楕　 円　 形 0 ．90　×　0 ．70 70 内傾 平坦 自然 B Ⅱb2 〔甲期〕 Sト200→本跡．袋状，底径1．22 ×1．05

1072 C16h6 N－73。－E 楕　 円　 形 2 ．10 ×〔1 ．15〕 51 垂直 平坦 自然 B ⅢC2 加曽利 E I 縄文土器 ・ SK－956 ・1117・1136不明

1073 D16a5 N－0 0 円　　　 形 1 ．16　× 1 ．10 78 外傾 平坦 ．人為 A Ⅱb2 加曽利 E Ⅲ－Ⅲ 縄文土器 本跡→S1－216

1074 C16j5 N－0 0 円　　　 形 1．26　× 1．23 57 外傾 平坦 人為 A Ⅲb2 縄文土器 本跡→Sト216

1075 C16j7 N－31。一E 円　　　 形 1．20 ×〔1．16〕 50 垂直 平坦 人為 AⅢb2 加曽利E 縄文土器．石鉄 本跡→SI－215，SK－1057不明

1076 C16eG Nl19。IE 不　 定　 形 〔1．60〕× 1、16 44 外傾 緩斜 人為 D Ⅱbl 中期 縄文土器 S ト212→本跡

1077 D16aポ N－52．－E 〔楕　 円　 形〕〔1．25 ×　0．96〕 95 緩斜 皿状 自然 B I b2 加単利E I 縄文土器 ，土製円板 本跡→SK－1078

1078 D16a率 N－84。－W 楕　 円　 形 〔1．75〕×　0．71 54 緩如 皿状 人為 B I b2 縄文土器 SK－1077→本跡

1079 C16iボ N－76。－W 楕　 円　 形 2．14　× 1．85 91 外傾 平坦 自然 2 B ⅡC2 縄文土器 ，磨石 Sト213→本跡

1080 C16j5 N－0 。 不整楕円形 〔3．44〕×　2．59 40 外傾 平坦 自然 3・B ⅡC2 加曽利E I 縄文土器 Sト216→本跡，SK－1047不明 ‾

1081 C16j9 N－77㌧W 楕　 円　 形 1．35　×（0．55） 85 内傾 平坦 自然 B Ⅳb2 〔中期〕 SK－1082→本跡 ，袋状、底径1．64×（0．95）

1082 C16j9 N－538－E 楕　 円　 形 1．45　× 1．15 156 垂直 平坦

人為

1

B Ⅲb4 安行 Ⅱ 縄文土器 本跡→SK－1081 ，円筒状

1083 C17g l N‾－55。－E 不整楕円形 2 ．05　× 1．62 52 外傾 平坦 B ⅡC2 加曽利E I －Ⅱ 縄文土器，石器 Sト233不明

1084 C15i7 N－620－W 楕　 円　 形 1．76　× 1．40 45 外傾 平坦 B Ⅱb2 加曽利E 縄文土器 本跡→S「230A・230B

1085 C15 i7 Nl11。IW 楕　 円　 形 2 ．90　×　2 ．62 60 外傾 平坦 自然 B ⅡC2 中期 縄文土器、獣骨

磨石

本跡→SI－23．OA・230B

1086 C15hG N－150－W 楕　 円 ‘形 〔1．27　× 1 ．06〕 68 外傾 凸凹 自然 B Ⅱb2 SK－1089 ・1093→本跡

1089 C15h6 N－620－W 楕　 円　 形 0．94　×〔0 ．85〕 65 外傾 凸凹 人為 B Ⅱa2 SK－1086→本跡→Sト230B
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土坑

番号

位置

長径（軸）

方　　 向

車両形
長径×短径

（m ）

深さ

（cm ）

壁面 海面 覆土 P 分類 時　　　 期 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　　　 考

※重複関係 （新→旧）

1090 C16j9 N－90。 楕　 円　 形 1．86　×〔1．39〕 115 内傾 平坦 自然 BⅣb3 阿王台Ⅲ－Ⅳ 縄文土器、獣骨 ． 袋状，底径2．84 ×2．45

1091 C16j9 N－21。－W 楕　 円　 形 1．21 ×〔1．06〕 44 外傾 平坦 B Ⅱbl 安行Ⅱ 縄文土器，耳飾，石鉄，獣骨 本跡一→SI－213，SK－1109

1092 C16g9 N－31。－E 楕　 円　 形 1．62　× 1．25 142 内傾 平坦 自然 BⅣb2 阿王台Ⅳ 縄文土器 Sト208→本跡、袋状，底径2．35×1．95

1093 C15h6 N賀24 。－E 円＿　　　 形 1．01 ×　0．95 200 垂直 平坦 A Ⅲb4 本跡→SI－230B、SK－1086，円筒状

1094 C15h5 N－47。－W 不整楕円形 1．26　×　0．98 52 外傾 凸凹 B Ⅱb2 土偶 S「117→本跡

1095 C15g5 N－50．－W 不整楕円形 1．04　×　0．80 112 叩 頃 皿状 B Ⅱb3 Sト117－→本跡

1096 C17fZ N－17。－E 楕　 円　 形 1．78　× 1．15 50 外傾 皿状 自然 B Ⅱb2 加曽利E 縄文土器 SI－231→本跡

1097 C17g2 N－25。－W 楕　 円　 形 1．75　× 1．42 52 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 加曽利E一称名寺 縄文土器 Sト231不明

1098 C17gl N －35。－W 長 楕 円 形 （3．10）× 1．82 75 外傾 平坦 自然 B ⅡC2 加曽利E I 縄文土器 ．旧石器 Sト218→本跡

1099 C16fo N－7 0－W 不整楕円形 〔2．67 × 2．40〕 94 緩斜 凸凹 自然 B I c2 後期 縄文土器 本跡→S上200 ．SK－1100不明

1100 C16e6 N－90。 楕　 円　 形 2．78 ×〔2．05〕 114 垂直 平坦 自然 2 B ⅢC3 加曽利E 縄文土器　 ‾ SK－1099不明

1101 C16 i9 N －30。－W 円　　　 形 ・0．97　×　0．85 ・115 内傾 平坦 A Ⅳa3 〔中期〕 Sト2甲→本臥 袋帆 底径1・81×1 ・55

1102 C16 i9 N－0 。 円　　　 形 0 ．95　×　0．95 22 緩斜 平坦 A Ⅱal 称名寺 縄文土器 本跡一→Sト239

1103 D16a8 N－80。－W 楕　 円　 形 1 ．63　× 1．19 94 外傾 凸凹 自然 B Ⅱb2

1104 D16b 7 N－45㌧W 楕　 円　 形 〔2 ．63〕× 1．75 34 繚斜 凸凹 自然 6 B I cl 中期中葉 縄文土器，敲石 ，獣骨 本跡→SK－1105 、SK－1108・1155不明

1105 D16a 7 N－82。－W 楕　 円　 形 2 ．74　×　2．04 35 緩斜 平坦 自然 1 B I cl 加曽利E Ⅱ－Ⅲ 縄文土器 SK－1104－→本跡

1108 D16b 7 N－90。 楕　 円　 形 2 ．30　× 1．94 56 外傾 平坦 自然 1 BⅡC2 加曽利E I 縄文土器 SK－1104不明

1109 C16i9 N－70。－E 楕　 円　 形 1 ．50　× 1．15 115 内傾 平坦 人為 BⅣb3 中峠 縄文土器，磨石 SK－1091→本跡 ，Sト239不明，袋状

底径2 ．64 ×2．05

1110 D16aoO N－460－E 円　　　 形 4 ．02　×　3 ．86 24 外傾 平坦 自然 3 AⅡと1 中峠 縄文土器，土偶

1111 C16fo N－0 。 不整楕円形 2 ．18　× 1 ．86 101 垂直 皿状 自然 2 8ⅢC3 後期
縄文土器，土製円板，獣骨 SK－1070不明

1112 C17f3 N－73。－E 楕　 円　 形 1 ．30　×　0 ．97 78 外傾 平坦 自然 B Ⅱb2 中期中葉 縄文土器．敲石 S「231－→本跡

1113 C17h 3 N－0 0 不整楕円形 1 ．45　× 1 ．01 160 垂直 凸凹 人為 BⅢb4 後期 縄文土器 本跡→SK－1114 ．SK－1151不明，円筒状

1114 C17h 3 N－400－W 不整楕円形 1．58　× 1 ．03 63 外傾 凸凹 人為 B Ⅱb2 縄文土器 SK－1113→本跡，SK－1151不明

1115 C17e 3 N－500－W 円 ・　 形 1 ．87　× 1 ．83 72 外甲 凸凹 自然 A Ⅱb2 加曽利E 縄文土器

1116 C17i2 N－58。－E 円　　　 形 1．16＿× 1 ．07 37 外傾 平坦 自然 A Ⅱbl 本跡→Sト235A

1117 C16h 6 N‾－600－W 楕　 円　 形 （1 ．87 × 1 ．00） 116 内傾 平坦 自然 J BⅣb3 中期中葉 縄文土器 SK－1056→本跡，SK－1076 ・1136不明，

袋状，底径2．88 ×1．98

1118 C16h 7 N－350－W 円　　 畢 1．27 ×〔1 ．16〕 54 垂直 平坦 自然 AⅢb2 加曽利E Ⅲ 縄文土器

1119 C17e 2 N－420－W 楕　 円　 形 1 ．42　× 1 ．23 62 緩斜 平坦 自然 B 工b2 中期 縄文土器 本跡→SI－234

1120 C17g 3 N－0 。 円　　　 形 1 ．70　× 1 ．70 152 外傾 凸凹 自然 A Ⅱb4 中期 縄文土器

1121 C17h 2 N－75。－E 楕　 円　 形 〔1 ．14〕× 0 ．99 28 外傾 平坦 自然 B Ⅱbl

1122 C17 i3 N－18。－W 楕　 円　 形 2 ．68　×　2 ．20 35 外傾 平坦 自然 BⅡcl 中期 縄文土器，磨製石斧 Sト235B不明

1123 C16 i9 N－0 。 楕　 円　 形 2 ．16　×〔1 ．82〕 98 外傾 平坦 人為 BⅡC2 中期一後期 縄文土器，磨製石斧 本跡→SI－237 ，SK－1109不明

1124 C17h l N－358－E 円　　　 形 1 ．95　× 1 ．80 96 内傾 平坦 AⅣb2 阿王台Ⅳ 縄文土器，土製円板，獣骨 SI－2 18→本跡．袋状 ，底径2．00 ×1．80

1125 C17 j3 N－22。－E 不整楕円形 3 ．08 ×〔Z ．55〕 27 外傾 平坦 自然 1

1

3

B Ⅱcl

阿王台Ⅳ

縄文土器 本跡→Sト235A ，SK－1138

1126 C17 i2 N－12。－W 円　　　 形 1 ．62　× 1．48 52 外傾 平坦 自然 AⅡb2 縄文土器 SI－235B不明

本跡一→SI－238

1127 C16f 7 N－34。－E 卵　　　 形 1 ．30　× 1．21 42 外傾 凸凹 自然 B Ⅱb l 中期 縄文土器

1128 C17C2 N－3 。－W 楕　 円　 形 2 ．61 × 1．50 95 外傾 平坦 自然 BⅡC2 加曽利E Ⅱ－Ⅲ 縄文土器

1130

1131

C17j l

D17a l

N－67㌧W

N－25。－E

楕　 円　 形

円　　　 形

2 ．16　×〔1．82〕

〔1 ．11〕× 1．07

． 77

119

内傾

垂直

平坦

平坦

自然

自然

由ⅣC2

AⅢb3

中峠一加曽利E I

加曽利E

縄文土器，敲石

縄文土器

SK－1131・1132不明、袋状 、

底径〔2．32 ×1．92〕

SK－1130・1133不明

1132 D17a，1 N－55。－W 楕　 円　 形 （2 ．31 × 1．83） 42 外傾 凸凹 人為 B Ⅱcl 中期中葉 縄文土器 SK－1130・1133不明

1133 D17a l N－63。－E 楕　 円　 形 3 ．26　×〔2．67〕 94 外傾 凸凹 自然 1 B ⅡC2 加曽利E I 縄文土器 SK－1131・1132・1137不明

1134 C17b l N－49。－E 不整楕円形 2 ．23　×　2．08 70 外傾 平坦 人為 3 B Ⅱと2 加曽利E Ⅲ 縄文土器 本跡→Sト233

1135 C17dZ N －36。－E 楕　 円　 形 1．51 × 1．14 44 外傾 平坦 自然 B Ⅲbl 中期 縄文土器 本跡→SI－234
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土坑

番号

位置

長径 （軸）

方　　 向

平面形
長径×短径
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深さ
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壁面 海面 覆土 P 分類 時　 ．期 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　 考

※重複関係 （新→旧）

1136 C16h6 N－48。－E 〔楕　 円　 形〕 （1．80）× 1．49 86 垂直 凸凹 自然 B Ⅲb2 加曽利E I 縄文土器 SK－1072・1117不明

1137 D17al N－66。賀W 楕　 円　 形 1．83　× 1．53 64 外傾 凸凹 2 B Ⅱb2 SK－1133不明

1138 C17j3 N－34。－E 楕　 円　 形 〔1．30 × 0．87〕 71 内傾 平坦 自然 BⅣb2 SK－1125→本跡，袋状，底径1 ．67 ×1．53

1139 D16a 5 N－90。 不整楕円形 〔3．60 × 3．24〕 34 緩斜 平坦 自然 2 B I b2 中期中葉 縄文土券，獣骨 SK－1143不明

1140 C17e 2 N－39。－W 不　 定　 形 2．15　× 1．53 63 外傾 平坦 自然 D ⅡC2 加曽利E一称名寺 縄文土器 本跡→Sト234

1141 D16g6 N－0 。 円　　　 形 1．91 × 1．88 32 緩斜 平坦 自然 A Ibl 加曽利E Ⅱ－Ⅲ 縄文土器

1142 C17dZ N－480－E 楕　 円　 形 1．70　× 1．25 105 外傾 平坦 自然 B Ⅱb3 中期 縄文土器 S I－234→本跡

1143 D16a5 N－14。－W 楕 ・円　 形 〔2 ・96＿× 1・94〕 43 外傾 平坦 自然 4 B Ⅱcl 中期中葉 縄文土器 SK－1144→本跡，SK－1139不明

1144 D16a5 N「57。－W 不整楕円形 〔1 ．91 × 1 ．54〕 31 外傾 凸凹 自然 2 BⅣbl 加曽利B 縄文土器 SK－1145→本跡→SK－1143

1145 D16a6 N－7 ㌧W 不整楕円形 2 ．32　× 1 ．46 30 垂直 凸凹 自然 5 B‘Ⅲcl ・後期安行 縄文土器 ，土製円板 本跡→SK－1144

1146 C16g 。 N－4 1。－W 不整楕円形 （2．03　× 1．72） 102 内傾 平坦 自然 BⅣC3 〔中期〕 ナイフ形石器 SI－218・233→本跡，袋状 ，底径2．13×1．95

1147 C16g 9 N－47。－W 楕　 円　 形 1．18　×　0．82 62 外傾 平坦 人為 B Ⅱb2 本跡→S I－208

1148 C17d 2 N－50。－W 楕　 円　 形 1．07　×　0．84 23 外傾 平坦 ．人為 BⅡbl 加曽利E I Sト234→本跡 ，埋設土器

1149 C17d Z N－49。－W 不　 定　 形 2 ．10　× 1 ．38 56 外傾 平坦 1 DⅡC2 本跡一→Sト234

1150 D16a G Nl43。一E 楕　 円　 形 2．‾07 ×〔1．6の 34 外傾 平坦 人為 2－BⅡcl 中期 縄文土器

1151 C17h3 N－80。－W 楕　 円　 形 2．80 ×（2．24） 60 垂直 凸凹 3 B ⅢC2 堀之内 縄文土器 SK－1113・1114不明

1152 C17h3 N－40。－W 楕　 円　 形 0．80　×　0．70 103 垂直 平坦 B Ⅲa3

1153 C16ho N－46。－E 楕　 円　 形 1．00 ×〔0．80〕 74 内傾 平坦 自然 2 BⅣb2 加曽利E I 縄文土器 SK－1157→本跡，袋状 ，底径1．60×1．43

1154 C16卵 N－63。－W 楕　 円　 形 1‘．61 × 1．24 75 緩斜 平坦 申然 B Ⅱb2 本跡→SI－213

1155 D16b7 N－33。－W 楕　 円　 形 〔3 ．32 ×　2 ．70〕 21 緩斜 平坦 5 B Ⅱcl 中期 縄文土器

1156 D16b6 N－73．－E 楕　 円　 形 2．05 1×〔1 ．84〕 17 緩斜 平坦 自然 5 B Ⅱcl 中期 縄文土器

1157 C16h rl‾ N－54。－E 円　　　 形 1．52 ×〔1．53〕 53 穣斜 平坦 自然 AⅡb2 後期前葉 縄文土器 本跡一→SK－1157
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（5）遺構外出土遺物

D区からは，直接遺構に伴わない土器，土製品，石器，石製品，鉄器及び古銭が出土している。ここでは，

それらについて実測図（第265－285図）及び観察表，一覧表で一括して報告する。

第265－270図1－75は遺構外出土遺物の実測図である。1－38，69－75については観察表に記述し，観察表

に記述しなかった注口土器片，把手，蓋についてここでは簡単に分類しておく。

39－52は注口土器の注口部片である。39は中期加曽利E式並行の注口部片で，複節縄文RLRが一部見られ

る。40－43は後期堀之内式の注口土器である。40は注口部上に「C」字状文と刺突文，41は注口部先端と口縁

部突起を接続する把手，42も注口部先端と口縁部を接続する把手が見られる。43は注口部中位に把手が見られ

る。44は後期加曽利B式の注口部片と思われ，外面は磨きが施されている。45，47は後期の注口部と思われる。

46，48－52は後期から晩期安行式の注口土器で，基部下に46は円形文，48，50，52は縦刻み加飾の貼癌が付け

られ，50は洗練区画の縄文帯と注口部横を巡る突帯が見られる。49は中央に短沈線を連続させた隆帯貼り付け

が基部の周囲に見られ，大洞B式の影響と思われる。51は注口部が僅かに反って先端に至る。

53－66は把手及び突起片である。53，54は中期加曽利EI式の中空把手である。55は後期綱取式の影響が見

られ，2単位の孔を有する変形「8」字状把手である。56は側面に2単位，上面に2単位の孔を有する大形突

起状の把手で，後期堀之内式の範噂と思われる。57は後期堀之内2式に比定される注口土器の弦状把手で，沈

線及び刺突文で文様が構成されている。58－65は後期加曽利B式に比定される突起及び把手である。58，62，

64はつまみ状の把手，59，60は孔を有する環状の把手である。61は口縁部内面突起の文様，63は口緑部外面突

起の文様で，いずれも円形文が施されている。65は下部に孔を有するスペード状の把手である。66は晩期姥山

式の影響が見られる鉢巻き状突起で，突起下に孔が穿たれている。

67，68は後期堀之内式の蓋で，67が径4cm，68が径5cmで，孔が対で穿たれている。67は中央に小円形文，さ

らに孔を結ぶように円形の平行沈線が施されている。

第276－285図1－169は縄文土器片の拓影図である。

1－66は中期の土器である。1－7は阿王台式に比定される土器で，いずれも区画的な文様構成を隆帯で施

し，内部には結節沈線文，爪形文及び沈線で文様が施されている。5－7は地文として縄文が施文されている。

8－10は勝坂式の影響が見られる土器で，8は浅鉢形土器，10は筒形の土器の口縁部である。14は曽利式の影

響が見られる浅鉢形土器で，口縁部内面に粘土紐貼り付けの稜が見られ，外面は半裁竹管による縦方向の沈線

が充填されている。12，13，15，16は中峠式に比定され，12，15，16は口唇部に連続「コ」字状文が見られ

る。17－31は加曽利EI式に比定される土器で，17－19，22－26は隆線や沈線で口縁部の文様が構成され，24

には三叉文が見られる。20は口唇部上端に部分的な刻み，21は口唇部外面に刻みと洗練効果を出す隆線を上端

中央に施している。27－31は胴部片で，27は縄文が，30，31は条線が胴部を直線的に垂下する平行洗練に切ら

れ，31には蛇行沈線も見られる。28は地文の縄文が回転方向を換えて縦の羽状を取り，29は結節縄文が施文さ

れている。32－39，41－45は加曽利EⅡ式に比定される土器である。32は口縁部下の横走する平行沈線に胴部

を垂下する平行沈線が連結している。33－39，41は口縁部片で，渦巻文，長方形区画文等が沈線及び隆線で展

開されている。42－45は胴部に平行沈線が垂下し，沈線間は磨り消されている。42と44は縄文地文で，42には

蛇行沈線も見られ，43，45は条線が地文で施されている。47は胴部に渦巻文及び剣先文が見られ，大木8b式

の影響が見られる。40，46，48－61は加曽利EⅢ式に比定される土器で，40，46，48，55は口縁部に列点文と

波状あるいは弧状を描く複列の沈線が施文されている。49は口縁部無文で，微隆起線以下は縄文が施文されて
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いる。50，51，53，55は沈線で区画文が描かれている。52は外面に縄文が施文され，54は口縁部に施された連

続円形文以下は洗練が垂下している。57－61は胴部片で，57，58，60，61は直線的に垂下する沈線区画の磨消

帯が施されている。59は胴部隆帯文が見られる。62－66は加曽利EⅣ式に比定される土器で，62は口縁部無文

帯下の隆線に舌状の突起が付けられ，以下は縄文が施文されている。後期初頭にかけての土器である。63は口

縁部は無文帯で，微隆起線以下は縄文が施文されている。64－66は口縁部及び胴部に微隆起線区画の磨消帯が

施され，65には双耳状の突起，66にも突起が付けられている。

67－131，133，134は後期の土器である。67－69は綱取式の影響が見られ，波状口縁の波頂部に刺突文及び

沈線で曲線的あるいは直線的な文様が施されている。70－77は堀之内1式に比定される土器で，70，72－74は

穿孔及び刺突文が口縁部に見られる。71も口縁部に孔が穿たれていると思われ，胴部を垂下する隆線に刻みが

施されている。75－77は文様が沈線で施され，77は地文に縄文が施文されている。78－84は堀之内2式に比定

される土器である。78，79には刺突を加えた隆線が見られる。80－82，86は地文に縄文を施し，80，81，86は

直線的な沈線で文様が描かれている。83は口縁部内面に短洗練，上端に小突起及び外面に沈線区画の縄文帯が

見られ，84も波頂部に突起，外面に刺突文を施した隆線が施されている。85は口縁部下の隆線に粗い刻みが加

えられ，以下は斜行あるいは縦方向の沈線が複列で施されている。89は堀之内2式一加曽利Bl式にかけての

土器で，地文の縄文を複列の横走沈線が切断している。87－96，98は加曽利Bl式に比定される土器である。

87は口縁部と胴下部の複列沈線を同様の斜行沈線が結び，区画内に縄文が施文されている。88，90，91，93－

95，98は地文に縄文が施され，押捺を加えた粘土紐が88，90，93，94，98に，88，93には斜行沈線が施され，

98には横方向の沈線も見られる。95は指頭による微隆起線が口縁部外面に施され，口唇部上端には沈線も見ら

れる。加曽利B2式に近い時期と思われる。91は口唇部上端に押捺を加えた突起と口縁部に横長の連続刻文が

施されている。92，96は洗練区画の縄文帯が施され，92は内面にも縄文帯，94は縄文帯を結ぶやや弧を措く沈

線が見られる。97，99－108は加曽利B2式に比定される土器である。97，99，100は外面に粗い縄文が施され，

97は口縁部に粘土紐貼り付けの刻文帯と胴部に下向き弧線，100は口縁部に押捺を加えた粘土紐が施されている。

101－108は横走沈線を主体として文様が構成され，縄文施文部以外は内・外面とも磨きが施されている。103の

口唇部上端には小突起，104，105の外面には刺突を加えた小突起と文様帯を切る短い区画文が見られる。106に

は胴部に下向き連弧文が施されている。109－111は加曽利B3式に比定される土器で，109，110は口縁部に，

111は胴部に刻文帯が施され，110には刻文帯を挟んで下向き及び上向きの弧線が施されている。112－115は曽

谷式に比定される土器である。112，114は三角刻文帯，113は帯縄文と上向き弧線文，115には小突起が施され

ている。116は口縁部に帯縄文が施され，以下3段の刻文帯と縦長貼癌が見られ，曽谷～安行I式にかけての

土器と思われる。117－125は安行I式に比定される土器である。117－119，124には隆起帯縄文，120，122に

は隆起帯刻文，125には沈線区画の縄文帯が施されている。117－119，120，125には貼瘡が付され，125は縄文

帯が「）（」状の沈線に切られている。124は縄文帯に沿い刻文が施され，胴部には上向き弧線が施文されてい

る。121，123は粗製土器で，器面に条線が施され，121は口縁部と頚部に刻文帯が横走されている。126－131，

133，134は安行Ⅱ式に比定される土器である。126，127は縄文帯が口縁部以下多段施され，隙間の沈線区画の

磨消部は小突起で接続されている。128は2段の刻文帯を結ぶ区画内縄文施文の斜行平行沈線が見られる。129

－131，133は縄文帯あるいは刻文帯上にブタ貞状貼癌が付されている。134は波状口縁の波頂部片で，刻みを

施した頂部の突起以下にも刻みを加えた縦長貼痛とブタ鼻状貼癌が見られる。

132，135－139は後期安行Ⅱ式一晩期安行Ⅲa式にかけての土器である。132，136，137は粗製土器で，月状

文が見られる。135，138は多段の縄文帯が小突起で結ばれ，小突起間は刺突状の短沈線が施されている。139
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は口唇部上端に刻みを加えた突起が見られ，胴部に刻文帯が施されている。

140ん169は晩期の土器である。140舟150は安行Ⅲa式に比定される土器である。140～142，144は波状口縁

の波頂部片で，頂部の突起及び胴部の貼痛に刻みが施されている。143は口唇部に偏平な突起，145，146は沈

線区画内に縄文が施文されている。147は無形土器の日録部で，沈線による文様が描かれ，隙間は部分的に縄

文が施文されている。148には円形文，149には入り組み文及び三叉文が見られる。150は粗製土器で，下向き

弧状の条線が施文されている。15ト167は安行Ⅲb式に比定される土器で，159，161はⅢC式に近い段階である。

151，152，159波状口縁の波頂部で，頂部に角状の突起，以下に縦長の貼癌が付されている。153は粗製土器で，

やや下向き弧状の条線を平行沈線に切断され，154は口唇部突起下にブタ鼻状貼痛，155は「く」の字状に外傾

する口緑部で，入り組み状の曲線が見られる。156は沈線区画内に細密沈線が充填され，157は直線的な沈線で

文様が描かれ，縄文施文部と磨消部区画を交互に配し，縦の沈線区画内は刺突文が施されている。158は短沈

線が連続的に横走され，入り組みの弧線文が見られる。160は曲線的文様が措かれ，部分的に縄文が施文され

ている。161は口縁部に鋸歯状の突起が付けられ，胴部は浅い横走沈線が施され，隙間は失羽状の条線が充填

されている。162－167は姥山式の影響が見られる土器で，162には細密沈線と入り組み的な曲線が，163，164

の波状口縁部片にも入り組み的な曲線が施文されている。165－167は口縁部に小突起が付され，165，167には

列点文が見られる。168，169は大洞式の影響が見られる土器で，168は口縁部が外反し，口唇部に小突起が付

され，胴上部に施された複列の横走沈線以下は縄文が施文されている。169は胴上部に羊歯状文，下部に列点

文が見られる。168はB式，169はBC式並行と思われる。
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第266図　遺構外出土遺物実測・拓影図（2）
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第267回　遺構外出土遺物実測・拓影図（3）
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第269図　遺構外出土遺物実測・拓影図（5）
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第270図　遺構外出土遺物実測・拓影図（6）
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第273図　遺構外出土石製品実測図（9）
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第275図　遺構外出土遺物実測・拓影図（11）
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第278図　遺構外出土遺物実測・拓影図（14）
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第279図　遺構外出土遺物実測・拓影図（15）
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第281図　遺構外出土遺物実測・拓影図（17）
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第282図　遺構外出土遺物実測・拓影図（18）
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第285図　遺構外出土遺物実測・拓影図（21）

遺構外出土遺物観察表

甑
型串面遠遠遠蒸遠

10cm

】　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（撮） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　考

第265図探鉢形土器A〔22，0〕胴部からロ縁部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，肩部で砂粒・長石・石英・P427　　　　　　　30％

1 縄文土器B（21．6）内傾して口縁部に至る。口唇部と肩部に隆帯が巡り，上面が三角形で雲母 表採

平坦に作出された橋状把手が隆帯を結んでいる。隆帯の上面，側面及明赤褐色 （加曽利EI）

び外面には隆帯の形状に沿う洗練が施されている。隆帯間の区画には

縦の沈線が地文され，部分的に「U」「n」状の沈線が対で施されて

いる。胴部は波状桶歯状条線が縦方向に施文されている。

普通

2

深鉢形土器A〔20．6〕胴部から□緑部にかけての破片。胴部は外反して口緑部に至り，□緑長石・スコリアP370　　　　　　 10％

縄文土器B（17．6）部は内攣する。口縁部は，沈緑を沿わせた隆線で長方形区画文が施さにぷい橙色 表採

れ，区画内に複節縄文LRLが横位回転で施文されている。胴部にも

縦位回転の複節縄文LRLが地文として施文され，沈線区画の幅の狭

い磨消帯が直線あるいは蛇行しながら垂下している。

普通 （加曽利E［）

3

探鉢形土器A〔37．0〕内攣する口緑部片。沈線を沿わせた隆帯で渦巻文及び長方形区画文が砂粒・長石・ P372　　　　　　 10％

縄文土器B（9．3）描かれ，□緑部文様苗が構成されている。渦巻文の上に刺突が2単位スコリア 表採

施され，区画内は横位回転の単節縄文RLが地文として施されている。にぷい橙色　普通（加曽利EⅡ）

－397－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 －・び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

4

探鉢形土器 A 〔26．0〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は外傾しながら立ち上が り，口 長石 ・スコリ．ア ・ P37 1　　　　　　 30％

縄 文 土 器 B （22．1） 緑部は僅かに内攣する。縦位回転の単節縄文R L 地文で，口縁部は沈 雲母 表採

線及び隆線で渦巻文や長楕円区画文が措かれ，胴部は洗練区画の磨消 にぷい黄橙色 （加曽利 E Ⅲ）

帯が直線的に垂下 している。 普通

第266図 深鉢形土器 A 〔17．5〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴下部は外傾 した後胴中位でくびれ， 砂粒 ・スコリア 甲69　　　　　 40％

5 縄 文 土 器 B （25．3） 僅かに内攣 して口縁部に至る。波状を呈する口縁部で，口縁部は隆線
橙色 Sト106付近表採

で楕円形区画文が描かれ，胴部には洗練区画の磨消帯が垂下 している。

単節縄文L R が地文 として施文されている。

普通 （加曽利E Ⅱ）

6

探鉢形土器 B （16．4） 胴部か ら口緑部にかけての破片。胴部は内攣 して立ち上がり，頚部で 長石 P368　　　　　　 10％

縄 文 土 器 くびれ内攣気味に口縁部 に至 る。頚部 を巡る洗練を沿わせた隆線で口 橙色 表採

縁部文様帯 と胴部文様帯が分離されている。半裁竹管による平 行洗練

を縦に施文 した後，右下が りに斜行する粘土紐を狭い間隔を置いて連

続的に貼 り付け，口縁部文様帯が構成されている。＿胴部は地文 に櫛歯

状施文具による縦方向の条線が施文され，複列の渦巻隆線文が胴中位

に描かれている。

普通 （曽利 Ⅱ）

7

探鉢形土器 A 〔29．2〕 内攣する口縁部片。 口唇部は内側に突坦する。半裁竹管による平行沈 ‾ 砂粒 ・長石 P367　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （8．0） 線を縦方向に施文 した後，右下がりに斜行する粘土紐が狭い間隔を置 橙色 表採

いて連続的に貼 り付けられている。P368と同一個体か。 普通 （曽利 Ⅱ）

8

探鉢形土器 A 〔40．7〕 胴上部から口縁部にかけての破片。1内攣 して口縁部に至る。口縁部下 砂粒 ・長石・雲母 ・ P227　　　　　　 10％

縄 文 土 器－ B （9．9） に巡らせた微隆起線が両側からせ り上が り，口縁部外面に小突起が付 スコリア SK－78 7付近表採

けられている。胴部 には単節縄文L R を縦位回転で施文 した後，やや にぷい橙色 （加曽利E Ⅲ）

幅広の洗練間磨消帯が 「n 」状に描かれている。 普通

9

探鉢形土器 A 〔25．6〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部は外傾 しなが ら立ち上が り，中 砂粒 ・長石・石英 ・ P．180　　　　 15％

縄 文 土 器 B （22．1） 位に僅かなくびメt を持つ。口緑部 は内攣 し，波状口縁の波頂部 には橋 スコリア SK－25 8付近表採

状把手を有 し，口縁部無文帯 を微隆起線で区画 している。胴部 には単 にぷい橙色 （加曽利E Ⅳ）

節縄文 L R を横位回転で施文し，微隆起線間磨消帯を 「n 」状に措き，・

文様を分断している。

普通

第267図 探鉢形土器 B （15．0） 内攣する胴部片。曲線的文様が沈線で描かれ，区画内は縄文施文，‾区 長石 ・雲母 ・ P373　　　　　　 10 ％

10 縄 文 土 器 画外は磨 り消されている。胴下部も磨り消 され無文である。 スコリア

明赤褐色　 普通

Sト10 8付近表採

（称名寺 1 ）－

11

鉢 形 土 器 A 〔14 ．4〕 胴部は外傾 して立ち上がり，直線的に口縁部に至る。上端に僅かな凹 長石 ・スコリア ・ P374　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （10．0） みを持つ円形の小突起を口唇部上端に有する。胴部は無文で，上部は 砂粒 表採

横ナデ，下部は縦方向の削 りで整形 されている。 にぷい橙色　 普通 （堀之内 1 ）・

12

探鉢形土器 A　28．6 胴部 中位以下欠損。緩やかな 「S 」字状を措いて立ち上が り，口縁部 砂粒 ・長石 P426　　　　　　　 60％

縄 文 土 器 B （19．6） に至る。口縁部は幅広で偏平 な突起を有 し，突起内面には洗練による 橙色 表採 ‾

楕円形のモチーフが外側に1 つ，内側に2 つ二重に描かれている。外

面は単節縄文L R を施文した後，内部 に波状洗練を描いた平行洗練が

縦横 に措かれている。

普通 （堀之内 2 ）

13

探鉢形土器 A 〔20．4〕 胴部か ら口縁部 にかけての破片。胴部は中位で僅かに くびれた後，外 長石 ・雲母 ・ P376　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （13．9） 傾 して口縁部に至 り，口縁部 は僅かに内攣する。口緑部は無文で，外 スコリア 表採

面に対になる縦長小突起 を有する。口縁部下に洗練区画の縄文帯が施 灰褐色 （加曽利一B 2）

され，口縁部と胴部文様帯が分離 されている。胴部文様帯は口縁部下

の縄文帯と胴部中位 に横走 された洗練区画の 2 段縄文帯間に展開され，

下向き，上向き弧状の洗練を対応して施文 し，区画内に磨 り消 し，区

画外に縄文が施文 されている。下の 2 段縄文帯 には口縁部の突起に対

応 し， 「い」字状の刺突が加 えられている。内面及び外面無文部は丁

寧な磨 り消 しで整形 されている。

普通

14

探鉢形土器 A 〔14．6〕 瓢形土器の胴部か ら口縁部にかけての破片。胴部中位にくびれを有 し， 長石 ・雲母 ・砂粒 P380　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （16．8） くびれの上下とも内攣する。口縁部 2 段，くびれ部 1段の刻文帯が巡 灰黄褐色 Sト178付近表採

らされて，口縁部下 に孔が穿たれている。くびれで上下 2 文様帯に分

かれ， 2 本沈線で上下に切断される円形文 を小突起で接続する文様を，

1 文様帯は大形， 2 文様帯は小形に措 き，円形区画内‘は縄文が施文さ

れている。

普通 （曽谷）

第268図 鉢 形 土 器 A 13．6 胴部と口緑部一部欠損。平底で，胴部 は内攣 して口縁部 に至る。口縁 長石 ・スコリア ・ P381　　　　　　 50％

15 縄 文 土 器 B 12．0 部以下 3 段の隆起帯縄文，胴中位の横走洗練には区画内縄文施文の下 砂粒 表採

C　 4 ．5 向 き連弧文が接続 し，胴下部 に施された洗練以下底部まで縄文が施文 にぷい黄褐色 （安行 I ）

されている。底部に調整痕が残 されている。 普通

－398－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文 ．棟　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

16

探鉢形土器 A 〔22．0〕 胴上部か ら口縁部にかけての破片。やや内傾 して口縁部に至る。口縁 砂粒 ・長石 ・ P382　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （10．5） 部以下 4段 の隆起帯縄文が施され， 3 段までは貼癌で接続されている○ スコリア ・雲母 表採

縄文帯間は沈線区画の磨消帯で， 4段以下！土は斜行条線が施 されてい 橙色 （安行 I ）

る。 普通

17

探鉢形土器 A 〔23．0〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。内傾して口縁部に至る。口縁部肥厚 砂粒 ・長石 ・
p430　　　　 10 元

縄 文 土 器 B （12．0） 一面に縄文帯，以下沈線区画の縄文帯が縦横 に施され，縦刻みを有する スコリア SI－204付近表採

貼癌で連結 されている。貼癌の下には円形文が見 られる。 橙色　 普通 （安行Ⅲa ）

18

鉢 形 土 器 A 〔11．0〕 胴部か ら口縁部にかけての破片。内攣 して立ち上が り，胴上位で僅か 砂粒 ・雲母 P420　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （6．6） にくびれた後口縁部に至る。 くびれ部で上下の文様帯が分離 され， 1 にぷい橙色 表採

文様帯は口縁部縄文帯下の沈線か らくびれ部の沈線間に展開され，下

向 き弧線，入 り組み文を沈線で描 き，弧線文 と入り組み文間は縄文が

施文されている。 2 文様帯は洗練以下縄文施文，内部に横長楕円区画

の磨 り消 し部分が施 されている。

普通 （安行Ⅲb ）

19

浅鉢形土器 A 〔12．3〕 胴上部から口縁部にかけての破片。内攣して‘口縁部に至る。口綾部に 砂粒．・雲母 ・長石 P387　　　　　　 10％

縄 文 土 器 B （3．8） 小突起，胴部中位に凸凹の突帯を有し，胴部上半 には三叉文，下半 に にぷい樺色 表採

接平行弧線文が施されている○ 普通 （安行Ⅲa ）

20

浅鉢形土器 A 〔19．0〕 口縁部片。僅かに内傾 して白線部に至 り，口唇融は外側に突出し，凸 砂粒 ・雲母 P38 8　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 B （4．2） 凹が付け られている。胴部に凸凹の突帯を有 し，胴部上半 は部分的に にぷい赤褐色 表採

縄文が施文されている。 普通 （安行Ⅲb ）

21

浅鉢形土器 A 〔15．8〕 平底で，胴部は内攣気味に外傾 して立ち上が り，僅かに屈曲した後外 砂粒‾・雲母 P43 3　　　　　　　 20％

縄 文 土 器 B （5．1） 反して直線的に口縁部に至る。屈曲部横走沈線 まで口縁部縄文施文， にぷい栓色 Sト115付近表採

C 〔5．7〕． 胴下部にも細い沈線 区画の縄文帯，底部と胴部の境にも沈線が施 され

ている。

普通 （安行Ⅲb ）

22

探鉢形土器 B （2．4） 底部片。平底で突出気味，胴部は直立する。胴下部に磨 きが施され， 砂粒 ・石英 ・長石 P123　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 7．4 底部に網代痕が残 されている。 にぷい褐色

普通

表採

（後期）

23

深鉢形土器 B （15．5） 口縁部欠損。平底で，胴部は内攣しなが ら立ち上がる。胴部上位に沈 長石 ・砂粒 P428　　　　　　　 50％

縄 文 土 器 C　 6．4 線区画の縄文帯。胴部中位には磨消帯が 3 段，間に弧状沈線区画の縄 黒褐色 表採

文帯が 2 段挟んで施文 され，上，中段の磨消帯 には享叉文，入 り組み

三叉文が彫刻 されている。 また上段の縄文帯は連結部が住や斗二入り組 ・

み状，下段の連結部には中央を削 り込んだ癌状の突起が貼 り付けられ

ている。胴下部は沈線以下縄文が施文され，底部から2 － 3 cm は磨 り

消 されている。

普通 （安行Ⅲ a ）

24

深鉢形土器 B （15．9）’底部か ら胴部 にかけての破片。平底で，胴部は内攣気味に外傾する。 砂粒 ・雲母 ・ P277　　　　　　　 40 ％

縄 文 土 器 C　 4 ．3 胴部 には右下が りに斜行す る条線が施文 され，下部は縦方向の磨 きが スコリア SK－956付近表採

施 されている。 明赤褐色　 普通 （安行 Ⅱ）

25

探鉢形土器 B （10 ．8） 底部か ら胴部にかけての破片。小形の平底で，胴部は外傾 して立ち上 砂粒 ・スコリア ・ P432　　　　　　 10％

縄 文 土 器 C　 l．6 がる。胴部には左下が りに斜行する条線が施文され，下部は無文であ 長石 SI－20 6付近表採

るt。 灰褐色　 普通 （安行 Ⅱ）

26

浅鉢形土器 B （3．7） 底部か ら胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。胴下 長石 ・砂粒 ・ P385　　　　　　　 5 ％

縄 文 土 器 C 〔10．0〕 半に下向き弧線が施文され，区画内は縄文が施文 されている。最下部 ・スコリア 表採

には横走沈線が施されている。 褐色　 普通 （安行Ⅲb ）

第 26 9図 浅鉢形土器 B （3．3） 底部から胴下部にかけての破片。平底で，胴部は外傾 して開 く。胴部 長石 ・スコリア ・ P386　　　　　　　 5 ％

27 縄 文 土 器 C 〔7．0〕 下半に磨消帯を挟んで沈線区画の縄文帯が施 されている。 雲母 ・砂粒

にぷい褐色　 普通

表採

（安行Ⅲb ）

28

小形探鉢形土器 A 〔3．5〕 胴部から口縁部一部欠損。平底で，胴部 は外傾 した後内攣 して口縁部 砂粒 ・長石 ・ P37 5　　　　　　　 60％

縄 文 土 器 B　 7．0 に至る。外面は無文で，胴部上位横位ナデ，下位縦位ナデで整形され スコリア ・雲母 表採

C　 3．0 ている。 橙色　 普通

29

鉢 形 土 器 A 〔10．1〕 胴部一部欠損。僅かに丸底で，胴部はやや内攣 しながら立 ち上が り， 砂粒 ・雲母 P384　　　　　　　 30％

縄 文 土 器 B　 6．9 口縁部に至る。内面及び胴上部横ナデで整形されている。内 ・外面無 橙色 表採

C　 5．6 文である。 普通

30

小 形 土 器 B （4．4） 口緑部欠損。丸底で，胴部は外傾 して立ち上がる。内 ・外面無文で， 砂粒 P38 9　　　　　　 40％

縄 文 土 器 内面に整形痕が粗 く残 り，外面は縦位の削 りで整形 されている。 にぷい橙色

普通

表採

31

異形台付土器 B （5．3） 裾部及び口縁部欠損。台部は外傾 した後屈曲 して接合部に至 り，胴部 長石 ・砂粒 ・ P390　　　　　　 30％

縄 文 土 器 は外傾 して立ち上がる。胴部中位に沈線区画の刻文帯，接合部の上下 スコリア 表採

は縦洗練が充填 されている。胴部及び台部の屈曲部に縦刻み突起を貼 明赤褐色 （安行 I ）

り付け，要所に孔が穿たれている。 普通
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図版否号 蕗　 麺 帥叩値（叩） 帯　 形　 視　 び　 耳　 樺　 の　 特　 徴 胎土 増 調　 焼成 彿　　 首

㌍

畢形的 土市 Å〔5．4〕 即 時 碑。月岬 は外噂 して立 ち上か り∴ロ繹師 こ至 る。口唇郡上卿 享 罠石 †砂粒 h′海 3　　　　 台0麺

縄 文 土 器 B （3良） 導輝刻みが噂されて亘るd 脚部下位に刻み状の輝沫碑を噂 した突帯が 黒褐色 泰時

堪 り，寒帯上下け横車桂線が噂されていろ。胴部中位から上位にかけ

径1，5cluはどの孔が 年単位穿たれていろと翠われろ？

普通 （安行 ‡）

33

台 付 土 器 B （4 』） 裾草根 び胸吾味 損。台部はやや内頗 して痺令書軽 重右。‾台音吐 位如 砂粒 ，‾ズ±‾リラ ‾・ 料 料　　　　 1‾0．元

碑 文 ± 器 耳（右4） 嘩区画の磨消郡を挟んで，－胴部下位から擢合部 にかけてと台部下位 をこ 零母 ，庭石 奉採

縄文が施文 されている。 樺色　 晋垣 （加曽利8 2 －3 ）

34

台 付 土 器 b 〔8‾，b〕 白面片。台部面 頗・して立 ち上かる∴台部下倒 こ嘩寿珠線が画 され， 寅右 函 テ　　　　　 云勿

碑 文 土 器 耳（6．4） 上位は摩 き，下位は喝部享で単節輝文R L が嘩位回転で極寒されてい にぷい褐色 奉搾

る？ 普通 （加 単利8 2 ）

35

台 付‾土 盛 D （‘7，3） 台部片。t‾古癖は内密 しそ立ち上がる。台部上位から裾部吏‾そ4 段の如 砂粒 二云‾ヨ‘‾リラ ， P軸　　　　 10′％

碑 文 土 器 B 〔9，3〕 文帯が碑 され　 上下左石 4 個 1 組の孔が 4 単位酎 されていると翠われ 雲母 †長石 表繹 ・

る。 にぷい橙色　 普通 （安行 I ）

36

台 付 土 器 D （8」） 台部片。．‾台師 納 攣 して立ち上‾かる言 細 雨 症 上向 き運抑文が趣き 長石 ，砂粒 P43 1　　　 10‾％

碑 文 土 器 E 〔17．0〕 れ，区画内縄文碑文，以下隆起帯碑文が喝部肥厚面まで 3段 皐こ構成さ にぷい褐色 S巨98付近表採

れている。 ．普通 （安行 I ）

37

鉢 形 ± 轟 B （4，2） 疇部か‾ら月同部にかけその破片。角底で，胴部は榊 草垂直に立ち上がる。 働 粒 亮 コリア P毎　　　　 卓％

碑 文 土 器 C （5．8） 胴部外面及び底面に沈線区画の縄文帯が磨 り消し部分 と交互に配 され， にぷい褐色 表搾

胴部には三叉文が見 ら‘れる。内 ・外面赤彩 されている。 普通 （安行 Ⅲa ）

38

壷 形 土 器 B （6，4） ．口縁部欠埠。僅かに丸みを帯かた底融で，胴部は内攣する。坤線的文 砂粒・雲母・長石 ・ P379　　　　　 70彿

縄 文 土 器 C　 6．9 樽を沈埠で描き，縄文碑文部分と無文部分 を交互に配 し，無文部は磨 石英 表採

きが埴 されている。 にぷい橙色　 普通 （加営利B 2 ）

第 27 0図 手燭形土器 罠さ（6，0） 燭台部破片か。隅丸長方形で，上部燭台部は欠靖で形状不明。円形の 砂粒 ・長石 ・ P40 3　　　　　　　 20 ％

69 碑 文 土 器 厚さ（1諸） 突起が上部に見 られる。底面は中央の同心円文を囲むように複列の半 スコリア 表採

円が三方 に描かれている。 にぷい褐色　 普通 （安行Ⅲb ）

70

畢 形 土 器 B （3，9） 胴部から口縁部に‘‾かけての破片 と思われる。口唇部に刻み‾を有 し，胴 砂粒 ・長石 ・雲母 P40 5　　　　　 5‾％

繹 文 土 器 部の孔にも刻みが施されている。孔脇には縦刻みを有する貼痛が付け 暗赤灰色 表採

られている。 普通 （安行Ⅲa ）

図版番号 革　 料 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第27°0図 I皿 A 〔8．4〕 底部か ら口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。底部へラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P422　　　　　　　 40％

71 土師質土器 B　 l．9 丸底。体部は内攣 しなが ら立 ち上

が り，＿口縁部 に至る。

削 りによる．調整。 橙色

普通

表採

72

小　　　 皿 A　 5．6 平底。休部は外傾 して立ち上がる。 体部内 ・外面横ナデ。底部回転糸 砂粒 ・スコリア ・ P421　　　　　 100％

土師質土器 B　 l．4

C　 3．3

切 り。 長石 ・雲母

にぷい橙色　 普通

表採

73

紅　　　 皿 A　 4 ．1 底部から口縁部にかけての破片。 体部内 ・外面横ナデ。底部回転系 砂粒 ・長石 P424　　　　　　　 40 ％

陶　　　 器 B　 l，3 平底。体部は外傾 して立 ち上が り， 切 り。 淡黄色 表採

C　 2．4 口縁部 に至 る。 普通 （近世瀬戸）

74

水　 注　 か B （4．0） 底部から休部下位にかけての破片。 体部内 ・外面横ナデ。休部外面に 砂粒 P42 3　　　　　　　 10％

陶　　　 器 C 〔8．2〕 低い削 り出し高台。休部はやや外 灰粕，底部にも一部施粕 にぷい黄橙色 表採

傾 して立ち上がる。 普通 （古瀬戸）

75

碗 B （2．5） ・底部片。削 り出し高台。体部は内 体部内面鉄粕，外面施粕で，下位 砂粒 P42 5　　　　　　　 5 ％

陶　　　 器 攣気味に外傾 して立ち上がる。 無粕。 灰黄褐色

普通

表採

（近世）

遺構外出土土製品観察表

図版番号 器　　 種
計 測 値 （cm ） 重　 量

（g ）・

現存率

（％）
器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　特　 徴 備　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第27 1図 1 土　　　 偶 （6．2） （9．8） （2．9） （148．4） 30 みみず く土偶の頭部。刻みを施 した隆帯で顔の輪郭を表現 DP 66　表採

し，ボタン状貼癌で目と耳が，刻文で口，頬が，短沈線で 砂粒 ・スコリア

頭髪，眉が描かれている。後頭部同心円文が対で施文 され 橙色　 普通

ている。 （晩期前葉）

2 ＿土　　　 偶 （5．5） （4．9） （4．1） （56．1） 5 中空土偶の腕部。上面及び側面に入り組み文，‘三叉文 を施 DP6 5　表採

し，部分的に縄文が施文されている。腕端部はラッパ状 に 長石・雲母・砂粒 にぷい黄褐色

開き，刻みが施されている。 普通　 （晩期前葉）
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図版番号 器　　 種
計 測 値（cm） 重‾　葺

（g ）

魂存率

（％）
宙 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

3 土　　　 偶 ・ （5．8） （11．1） （2．7） （168．3） 70 偏平な板状の土偶で，顔，腕部及び脚部は欠損 している。 DP67　表採

頭頂部が平坦で，頂部から後頭部に小孔が穿たれている。 砂粒　 にぷい橙色

文様は施 されていないが，口が横長 に削 り込 まれて表現さ 普通

れている。 （晩期）

4 土　　　 偶 （5．9） （6．9） （2．9） （65．2） 20 山形土偶の右肩部分。前面に粘土貼 り付 けの目，腕に円形 ・ DP68　表採

刺突文が見られ，肩部に縄文施文の隆．帯が見られる。背面 スコリア

は肩部に沈線が施 され，腕部は縄文施文，背中 も．洗練区画 にぷい褐色　 普通

の突出部に縄文が施文 されている。r （後期中葉）

5 土　　　 偶 （5．2） （5．3） （3．9） （58．6） 10 山形土偶の左肩部。肩が張 り，腕部 との境には中央に横刻 DP69　表採

み状の刺突を施した隆帯が巡 り，特 に胸部近くは突出する。 砂粒 ・スコリア

隆帯あるいは体の線に沿って小刺突 を施 した沈線が措かれ 灰褐色　 普通

ている。 （後期中葉）

6 土　　　 偶 （5．5） （3．9） （3．5） （62．5） 10 左脚部。足は突出気味。膝及び足首 に小利突を加 えた沈線 DP70　表採

を複列巡 らし，大腿部前面にも攣曲気味の同文様が施 され， 砂粒 ・長石 ．

膝の沈線に連結 している。隙間には縄文が施文されている にぷい褐色　 普通

が，脚部内側及び足は無文である。 （後期中葉）

7 土　　　 偶 （6．5） （4．5） （3．2） （70．1） 10 みみず く土偶の右脚部。つま先は突出す る。沈線 による長 DP7 1 表採

方形の区画文が前面 に措かれ，区画内に縄文施文，外側側 砂粒 ・長右 ・スコリ

面は横方向，つま＿先カ†ら足裏 にかけては縦方向の洗練が刻 ア　 にぷい橙色

み状に施されている云背面及 び内側側面は無文である。 普通 ・（後期後葉）

8 土　　　 偶 （2．5） （3．2） （2．6） （20．2） 5 脚部下位。側面から前面 に軍段の刺突文が見 られるが，背 DP72　表採

面に文様は施されていない。 砂粒・長石・スコリア　褐灰色

普通 （後期）

9 土　　　 偶 （4．7） （3．2） （1．9） （22．3） 5 ＿攣曲す る脚部。洗練を挟む上下 2 段の刻文が脚部上位に見 DP73　表採

られる。欠損のため詳細は不明だが，脚部下位に・も同様の 砂粒　 にぷい褐色

文様が施されていたと思われる。 普通 （晩期）

10 土　　　 偶 （10．4） （6．6） （2 ．8） （22 0．0） 60 偏平な板状の土偶胴部。胸部以上及び脚部欠損。一前後両面 DP74　表採

には， 3 本の垂下する平行沈線を結ぶ沈線がジグザグに施 砂粒 ・長石 ・雲母

文され，三角形状 のモチーフが表現されている。区画内は 浅黄色　 普通

．部分的に縄文が施文 されている。 （晩期前葉）

11 土　　　 偶 （5．0） （3．0） （2．6） （26．9） 10 右脚部。づま先は突出する。．前面及び背面 に垂下する洗練 DP7 5　表採

が3 本施され，沈線外側には横刻み，つま先にも細かな縦 砂粒 ・長石　 橙色

刻みが施されている。 普通 （晩期前葉か）

12 土　　　 偶 （6．6） （3．4） （2．6） （31．2） 10 攣曲する右脚部。つま先は僅かに突出する。前面及び背面 DP7 6　表採

にジグザグに垂下する洗練 を施文 し，前面は無文部分と縄 砂粒　 褐灰色

文施文部分を交互 に配 している。内腿には横刻みが加飾・さ 普通

れている。 （晩期前葉）

13 土　　　 板 （6．8） （4 ．0） （1．5） （44．3）

J

30 楕円形を呈すると思われる。直線と曲線 を組み合わせた文 DP77　表採

様を沈線で措いているが，欠損 と摩滅のため詳細 は不明で 砂粒・長石　 にぷい橙色

ある。 普通 （晩期前葉）

14 分銅形土製品 5．0 4．1 3，9 73．3 100 土錘状の土製品　 表面に指圧痕 DP78 ．表採

15 柱状土製品． （6．．8） 4．3 4．3 （139．1） 不明 上下　 欠損無文で表面の剥離が著 しい DP79　表採

16 土 製 円 板 5．2 5．2 1．2 30．6 10 0 表面単‾節縄文L R DP 80　表採

17 土 製 円 板 4．0 ． 4．1 1．1 25．0 10 0 表面単節縄文L R DP 81 表採

18 土 製 円 板 3．0 3．2 0．9 10．0 1°00 表面単節縄文R L DP 82　表採

19 土 製 円 板 4．8 4．0 1．2 20．0 10 0 表面隆起帯縄文間に沈線区画の磨消帯　 摩滅が著 しい DP83　表採

第271図20 土 製 円 板 5．4 5．2 1．2 3 6．6 100 表面条線文 DP84 ．表採

21 土 製 円 板 4．3 3．7 0．8 13．8 100 表 ・裏面磨 き DP8 5　表採

22 土 製 円 板 4．3 4．1 1．1 2 4．0 100 表面単節縄文を粗 く施文 DP8 6　表採

23 土 製 円 板 5．1 4．1 1．4 2 5．4 100 表面に口縁部隆起帯縄文 と磨消帯 DP8 7　表採

24 土 製 円 板 4．6 4．3 1．4 2 7．3 100 表面に口縁部縄文帯 と胴部縄文　 洗練 を結ぶブタ鼻状貼癌 DP8 8　表採

25 有孔土器片 （3．6）＿ （3．6） 1．7 （10．3） 不明 中央に貫通孔　 表面単節縄文　 円板状だが縁が未調整 DP8 9　表採

26 不明土製品 3．3 1．0 0．9 2．1 100 基部及び先端が尖 る流線形土製品　 用途不明 DP9 0　表採

遺構外出土古銭観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年

出土地点 備　　　　　　　　 考
直径（cm） 重量（g ） 時　　 代 年　　 号

第275図 7 政 和 通 賓 2．4 2．9 北　　 宋 1111 E1 7e 6区表採 M 7
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遺構外出土石製品観察表

図版 番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第 27 3図 1 磨　　　 石 2 ．4 7 ．2 4 ．0 413 ．5 安　 山　 岩 Q133　 表採

2° 磨　　　 石 8 ．3 7 ．6 4 ．7 4 90 ．5 安 ＿山　 岩 Q134　 表 採

3 磨　　　 石 7 ．2 7 ．0 ．’3 ．1 238 ．1 安　 山　 岩 Q135　 表採

4 磨　　　 石 6 ．9 6 ．5 3 ．0 276 ．3 安　 山　 岩 Q136　 表採

5 磨　　　 石 10 ．8 5 ．9 3 ．9 4 11 ．1 安　 山　 岩 Q137　 表採

6 牢　　 石 10 ．9 6 ．8 4 ・苧 4 90 ．1 安　 山　 宕 Q138　 敲 石兼 用　 表採

7 磨　　　 石 6 ．1 6 ．7 3 ．3 219 ．3 安　 山　 岩 Q139　 表採

8 磨　　　 石 7 ．8 6 ．9 4 ．5 381 ．1 安　 山　 岩 Q140　 表採

9 磨　　　 石 7 ．4 6 ．4 4 ．1 （2 98 ．9 ） 安　 山　 岩 Q14 1 敵 石兼 用　 表 ・裏面 に凹み　 一部 欠損　 表 採

10 磨　　　 石 7 ．0 5 ．1 4 ．9 295 ．9 安　 山　 岩 Q142　 蔽 石兼 用　 表採

11 磨　　　 石 8 ．3 6 ．2 3 ．9 353 ．4 安　 山 ・岩 Q143　 敵 石兼 用　 表 ・裏面 に凹み　 表採

12 敲　　　 石 5 ．5 5 ．5 5 ．1 200 ．9 安　 山　 岩 Q144　 磨 石兼 用　 泉 ・裏面 に凹み　 表採

13 敲　　　 石 5 ．6 5 ．4 4 ．2 173 ．4 安　 山　 岩 Q14 5　 磨 石兼 用　 表採

14 敲　　　 石 8 ．9 7 ．－8 5 ．2 380 ．9 安　 山　 岩 Q146　 凹石兼 用　 側面 に も 2 個 1 対 の 凹み　 表採

第274図 15 打 製 石 斧 ‘ 14 ．5 7 ．7 2 ．0 256 ．0 泥 質片 岩か Q147　 分 銅形　 表 面 に凝灰 岩付 着　 表採

16 打 製 石 斧 （9 ．2 ） 6 ．9 1 ．7 （106 ．4 ） 砂　　　 岩 Q148　 分 銅形　 一 部欠 損　 表採

17 打 製 石 斧 （10 ．4 ） 6 ．7 ． 2 ．0 （121 ．2 ） 砂　　　 岩 Q14 9　 分 銅形 1 ／4欠損　 表採

18 局部磨製石斧 13 ．4 5 ．9 2 ．9 280 ．9 砂　　　 岩 Q150　 表 採

19 磨 製 石 斧 15 ．0 6 ．0 4 ．1 519 ．4 泥　　　 岩 Q15 1 乳 棒状　 刃 部欠 損 後再 利用　 表採

20 磨 製 石 斧 （7 ．0 ） （5 ．5） （3 ．4 ） （203 ．1） 緑 泥 片 岩 Q15 2　 定 角式 ‘刃 部欠 損 後基 部敲 石 と して再 利 用　 表 採

21 打 製 石 斧 9 ．5 5 ．2 2 ．2 119 ．5 砂　　　 岩 Q153　 撥 形　 表採

22 磨 製 石 斧 7 ．7 4 ．2 2 ．2 （97 ．3 ） 安　 山　 岩 Q154　 擦 切 か　 一 部 欠損　 表採

2 3 磨 製 石 斧 （7 ．‾4 ） 5 ．7 2 ．8 （198 ．1） 凝　 灰　 岩 Q15 5　 定 角式　 基 部欠 損　 表採

24 磨 製 石 斧 7 ．4 4 ．3 2 ．0 87 ．7 流　 紋 ．若 Q156　 定 角式　 一 部欠 損　 表採

2 5 磨 一製 石 斧 （10 ．4 ） 4 ．3 2 ．3 （168 ．6 ） 閃　 緑　 岩 Q157　 定 角式　 刃 部欠 損　 表採

2 6 磨 製 石 斧 （5 ．1 ） 4 ．5 2 ．7 （91 ．1） 安　 山　 岩 Q158　 定 角式　 刃 部欠 損　 表採

27 磨 製 石 斧 （4 ．3 ） 2 ．3 1 ．＿5 （18 ．8 ） 蛇　 紋　 岩 －Q159　 一 部欠 損　 表採

第27．5図28 石　　　 剣 （20 ．1） （3 ・6 ） 1 ．6 （226 ．6 ） 緑 泥 片 岩 Q160　 有 頭　 欠損 品　 表採

29 石　　　 剣 （17 ．0 ） 3 ．7 1 ．9 （192 ．3 ） 緑 泥 片 岩 Q16 1 欠損 品　 表 採

30 石　 剣　 か （19 ．0 ） 4＿．2 2 ．5 （24 2 ．0 ） 緑 泥 片 岩 Q163　 欠損 品　 表 採

3 1 石　　　 剣 （9 ．2 ） 3 ．7 1 ．4 （98 ．5） 緑 泥 片 岩 Q162　 欠損 品　 表 採

，・′：32 原　　　 石 4 ．8 6 ．9 1 ．5 58 ．3 メ　 ノ　 ウ Q16 5　 表採

33 原　　　 石 8 ．5 11 ．3 5 ．2 4 64 ．4 黒　 曜　 石 Q164　 母 署 か　 表 採

34 石　　　 鍋 径 〔1‘7 ．2〕 高 さ （4 ．5） （107 ．8 ） 滑　　　 石 Q166　 鍔 付 き　 内 面 に小孔 6 か所　 欠損 品　 表採

3 5 磨 製 石、斧 15 ．0 5 ．6 3 ．3 481 ．9 凝　 灰　 岩 Q168　 定 角式　 表 採

3 6 石　　　 鉄 3 ．4 2 ．0 0 ．4 1 ．7 チ ャ ー ト Q169　 凹基無 茎銀　 表 採

37 石　　　 鉄 2 ．3 1 ．7 0 ．3 0 ．9 チ　 ャ ー ト Q170　 凹基無 茎鉄　 表 採

38 石　 ．錐 3 ．6 1 ．7 1 ．2 4 ．6 メ　 ノ　 ウ Q17 1 表 採

3 9 管 状石 製品 3 ．3 1 ．7 － 13 ．6 滑　　　 石 Q32・ 径 0 ．7cm の通 孔　 S ト 108付 近　 表採

遺構外出土鉄製品観察表

図版番号 器　　 種

計 測 値 （cm） 重．量

（g ）

現存率

（％）
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第27 5図1 短　　　 刀 （27．0） 3．4 0．8 （1 60．2） 9 0 Sト10 7付近表採 M l 刀身部先端欠損　 木質付着　 中茎長6．2cmr

中茎に径0 ．．3cmの 目釘穴

2 短　　　 刀 （23．4） 2．8 1．2 （14 1．6） 8 0 SI－10 7付近表採 M 2　刀身部先端及び中茎尻欠損　 木質付着

中茎 （2．5）cm

3 不明鉄製品 13．7 0．8 － 13．9 100 表採 M4

4 刀　　　 子 （15．9） 2．4 0．5 （3 8．9） 80 C16b 4区表採 M3　刀身部先端及び中茎尻欠損　 木質一部付着

中茎（2．8）cm

5 不明鉄製品 （5．6） 2．2 0．7 （17．0） 不明 表採 M 5

6 鉄　　　 棒 3．3 3．5 － 2 4．9 100 表採 ．M6

－402－
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